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刊行のことば

　現在，日本では在住外国人の多様化が進み，特に1990年代以降，R系人を中心として，

就労を目的に来日する外国人が急増しています。これらの人たちは，日本に長期滞在ある

いは永住することを希望する場合が多く，そうするために，現代のH本社会の一一員として

生活する上で必要な日本語を身に付けることを余儀なくされます。では，「生活する上で

必要な日本語」とはどのようなN本語なのでしょうか。また，それを明らかにするには，

どういつだ視点や調査研究が必要なのでしょうか。

　当研究所は，この課題に応えるための調査研究「日本語教育における学習項目一覧と

段階的閾標基準の開発」を，平成玉8年（2006年）から5か年計画で開始しました。そし

て，日本語教育基盤情報センター学習項目グループが，この調査研究を中心的に担当し，

移民等に対する自国語教育の内容等に関する国内・海外の調査，国内在住外国入のヨ本謡

使用・日本語学習ニーズに関する調査などを進めました。本報告書は，その成果をまとめ

たものです。

　国立国語研究所は，国の独立行政法人整理合理化計画により，平成21年（2009年）9

月末をもって独立行政法人としては解散します。それに伴い，本調査研究は，当初の5年

間の計画を3年半に縮小することとなりました。計画半ばで本調査研究を閉じるにあたり，

これまでの研究成果を広く公表し，多くの方々に活用していただくことと，今後，本調査

研究の趣旨を別の形で展開していくためのよりどころを示すことを目的に，本報告書を刊

行することとしました。本書が，在住外国人に対する日本語教育，外国人の受け入れ政策

などを検討する際の一助となれば幸いです。

　最後に，本調査研究を進めるにあたり，貴重な資料及び情報を快く御提供くださった

国内各地の国際交流関係及びH本語教育関係の団体や担当者の方々，海外の言語教育関係

者及び言語教育政策担当者の方々に深くお礼申し上げます。

平成21年9月

独立行政法人兜立国語研究所

　　　　　所長　杉戸　清樹
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工．「日本語教育における学習項目一覧と段階的目標基準の開発」の概要

　　　　　　　一「生活のための日本語」開発に向けて一

金闘智子

1．研究の趣旨

　独立行政法人国立国語研究所日本語教育基盤情報センター学習項目グループは，平成18

年度（2006年度）より平成21年度（2009年度）上半期まで，調査研究事業「　［ヨ本語教育

における学習項目一覧と毅階的目標基準の開発」に取り組んだ。本報告書は，この3年半

の研究の主な成果をまとめたものである。

　今後，日本で生活する外国人はますます増えていくことが予想されることから，外国人

が社会の一員として地域社会に根付き，職場や学校等で活躍できるよう，身に付けるべき

H本語能力とは何か，在住外国人の生活者としての側面に注目し，彼らにとって必要な日

本語とは何かを検討することは，国内における外国人の受け入れ拡大に関わる重要課題で

ある。本調査研究は，国内外の先行事例を参考にしつつ，具体的な調査データをもとに，

在住外国人が日本で生活するために必要な日本語の「学習子種一覧と段階的目標基準」を

開発し，日本語学習内容の選定・カリキュラム作成，教材や試験の作成における基盤的な

資料を提供しようとするプUジェクトである。

　これまで，N本語教育の世界では，中国帰国者，難民，研修生，留学生，ビジネス関係

者等に対しての日本語教育の内容・方法が広く検討されてきた。同時に数多くの教材が開

発され，日本語の能力を測るテストも複数存在している。H本語教育が盛んになった1980

年代からこれまでの間に，日本語教育の環境はかなり整備されてきたと言えるが，就労を

顕的として来Hした外国人に対する日本語学習支援，学習の到達目標の明確化，そして，

N本社会全体の日本語学習者や在住外国人に対する理解促進などにおいては，十分とは言

えない点がある。具体的には，（1）「生活者j「町会の一員」という観点の希薄さ，（2）在

住外国人及び一般目本人が参照できる学習目標・項目一覧・能力基準等の欠如，といった

課題が挙げられる（金田，2eo8a）。

　たとえば，現在，市販されているH本語教科書は幅広いニーズに応えるものとなってい

るが，在住外国人のf生活］の側面を中心に据えたものは少ない。また，「生活」を中心に

扱っている教材であっても，買い物や交通機関の利用，医療機関の利用といった，臼常生

活に不可欠な場面の学習にとどまっている場合が多く，地域社会で近隣の人々と共同作業

をし，子どもの学校で問題提起をするといった，積極的な社会参加のためのHi本語が扱わ

れているものは管見の限りでは存在しない。

　また，K本国内で実施されている教育プログラム，教材，テストなどの全体を見渡して

みると，「生活者」「社会の一員」の視点を持つものが不足しているだけでなく，現存する
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ものについても，相互の関連性は見えにくい。ここで言う，「相互の関連性」とは，日本語

を学ぼうと思った人が，自分の能力や罠的に照らし合わせて教材を選ぶことができるよう

な情報，たとえば各教材の目指す到達照標の相互関係のことである。学習者自身，あるい

は，外国人を雇用しようと考える一般のH本人が，この教材を終えた人，このテストに合

格した人，というのが実際のところどのようなB本語能力を有しているのか，を知るため

の情報や基準がないのである。これは日本語の学習者全体にとって，あるいは外国人を受

け入れる日本社会にとって，不利益な状態をもたらしているのではないだろうか。

　今回，本プロジェクトを立ち上げるにあたっては，すでに存在しているシラバスや教材

をもう一度見直し，同時に成人目本語学習者というものを今までの枠組みにはよらず，「生

活者1あるいは「生活」という側面に焦点をあてて捉え直した。そして，彼らが日本社会

の一員として生きていくうえで必要なH本語を検討することはできないかと考えた。日本

で生活するために必要なN本語というものを，新たな視点で一覧化し，段階化するという

発想で作業を進め，その結果を，在住外国人に対する日本語教育のプログラムの開発や運

営，教材開発，評価方法の検討等に関わる方々と共有・改良し，今後の日本語教育の内容

や方法を検討する際の基盤情報としたいと考えたのである。

2．「生活のための日本語」をどう捉えるか

　在住外国人の滞在の長期化・家族化にともない，住居と職場の往復，生きるための最低

限の言葉のやりとりをするだけでは，彼らの生活は成り立たなくなってきている。働き手

としての役割だけでなく，子どもの親・家族としての役割も担うようになり，教育や医療

の問題に対処していかなくてはならないのである。職揚の一員としてだけでなく，社会を

構成する一員，地域に暮らす人として，その地域社会を田本人や他の外国人ともに生き，

暮らしやすい社会を作っていく役割も求められる。では，そういった在住外国人にとって

必要な「生活のためのH本語」とは何だろうか。

　「生活」に注目した教科書のさきがけである『中国からの帰国者のための生活N本語（生

活日語）』の目的は，「一時的な外国人来訪者とは異なり，より深く日本の生活に入り込ん

で活動し，働いていく帰国者のためにH本語能力を身に付けさせ」ることであり（文化庁，

1983，p．4），日本の社会生活に深く関わることや働くことに関わる日本語をf生活のため

の日本語」として捉えていることがわかる。

　また，難民に対する日本語教育を長年にわたって担ってきた国際救援センターは，「日本

語を母語としない人が日本で暮らし，N本で働き，自立した生活を営んでいくために必要

な臼本語」を「生活のための日本語」としている（財団法人アジア福祉教育財団難民事業

本部，2006，p．1）。そして，「生活のための日本語教育」を順本語を母語としない人が，

日本社会の一員として，自立した生活を営むために必要な，第二の言語としての日本語を

学ぶための日本語教育」と定義している（同，p．3）。
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　ここまでで述べた，「生活のための日本語」に関わる課題や先行研究における定義を踏ま

え，本調査研究では，「生活のための日本語」を以下の方向性で捉えていくこととした。

①在住外国人が社：会の一員として地域に根づき，十全な生活を送ることを可能にするもの

②人間関係構築，生活場面拡大のためのH本語

③「準備教育的内容」でなく，「日本語使用は来日時から始まり，日本語学習は長期にわた

　ること」を意識したもの

④社：会参加や自身の多面的な成長の「段階（度合い）」に応じたもの

⑤学習意欲及び習得を促すよう，段階化されているもの

⑥学習者自身も学習者に関わる人も共有できる，学習過程の見取り図の元となるもの

⑦リソースやストラテジーの利用も能力として意識したもの

　また，「生活のための日本語」

とは，図1に見るように，生命

や生存に関わるものから，子育

て，市民生活，就労に関わるも

のまで，様々な臼本語を含む。

しかし，たとえば就労に関して

言えば，仕事の分野ごとに異な

る専門的な日本語と，分野や現

場によらずどこでも求められる

日本語とがあり，そのいずれを

「生活のための日本語」と捉え
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［図壌定住野外圏人の能力に関するイメー…刀

　　　　　　　　　　　（金田（2008b＞を一部修正）

るかは検討の余地がある。何をどこまで含めるのかについては，複数かっ多面的な調査研

究に基づいた検討をする必要があり，容易には明らかにすることができない。また，H本

語能力は，他の能力や知識から切り離したり，それだけを伸ばしたりできるものではない。

特に；成人の日本語学習の場合は，各人が日本に暮らし始める前に身に付けている言語能

力以外のものも含めた様々な能力が生かされるべきである。同時に，成人が身に付ける必

要のある能力と「日本語能力」の中には不可分の要素があるとも考えられる。

　本調査研究では，「生活のための日本語」の定義を一文で表わすことを保留し，先に述

べた方向性を念頭に，各種作業を進めることにした。

3．研究の方法

　この調査研究では，並行して複数の作業を進めてきた。まず，国内外の先行事例や先行

研究の概観を行った。国内の日本語教育に関しては，中国帰国者，難民，研修生などに対
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する教育内容比較のための情報収集を行い，同時に国内に流通している初級教科書の分析

を行った。初級教科書の分析は，現在の日本語教育の世界で，日本語能力がどのように捉

えられ，教えられているのかを知るためである（福永・武田・黒瀬・金田，2008）。海外に

ついては，移民等外国人の受け入れの歴史がある国々（アメリカ，ドイツ，オランダ，韓

国，カナダ，オーストラリア）を対象に，情報収集を行った。アメリカ，オランダ，ドイ

ツ，韓国については，訪問調査も実施し，特に，アメリカとオランダにおける移民等に対

する自国語（移動先の言語）教育のシラバスや到達臼標について，その歴史的な背景や各

種法律，理論的枠組み，作成過程，学習項目，カリキュラム，評価方法，等を調べた。

　また，国内在住外国人の言語使用実態や学習ニーズに関する調査研究に関する報告書等

を収集し，一覧化すると同時に，調査方法と調査結果について分析をした。そして，国内

在住の外国人がどのような生活場面で日本語を使用しているのか，どのような日本語学習

ニーズがあるのかについて，インタビューやダイアリー記述による調査と，全国規模の質

問紙調査（科学研究費による）を実施した。並行して，順本語能力］を再検討するために，

「コミュニケーション能力」に関する研究，キー・コンビチンシーを始めとする，現代社

会を生きる者にとって必要な能力に関する研究について調べた2。

　以上の過程を通じて，「学習項暇一覧と段階的目標基準（生活のための日本語）」の枠組

みを検討し，項霞一覧の整備に向けて作業を進めてきた。本調査概究で行おうとした各種

作業と，「生活のための日本語」の関係は図2のとおりである。

生活のための日本語

場面，言語行動，等
（～08年度）

パラシ

〈限定場面〉サブスキ
ル，言語表現，ストラテ

ジー，評価情報，等（09

年度～）

　　　　　t．／

奉先薮調査研究

へ　　ほド　ゆ

ごソフず　C

日本語使用に関わる
翼態調査・ニーズ調
査（広域；質問紙，狭

域；質的）

シ　　s’

昌標醤語使用翻i薩（狭壌，

鰻定場面，豪語データ）

［図2＝「生活のための日本躇」とその策定方法との闘係〕

　項目一覧のイメージは図3に示したとおりである。これは現段階の案であり，将来的に

は，「段階的鼠標基準」の要素を組み込んでいくことにより，全体の枠組みが変わる可能性

がある。また，本報告書で紹介するのは，この一覧の左に位置する，「領域」「場面」「行動」
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［図3：『生活のための霞本籍」一覧のイメージ」

のみである。また，これら「領域」「場面」「行動の各項鼠及び名称も暫定的なものであ

り，今後，項厨の整理及び項鼠間の包含関係などの精緻化が必要である。

4．「学習項圏一覧と段階的圏標基準（生活のための日本語）薬』1「領域』『堀衝』及び「行

鋤」一覧の作成過程

　これまでの作業を踏まえて作成した「学習項目一覧と段階的目標基準（生活のためのH

本語）案」のうち，「領域」「場面」及び「行動」を次章に掲載（金田・福永・黒瀬（2009）

を修正したもの）するが，この一覧の作成過程及び方針は次の通りである。

　この一覧は，移民政策の先進国であるアメリカとオランダにおける自国語教育の内容と，

日本国内における中国帰国者向け教育の内容の比較対照結果を基礎に，生活のための日本

語や地域臼本語教育に関する各種調査の分析結果，「コミュニケーション能力」や「キー・

コンビチンシー」の先行研究分析等，各種作業から得られた知見をもとに作成したもので

ある。この一覧の基礎に据え，比較対照を行った資料は以下の3種である。尚，これらの

資料に関しては，「W．」～「W．」で詳述する。

（1）日本：中国帰国者定着促進センターが中国帰国者向けの教育内容として開発した「冒

　標構造表」。

（2）アメリカ合衆圏：成人教育の評価専門機関CASAS（Comprehensive　Adu韮t　S£udent

　Assessment　System）が作成した，成人対象ESL教育及び成人教育の内容に関するコン
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　ピテンシーの一覧（『CASAS　Competencies：Essential　life　skills　for　youth　and　adult』2003

　年版）。

（3）オランダ：移民等を対象とした市民統合テスト（lnburgerings　examen）出題のため

　のシラバスである「統合の最終達成睡標（Ei簸dtermen　inburgering）」。「オランダ語の達

　成目標（Eindtermen　Nederlandse　taa1）」と「オランダ社会に関する知識の達成目標

　　（Eindterme鍛kennis　van　de　Nederlandse　samenleving）」）からなる。

　これ以外に，自国語教育の目標基準としては，オーストラリアのCSWE（Certificate　in

Spoken　and　Written　English）やカナダのCLB（Canadian　Language　Benchmarks）などがある

が，いずれも，言語に関する知識・能力を枠組みとしている。それに対し，今回の一覧の

土台となった上記3種のシラバスは，それぞれの社：会で生きていく人々が，どういつだ場

面・状況でコミュニケーションを行うことが期待されるか，そのための知識・能力は何な

のかということを明らかにしているものである。「社会の一員」として活躍できるようにな

るための日本語，「生活」あるいは「生活者」に焦点化した日本語教育を考える際には，個々

の文脈，つまり，一人一人が生きている生活や人生の各種場面を中心に据えることが重要

だと考え，これら3種を主な分析対象とすると同時に，一覧の土台とすることとした。

　これら3種のシラバスに挙がっている項目について比較対照表を作った結果，以下のよ

うな共通点が見られた（福永・金田・黒瀬，2008；金田・福永・黒瀬・武田，2008）。

・　「言語」を中心とした領域と「社会生活を営むための知識・能力」を中心とした領

　域が互いに切り離せないものとして存在すること

・　「～できる」「～する」といった具体的な行動によって表現されており，コミュニケ

　ーション能力は何らかの行動によって表現され確認される，という考え方が根底に

　あること

・基本的な挨拶，自分自身について表現するなど，「社会的なコミュニケーション」が

　取り上げられていること

・理解できないことを話し手に伝える，といった「ストラテジー」の利用が明示され

　ていること

　共通点がある反面，これら3種においては，「情報を選ぶ」や「リソースを用いる」とい

った「学ぶ力」に関わることを明示的に扱うか否かが異なっている。この扱いの違いは，

シラバスの目的や教育学・学習観などの違いを反映していると考えられるが，これら「学

ぶカ」を日本で生活する上で必要な能力の一部として考えるのであれば，隠れた学習内容

や，副次的に身に付く能力として扱うのではなく，明示的に扱う必要があると考えた。

　また，経済協力開発機構（eECD）が，複雑化していく現代社会を生きる成人にとって
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必要な能力（キー・コンビチンシー）を，「相互作用的に道具（情報テクノnジーのような

物理的なものと，言語のような文化的なものの両方を含む）を用いる」「異質な集団で交流

する」f自律的に活動する」の枠組みでとらえている（ライチェン＆サルガニク，2006）が，

これらは，現代社会で人生を全うするには，どの国で生活しようとも，外国人という立場

であったとしても，持つ必要のある能力であると考えた（金田・福永・黒瀬・武田，2008）。

　以上を踏まえ，われわれが考える「生活のための日本語」は，個人の人生や生涯発達に

対する視点と，社会の一員の視点を重視したものとすることとした。そして，ここまでの

作業から得られた知見を元に，「生活のための日本語」を「領域」「場面」「行動」「スキル」

「知識」等（図3を参照のこと）から構成される枠組みで捉え，3つのシラバスに挙がっ

ている項目を集約し，「領域」陽面」「行動」にまとめた。岡時に，陰野社会では不要と思

われるものを削り，逆に先行研究で挙がっている項目を加え，さらに，現在の目本社会で

必要と思われる項目，新たな視点から必要と思われる項目を担当者の話し合いにより加え

た。また，「3．」で述べた，インタビュー及びダイアリー調査によって把握した，日本在住

の外国人の日本語使用の実態についての情報も加味した。

　「領域」としては，以下の7種類を設け，領域の番号が若いほど，生活の基盤・根幹に

関わるものとなるよう順序付けを行った。

領域1

領域2

領域3

領域4

領域5

領域6

領域7

生命：身を守る

生活：基本的な生活を守る

市民：市民としての義務を果たし，権利を行使する

交流・地域参加：他者と交流L，地域社会の一員となる

仕事二経済的に自立する

子どもの教育：子どもを育てる

自身の教育：よりよい生活を営む

　各領域には複数の「場面」が設けられている。たとえば，「領域2　生活：基本的な生活

を守る」には，安全，消費，金融，移動，住居，通信，情報収集がある。「行動」について

は，複数の行動を伴うような一連の行動を表すものを「行動」とし，それを成立させる行

動を「下位行動（1）」に，さらに細分化されるものを「下位行動（2）」とした。これらは，

たとえば，次のような関係となっている。

行動：近隣に引越しの挨拶をする。

㌧下位働（1）
：・退去時にあいさつをする。

　・入居時にあいさつをする。

　　㌧下位働（2）・配紹介・調紹介
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　尚，この一覧は，文化審議会国語分科会日本語教育小委員会が発表した「『生活者として

の外国人』に対する日本語教育の目的・目標と内容（案）」（20◎9年1月19日）を検討す

る際の資料として活用されている。

5．「学習項目一覧と段階的囲標基準（生活のための日本語）」における「知識』の扱いについて

　比較分析をした3種のシラバスに共通することとして，言語能力の領域と同様に，社会

に関する知識の領域が重視されていることが挙げられる（福永・金田・黒瀬，20◎8）。それ

ぞれの場面で適切な行動を取ろうとすれば，社会に関する様々な知識が必要であることは

言うまでもない。また，社会の中で不利益をこうむらないため，あるいは，生活を豊かに

するために，その社会の制度，歴史，思考様式，情報収集の方法など，社会に関する知識

を得ることは重要である。

　知識には，各場面や行動に結びつくものと同時に，場面横断的なものもあり，3種のシ

ラバスにおいて，重視はされていても扱い方は必ずしも同じではない。また，場面に密接

に結びつく知識については，さらなる調査が必要である。最終的な「学習干渉一覧と段階

的目標基準」には，「知識」を含める必要があるが，現段階では知識を一覧に具体化するこ

とは困難であるため，枠組みに示すにとどめる。

6．在住外国人のff本語使用翼態と学習ニーズに関する調盃について

　本調査研究に関わる研究として，当研究グループは，日本語教育基盤情報センター評価

基準グループ（宇佐美洋グループ長，平等嗣研究員，吉田さち研究補佐員）とともに，科

学研究費（課題番号：20320074，研究代表者：金田智子）による質問紙調査を実施してい

る3。この質問紙調査は，在住外国人のB本語使用実態及び学習ニーズを明らかにするこ

とをE的に，全国規模で行うものである。質問紙には，在住外国人を対象にしたものと，

日本人を対象にしたものがあるが，外国人対象の質問紙では，14の生活場面（あるいは，

テーマ），105の言語行動について，接触頻度，日本語による可否，日本語学習ニーズの有

無をたずねた。この14場面，105項目は，国内先行調査研究，国内外の移民等対象の自国

語教育内容・到達目標等を参考に，集約・厳選したものである。14場面とは，以下の通り

である。

飲食店，買い物，交通手段，金融機関等，住居，役所・公共機関，医療・福祉，

緊急事態，自宅，地域交流，学習・余暇，保育園・幼稚園・小中学校，求職，職場

　105項目を設定するにあたっては，次の4つの観点を重視し，具体的な言語行動に反映

した（金田2008b）。
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①「社会の一員」の視点

　例）・自治会で意見を言う

　　　・〈職場場面〉作業の進め方等について改善のための提案や相談をする

②「生涯」の視点

　　　・カルチャースクールや職業訓練校など，学習のための機会や場所を探す

　　　・子どもの進路を決めるための情報を集める

③「書く」コミュニケーション

　　　・〈保育園・幼稚園・小中学校〉先生からの連絡ノートに返：事や子どもの様子など

　　　　を書く

　　　・家族や友人にパソコンでメールを書く

④　現代性

　　　・ドライブスルーで買い物をする

　　　・駅の券売機で電子マネーにチャージする

　　　・ネットで部屋を探す

　　　・役所福祉課にデイサービス等，介護に関することについて相談する

　この105項目は，次章で紹介する一覧に含まれており，今後，105項目の分析結果つま

り，日本語による行動の可否や学ew　＝一ズの高低を，一覧に反映する計画である。

7．本報告轡の内容及び構成

　本報告書では，「2．」で紹介した各種作業の成果として，大きく3つのテーマに関わる

ものを紹介する。1つ目は，「学習項目一覧と段階的目標基準（生活のための日本語）」の

噸域」生面」及び「行動」の案である。2つ目は，この研究そのものを計画し，研究方

法や研究範囲等を具体化するための基礎的調査として行ってきた，日本で生活する外国人

等の日本語使用実態及びニーズに関する先行調査研究の分析結果である。そして，3つ目

は，生活のためのH本語の内容や，コミュニケーション能力を構成する要素について検討

する上で参考にするべく比較分析を進めてきた国内外の3種のシラバスに関わる調査の結

果である。

　また，これら3テーマの作業過程から生まれた成果（先行調査研究一覧），分析対象と

したデータ（国内外自国語教育のシラバス／到達目標）を，「資料」として掲載した。そし

て，これまで行った成果公表活動については，「あとがき」にまとめた。

注

1本稿は，金田（2008a）と金田（2009）を再構成し，必要な加筆修正を行ったものであ

る。
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2調査研究を進める一方で，コミュニケーション能力の定義や内容，教育方法，評価方法

について理解を深め，また，本調査研究の成果を公表し，所内外の関係者と情報交換・意

見交換をする機会として「コミュニケーション能力研究会」を全15回実施した。

3科学研究費による調査については，以下のサイトを参照のこと。

　http：／fwww．kokken．go．jp／katsudo／seika／nihongo－syllabus／research／
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9．「学習項目一覧と段階的目標基準（生活のための日本語）案」

担遇：金田智子・福永由佳・黒瀬桂子

醗f学習項目一覧と段階的目標基準（生活のための目本語）案」について

＊「学習項目一覧と段階的目標基準（生活のためのN本語）案」のうち，領域・

　場面・行動の一覧である。

＊行動として挙げられているもののうち，（）の中に番号が示されているのは，

本報告書「1．7」で紹介した全国規模の質問紙調査の中で取り上げた105の言

語行動である。番号は，質問紙申の項目番号を表している。
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…役所の福耀にデイif一ビス等介繍・関することについi

”i’ll’i　”rT一　一’一一一一一一一mmi－mmnvmmwwww’rm”’一一一一　’一　“””’nvww　””7…”

i鎚衛生管豊環境爆
製
1璽9黒下丞諏劉用する＿＿＿＿一＿＿＿＿起犀処理のための鍛纈隻腿趨猛麺等λを利囲笠る＿＿コ＿＿＿一．一．一＿＿＿．＿一＿＿．＿一一三1∫＿一

1602．衛生的な生潜をする　　　　　　　　　i食晶を保禅する

一一一H翻窺騒骸漏都．r一．．一一一一一一一…一一一一一
＝E：・一一一．一．一．凱一一一一・一一一一一一一一一一・一一一一一一一一一一一

一．一tt．t．tttLtt 狽煤|ttttttwwttnvwwtttt．
黶DT．一．tt．．t

一・
f…一一皿．
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【領域2生活：基本的な生活を守る】

場癒 行動 下位行動（1） 下位行動（2）

20．

21．消費

12001．

12002危陵戸の：ザイン，ラベルを理解す由る

i2101対颪販売（スーパー，コンビニ，小売商店

一mn．．

P．Fライブスルゴで姦智を購入す：る一．．．．t．

　　　　　　　　　　　A
ttt　xu　．．　t－trmnvt　rm　tt　mttt　rmt　．．．　“．　t　l　．．　t．

t－tT

@tttt　”’t’t一”一t　t　t一一t－t’ttttt－t　tttvettrmtilttttmet　ttttt’

tttt @tttmut　tttttttt　nvttt　ttwwttt’t　tt－t’tt’”　it　”t”　’

’『冒@　　一一一一一“一一一一一一一一’巾一　…一…一1一　　油由

＿．＿＿
?商品の表丞（寒雷の繁材，．食品の材料等）を読む（10．）

　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じト　　　
．ぼしいもφめ場所を探すため1三，．店内の蓑示を見たり，店…

．｝齢灘顯撫牛三；．額あ同齢ゼ
、財駄店嚢に質問したりする19．）　　一　＿　．．、　．．．．1一一、．

・輝拶㌶饗蟹瀦鶉ゑ～塑「．・1・．1111一一　・∵・∬

　　　　　　　　　　　i2io21遜信叛売（電藷「郵便∵』ガタ白グ飯i海「子レ媒

＿．＿＿＿＿．一．＿一一．一一．一一

Stf．逼販．ネット販売）で繭晶を購入すゑ．一＿碑

nvt－t@一一uzt－tttttttttttrmtttt　tnv　t　ttww奄煤@ttttttttt　t　ttttt　trwtt　tttt　t　tt　tttttmetwwnv　t　”’tt’ttrt　tT＋’L”一”＋”ttt

rm’一’一ig’一’一一一’一””uaww一一一一．．．．1！m！．u．．．．

　　　　　　　　　　　：

iポインjトカ「ドや割豊勝を剰請するq1♪．．

｝ほしい物を電話で注文する（15．）

iぽ藤壷をFAXや茎ットで濁更ずる（！6：Σ．．．

…一幽…一…ｵd3鉱ズトヲ玩喫茶店据酒田：田田をずる…ゴ電話やイシタ痢拘トで店を≒渤ずるq，）…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i店で人数・禁煙喫煙：店内飲食か持ち帰りかなどあ希望
　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿」壷伝え魏」＿仁＿＿＿＿．

一十一一一．…一一一一一

．
↓

…L”Lu’一”一…ﾑ厩繭翻畷二二1二騰雛蘇繊蜘亀L一
＝一…一二腿鵬灘黙黙勧＿二押脚臓蜘，2）

I

l

．．iる．．　　＿＿．＿一t＿＿

1210dsl支払いをする

1一．一．．．．．．．nvnv．．．．．．．．．．．一．．．．．．．．．．

F一

一」メ海蝕「を苛んで注文する（4．）

　店員に料理の材覇について質問したり1希望を伝えたりすジ
　iる（の． il．．．　．．．．．．．．．

一Li一．一…

†「1…1二

・離州あ回田嚇姻庵鵜鷺離難鍵舗する（1Zr）

…二二二三1二二嫡蟻な左翼をする1

　　　　　　麟率，劃引率を理解ず釜揚
．二二二二二二随壇書i蓼豊難ずる
　　　　　　1レシーートt領収欝を緋鯉する
し二二二二二疹嘉ジ1盛るFドを利幅ずる、

⊥二．一

鉱金融1一二∫ll二∬三

廼d白：各種サユビス（グリ＝三シグ．現像「修理1’T

＿＿
F容院）を利9する＿tt

．＿…2291銀行を利贋する＿＿

　　｝．一．．．．　．tt－t．ttt一　t一．u．ttt－tt．　tttt

プレペイドカ「繕を利馬する＿＿．＿

i電子マネτを利用する　　　．……．

．．．．．．　．．　．　．　．．　．．nv．．．ma．．．．nv．　11

　　　　　　　　　l
ttttttttt @tttttttt@tuatttnvtt @t．．7rT．．．．t．tt G

」葺座蘭殺偬口で薪しく自座を闘干する）伽：）1　…
　…AでMの利回《現金霞動支払機（ATM）で現金の引出1振
　1．込．．公共料金の支払駐など費する×2aΣ一一．．．．．．．．一一．一．．．、ゴ．

τ1こ耀果回忌両州

．＿．＿．．
@　．購入．チヤ「ジー．＿＿

　　　　　’　　　　　　　｝　　’　　・「ttt　　・　　　’

　　　　　　　樋帳
　　　　　　　ミ　　　　一．一…叫…矩ウシ鼠力」ド．．一’．．．
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場面 行動 下位行動（1） 下位行動（2）

　　　　　　　　　　　ξ

　　　　　　　　　　　i

箆種軌1二二二二ll拙論面恥蘭を選択ずる＝三二1：二軸1＝lllユ

＿＿＿＿＿＿＿＿
X－39．2．r．公共糞撃墜関を利脳病る．．＿…＿．＿＿

一一一…一一一一
@　・i．　　一一　　…一…．．…．一一一一一・一．

　　　　　け　　　 @　　　　　　　　　コ　　　げヨじ　セじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　

一……一一一一一一
¥…一……一　一　一…一一…一一一…一一一・

一…一一一…一…一一一一．一一一
¥一一　　・　．一．．一．一一．　　一一．　．．．．一一

　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　 Z　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　わ　　　　げ　　ドリ　　　　　　　　ゴ　　　

＿．．』．．．＿＿＿＿．．、＿．
吹D＿＿＿＿＿＿＿……．＿＿＿一＿＿＿＿

　　　　　　　　　　　1
…「…tth’t．r“一’’”t．一一……… 瘁c　一．．．…一………『…… @’∬三二二二ll㍑…澱ゆ雪解機で電子マネ鷺にテヤπジする（¢Q，1

三三1ヨ三三■鱗茎鑛欝灘巽三二π二17コ

四川二二π二握lll翌撃墜墾髪晶晶丁1’二二1∴1・一

．＿．＿＿
@　　＿一一．＿昌…一…一一…一一．．一一一一．……・一一…一

國………………『『　『『〒一．．．一一．巾…「…「 s…’『’．．’．．ゴゴ．一…晒ゴ……　内…　　　…　　tt一．一『．一．．．．．内一．．．．』一

　コ　　　　コ　　　　　　　　　　　へ　　へ　　　げじ　　　　　　　ト　　　お　　ゴじ　ヘ　ド　　　　　ず　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ホ　　　ゴ　　　セ　ゴ　　　　　　　　　ぽゴ　　　ぽ

　　　　　　　　　　　］
…一一一……一一一…一

@一．．．一．一一一一一十・…・・一．．一．．一一一一一　　一一…一一一…一…．一・一．一一．．一一．．…　…“…i

．一＿t＿．＿＿＿＿＿
@＿．．一．＿4．一．，＿＿t一．．、一一一．＿一＿．．．　＿．　　＿＿＿＿一

一…一一…．一一一一…一・一一一…一・
p・・一．．一一．』．一．『一．’…　　…　「…　…『tt　t一…．．一．一一’．一．一一

．＿＿一一一一．＿．．＿一t．＿＿＿＿＿．一
P一．．＿　．＿＿．＿一．．t…一…．一…一・一　　　一一．一…1

　　　@　　　　　　　へ　　　　　　　　　ゴ　さ　ぽ　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　ゴ　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12307．当薬車を使用する
．一．一一．…一…一一…・一一一・．．一一一一一一一．一一…一一一一一

P一．一一一・．一　　　・一　一　tt一　　　　　　　　　　一一．一．　‘．一．．．一一．一一．．’一一．…．…ゴ…………・「t’

＿＿＿．一．一．．一．＿t一＿＿

G2aoa徒歩で移勤する一．．．一．＿＿．一＿．　　＿；

ゆ　　　　　　げ　り　　り　　　　　　お　　　　　　レ
　．．t一．＿＿＿．＿＿一．．tt一」a36§タクジ「を利用する

　　　　　　　　　　　i

24；住居1三二1』二て二三＿擁。む家を探す、丁∫二τ1∬

i預金（銀行や郵便馬の窓口で定期預金や各種q一ンを串；

一名聾鵬櫓便機窓自記預1・　一“各種筋を1．一．一．一

．一

G申レ込むX鉱〉．．．＿　　　　　　．一．一一　．一

1送金t振り替え（銀行や郵便属の窓ロで海外送金をする》…

総を妬一一汀コー．一二一．こ11’・τ一二∬二
線行や郵硬島の窓Qで現金引出，振込，公共料金の支払1
いなどをする（aの．…一．．．．一．＿＿　　＿　　…．　．t．．．．．．．｝．一一．一一．．．tt．．一、＿＿一．．

i駅や乙玖停で路黒鼠や1時刻表を謎む（～D＿…＿＿．　．．．．．．一．．．．皿

．1磁欄所を翻ず礪齢，ス減員や他の畦．一一一．
i乗客に，、粟野駅や桑り換えを確認する）（23，）

、駅の携脚やバ芝～の箪内アナヴンスを鞠解する（22．）1．．∬1∵．．…ttt…

P蜜を支払う　　＿　　＿＿．．、一．…．．一…．．．、．．．．一＿　．．：＿．＿．．

　駅の窓貝で乗車券を補う11β♪．一．．．t、．＿．．．．tt＿　．＿　　　　　＿．

i．駅の券肇機で乗送券を買う（jg♪　　＿　　．．＿．一．　　一．．．．．．．．一．一．．．一．．t

蕊プリペイドカ「緯を利用する．一．．一．．一．．　　．　　　　　＿．　　　．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　
1．tt．＿＿＿＿＿一　．．『＿　．一．．一．．一一．』．．．ゴ．．ゴ　．・　＿

　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

－i運転免許を取得ずる，切幕贅えをする1－1．、二二一1　．．．l

i車・オートバイを購入す：る＿＿＿、、　　．　　＿　　．　．．．．一．．．　一

躍輿車保険に蜘λずる＿＿＿．．．　．　．．＿　．1．
．1ガソリンを購入する　　　　　　　．＿．．…　＿．　　l
　i駐車場を確保する，契訳する∬．．　　　．t．一一．．．．．．＿．　．「∵「

i地図を理解する
　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　

庫・オ』トバイの定期点検を受ける．　　　　　　　　1
　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　げレ　　じ　
「事故・数障時に対処する．＿

．1高速道路を利話する＿＿’ 諱w∬　一　’一11．．㌃．⊥1．．　1＿tt

噛転車を購入する．＿一＿．＿、…．．＿　　　＿．．一、．∵．．．　．．、、＿．

駐輪場を利翔する　＿、＿．．．．　．　．＿．＿∴＿
1道を尋ねる（道聞き〉　　　　　　　　　　．＿＿．　．　．．．＿tt．．
　昌的地までの行き方を人に説明する（27．）tt．

嚢盤面出面脚綱1径麟
　　　　　　　　　　　　＿．　　．＿．．＿＿　＿＿　．地図の理解
t．

Gタクジトを電話で呼ぶ（24．）

：タクシー運転手と、行き先や行ぎ方などに1ついでやりとりをi…．

；する（25．）　　　　　　　．　　．．．t．．．『．．　．．｝、．、．

　ネットで部屋を探す（35，）
　、　、　　　　　1こ　　嚢怒　　　　（36．　　　　1t．．　　　　　　一
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場面 行動 下位行動（1） 下位行動（2）

欄取り鋼を読む（37＞

賃貸契約をする（契約露に言己入する）（38）

購入契約をする（契約書に醗入する）（38）
牲薯日」ンを組むww

12402引越の手続きをする

　　　　12403近WSI　Z引越しの挨拶をする（68）

　　　　E
　　　　・2404住環境を整える

＿＿一．一＿

ｹ2鎚L手紙二小包な捻を出す＝＿．一＿一一一＿

　　　wwli

一丁灘綴灘丁丁る
1不用品の処分をする
　　　　　　

購臨溜鱗　　　　槌緻鱗介
i引越しの手続きをする（電気・ガス・水門・インターネット，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三座振り替え手続き
電器・各種住所：変更）（39）

燧礫難讐響墾『理騨　…l　l一一　．一ニー二∬二r

齢錨に必騨囎き込み’書舗包’徽など1曙便

｛

罹

　［

一

削

…

25通儒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　　　へ　　　　　　

　　　　　一転　…　　　　｛蚕繭翻講論る

二二↓莇擁卜す∴三篠駿轄露台音劇繍麟
　　　　　　コ趣0剣電誌を劉電する一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電子番暑を講べる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電誕料金の明細を理解する

　　　　
　　コ宅配便…
二　　｝各種郵便物

nv
@nv．　．．．　．．ua　．．　一　mmww　um．mm　nv　m．　．．．一．．F．．．　．一ww

　一一……　 u麟辞護

　　　　二「n“一Lu’wwtwwt…　　輝輝謙る
と1「∫

26情報収纂

　　’

礁i幕議羅辮鰻知≒・ンター・？…；J・逼儒

　　12606図書館を利酒する（75）
　　、2607．フリーペーパー，構報誌を渚齢する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　f

r．　．一

J
：

…　｛　一一th一←一一一　　…’ 皐翻励一ドを械する　　　　　nv　rm　一　　　　　　一　tt　t　　ww 　　　下

＝二罪報　　一　　一
　　　押回設置のフリーペーパー

4

誌
．雑［
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【領域3市民：市民としての責務を果たし，権利を行使する】

場繭 行動
I

下位行動（1） i　　碓働・）

二二丁：II．II二二二工ニー一’t．“’．’””t”t一’”ttmmttm…tt．L．一……計爾稽翻陣童備磯解雛を蘇Σジニニb…”．tt．．．一．一』

、獺　　｝、｛b藤癒る　　　偉麺癒逓晦誕観麺二二二「
一．一．一一一．．．一…一一一…一一…一一．一・．一．一一一一｛．』ゴー一 p’………tt’t……

壁麹鯛灘縮魁勤一をす為灘鷺謬灘識灘談し串…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1し込む（41．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

wwttttnvtttt一”tt’t－ttt－tLtttttwwtttttnvtnvtt’tnv
狽狽秩ft””一’t’tt＝Ltt’ttttwwttttttwwttttttttttttnvt’tt”t－t’一t－tL－－一twwtt－tmutumtttmmrmtTtt’

．．．一mm．．．．．．．．．umww．．ww．一一一．．．．．一wuL．．．nv．．

＿＿＿
№送ｲ種補勤金を幡蔓藁鑛受旅こ＿↓一＿～＿＿＿＿

　　　　i3103．支援する

灘華翻羅讐慧讐墜三騨室1二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1＿＿一．＿．．一一．．＿＿一＿一．＿＿＿＿

璽モ三繍諜壷⊥雲灘幾羅繋響｝錘璽王三三二∬：二：ご

三三＿「二三三舞’
i犯罪報智手畿iきをζる
i地方参致権をi使量1登＿＿＿＿二二二二二二へ…r．＋腰挙…一…………

i法的橿利を行使立る　　　　　　　　　　　．ヰ＿…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［
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【領域4交流・地域参加＝他者と交流し，地域社会の一員となる】

場面 行動 下位行鋤（1） 下位行動（2）

40．　の ≡高家鷲雌謝る（6φ）一誹．
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【領域5仕事：経済的に自立する】
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孤．日本で生活する外国人等の日本語使用実態及びニーズに関する

　　　　　先行調査研究概観一質問紙調査を中心に一

谷啓子・武照聡子・矢部まゆみ

1．はじめに

　日本で生活する外国人等の書語使用実態やニーズについて，これまでどのような調査研

究が行われてきたか。N本語教育関係機関そして地方自治体：等でそれぞれの臼的・必要性

に基づいて調査研究が行われ，際々に報告・発表されてきたが，それらを包括的に整理し

たものはなかった。当プmジェクトでは，先行調査研究についての報告書等を可能な限り

収集し，包括的に概観できる資料を作成することを試みてきた。本稿では，それらの調査

研究の全体的な流れを概観した上で，特に質問紙調査について代表的なものを取り上げ，

その特徴を紹介し，それらから得られる示唆と課題を検討する。

2．先行調査研究の収簗

　当プロジェクトでは，日本語を母語としない人々の生活者としての側面における日本語

使用実態調査及びニーズに関する先行調査研究を収集し，それらの概要を「日本で生活す

る外国人等の日本語使用実態及びニーズに関する先行調査研究一覧表」（以下1一先行調査研

究一覧表」）としてまとめた（巻末資料1参照）。

〈収集方法〉

　「先行調査研究一覧表」に掲載されている資料には，以下の（1）～（3）のものが含まれる1。

（1）2008年12月までに厨立国語研究所が収集，所蔵してきたもの

（2）　H本語教育関係機関の紀要，報告書などから薪たに検索，収集したもの

（3）全国の都道府県と政令指定都市へ依頼状を送付し，提供してもらったもの

〈機関別の内訳と調査対象〉

　「先行調査研究一覧表」に掲載されているのは計70件で，内訳は日本語教育関係機関に

よるもの21件，自治体によるもの48件，その他機関によるもの1件である。調査には大

きく分けて，対象を「中国帰国者」「インドシナ難民］「外国人配偶者」「日系人］のように，

来日・滞日の理由と関係が深い属性によって特定して行っているものと，「○○地域在住外

国人」というように，地域ごとに，在住する外国人全体を対象として行っているものがあ

る。H本語を母語とせず，第二言語として日本語を使用しながら日本で生活する人々には，

霞本国籍を持つ中国帰国者や鷺系の人々も含まれる。一方，日本国籍を持たなくても，日

本語をeg　一一言語として使用する在日韓国・朝鮮の人々は，第二言語としての日本語使用実
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態・使用ニーズ調査の対象とされないことが多いが，自治体による調査の回答者の中には

「外国籍住民」として含まれている場合がある。また，調査によっては同時に日本人に対

しても調査を行っているものもあり，その場合はその旨を備考欄に記した。

　なお，「先行調査研究一覧表」掲載の70件には，次のものは含まれていない。

　　（1）児童生徒のみを対象としたもの

　　（2）学業・ビジネス・技術研修の現場でのニーズに特化したもの

　（1）の児童生徒を除外したのは，「成人」に焦点を当てているためである。また，（2）につ

いては，当プUジェクトが来日目的に応じて異なる側面ではなく，「生活」として共通する

部分に焦点を当てているため，学業，ビジネス，技術研修等の場面のみに劇化したニーズ

調査は除外した。しかし，留学生，ビジネスマン，技術研修生等も，生活者としての揚面

も当然もつので，「留学生」「ビジネスマン」「技術研修生」を対象とした調査であっても生

活場面での使用実態についての調査が含まれているものがあれば，取り上げるようにした。

〈調査形式〉

　「先行調査研究一覧表」に掲載されている調査の形式には，以下の3種類がある。

（1）揚面調査

（2）面接調査

（3）質問紙調査（（2）と併用の場合もあり）

　（1）（2）は，質的な様相の把握・分析，（3）は量的な傾向の把握・分析のために用いられる

が，本稿では，まず，（1）（2）（3）全てを含んだ調査の流れを概観した後，特に（3）について，

これまでどのような方法によって調査研究が行われ，量的な傾向の把握・分析によりこれ

まで何が明らかになってきたかを検討していきたい。

3．日本で生活する外国人等の書語使用案態・ニーズに関する調査研究の流れと背難

　収集された調査研究の資料（報告書等）に基づいて，調査研究の大まかな流れを年代順

に見ると，表1のようになる。

　最も古い資料は，1981年に行われた中国帰国者を対象とした生活場面調査についてのも

ので，『初心者用日本語教材の開発に関する実際的研究（昭和56年度文化庁日本語教育研

究委嘱）』（水谷他，1982）として発行されている。この詳細については，本報告書「IV．

国内外の移民等に対する自国語教育について一田本〈申国帰国者に対する日本語教育〉一」

に述べられているが，1972年目日中国交正常化によりN本人残留孤児とその家族の国費に

よる帰国が始まり，1984年に申国孤児定着促進センター（現「中困帰国者定着促進センタ

ー」）において国費帰応診と同伴家族に対し日本語教育およびH本社会適応指導が開始され
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た中で，この1981年の言語使用実態調査が，中圏帰国者用N本語教材『申国からの帰国者

のための生活日本語1』の開発の基礎資料として用いられた。これに続いて，中国帰国者

についての職場場面調査（録音調査，面接調査）及び対人接触場面調査（質問紙調査，録

音調査）も行われた（文化庁国語課，1989，1990）。

　　　　［駿1：生活者としての外国人等の暗語使用導管ニーズに関する調査研究の賢相

80年代～90年代初期

　　磯中国帰国者を対象とした生活場面調査（水谷他，1982；文化庁国語課，1989，1990）

　　命「一般外国人」（学業以外の目的で日本に滞在する，ビジネスマン・研究者・教師・

　　主婦等）へのアンケート調査（国際日本語普及協会，1990）

0年代中期～後期

命中日蝕国者定着促進センターによる数々のアンケート調査及び面接調査

　対象：帰国婦人（平城，1994），修了生（児玉他，1995；安場他，1997），修了生の呼び

寄せ家族（安場他，1998），特定地域在住者（平城，1998），非識字者・学習困難者（安場，

1998）

＠配偶者に対する調査（国際日本語普及協会，1995，1996）

＠インドシナ難民に対する調査（アジア福祉財団難民事業本部，1996）

＠自治体におけるニーズ調査の先駆け（州綺市市民局国際室，1993；浜松市日本語教育

推進委員会，1996；横浜市総務局国際室，1996；太圏市地域日本語教育推進委員会，

1997）

　000年代

　　　＠文化庁による調査（文化庁，2001）

　　　＠自治体による調査の増加

　　1＠H本語学校，大学，その他関連機関による，地域の在住外国人対象の調査（沖縄県地
　　：

　　1　域在住外国人等のH本語教育を考える会，2003；JTMとくしま日本語ネットワーク，
　　l

　　l　2006；コミュニケ学院，2008；名古屋大学，2008など）
　壷

　一方で，この調査とほぼ同じ80年代末から90年代初めにかけての時期に，『一般外国人

に対するH本語教育の実態に関する調査研究』が国際日本語普及協会（AJALT）によって

行われている（国際日本語普及協会，1990）。これは，学業以外の目的で日本に在住してい

る外国人（ビジネスマン，宣教師，教師，主婦など）を対象に，文化庁日本語教育委嘱事

業として実施されたものであった。学習形態の実態と希望について尋ねることを中心とし

た質問紙調査であったが，仕事や生活の中で日本語が必要になる場面についての質問が設

定され，それまで日本語教育の主たる対象となっていた留学生・就学生等，学業を目的と

してH本語を学習する人たちとは異なるシラバスや目本語指導法の検討に役立てられた。
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　1990年代中期から後期にかけては，中国帰国者，インドシナ難民，配偶者に対して，質

問紙法や面接法によるニーズ調査が次々とおこなわれた。中国帰圏者については，中国帰

国者定着促進センターにおいて，「帰国婦人」「センターでの研修修了生」「修了生の呼び寄

せ家族」「特定地域在住者」「学習困難者（非識字者を含む）」のように，さらに細かい属性

ごとに，それぞれの対象者に合わせた日本語教育カリキュラムを開発するためにニーズ調

査が実施され，当センターの紀要に次々と報告されている。

　インドシナ難民については，日本困内への受け入れば79年に開始され，アジア福祉財団

の難民事業本部が運営する定住促進センターで日本語教育や社会適応教育がおこなわれて

いたが，95年～96年に『日本定住インドシナ難民の日本語に関する調査研究』（アジア福

祉財団難民事業本部，1996）が実施され，この申に，日本語使用実態についての調査も含

まれる形となった。

　外国人配偶者については，特に田本人男性と国際結婚し日本で生活する外国人女性の数

が，85年置始まる自治体の行政主導型の國際結婚，それに続く業者による外圏人花嫁の斡

旋の広がりなどを背景に，80年代後半から急増していた。このような外国人配偶者の生活

支援を含んだ日本語教育が，主に地域の日本語教室においてボランティアによって支えら

れてきた。その中で，地域のH本語指導者養成に取り組んでいた国際日本語普及協会が，

文化庁の委嘱（「一般外国人に対するH本語教育研究委嘱」）を受けて，94～95年にli”海外

から嫁いだ外国人配偶者の日本語指導に関する調査研究』（国際it本語普及協会，1995）及

び『海外から嫁いだ外国人配偶者の分本語指導の実態調査およびH本語学習ニーズ分析』

　（国際日本語普及協会，1996）を実施した。

　一方，自治体も1990年代中期から後期にかけて，都道府県や市区町のレベルでそれぞれ

の地域に在住する外国籍住民に対する調査を始めるようになり，2000年代に入って調査を

行う自治体が増加した。このように全国の都道府県や政令指定都市が80年代末～90年代

を通して次々に国際化施策の指針を策定したのは，自治省からの蟹際交流と国際協力推進

に関する大綱策定の要請を受けたものである。各自治体の実態に則した施策・実施のため

に，まずは在住外国人の生活実態を把握する必要があり，それが「在住外国人の生活実態

調査」の設計・実施となった。また，2000年代中期以降，「地域の生活者」への意識の高

まりとともに，大学，日本語学校等が，留学生・就学生の日本語教育に留まらず，つなが

りのある地域の在住外国人に対する調査を行うようになってきた。

4．朗隷溺にみた詰問紙調査

4．1　中国帰国者を対象とした質悶紙調査

　3，で述べたように，中国帰国者の日本語使用ニーズについては，198◎年代中期から「帰

国者」の中でもさらに属性を特定して数々の調査がされているが，質問紙調査の形式で，

帰国者自身（同伴家族・呼び寄せ家族を含む）に対して行われたものとしては，「『定住し
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ている中国帰国者の目本語学習ニーズ等』についての調査」（安場他，1997；安場他，1998）

と，「特定地域に暮らす中国帰国者へのニーズ調査一鹿児島県N市の場合」（平城，1998）

がある。いずれも，質問紙調査と同時に半構成的面接調査を併せて行っている2。

　安場他（1997／1998）は，日本に定住を一応果たした中国帰国者やその呼び寄せ家族の，

「主に目本語についての学習ニーズ」「学習ニーズに関わる生活と学習の実態」「日本社：会

に対する要求」の傾向を把握し，将来的な学習支援システム作りの基礎資料とすることを

目的とし，中国帰国者定着促進センターの修了生及びその呼び寄せ家族に対して行った。

識字力に問題がないとみなされた修了生に対して調査票（申国語）を送付し，その呼び寄せ

家族にも協力を依頼した。回収件数は494件（修了生416件，呼び寄せ家族78件）と報告

されている3。

　質問紙には以下の調査内容が含まれていた。

（1）　生活の状況

　a．社会生活…外出の頻度（5毅階尺度），外出しての行動，職業／身分

　b．生活全般への満足度…満足度，不満に感じている領域

　c情報の入手状況…情報提供元，入手困難な領域
　d．日本人との交際状況…家庭外での言語の使用頻度（5段階尺度）と相手，「親しい日本人

　　の有無」についての習慣的評定
　e．家庭の状況…家族との隅瓦状況，使用言語，家庭内での行動

（2）　学習ニーズに関する項臼

a。H本語レディネス…ニーズと重複するが「日本語の会話と読み書きに対して困難に感じ
　　る度合（5段階尺度）」，日本語能力の自己評定（レベル順に15項員から選択）
　b．日本語学習ニーズ…技能／場面／要素別

　c．目本語以外の知識に関する学習ニーズ…職業上の専門知識，E本の生活習慣，母語の
　　保持など
　d．学習条件…希望する学習形態

　e．学習環境…現在学習を阻害している要因，ファックスやパソコンなどの通信機器の所有
　　状況（今後の通信教育の可能性を探るため）

　f．日本での学習歴…公的私的な日本語学習歴，学歴，職訓校での学習歴と分野

（3）日本社会に対する要望

（安場他，1　9・97：37－38）

　これらの調査内容のうち，特にH本語使：用ニーズに関するものとして参考になるのが，

（2）一b．のfN本語学習ニーズ」（技能別／場面別）についての質問項目とその結果である。

技能別，場面別，それぞれに以下のような二品があった（回答の多い順）4。

［技能別にみたff本語学習ニーズ…修了生の場合］

　1．よりスムーズに会話する（54．6％）

　2．文法の知識を増やす（34．6％）

　3．発音をもう少しH本人に聞き取りやすくする（31．5％）

29



4．使：える語彙や文型を増やす（28．4％）

5．野手によって丁寧さの程度（敬語等）を使い分ける（26．9％）

6．手紙や作文を書く（25．7％）

7。車内放送やテレビ番組を聞き取る（12．7％）

8．方言（12．0％）

9。お知らせ（回覧板，子弟の学校からの通知等）や新聞／雑誌を読む（10．3％）

10．漢字や片仮名を書いたり，読んだりする（9．1％）

　〔場面別ニーズ…修了生の場合］

　　　1．カイワ：仕事（例：指示を受ける，電話を受ける，失敗等の処理（22．9％）

　　　2．カイワ：職場・近隣・学校で，意思の疎通上の問題が生じた時の解決の仕方（18．6％）

　　　2．ヨミカキ：仕事に必要な書類の読みとりや記入・作成（18．6％）

　　　4．カイワ：病院や保健所で医師と（16，9％）

　　　5．カイワ：近所の人や職場の人等との雑談やつきあい（14．2％）

　　　6．カイワニ知人との複雑な会話（悩み相談や将来の夢等）（ll．1％）

　　　6．ヨミカキ：進路に関する情報の読みとりや入試の小論文の作成（IM％）

　　　8．カイワ：役場や入管で（10．8％）

　　　8．カイワ：緊急時（例：火：事，事故，急病等）（10．8％）

　　　10．カイワ：電話で（10．6％）

　　　10．ヨミカキ：挨拶の手紙やハガキなどの読み書き（10．6％）

　　　12．ヨミカキ：役場や病院，銀行等の書類の読みとりと記入（9．4％）

　　　13．カイワ：職安や就職面接（8。0％）

　　　14．カイワ：進路（進学就職）に関する問い合わせや相談（7．2％）

　　　15．ヨミカキ：回覧板，子供の学校や保育園のお知らせ，いろいろな広告等の読みとり（5．3％）

　　　16．カイワ：商店や郵便局などで買い物する時（5．1％）

　　　17．カイワ：子供の学校，幼稚園，保育園での先生と（4．8％）

　　　18．ヨミカキ：職調校や夜問中学等の授業の闘取りや教科書の読取り（3．9％）

　　　19．カイワ：銀行や郵便局での貯金や送金などについて（2．7％）

　　　20．ヨミカキ：特に学びたいことはない（2．4％）

　　　21．カイワ：電車やバス等を利用する時（1．7％）

　　　21．カイワ：子供や配偶者との複雑な会話（説教，相談等）（1．7％）

　　　23．カイワ：特に学びたいことはない（1．2％）

　　　24．カイワ：不動産屋で（例：アパートを借りる時等の会話）（L1％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前掲書：52，54）

この結果について，晒場他（1997）では以下のような分析がされている。
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・技能別ニーズでは，1位と2位，6位と7位の項目の選択件数の差が非常に大きく，
　「スムーズに会話する」ことへのニーズが圧倒的に高いことがうかがえる（実は2位
～5位の項目も，広くはスムーズな会話のために必要となる項目であると書える）

・場面別ニーズでは，至位の「職場での会話」ニーズを選択した97人は有職者300名
の32．3％。ただし，優先順位に関係なく，「職場での会話」を選択した人は157人に

上るので，有職者の過半数が，職場でのよりスムーズなコミュニケーションを求めて
いるといえる。滞日年数でみると，年数の短いグループの方がニーズが高い。

・2位の「仕事上の書類の読み書き」も優先順位なし回答でみると138人と，有職者の
半数近くに求められている。年数では，滞日年数の長いグループの方がニーズが高い。

就いている職種とも関係があるだろうが，やはり滞紹年数が短い期間は会話の習得で
精一一杯なのかもしれない。他の場面での会話のニーズも滞N年数2－4年のグループが

高い（4．病院や保健所，5．近所や職場の人との雑談，8役場や入管，緊急時，10．
電話）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前掲書：52－53）

　また，呼び寄せ家族の調査結果（出場他，1998）でも，技能別では「よりスムーズな会

話」へのニーズが圧倒的に強いなど，修了生の調査結果と岡様な傾向もある一方で，場面

別では，病院や保健所での医師との会話，買い物や電車バスの利用，緊急時などサバイバ

ルレベルでの会話ニーズが，修了生と比べて上位にあがっている。これは滞日年数が短い

回答者が占める割合が高いことも要因であるが，センターでの初期研修のようなサバイバ

ルレベルの日本語の習得の機会がないまま日本社会に入っていかなければならない呼び寄

せ家族の状況が映し出されているといえる。

　平城（1998）は，①鹿児島県N市在住中国帰国者（成人）の日本語を主とする学習ニー

ズを知ること，②学習ニーズに関わる生活と学習の事態を知ること，③日中友好協会及び

市民グループが中江帰国者の学習環境改善に向けた方策を模索する上での基礎資料とする

こと，を目的としたものであった。N市在住の全中国帰国者82名を対象に質問紙を郵送し，

52名より回答を得ている。

　調査項目は，前述の安場他（1997，1998）の項鼠から取捨選択されており，日本語使用

二・一ズに関しては，安場他（1997，1998）同様に「学習ニーズ」の項目における「技能別

ニーズ」と「場面別ニーズ」の結果が参考になる5。技能面でのB本語ニーズを見ると，「子

供の学校・保育園のお知らせ，回覧板・広告の読みとり」と「新聞・雑誌の読みとり」が

上位にあがっている。その他「漢字カタカナの読み書き」「手紙や作文を書く」も加えると，

読み書きカへのニーズが比較的高い。一方，生活場面別に日本語ニーズを見ると，「病院や

保健所での会話46．2％∬電話会話42．3％」「近所や職場の人との雑談40．4％」「緊急時の

会話38．5％」「子供の学校や幼稚園・保育園の先生との会話365％」等が上位にあがって

いる。

　このN市での調査では　回答者52名のうち，男性19名，女性33名で，女性が全体の
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63．5％を占めている。回答者の有職率は30．8％と低い。育児や家事に従事する女性が多

いことが，回答の傾向にも反映されたのではないかと分析されている（平城，1998：60）。

4．2インドシナ難民を対象とした質問紙調査

　『日本定住インドシナ難民の日本語に関する調査研究』（アジア福祉教育財団難民本部，

1996）は，定住難民の日本語力の状況と日本語学習の現状，学習環境等の実態を把握する

ことにより，定住後のH本語を中心とするアフターケアを考える上の資料とすることを目

的としている6。

　調査対象者は，姫路定住促進センター，大和定住促進センター，国際救援センターのN

本語教育受講者である。各センター着所後6か月以上を経過した者のうち，各センターで

200家族程度が対象となっている。調査総数は356名中，男性191名（53．7％）女性165

名（46．3％）で，滞日期間，国籍，年齢，性別，目本語の成績等にできるだけ偏りがない

よう配慮がされている。

　調査地域は，調査機関の制約上，関東，関西地区である定住するインドシナ難罠が対象

となっている。調査票は，H本語，ベトナム語，カンボジア語，ラオス語，申国語が用意

されている。

　この調査は，成人だけでなく児童生徒に対しても行なわれているが，ここでは，成人向

け調査における，日本語使用実態・ニーズに関する質問項目の結果についてのみ言及する。

　日本語学習において，約8割の人が日本語がわからなくて困ったという経験があると回

答している。特に「仕事・職場」，「役所の手続き」，「学校・公共のお知らせ」，「病気にな

ったとき」など，生活をする上で必要不可欠な場面に多い。また年齢や滞B年数が増すご

とに「日常生活」頃本人との付き合い」など毎日の暮らしに密着した場面で，困難を感じ

ているようだ。

　しかし，現在日本語を学習していない人の割合が園答訪の半数以上を占めている。学習

していると答えた人の大半は「独学」である。学習していない人の中で最も多い理由は「時

間がない」とのことである。また「身近に学習できる場がない」ことも次に大きな理由と

なっている。

　難民事業本部が日本語教室を開催した場合に，受講する意志があると答えている人は全

体の約8割と高い。その受講理由としては「日常会話」「仕事」「情報を得るため」「進学」

などで，さらに理由を掘り下げると「病院，役所，近所付き合いでのN本語力不足を補い

たい」または職場の指示や書類の読み書きができるようになりたい」「免許が取りたい」

など「聞く・話す」技能のほかに、「読む・書く」技能を伸ばしたいと考えているようであ

る。

　以上のことから，インドシナ難民の多くが，自分たちの日本語力が低いと感じており，

さらに日本語を学ぶ機会が必要だと考えていることが，この調査結果に現れているといえ
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よう。

　質闘紙による調査の他に，調査員（各センターの日本語講師）が調査対象者（日本語教

育を修了した対象者）の家庭を訪問して，調査事項を聞き取る方式でインタビューを行な

っている。姫路87名，大和130名，国際救援センター139名，合計356名が対象になって

いる。聞き取り内容は（1）日本語や言葉に関する問題，（2）仕事や日常の生活上の問題，

（3）学校生活や将来の希望，（4）その他の問題，の4項目である。使用された言語はN

本語で，通訳を使わずに彼らが理解できる日本語で行なわれている。

　結果としては，（1）の「日本語や言葉に関する問題」からは，漢宇の読み・書きが大き

なハードルになっていることが示されている。また職場，公的機関，教育機関でのN本語

の問題も，漢字の読み・書きができるようになれば，かなり解消するという言及が多い。

センター退所後に夜間中学や地域の日本語教室で学習を続けた人が多く，早い段階でのア

フターケアが必要とされていることが分かったとしている。（2）の「仕事やH常の生活上

の問題」についてのコメントでは，生活の不安，経済面での苦しさ，人間関係の悩み，住

宅や健康の問題の訴えは109件に及んでいる。しかし，生活上格別問題はない，満足して

いるなどの言及も74件あり，意外に多い。（3）の「学校生活や将来の希望」では，自分

自身や家族の教育についての言及が多い（124件）。生活の向上と安定した生活を求め，そ

のためにより良い仕事に就きたい（105件）などが多い一方，帰化・永住・呼び寄せにつ

いての言及も多く見られ（54件），日本での安定した生活を望むと同時に，母国や母語に

ついての思いも深いようである。（4）「その他の問題」のところでは，定住者が様々な問

題を抱えながらも，安定して暮らしている様子が138件も記述されていたとある。しかし

ながら，学校でのいじめ，公的機関での不親切な対応について，少数ではあるが記述があ

り，各センター閉鎖後の定住者の拠り所となる機関の設置が望まれるとある。

　この調査では，各国の調査対象人数にばらつきはあるものの（ベトナム人223名，カン

ボジア99名，ラオス34名），調査対象人数は合計356名にのぼり，男女の比率もほぼ同数

である。また，調査結果の分析も，性別，国籍，年齢，在日年数，入国経路別に分析がき

め細かくなされている。

4．3　配偶者を対象とした雨下紙調査

　外国人配偶者については，1995年に国際日本語普及協会が文化庁の「一般外国人に対す

る日本語教育研究」委嘱を受け，調査を行っている。これについては，『海外から嫁いだ外

国人配偶者の日本語指導に関する調査研究』（国際欝本語普及協会，1995），『海外から嫁い

だ外国人配偶者の日本語教育指導の実態調査および日本語学習のニーズ分析』（国際日本語

普及協会，1996）にまとめられている。この調査の背景には，インドシナ難民や申国帰国

者に対する支援体制に比べ，外国人配偶者に対する支援が確立されていないという状況が

あった。
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　この調査の目的は，外国人配偶者の生活環境を把握し，周りの日本人とコミュニケーシ

ョンをする上でどのような問題があるかを探り，外困人配偶者が日本社会で日本語に困る

ことがないようなH本語の授業の内容，シラバス，教材，教授法などの開発と教師養成等

の基礎資料にすることにある。調査地域は，新潟県上越市およびその周辺地域を農村型ケ

ースとして，千葉県市想市を都市型ケースとして選んでいる。調査の対象は，外国人配偶

者とその夫と両親，行政機関，保健所を中心とした母子医療機関，保育園，ボランティア

団体や支援機関に及んでいる。

　調査は，自計式による集合調査と郵送調査および面接調査法で行われている。ここでは，

夫と妻，妻と夫の両親の関係に触れることが多いため，回答してもらいやすいように，す

でによい関係を保っているH本語教師やボランティア・グループに協力を依頼し，調査を

実施している。外国人配偶者本人に関するアンケート調査は2回，2種類行っている。第1

回目は1994年秋から行われた外国からの配偶者のための日本語教室のカリキュラムを立

案するに当たって，1994年夏に当協会がアンケート（ふりがな付き日本語）を作成し，上

越保健所の協力のもとに目本語教室開催のお知らせとともに同封し，郵送している。

　上越市及びその周辺地域の外国人配偶者に対する調査では，郵送により47名の回答があ

った。千葉県市川市の外国人配偶者に対する調査は市川市教育委員会生涯学習課が実施し

ているE本語教室で，日本語を学習している外国人配偶者（妻）8人の協力を得て行って

いる。調査を受けた8人は全員が「恋愛」結婚であり，経済的には恵まれているようであ

ると記述されている。

　調査は，外国人配偶者に対しては，外国人配偶者自身の個人的背景（国籍・母語・宗教

等）および来日前と来日後の住環境の変化，来H後の家族構成について聞いている。日本

語学習歴と日本語力については来日前と来日後に分けて尋ね，H本語習得における問題点，

さらに家族，地域社会，行政に望むことがあれば記入してもらっている。

　上越市及びその周辺地域の外国人配偶者に対する調査結果で，「せめてどのようなことが

できるように望むか」という項Hに対する最も数の多い回答は「身の回りで目にする漢宇

が読める」（19名），次に「身の回りで目にする漢字が書ける」（16　X），3位は「学校や保

育園からのお知らせに返事が書ける」と「不自由のないH常会話1（各13名）となってい

る。項目数は10項冒あり，この中から3項霞選ぶことになっていたが，多くの人が4項目

以上選んでおり，全部の項目を選んでいる人も複数いたという。以下が5位以下の項目で

ある。

　「電話での応対」（ll名）

　「学校や保育園からのお知らせが読める」（6名）

　「テレビが楽しめる」（6名）

　「平仮名・片仮・名が読める」（6名）

　「平仮名・片仮名が書ける」（6名）
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　「ひとりで役所や病院や保健所に行ける」（4名）

以上の項目はすべて，生活していく上で，必要不可欠な能力だと回答者が考えていると思

われる。

　千葉県市川市の外国人配偶者に対する調査結果で，「日本語力不足で困ったこと」として

一番多かったのは，病院での対応であった。病状を聞かれたり，説明したりすることがで

きなくて困ったとあり，ほとんどの場合，夫が同伴しているようである。

　「せめて何ができるようになりたいか」ということで，今後の冒標を3つ挙げてもらっ

たところ，「電話での対応」を挙げた人が5名，「学校や保育園のお知らせの返事が書ける」

が4名，「身の回りで見る漢字が書ける！が4名，f不自由のない日常会話」が3名，「身の

回りで見る漢字が読める」が3名，「学校や保育園のお知らせが読める」が3名，「一人で

病院や役所や保健所へ行ける」が2名であった。

　今回の調査対象となった人達には子供がいても年齢が低いため，学校や保育園との関係

がまだない。現在その関係にあり，困った経験を持つというのは1件しかなかったが，今

後，子供が保育園や学校に行く年齢になっていくため，将来「学校や保育園からのお知ら

せを読みたい，書きたい」という希望が上位に上がってきたようである。

　夫および澗親には，彼らからみた外国人配偶者とのコミュニケーション上の問題点，日

本語習得に対する意見および希望を回答してもらっている。行政機関には，その地域に在

住する外国人配偶者の実態，地域の受入れ状況，支援状況，および今後の展望について担

当者に聞き取り調査を行っている。母子医療関係機関には，治療や相談を行うために各機

関の対応策，特にコミュニケーションを円滑に進めていくうえでの問題点，また外国人配

偶者に期待しているH本配力について調査している。ボランティア・グループおよび支援

団体には，外国人配義者から求められる支援，それに対する対応策，および日本語学習に

どのような支援を行っているかを回答してもらっている。

　この調査は地域・対象者ともに限られた範囲での調査ではあるが，個々の事例調査や，

面接法を取り入れた結果，細部にわたって外国人配偶者の置かれている環境と支援の実態，

ことばに関する問題点が浮き彫りにされているといえるだろう。

4．4日皆人を対象とした質問紙調査

　1980年代後半，目本社会の人手不足と中南米諸国の経済状況の悪化という要因が重なり，

N恩人社会からの来H・就労が始まった。来日当初，数年のデカセギをR的とした単身の

来日が主だったH系人は，次第に本国から家族を呼び寄せて滞在が家族単位で長期化する

傾向にある。そのため，日本語学習者としての対象は，就労している大人，その配偶者（非

日系を含む）や高齢化する親世代，幼児からティーンエイジャーにいたる子どもたち，と

ライフステージの多岐にわたっている7。転職・転居に伴う国内の移動，本国との行き来

など移動の多さも特徴であろう。また，近年の経済不況の最前線で生活の急変を余儀なく
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され，不安定な立場に置かれていることも忘れてはならない点である。

　日系人については，当：事者が外国人相談員や国際交流協会のスタッフ等として各地域の

キーパーソンになっている例や，社会学，教育学等の各分野で輩出されている日系人研究

者が中南米出身者の多い地域の調査委員会にもメンバーとして参加している例があり，調

査において当事者の視点が期待できる（浜松市企画部国際，2007；静岡県県民部多文化共

生，2008　他）。

　目系人を対象とした調査は，前述の4．1～4．3のように特定のH本語教育機関が調査を行

っているわけではなく，1990年の出入国管理及び難民認定法（以下，入管法）改正以降，

中南米からの日系人およびその家族が急増し8，対応をせまられた集住地域の自治体を中

心に調査が行われてきた。彼らが就労を主な目的として来R・滞在していることから，調

査も自治体と企業が連携して行ったものや，外国人側・企業側（あるいは派遣側）の両側

からアプローチがなされたものなどがある。

　これら自治体主導による調査では，就労状況を中心とした生活実態把握が主で，場面に

よるH本語使用ニーズについてはあまり詳しく調査されていない。代表的な質問項9とし

ては，属性（国籍・中南米での出身地域・日系の何世か，在留資格などを含む）の他に，

「雇用・労働の現状」「居住」「医療・保険」「社会的ネットワーク・地域生活」「アイデン

ティティ」「子どもの教育」「日本語学習」などが挙げられる。以下の浜松市（浜松市企画

部国際課，2007）の調査項暇は，就労のために来日・滞在し，滞在の長期化に伴い様々な

問題を抱える南米系外国人の現状を把握することを目的としている。

　　　〈調査項目数〉

　　　①基本属性［20項目】

　　　②雇用・労働［13項則

　　　③居住［3項9］

　　　④医療・保険［7項則

　　　⑤ストレス［3項目】

　　　⑥社会的ネットワーク［7項目】

　　　⑦地域生活［4項目］

　　　⑧アイデンティティ［4項目］

　　　⑨日本語学習18項E］

　　　⑩行政サービス［1項B］

　　　⑪教育〔7項則

　　　⑫母国との関係［3項目］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（浜松市企画部国際課，2007：37）

自治体によるもので集住地域の調査としては，文化庁の山本語教育推進地域指定を受け
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た群馬県太田市（1994年指定）や静岡県浜松市（1995年指定）によるもの等がある。これ

らのプロジェクトでは，教育委員会や地域の主幹産業である企業からも委員会のメンバー

が出ており，質問紙調査の他，学校や工場などの現場でも参与観察・聞き取り調査の協力

が得られている。

　浜松市は，南米系出身者を対象とした調査が継続的に行われている地域として注目すべ

きであろう。市が主体となって1992年より2006年までに5回の質問紙調査が行われてい

る。2006年調査（浜松市国際企画部国際課，2◎07）では，新たにストレスや社会的ネット

ワークなどの新規項目が追加されている9。その中で「この1カ月にH常生活で不満・不

安・悩みなどのストレスを感じたか」という質問について，「おおいにあった（210／。）」と

「多少あった（46．3％）」という回答も合計すると3分の2の回答者がストレスを感じてい

る，としている。ストレスの具体的内容としては「収入・家計・仕事」が5◎％と高く，ネ

ットワークでは「悩みを相談する相手」は「同国人」で64％であった。N本語学習希望に

ついては「学習したい」または「機会があれば学習したい」と答えた人の割合が1999年の

86％から2006年の69％に減少しており，これは「十分な日本語能力を身につけた人が増

えたからというよりも，臼本語を使わなくても生活できる環境ができあがっているため」

と分析している（前掲書：41）lo。また，近年の経済不況に対応すべく2009年には「がん

ばれ！ブラジル人会議」11が主体となって緊急アンケート『浜松市経済状況の悪化におけ

るブラジル人実態調査』を行い，その現状把握に努めている。なお，静岡県県民部多文化

共生室（2008）は「漢字の含まれた日本語の文章は，ブラジル人向けのコミュニケーショ

ンの手段としてほとんど機能しないことが推測される」としている（前掲書：38）。

　自治体をまたがる調査としては，茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県の北関東圏を対象と

した国土交通省国土計画局（2007）がある。これは製造業の多い北関東圏で重要な労働力

となっている外点人の実態を把握するために行われた。質問紙調査は世帯単位で行われ

（738世帯），回答者の国籍はブラジル49．2％，ペルー14．4％と中南米出身者が全体の約6

割を占めている。世代別にみた言語使用，教育状況が詳しく分析されており，滞在意向別

にみた家庭内の言語使用が，「今後も日本に住み続けたい」世帯では，帰国予定のある世帯

や「（住み続けたいかどうか）わからない」世帯よりも「B本語」「日本語と母語が半々」

と回答した割合が高くなっている。また，家庭内では親より子どもの方が4技能すべてに

おいて霞本語能力が高い傾向にある。北関東圏における外国人世帯の住まい方の特徴から，

「日本語習得をはじめとした，日本での生活に最低限必要な力を在住外国人が身につける

といった‘自立’を支援する取組をすすめること」を今後の方向性として示している12。

　近年の自治体以外の機関の調査としては，平成19年度文化庁委嘱事業として行われた

『生活者としての外国人のためのモジュール型カリキュラム開発と学習ツールの作成』（コ

ミュニケ学院，2008）プロジェクトの一部として行われたアンケート調査がある。これは

在日ブラジル人たちがH本語の何が必要で，何が学習可能であると考えているかについて，
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30項目の行動リストに基づいて126名にアンケートを行ったものである。この行動リスト

は，日本語を使用する必要のある特定の社会的場面において，日本語で何ができるか

（Can－do記述）の詳細を示した一覧で，　European　Language　Portfolio（Little＆Perclova，2001）

を参考に作成された「日本語ポートフォリオ」（青木，2006）をもとに，9名の在日ブラジ

ル人の協力者のフォーカス・グループ・インタビューを行い，言語コミュニケーションの

問題を選び出し，「○○をするJという行動記述文を145項目作成し，さらにそれを30項

闘に絞ったものである。この30の項霞について、以下のような質問がなされている。

Q：日本に来たブラジルの人が以下のことをできるようになる必要があると思いますか。また，賛本語を

全く知らない人が，働きながら休みの日などに勉強して3年ぐらいでこれらのことをできるようになる

だろうと思いますか。「はい」「いいえ」に。をつけてください

1．値段を聞いてわかる

2．物や人の数を闘いてわかる（一つ，一人，一本，一枚など）

3．職場などでかんたんな指示がわかる（だめ，あぶないなど）

4．駅や車内のアナウンスを聞いて，自分に関係ある情報がわかる（乗り換えや，この電車がどこの

　駅に止まるかなど）

5．ラジオやテレビのニュースなどを聞いて，基本的な情報がわかる（天気予報，地震・台風などの

　災害についてなど）

6．医者や看護師，保健士がゆっくり話したら，何を質問しているかわかる

7．「はい」「いいえ」「すみません（人を呼ぶ）」「すみません（謝る）」「ありがとう亘お願いします」と

　言う

8．基本的なあいさつをする（人に会った時，別れる時，ごはんの前，ごはんの後など）

9．K分の住所を言う

10．相手の話す日本語が分からない時，「もう一度雷ってください」「かんたんに言ってください1

　　「ゆっくり言ってください1などと言う

11．時間を言う

12．電話をかけて，話したい人を呼んでもらう

13．店でほしいものがどこにあるか店員に闘く

14．電話でピザなどの宅配を頼む

15．新しい職場で自己紹介をして，あいさつする

16．職場や，子どもの学校などで，よく知っている話題なら，会話に参加できる

17．仕事の面接で，質問に答える（どのくらいH本にいるか，ビザの種類，家族，どんな仕事をした

　ことがあるかなど）

18．店などでトラブルを解決する（おつりが間違っている，品物を返品・交換したいなど）
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19．店や公共の場所などで，基本的な標示を見て意味がわかる（危険，立ち入り禁止，非常口な

　ど）

20．品物の袋などに書いてあることを見て，ほしいものかどうかわかる（例えば，塩と砂糖など）

21、ゴミ捨て場の標示を見て，いつどんなゴミを捨てていいかわかる

22．ひらがなとカタカナだけで書いてあれば，短いかんたんなメールや手紙を読んで，書いてある

　　情報や質問がわかる

23．広皆やチラシを見て，割引など自分に関係ある情報を得る

24．漢宇にフリガナがふってあれば，役所や学校などから来たお知らせの紙を読んで，大切な情

　報が何かわかる

25。自分の名前をカタカナで書く

26．自分の住所を書く（ひらがなを使ってもいい）

27．覚えたい日本語の単語や文を聞いて，ひらがなかカタカナかu一マ字でメモする

28．履歴書を書く

29．職場で，上司や同僚にかんたんなメモや伝言を書く

30．保育園，幼稚園，学校の先生に知らせることを書く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コミュニケ学院，2008：286－287）

　上記30項目のうち，28項目を点出者の8割以上が「必要だ」としているという結果が

出ている。比較的「必要性」が低いとされたもの（8割を切ったもの）は，「電話でピザな

どの宅配を頼む」と「広告やチラシを見て，割引など自分に関係ある情報を得る」であっ

た。これらについては、食べ物の宅配使用の習慣の有無や宅配ピザの値段の高さの影響や、

広告やチラシの入手自体が限られている可能性がその理由として考察されている。（前掲

書：i23）。

4．5地域在住の外国籍住民等を対像とした鷺問紙調査：自治体等によるもの

　今躍収集した先行研究資料のうち，自治体等によるものは48件と多数であった。本節で

は、これらの調査の全体像をまとめて示す。

4．5．1翻査設計

　3。で述べた経緯によって，今釧収集した自治体による調査報告書の霞的の多くが「多文

化共生推進施策の基礎資料とするため」となっている。文化庁の日本語教育推進モデル地

域等で先駆けとなったところ以外は，自治体主体の初調査は概ね1990年代～2000年代に

入ってからである13。今後，当該地域の外国人住民の生活実態や意識がどのように変化し

たか，その継続調査と施策による取り組みの成果検証が望まれる14。

　自治体の申で「在住外国人の生活実態調査」の調査の中心となったのは国際関係の部署

がほとんどであるが，その調査体制は多様で，完全に自治体内部で調査設計・実施したも
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のもあれば，自治体の該当部署は事務局として機能し，外国人問題に詳しい研究者や地域

の外国人支援NPOなどをメンバーに迎えて調査委員会を立ち上げたものや，社会調査会社

や地域の大学等外部機関に業務委託したもの，等がある。調査規模もサンプル数90から

2000を超す大規模なものまであった15。

　調査方法は郵送による質問紙調査が中心だが，平行して（または前年度に事前調査・次

年度にフォローアップの形で）一部のインフォーマントに対し，質問紙に近い内容で対面

のインタビュー調査を行ったものもある。

　4．1～4．4で述べた対象者別の調査とは異なり，自治体が住民に対して行う調査というこ

とで，外国人登録者名簿からの無作為抽出による大量サンプリングが可能となっている。

より実情に近い調査を，という趣旨で，サンプリングの段階で，母集団の分布を反映する

よう居住行政区別に比例割当しているところもある。

　無作為抽出の他に，外国人相談窓口や国際交流協会に訪れた人に質問紙を手渡し，地域

の日本語教室に通っている人にその場で回答してもらう，などの形式が見られたが，これ

らの場合，既に何らかのネットワークを日本社会に持っている，または日本語力が高めの

人が調査対象となってくる可能性が高いことに注意が必要であろう。

　封象者には「在住外国人登録者」や「外国籍住民」等の表現が使われており，対象年齢

は自治体によってi6歳以上，18歳以上，20歳以上と異なる。なお，浜松市のように地域

性を反映して南米系外国人市畏対象の調査を継続して行っている自治体もある（浜松市企

画部国際課，2003，2007）。

鑑5．2質問紙調査の内容

　質問紙の一般的な構成は「（日本語の自己評価を含む）属性」とf生活上の問題・要望等

についての質問項目」となっており，その結果は属性とクロス集計の上，分析されている

（例：「情報の入手経路」と「日本語能力」「国籍」）。質問紙の言語は日本語のみの1ヶ国

語～11ヶ国語での対応まで様々であった16。住民の属性傾向によって，予めオールドカマ

ー向けとニューカマー向けで質問紙を別々に作成し，送付している地域もある17。

（わ羅性にみる日本語能力

　嘱性」項目としては，性別・国籍・年齢（○歳代）・在留資格・滞日歴（当該自治体で

の居住歴）・（自治体内の）居住地域・職業（業種，職種，雇用形態，勤め先の規模；）・最終

学歴・配偶者の有無や家族構成・住居形態，母語，日本語能力・H本語学山主などがあげ

られる。

　その申での「日本語能力」について見ると，4技能それぞれについて「不自由なくでき

る」「だいたいできる」「あまりできない」「ほとんどできない」のようなスケールから自己

評価を選択するもの，技能別に具体的なレベル例を設定して選択するもの（例：「読む」な
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ら「新聞や雑誌が読める」劇痛な漢宇・ひらがな・カタカナが読める」「ひらがな・カタ

カナが読める1「漢字だけ読める」iできない」などがある（かながわ自治体の国際政策研

究会，2001）。

　また，4技能ではなく，「会話」と「読み書き」2種類について「不自由しない」「まあま

あできる」「できない」から選択するもの（川崎市市民局国際室，1993）や，埼玉県総合政

策部国際課（2007）のように会話力のみ問うものもあった（例：「あなたの日本語力（艮本

語を話すカ）はどのくらいありますか」…「自分の考えを発表することができる」「簡単な

礒常会話ならできるj「あいさつならできる」「ほとんど話すことができない」から選択）。

　N本語能力の傾向としては，オールドカマーは全般に不自由しない傾向が強く，特に会

話についてはいずれの調査でも9割がf不自由しない」と回答している。しかし，読み書

きについては，高齢化する在日韓国・朝鮮人の一世，性別でみると女性の方が不自由して

いる度合いが高い。一方，ニューカマーである中南米出身者は滞在年数が上がっても読み

書きに困難を感じている割合が高い18。

　これらの日本語能力はあくまで現状の自己評価であり，実際の日本語能力については客

観的指標はないが，4技能の能力の偏りについては，本人が同じ基準で判断していること

から参考になるといえるだろう。

（2）幽幽項圏の特徽と臨本語ニーズ

　質問項目の特徴としては，行政サービス別の項目立てになっているのも特徴的である。

主なものとしては，就労，住宅，医療・保険・福祉，H常生活（地域活動への参加や人的

ネットワーク含む），子どもの教育，文化・アイデンティティ，地震・火事・怪我など緊急

時の対応，行政サービス，自治体や国への要望（行政サービス，参政権など）等である。

これらトピック・場面別に質問が立てられ，現状や困っていること，要望を問う形になっ

ている。また，自治体によっては，各地域のそれまでの外国人住民に対する取り組みや，

歴史的経緯といった地域性が反映された内容となっている（例えば，オールドカマーが多

い地域では参政権や通名使用といった人権に配慮した質問項目が比較的多い）。

　N本語使用実態・ニーズに関しては，主に以下の3タイプとして散在して表れている。

以下，例として質問文と選択肢，その調査での畷答率（％）を挙げる。なお、地域によっ

て対象者の属性や母数には偏りがある。

①　「臼常生活全般の悩み」の選択肢として「言葉の問題」が入っているもの

　　・「生活のことをお重きします。園っていることは何ですか？（複数回答）」一FH本語がよく分か

　らない33％」「子育てや教育のこと12％」「老後の生活のことgo／・j「｛建康に関すること40／・」（秋田

　県学術国際部学術政策課，2007　下線は筆者）

　　・「日常生活での悩みや心配事は何ですか（複数回答）」一「心葉が通じないこと323％」「文化や習
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慣の違い20．2％jf母国語で書かれた情報が少ないこと195％達「病気やケガをしたときの対応18．

4％」f悩みや心配事はない17．7％」「地震等の大災害が起きた場合の対応15．6％1（石川県国際交流

課，2007　下線は筆者）

②トピック・場面別の質問の回答の選択肢の一部として入っているもの

　國fあなたやあなたの家族がβ本で病院へ行ったことのある方にお尋ねします。病院に行ったと

　　き，困ったことは何ですか？」一「特に困ったことはない37，8％」「N本語が分からず，うまく症状

　　を伝えられなかった31．0％」「費用が高かった28．4％」「医師や看護師が説明する言葉が分からな

　　かった27．9％jf治療方法が自分の国のものと異なり不安だった14．4％」（茨城県生活環境部国際課，

　　2006下線は筆者）

　　睡ヨ「住む家を探すのに困ったことがありますか（複数回答）」一「特に困ったことはない47．6％j

　　「わたしが外国人なので断られたig．7％」「保証人を見つけるのが難しかった1720／oj「借りる手続

　　きをするときに説明や契約書がff本語なのでよく分からなかった11．5％　（埼玉県総合政策部国際課，

2007下線は筆者）

圖「現在の仕事（職場）で不満に思うことがある」と答えた人（38．4％）へ追加質問としてfあ

なたが現在の仕事（職場）で不満に思うことは何ですか（複数回答）」一「賃金が安い44，0％」「い

つ解雇されるか不安である29．7％」「雇用保険に未加入である29．7％」「仕事をする上で日本人でな

いことを理由に差別的な扱いを受けている26．4％」「会社の健康保険に未加入である20．9％jf賃金

や残業代がきちんと支払われない15．40／。」「休H・休暇が少ない15．4％」「仕事をする上でうまく会

話ができない14．3％」（栃木県生活環境部国際交流課，2005下線は筆者〉

匪圃　　「あなたの子どもの教育について心配することは何ですか（複数回答）」一「学校からの連絡

を親が理解できない24．lo／・「H本語が十分にできない22．3％」「心配ごとはない20．2％」「高校・大

学に進学できるか不安19．5％」f学費が高い16．7％」「学校の授業が難しい16．◎％」「母国語が話せな

くなる14．5％」（富山県知事政策室国際・日本海政策課，2006下線は筆者）

團「地震が起こったら，あなたは何が心配ですか（複数回答）」一「家族の無事47．go／・」「地震を

体験したことがないので恐怖心がある32．3％］r何をしなければならないかわからない22．50／。」「避

難場所がわからない22，3％」f言葉が通じないので自分の要求を伝えられるか不安15。3％　「得意な

言語で情報が得られるか不安13．3％」（新宿文化・国際交流財団，2004下線は筆者）

③日本語学習歴や今後の学習希望を問うもの

　　日本語の必要性「日本語の必要性についてどのように考えますか」一「日本での生活に必要88％」

　　「条件のいい仕事を見つけるために必要71％」「現在の仕事に必要67．8e／、」「H本での永住に必要

　62．8％」「H本人との関係形成のために必要52．go／。」　fポルトガル語で暮らせるので不必要0．5％」「じ

　　きに帰国するので不必要0．5％」（静岡県県民部多文化共生室，2008）

　塵fあなたは今後日本語を学習したいと思いますか」一「ぜひ学習したい27．6％」「機会があ
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れば学習したい49．80／。j「時間の余裕や機会がないので学習は無理7．70／・」（前掲書，2◎08）

　自治体のニーズ調査はあくまで「生活実態を把握し，行政に反映する」ことを目的とし

ているため，全てのトピック・場面について必ず日本語に関する悩みが選択肢として用意

されているわけではない。また，同じトピック・場面でも選択肢の項目は自治体によって

ばらつきがある。

　聞き取り調査も様々なものがあるが，かながわ自治体の国際政策研究会（2001）のイン

タビュー調査では団地グループ，日系人グループ，在日コリアンダループ，若者グループ，

オーバーステイグループ，女性グループ，と調査重点課題および地域ごとに6つのインタ

ビューチームが組まれている。高齢化，子どもの教育など定住化する生活者としての悩み

が詳細に綴られており，量的調査では得られにくい心理的背景を裏付ける声として参考に

なる。

4．6地域の外国籍住民等を対象とした質問紙調査：自治体以外の機関によるもの

　近年，自治体以外の機関が地域と協力して調査する動きもみられる。これらの中で特に

fi本語使用実態やニーズについての質問が具体的に立てられているものについて，その要

点を以下に述べる。

　「沖縄県在住の日本語学習者の要望調査」（沖縄県地域在住外国人等の日本語教育を考え

る会，2003）は，沖縄国際大学・沖i縄キリスト教大学・琉球大学の研究者のチームにより，

地域に根ざした日本語教材の開発のために，県内在住の外国人，日系人等，日本語学習を

必要とする人に対して行われたものである。「日本語で困った場面」に関して，15回忌19

について，「どんなときに困りますか／困りましたか」という質問に該当する項目を上位3

つ選択する形式をとっている。結果から高頻度の項目（回答者の割合が50％以上のもの）

20
ﾆ，低頻度の項目（画答者の割合が14％以下のもの）21を抽出し，「儘人的な生活に関す

ること」「地域住民としての生活に関すること」「社会人としての生活に関すること」の3

分類，及び，「文化習慣的知識が要求されるもの」「制度・形式的知識が要求されるもの」

頃本語力が要求されるもの」の3つに分けて分析している。また，回答言語別，市町村

別，滞在期間別，年代別の分析も行っている。

　「徳島県在住外国人の意識調査」（JTMとくしまH本語ネットワーク，2006）は，日本

語学習支援と国際交流活動を行っている日本語教師と日本語教師をR指す入から構成され

る市民グループが，会の取り組みや，四団体とのネットワーク作り，行政への提言に生か

していくために，徳島県在住外国人の現状やニーズを把握すべく行った調査である。「自分

のことについて」「言葉について」「日常生活について」「行政からの情報及びサービスにつ

いて」の4部から成り，「言葉について」の部に「なぜ日本語を勉強していますか（問12

B）」「日本語の必要性を感じるときはいつですか（問13）」の質問項目があり，H本語の
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必要性を感じるときについては，「まわりの人とつきあうとき」（79．1％），　「買い物のと

き」（28．0％），「病気やけがのとき」（20．9％）の順で回答があった。また，頃常生活につ

いて」の部に自由記述形式で頃本に来て最初に困ったことは何ですか（問21）」という

項目があり，回答の中で最も多かったのがコミュニケーションの問題についてのもの（言

葉がわからない・通じない・コミュニケーションがとれない）だった（前掲書：38）。

　「外国籍住民の日本語学習における実態等予備調査」（名古屋大学留学生センター，20◎8）

は，豊田市の委託により名古屋大学留学生センターが「とよた日本語学習支援システム開

発プロジェクト」の一部として行ったもので，日本語使用状況と日本語学習環境について

外国人集住コミュニティに在住する外国人住民に対するアンケート調査が含まれている22。

日本語使用実態については，合計43項目のCan－do記述を見て，そのようなやり取りを日

本語でした経験があるか，H本語でできるか，できるようになりたいかについて國答して

もらう形となっている。43項目は「一般領域」「保護者としての教育領域」「地域コミュニ

ティに関る私的領域」「就業者にかかわる職業領域」の4領域に分かれている。蟹答結果は，

「一般領域」については，ほぼ全ての項目に8割以上の人が舶本語でできるようになり

たいと思う」と答えており，特に「薬の袋を見て飲み方がわかる」や「住所をひらがなか

漢字で書く」など読み書きについて希望する人の割合が多い。「保護者としての教育領域」

については，9割近い保護者は日本語でできるようになりたいと望んでいる，「子どもの友

達の親とH本語で交流する」は，経験の頻度でも能力でも最も低い項目であったが，希望

としては5番目に高い（親同士のコミュニケーションがはかれれば，そこから多くの情報

がもらえ，子どもの親としての安心感が得られる可能性は高いのではないか，と分析され

ている）。馳域コミュニティに関わる私的領域」では，「119に電話して救急車を呼ぶ」が

できるようになりたいと希望することのトップになっている。一般領域の「薬局で処方さ

れた薬の袋をみて飲み方がわかる」にもあったように，医療・健康関係，特に生命にかか

わる問題に関しては，日本語でできるようになりたいという希望が切実である。「就業者に

かかわる職業領域」では，ほとんど全ての項目で，ほとんどの人が目本語でできるように

なりたいと望んでいる。使用頻度ではあまり高くなかった「作業上改善するといいと思う

点について意見を言う」などが，特にできるようになりたいことの上位にきている（前掲

書：46－50）。

5．先行調査研究から得られた示唆と課題

　以上，日本語使用実態／ニーズについての質問紙による先行的な調査について，「帰国者」

「インドシナ難浅」「配偶者」「日系人」「地域在住の外国籍住民等」といった：対象別に代表

的なものの特徴をみてきた。これらから得られた主な示唆と課題を，「調査設計」「調査結

果・分析」に分けて以下にまとめる。
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5．1　調査設計

5．1．1　質問紙の内容（質問項圏）と形態

　日本語使用実態／ニーズを問う質問は，特にH本語教育のカリキュラムや教材開発を目的

とした調査では，技能や場面別に質問や選択肢を設けているものが多くみられるが，最近

は，ある場面で目標遂行のためにどのような行動ができるかというCan－do記述の形式を取

り入れる動きがある。Can－do記述により，具体的な行動レベルでの言語使用の実態が把握

しやすくなっている（沖縄県地域在住外国人等の日本語教育を考える会，20◎3；・名古屋大

学，2008；コミュニケ学院，2008など）。しかし，質問項目が多いと回答者への負担が多

くなることもあり，項目は生活場面全体を網羅するものではなく，また，項目の選定・記

述の仕方は調査によってそれぞれに異なっている。このため，複数の調査の結果を同じ指

標で比較分析することが困難になっている。

5．1．2　インタビューとの併用

　調査は，質問紙のみのものと，質問紙とインタビューを併用しているものがある。イン

タビューにより，質問紙の回答の背景にある具体的な状況や，質問紙には拾いきれない要

因などが明らかになっている。インタビューにおいては，協力者（回答者）への支援に普

段から関わっているなど既にラポールが形成されている人が聞き手になる（またはインタ

ビューに同席する）と深い闘き取りが期待できることが，かながわ自治体の国際政策研究

会（2001），アジア福祉教育財団（1996），国際山本語普及協会（1995）などから示唆され

る。

5．t3　サンプリング

　一覧表に掲載の調査におけるサンプル数（有効回答数）は，目本語教育機関による調査

では52～581件，自治体による調査では69～2，063件とばらつきがある。全体でサンプル

数が1，000件を越えるものは，70件中12件にとどまっている。

　また，質問紙の配布については，N本語教育関係機関では研修の修了生に配布をしたり，

日本語教室の協力者ネットワークを通じて配布を行ったりする形をとっているが，自治体

による調査では，住民台帳等からの無作為抽出渉可能になっている。

　調査は成人個人を対象としたものが多いが，国土交通省国土計画局（2007）では，世帯単

位で調査することで家庭内言語使用の実態が明らかになっている。長期滞在，永住希望の

家庭の問題を把握することは将来の施策の参考になると思われる。

5．1．4　二二地域

　調査地域の設定についてみると，都道府県の枠を超えて近隣数県を‘～麗’（例：北関東

圏）とした大規模；調査があった（前掲書，2007）。特に就労目的で来た外国i籍住民が就労先
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の変更や同国人ネットワークによって移動することを考えると，このように近県を1つの

地域としてとらえる調査は示唆的である。

　また県内をいくつかの地域に区切ってニーズを把握している調査もあった（埼玉県総合

政策部国際課，2◎08他）。同一県内でも地域によって交通手段や地形的特徴，住んでいる

外国籍住民の属性の違いがあることを考えると意義があろう。

5．2　調査結果・分析

5．2．1　滞日長期化によるニーズの変化

　ff本語使用ニーズについては，滞日期聞によって傾向が異なることが複数の調査から示

唆されている。例えば「中国帰国者センター修了及び呼び寄せ家族に対する調査」（弓場他

1997，1998）では，滞日年数が短いグループは，「病院や保健所での医師との会話」「役場

や入管」「緊急時」などにおけるサバイバルのための書語行動のニーズが高いが，滞日年数

が長くなるとそれらの緊急度は低くなる一方で，「職場での会話」「仕事上の書類の読み書

き」などは依然として「できるようになりたい」という希望が強く続いている結果が出て

いる。

　サバイバルのために必要でかつ困難度が比較的低い日本語の使用場面が，滞在長期化に

より無くなるというわけではなく，それが「できなくて困る」と認識されなくなっている

と解釈され，サバイバルのための必要最小限の言語行動についてはある程度自然習得が可

能であるということでもあるかもしれない。帰国者センターでの初期研修を受けた修了生

と，研修を受ける機会のなかった呼び寄せ家族を比べると，呼び寄せ家族にはサバイバル

のための言語行動も困難度が高いことから，初期研修の役割の大きさが示唆される。それ

に加えて，定住して社会に参加し自己実現していくには，社会の中で役割を持ち，それを

全うしていくための，より複雑なやりとりを含む日本語が必要になっていくことも示唆さ

れる。

　インドシナ難民に対する調査（アジア福祉教育財団，1996）においても，全体では「仕

事・職場」での日本語の困難度が最も高く，長期的に続く。また二目年数が長くなるに従

って，「親子間のコミュニケーション」が困難になることも回答にあらわれている。

　沖縄県地域在住外国人等のH本語教育を考える会（2003）では，回答者の滞日年数別に

「日本語で困った場面」の傾向を示している。上位にあがったものをみてみると，滞日1

年未満の回答者では「メニューを読む（90％）」「引っ越しの挨拶をする（80％）」「電話番

号を聞く・調べる（80％）」，滞日1年以上～5年未満の回答者では「不在連絡票を読み，

荷物を受け取る（83％）」「お祝い・お悔やみを言う（76％）」「沖縄方言がわからないとき

（69％）」，滞日IO年以上の回答者では「お祝い・お海やみを言う（82％）」f自治会・町内会

などの組織について旧く」（76％）「不在連絡表を読み，荷物を受け取る（75％）」となっ

ている。
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　外国籍住民の滞在の長期化につれ，住罠のライフステージも変化し，日本社会の経済・

社会情勢も変わり，抱える生活上の悩みも変化する。南米系出身者を対象に継続調査を行

ってきた浜松市では，5回目の2007年調査で，ヂストレス」や「社会的ネットワーク」と

いった新規調査項目を追加している。現在各調査でf将来の悩み」として挙げられている

いくつかの項目は，5年後，10年後の具体的な調査項目になろう。項目を修正しながら同

じ地域での継続調査をすることはもちろん，一部の同じ被験者に継続して調査に協力して

もらい，個々のケースでニーズの変遷を追うことも必要であろう。

5．2．2　高高・教育に関するニーズの特区

　国本に定住し，子どもを育てていくことにかかわる領域としては，「学校・保育園のお知

らせを読む」「学校や幼稚園の先生と話す」「病院や保健所で医師等と話す」などが必要性・

困難度の高いものとして異なる調査に共通して現われている（国際日本語普及協会，1995；

平城，1998；沖縄県地域在住外国人等の日本語教育を考える会，2003など）。

　育児や子どもの教育にかかわる領域のニーズを把握するにあたっては，育児等にかかわ

る層を正確に抽出するための工夫が必要であろう。たとえば，N市在住の帰国者の調査（平

城，1998）では，罎答者の中で女性の比率が高いことと，有職率が低いことから回答者は

「家事・育児」に専念している層が多いと想定されるが，属性の職業の質問項目において

「家事・育児」を選ぶ項Nがないと特定することが難しい。山形県国際交流協会（2008）

では「仕事の種類」に「家事（主婦）」という選択肢を設定した結果，180人中半数以上の

56回忌該当していた。問じ無職でも，「求職中」の層と，「家事育児に専念している」層で

はニーズが異なる。特に「育児」に関わる層であれば，「教育！「（子どもの）医療」といっ

た別分野でもより関心が高いと想定される。今後は「育児」をより正確に抽出する必要性

があろう。

5。2．3　インタビュー調査の結累処理

　質問紙と並行（または前後）して行われたインタビュー調査からは，地域独自の傾向や

外国人住民の具体的なニーズが現出されている（例「車がないとどこにも行けない」「県内

が広いので同国人の友人に会うのが難しい」（秋田県学術国際部学術国際政策課、，2007），

f入管がないので仙台に行かなければならない」（山形県国際交流協会，2008））。これらは

量的な質問紙調査からは得難い質的なデータであるが，個別性が強い内容であることから，

その結果が施策に反映されにくく，報告書においてもその結果が文宇起こしをしたテキス

トの羅列に終わっている例が少なくない。今後は質的調査から得られた貴重なデータを，

キーワードで分かりやすく示す，属性別に分析する，量的な質問調査の結果と照らし合わ

せて分析するなどの工夫が求められよう。
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5．2．4　調査結果の還元

　特定の機関が行った調査や，自治体が行った調査は報告書の発行部数が限られており，

入手が難しい。調査結果がインターネット上で公開されているものは今回収集した70件中

18件のみと調査結果にアクセスしにくい状況である。今後は結果の公表は紙媒体に限らず，

ホームページ上でダウンU一ドが可能な形式が望まれる。なお，自治体によってはダイジ

ェスト版にしている例もある（新潟県国際交流協会，2004；京都市総務局国際課推進室2007，

他）。調査結果を分かりやすい形で広い層に伝えるひとつの方法といえよう。

　また，調査結果を当事者である外国籍住民にも還元する濁的で，報告書を総ルビ付きに

しているものもあり，調査の姿勢として参考になる（かながわ自治体の国際政策局，200D。

前述のダイジェスト版を多言語頬応にする方法など，当事者への調査結果の還元方法も今

後の課題であろう。

6、おわりに

　以上に見てきたように，これまで各機関や自治体により，それぞれの目的・必要性に基

づいて調査が行われてきた。それらは当該の対象者に応じたカリキュラムを作成したり，

地域の特性に応じた行政施策を検討したりするために有意義な資料を提供してきた。しか

しながら，それぞれが別々の枠組みで行われた調査で，質問項目等も異なるため，複数の

調査の結果を統合して全国的な傾向を把握したり，対象者の属性や地域ごとの傾向を同一

の指標で比較分析をしたりすることが困難な状況にある。これを可能にするためには，広

範囲・多様な回答者を対象とした，同一の質問項目による調査が求められよう。

　また，日本社会の一員として地域祉会に根付き，職場や学校等で活躍できるようになる

までに外国人等が身に付けるべき日本語能力を明らかにするためには，外国人等の「社会

参加」「社会参画」の視点についても改めて検討する必要があるかも知れない。それまでN

本の外に生活の基盤を持っていた人々が，限られたN本語力で生活をするとき，社会との

かかわりの第一歩は，まずは「無事に生き延びる」（サバイバル）ための行動とことばから

始まると考えて自然であろう。その点でも，まずは最小限の生活を確保するための日本語

のニーズを明らかにすることが必要であるのは違いない。しかしその先に，社会の中で役

割を持ち，それを全うしていくための行動（社：会参加），そしてさらには，既存の枠組みの

中で円滑に機能するにとどまらず，自ら社会のシステム自体に働きかけ，他のメンバーと

共に社会をつくりあげていく行動（社会参画）がある。

　先行調査研究の中には，川崎市市民局国際室（1993）の「外国籍市民意識実態調査」の

ように，「市内に住む外国人の生活実態，意見，市や国への要望などをできるだけ正確に知

る」ことを目指す中で，質問項目に「市政参加（選挙権，条例制定請願権，市職員になれ

る権利）」への要望等が含まれているものや，埼玉県総合政策部国際課（2008）のように，

「外国籍県民県政モニター」の制度を設置して，モニターとして登録している外国籍住民
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に県政への意見や要望を尋ねているものもある。

　ところが，日本語使用実態・ニーズの観点からは，調査項目に自分をとりまく社会に働

きかけ，変革にもつなげていくような行動（例：「自治会等で意見を言う1「子どもの学校

のPTAの活動をする」「市政・県政について要望・意見を言う」）について尋ねているもの

はほとんど見られない。しかし，何を目指して日本語使用実態を明らかにしょうとするの

か，という前提に立ち戻ってみると，もし，そこに「多文化共生社会の実現」といった理

念があるのであれば，前述のような「社会参画」を望む人にはそれが実現できる可能性も

視野に入れて，臼本語のニーズを捉え検討していくことも求められるのではないだろうか。

注

1　国立国語研究所日本語教育基盤情報センター主催・第12』回コミュニケーション能力研

　究会において，このリストの暫定版を公開し，関連機関の方々からフィードバックを得

　て修正を加えた。

2この2つの調査は，1996年度より3年問にわたって文化庁の委嘱により，中国帰国者定

　着促進センターが「中国帰国者に対する日本語通信教育（試行）調査研究部会」を設け

　ておこなった調査研究の一環として実施された。地域ごとのニーズ調査としてはN市で

　のもののほかに，長野県飯田市，福島県郡山市，千葉県千葉市でも聞き取りによる調査

　が行われている。

3　送付数，送付方法，その他の詳細については，資料のリストを参照。調査票を送付す

　る穀象者の決定にあたっては，居住地域，滞日年数，年齢，識字力について層化し，セ

　ンターの全修了生（母集団）の各属性の比率に従って調査票送付者が決定されている。

4　ニーズの選択肢として挙げられている項霞は，i網羅的な完全なものではなく，イメー

　ジのわきやすく，ニーズの掘り起こしやすいものを，と考えた結果のもの」「潜在／顕

　在ニーズの差別化のために，まず無制限にニーズを感じる項目すべてを選択してもらい，

　その後，その選択された項目群の中から，より優先度の高いものを2つないし3っ選ん

　でもらう方法をとった！と説明がある（1998：38）。

5項目の選択肢はほぼ同じであるが，次の点が変更になっている：「車内放送やテレビの

　番組を聴き取る」→「テレビの番組を聴き取る」，追加「漢字・片仮名の読み書き」，追

　加「新聞・雑誌の興味ある記事の読み取りゴ。

6　1996年3月31Nまでに，姫路，大称，品川の3センターで日本語教育を受けた人数は

　7，431人にのぼっていた。また，玉996年4月末の内閣統計では，インドシナ難民の本邦

　への定住状況はベトナム7，433人，ラオス人1，3◎6人，カンボジア人1，254人，合計　9，993

　人となっていた。

7　今回の一覧からは除外したが，日系人の子どもたちのH本語教育や母語教育，コミュ

　ニケーションの問題や文化的アイデンティティ等に関する研究も多方面から数多くな
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　されている。

8　日系人については日本国籍を有している者も多く，外国人登録者数では正確な数の把

　握が難しい。

95回の調査の報告書は全て浜松市国際課（国際交流室1992，1996；国際室，1999）か

　ら出されているが，調査実施者はそれぞれに異なる（「浜松市がこれまでに実施した南

　米二三二人市浅を対象としたアンケート調査の比較」『浜松市における南米系外国人の

　生活・就労実態調査報告書』浜松市企画部国際課，2007）。2006年調査とはこの浜松市

　企画部国際課（2007）を指す。

10浜松市（2007）では，来日時のH本語会話能力は「まったくできない」5L8％「あまり

　できない」20．4％と，十分なB本語能力がないままで来日した人が7割以上，となって

　いる。

1戸がんばれ！ブラジル人会議」は，浜松市国際交流協会，浜松ブラジル協会，ありがと

　う日本，ブラジルふれあい会，Grupo　Esperanca，ブラジル銀行浜松支店，　CAIXA連邦

　貯蓄銀行日本駐在事務所，浜松市の8団体から構成される。経済危機で打撃を受けてい

　る外国人を支援する目的で平成21年1月14日に発足，平成21年3月31日を期限に活

　動を行う。

12南米出身者の多い浜松市企画部国際課（2007）によると，今後の日本語学習の希望にっ

　いて，約7割の人が「学習したい」「機会があれば学習したい」と答えており，日本語

　学習に前向きの意向を示している。しかし，「約3割はff本で生活しながら日本語の学

　習について積極的姿勢を示していないとも言える。外国人が日本語能力を身につけ，日

　本社会で自活し社：会参加できるようになってもらうためには，積極的学習意欲を持つ人

　への的確な学習機会の提供と同時に，消極的姿勢の人たちに対してどうやって学習の必

　要性を認識してもらうかが課題となろう」と分析している（浜松市企画部国際課，2007：

　44）0

131990年代に文化庁のH本語教育推進地域の指定を受けたモデル地域では，これに先駆

　けて在住外国人の田本語ニーズ調査を行っている。文化庁では，1994年～2000年にか

　けて地域社会での外国人の増加に対応し，地域の実情に応じた日本語教育の推進を図る

　ため，モデル地域を指定して地域における日本語教室の開催や日本語指導者養i成のため

　の講習会開催などの事業を委嘱した。これまでに，群馬県太田市，神奈耕県川崎布，静

　闘県浜松市，山形県山形市，大阪府大阪市，東京都武蔵野市，福岡県福岡市，沖縄県西

　原町において事業を実施している（文部科学省HPより）。

14　自治体によっては初回調査から5年，10年が経過し，第2回目の調査を行っていると

　ころもある。例として島根県環境政策部文化国際課は2001年と5年後の2006年，京都

　市総務局国際課推進室は1997年とle年後の2007年，浜松市企画部国際課（本稿p．37）

　など。

50



15有効圓忌数が1，000を超す調査としては，「がんばれ！ブラジル人会議」（2009）2，773

　件，仙台市企画局国際交流課（20G1）2，063件，静岡県県民部多文化共生室（2008）1，922

　件，浜松市企画部国際課（2007）1，253件，大阪市外国籍住民施策有識者会議（2002）

　1，190件，川崎市市民局国際室（1993）1，146件，横浜市海外交流協会（1998）1，101件，

　新宿文化・国際交流財団（2004）1，049件，長野県企画部人権・男女共同参画課（2008）

　1，041件，広島市（2003）1，◎31件，かながわ自治体：の国際政策研究会（2001）1，007件，

　北九州経済文化局国際交流課（2005）1，000件。

16「神奈川県外国籍住民生活実態調査報告書」（2001）の場合：日本語，英語，中国語，

　ハングル，スペイン語，ポルトガル語，タガログ語，タイ語，ベトナム語，カンボジア

　語，ラオス語の計11力国語。

17今回の一覧では京都市総務局国際課推進室（2007），横浜市総務局国際室（1996），川崎

　市市民局国際室（1993）などがオールドカマーとニューカマーに分けて調査していた。

　京都市総務局国際課推進室（2007）の場合，「1952年以前からH本にお住まいの方，あ

　るいは日本で生まれたすべての方」用と「外国で生まれて，1953年以降日本にお住まい

　の方」用の両方を作成，どちらか一方を選んで回答してもらう形式である。集計・分析

　を行う際，便宜上前者を「オールドカマー」，後者を「ニューカマー」と読む場合があ

　る，としている。「オールドカマー」と「ニューカマー」で質問紙を分けた場合，質問

　心隔の一部が異なる。例えば「本名の使用」についてはオールドカマーにのみ質問，「病

　気になって病院に行くときに困ったことはありますか」についてはニューカマーにのみ

　質問する等である。

18京都総務民国賦課推進室（2007）によると，留学生を除いたニューカマーの日本語能力

　について分析し，「あまりできない」「ほとんどできない」を合わせた値が高い順に「書

　く（53，3％）」「読む（4L8％）」「話す（3LO％）」「聞く　（25．3％）」となっている。中で

　も「読む能力」について見ると，「あまり読めない」「ほとんど読めない」を合わせた数

　値は在住年数に反比例するが，一一定の割合の人は滞在年数が5年以上たっても日本語読

　解能力の伸長は見られず，「どんなに長く在住しても，約3割の人々は，情報入手に必

　要な日本語読解能力に不自由を抱えたまま，日々の生活を送っているということになる」

　と分析している（前掲書：39）。

19役所で，近所づきあい，買い物，電話，学校に関すること，仕事を探す時，職場で，郵

　便局で，銀行で，病院で，乗り物に乗るとき，飲食店で，知人を訪ねるとき，冠婚葬祭

　に詰ること，その他困る時

20「お祝い・お悔やみをいう」（76％），　「不在連絡票を読み，荷物を受け取る」（75％），

　　「自治会・町内会などの組織について聞く」（68％），「引っ越しのあいさつをする」（68％）

　など23項員）

21「レジで支払いをする」（5％），「会計で支払いをする」（7％），「お金を払う」（9％），「ガ
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　ソリンスタンドを利用する」（9％），「教室名を読む」（9％）等，12項眠

22同時に，集住コミュニティで外国人住民と接触のある地域二三に対する調査，外国人が

　就業している企業関係者に対する調査，外国人と接触の機会がある公的機関・組織関係

　者に対する調査も行われている。
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N．国内外の移民等に対する自国語教育

一日本〈中国帰国者に対する日本語教育〉一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒瀬桂子

1．はじめに

　1972年の日中国交正常化以降，祖国日本に帰って来ることになった中国帰国者（以下，

帰国者）とその同伴家族の数は，第1次帰国ラッシュ（1985－1990）・第2次帰国ラッシュ

（1993－1996）を経て20，0◎0人を超える（2009年1月末）1。

　帰国者に対する支援については，1982年及び1985年夏中国残留目本人孤児問題懇談会

の提言において援護施策の方向性が示され，一時帰国，定着，永住の目的に於いてそれぞ

れの自立ために各種施策が講じられてきた。そのひとつに「日本語や日本の生活習慣の指

導」がある。

　1984年には公的な研修体制が敷かれ，中国帰国孤児定着促進センター（現中国帰国者定

着促進センター；以下，所沢センター）が開所された。所沢センターでは，来日直後に行

われる予備的集中研修の役割を担っており，帰国直後から4ヶ月問（2004年以降は6ヶ月

間），日本語教育や生活指導が行われている。のちに全国5ヶ所に同様の機能をもつセンタ

ーが開設されるが，所沢センターが中心となって，そのカリキュラム開発が進められてきた。

　また，1988年には所沢センター修了後の定住地における8ヶ月間の研修機関として，「中

国帰国者自立研修センター」が全国15ヶ所に開所された。これにより，2段階の研修体制

をとることが可能になった。さらに2001年には「中国帰国者支援交流センター」が首都圏・

近畿に開所され，必要なときに通信教育や通学で学ぶことができる長期的な支援が可能に

なっている。このように，帰国者に対するH本語教育の研修支援体制は，帰国者を取り巻

く環境や時代の要求に沿って機能の充実・改善が施されてきた。そして各機関における教

育内容についてもまた，不断の模索と調査研究が繰り返されてきた。

　本稿では，日本での定住型外国人に対する日本語教育の内容を検討するうえで参考にす

べく，その先駆的な機関である所沢センターに焦点を当て，帰国直後に行われる定着や適

応を目的とした日本語教育の内容がどのように変遷してきたのかについて報告する。

2．教材開発にむけての墓礎的研究

2．1背景

　1980年代まで日本語教育で使用されていた教材は，日本に基盤を置こうとする外国人が

来日後，直ちに生活に直結させて利用できるものが見られなかった。そのため，外国人が

円滑に適応するため，真に役立っ実際的な教材開発を強く望む声があげられていた。

　このような流れの中で，文化庁から委嘱を受けた教材開発検討委員会・教材開発実施部

会が中心となり，外国人が置かれるであろう言語生活の実態をつかみ，何を必要としてい
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るかを明らかにした上で教材を作成することを最終羅的として「初心者用日本語教材の開

発に関する実践的研究」（水谷他，1982）が行われた。この研究の調査対象者として帰国者

が選ばれ，これが帰国者の教育に対する最初の公的な取り組みとなった。

　当時の日本語教育の分野では，貝標書語調査が十分に行われたことはまれ（水谷他，

1982）であり，当該調査はその点において先駆的な研究であったといえるであろう。

2．2調査概要

　1981年12月から1982年3月にかけて，以下の内容で調査研究が行われた。

（1）外国人の生活場面調査

　帰国前約3か月の問に直面する場面を聴取してまとめた「外国人の行動表」が作成さ

れた。

　そして，これらの場面の中から，特に外国人の生活に欠かせず，一般日本人のH常生

活からみても必要だと思われる30の場面が取り上げられた2。その後，30場面のうち

24場面3について調査者が各現場におもむき，会話をテープレコーダーに録音後，文字

化作業が行われた。

［外国人に必要な30の場面】

デパート，スーパー，八百屋，薬屋，電機屋，床屋，郵便局，町内会，近所付き合い，

保育園，学校，保健所，役所，福祉事務所，電話，職安，訓練校，病院，町医者，銀行，

日本語学習，不動産屋，電話局，道聞き，訪閤，セールス，アパート（大家），食堂，

国電，バス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（水谷他，1982：2）

（2）一般日本人の書語行動調査

　1日の言語行動（職場・家族間の会話を除く）を事細かにカードに記述し，記述した

中から近所づきあいに必要な場面にどのようなものがあるかを取り出した。

2．3分析の方法と結果

　帰国者の生活場面調査において24場面で収集された文字化資料は，談話型についての

研究はほとんどない（水谷他，1982）と言われた時代に，国内外の先行研究を参考にしな

がら談話単位分けが行われ，談話型が抽出された。談話型にいたるまでの過程は図1のと

おりである。
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　　　　録音資料収集

　　　　　　毒

　　　　資料文字化

　　　　　　↓

　　rやメ談話単位分け（カード化）
　　ほ　　　ノ

　　ll文型認定脅一一「　　　　　　　　小場面わけ
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　ii　↓　i　　　　↓
　　i擁機能認定一一」　　　「……一ゆ場面フn一チャート作成
　　ロ　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

　　il　s　　　　i
　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　：一談話チャート作成…一
　　：

　　1　　　↓

　　L編型認定　　　　　　　　　（水谷他，1982，8）
　　　　　　　　　　　　［図1：「韻語型」腿定にいたるまでの手顯］

　談話単位分けされた文文化資料をカード化して分類し，ひとつの場面をいくつかの小場

面に分けた。その小場面を並べ，各々を線で結ぶことによって場面全体の会話の流れを把

握することができる「場面フローチャート」を作成した。例えば，「小児科医院場面フロー

チャート」では6っの小場面（診察の申込，保護者の病状説明，診察及び処置，医者の症

状判断と説明，今後の対策，支払い）を示し，それを時系列に沿って並べることで，全体

の流れが把握できるようになっている。

　また，最終的に談話型を抽出するために，ある文型がその談話においてどのような機能

（役割）をはたしているのかを確定し，機能名を付与した。例えば，保護者の症状説明の

場面における，医者「のどはどうですか？」，親「はい。のどがだいぶらくになりました。」

というやりとりの場合，機能名は医者「説明要求・症状」，親「説明・症状」と付与する。

このような機能名を連続させ，チャート化したものが「談話チャート1である。そして，

談話ごとに作成された談話チャートを小場面ごとに整理すると，いくつものパターンに分

類可能となった（例保護者の病状説明の基本パターンは3つ。パターンA．医者：説明要

求一親：説明，パターンB．医者：確認要求一親：認め，パターンC．医者：確認要求一親：

説明）。このパターンを談話型と呼んだ。談話型の抽出にいたる過程では，各段階で，先行

の段階で設定された「談話単位」「場面フU一チャート」「文型」「機能」などが再検討され，

修正されることもあった。（図1の一一噸は修正過程を表す）

　このように，談話単位で分析がなされたのは，「生きるための田本語」の教育では構文

上の型の教育，文の形の練習を中心とした教育より，その文がコミュニケーションの中で

表現上の意図を実現するためにどう使：われるかの教育，文の使い方の練習を中心とした教

育が望ましい（水谷他，1982）という考えに基づいているためである。
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3，教材開発

　調査の結果，抽出された談話型や語彙をもとにシラバスを作成し，学習項目の順位づけ

を行うという手順を踏みながら作成されたのが，帰国者用教材『中国からの帰国者のため

の生活H本語』（文化庁1983；以下，『生活日本語』）である。

3．1『生活三二語誰の特色

　習得したものがすぐにも生活の場で使え，それを利用してすぐに何かができるような教

科書でなければならい（田中・藤田，1983）という基本姿勢のもと，従来の文型積み上げ

式の方法をとらず，学習者の生活場面とその場面で行なわれる書語行動で教授内容を構成

する場面シラバスになっている。この点で，当時の日本語教育においてf画期的な意味を

もった教材であった」（小林，2006）といえる。

　また，一時的な外国人滞在者とは異なり，定住することを目的とした人々に，より深く

N本社会に根付くための活動として必要なH本語能力を身に付けさせようとしていること

は，それまでの教材には見られない特色として挙げられる。

3．2　『生活日本語』，『生活臼本語E』の構成内容

　『生活日本語』では，教材でカバーすべき期間を帰国後3ヶ月と仮定し，学習者にとっ

て最も必要なH本語が何であるかを示すこと，少ない表現力で生き抜いていくための戦略

的な技術を身につけさせることが物標として掲げられた。

　その目標に沿って，調査により明らかになったH常生活で最も頻繁にかかわりあいのあ

る24の場面が挙げられ，そのひとつひとつが課として構成された。

　各課の構成と扱われている会話文の内容は表1の通りである。前半12課では，β常的

なあいさつや応答表現など，最低根の言語活動が充足できるような内容を取りあげ，対話

行動のための表現・表情や動作・イントネーションの定着を目標にしている。そして後半

董2課では，近所・学校・職場など，生活の行動範囲を広げていく中で，事実説明や描写表

現などを論理的に行うための能力を身につけることを目標にしている。

［褻1：『生活H本語毒の構成内容］

課 場面 会話文の内容

1 あいさつ 初対面のあいさつ，毎日のあいさつ，別れのあいさつ
2 家庭で 朝の食事，外出，帰宅，たばこを勧める，就寝
3 依頼と質問 助けを求める，質悶
4 市（区）役所 外国人登録

5
郵便局 切手とはがきを買う，航空便を中国へ出す，福岡に小包を出す，公

､料金の振り込み
6 買物（その1） スーパーマーケットで，八百屋で，肉屋で

7
買物（その2） テレビを買う，テレビの配達を頼む，テレビの据え付け，受領印を

氓ｷ
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8 中華料理店へ行く 待ち合わせ，地図，道を闘く，料理の注文
9 美容院と理髪店 美容院で，理髪店で
10 修理 自転箪の修理，テ～プレコーダーの修理
11 交通機関（その1） バスターミナルで，バスの中で，整理券のあるバスに乗る
12 交通機関（その2） 自動券売機の前で，乗り場を尋ねる，忘れ物
13 病気（その1） 緊急連絡，礼を述べる，小さな病院で，診察室で
14 病気（その2） 薬を買う，服用法を尋ねる，診察を受ける，診察後受付で
15 住まいと衛生 水洗トイレの使い方，ごみの始末，台所で，戸締り
16 引っ越し 不動産屋の前で，契約，運送屋の手配，引越しのあいさつ
17 近所付き含い（その1） ごみの出し方を教わる，町内会の入会，回覧板，断水
18 近所付き合い（その2） 世間話，立ち話，草取り，芋掘り
19 近所付き合い（その3） 役員の就任を断る，新闘の勧誘，路上で，あやまる
20 銀行 潤座を作る，キャッシュカード，送金
21 学校連絡 家庭訪問の知らせ，水泳指導の知らせ
22 電話 電話をかける，電話を受ける，間違い電話，救急車を呼ぶ
23 仕事探し 仕事を探す，履歴書を書く，面接に行く
24 職場で 電話の取り次ぎ，早退願い，本採用

どのような会話文が扱われているのか具体例を見る。

　［会話1］　緊急連絡

　　，契『撚，　病気〆こなつノをク，　〆プIS’を乙ノをときん～，　119番ソご

　　露話乙まナ。β分のうちに露話がない，あるいな臼かけ

　　らカない二野，隣の蒙〆ご蘭みます。

　
人
林
隣
誰

人
　

壁

隣
林
中
林

こんばんは。こんばんは。

はい，　イ可力㌔

すみません。子供が　大変なんです。

救急車を　呼んでいただけませんか。

どうしたんですか。

子供が　やけどを　しました。

分かりました，すぐ　電話を　しますから。

申し訳ありません。お願いします。 （『生活日本語』13課　病気）

　日本語教育の教材で扱われる「病気」に関する項目では，診察時の医者と患者（学習者）

の会話例を取り挙げる教科書は少なくない。しかし，帰国者の場合，自宅に電話を置いて

いないケースや，電話があっても言葉が障害となってかけられないという実態を反映させ，

病院へ行く前の段階として，近隣住民との会話例が盛り込まれている。

　続いて2年後に発行された『生活日本語瑚（1985）では，『生活日本語』（1983）に収

録できなかった家庭生活の場面を中心に9課から成り，掃除・洗濯など最低限の言語生活

が充足できるような内容から，料理の作り方を教える・通訳を頼まれるといったやや複雑

な表現を必要とするものまで含まれている。
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醸2：『生活H本es　li』の構成内割

課 場面 会話文の内容

1 届出 欠席の届出，早退の許可を求める，外出時に声をかける
2 指示と依頼 コピーを頼む，健康診断，レントゲン，通訳を頼まれる
3 掃除 家の掃除，教室の掃除
4 洗濯 コインランドリー，家での洗濯，泥はね

5 料理（1） みそ汁を作る，配膳，食事，作り方を教わる
6 料理（2） カレーライスを作る，作り方を教える，調理用語一覧
7 服装 服装の点検，服を買う

8 器具 ガス湯沸器の使い方，カメラを買う

9 日曜大工 カーテン…寸法を測る，棚…部晶を買う，けが…診察を受ける

3．3　課題

　1984年に所沢センターが開所して以降，主要教材として，場面シラバスを基軸に置いて

いる『生活日本語』『生活日本語丑』が使用されていた。この教材に採用された練習方法に

ついては，構造シラバスの教材と同様，主に文型練習で構成されており，場面シラバスで

作られた教材でどのような能力をつけさせるのか，何をクリアさせるのかという部分がは

っきりしていない，という問題点が浮かび上がった4。

　また，生活場面の会話に直結させて，すぐに利用できる日本語の習得に特化されるあま

り，文宇や発音が学習できないことも課題になった。

　さらに，場面シラバスに沿ってカリキュラムを組み，帰国者という多様な背景一年齢

層・学歴・生活歴など一をもつ学習者を実際に指導していくにつれて，言語活動を最小限

にし，あまりそれを重視させないように指導した方が，むしろ目標行動が達成できる場合

が多いということもわかってきた（小林，1990）。つまり，その多様性に合った教授法・指

導内容・到達冒標を再考し，新たに作成することが急務となった。

　1988年に文化庁から出された『中国帰国者用日本語教育指導の手引』では，コミュニケ

ーション能力を以下のように定義している。

コミュニケーションのための臼本語能力といったとき，その範囲はかなり広いものと

なります。日本人とコミュニケーションするためには，日本語の構造の知識があるだ

けでは不十分で，そもそもコミュニケーションを成り立たせ，持続し，切り上げるた

めに必要なあらゆる能力が要求されるのです。このような能力をコミュニケーション

能力と言うことにします。　　　　　　　　　　　　　　　　（文化庁，1988：30）

　以上からもわかるように，ある場面における言語項羅のみを指導するのではなく，コミ

ュニケーションを成り立たせるという視点に基づいた指導が求められていたのである。
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4．「指灘鳥脅表」作成

　このような流れの中，教室活動での試行錯誤が進められていった結果，言語項目を必要

最小限に減らし，行動達成冒標が定められた『中国帰国孤児定着促進センター大人・青年

コース指導項目表』（1987）と『中国帰国孤児定着促進センター子供コース指導項霞表』

（1988）（以下，二つ合わせて脂導項目表」）が作成された。

4．1基本理念一面文化適応

　「指導項目表」では，実質的な母国である中国から日本に移住して自立する過程を，異

文化適応の過程と捉え，それを基本理念とした。つまり，問題は単に言葉だけにとどまら

ず，生活様式・生活習慣等の面での指導が不可欠であり，「生活指導と日本語指導は密接な

連携を保ち，そのトータルが適応教育にふさわしい内容にならなければならない」（中国帰

国者定着促進センター，1987）と考えられた。そして，生活のための日本語運用力や生活

知識を得ることによって，実生活に対する不安を稲らげ，積極的に社会に参加させること

が目標とされた。

4．2指灘のためのコース設定

　脂導項目表」に基づいた指導を行うにあたり，学習者は大人・青年・子供など年代を

基準としたタイプ分けされ，さらに学歴や日本語の既習度等の学習適性によって細分化さ

れた。そして，そのタイプ毎に指導内容と指導順を対応させた次の8コースが準備された。

・大人1コース　・大人Rコース

・　青年1コース　　・青年∬コース

・中学1コース　・中学Hコース　・小学生コース

・特別コース

　一般的にコースを設定する際，各コース分けの基準になるのは属標言語の習得レベルに

よるところが多い。しかし帰国者の場合，習得レベルではなく年代を第一の基準としたの

はなぜであろうか。それは，指導を進めるなかで，年代により生活領域，その領域での活

動内容や方法，人間関係や役割，記億力や学習方法等が異なり，それに伴って指導すべき

内容も方法も異なってくる（申国帰国者定着促進センター，1987）ということが分かって

きたからである。多様な背景を持った者の自立に繋がる指導を行う場合，どのようなコー

ス設定が適切であるかということが問われた結果なのである。

4．3指導内容と時間数

　指導内容は，日本語指導（N）と生活指導（S，中国語で教える）に分けられており，
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両方を合わせてシラバス化された。日本語の指導内容については，以下4つの単元から成

る多元的なシラバスであった。

（N　1）

（N　2）

（N3）

（N　4）

場面別行動達成＿重要場面について，場面クリアのカを養成する

職場等での表現＿言葉の機能等から各種の表現を再編成して学び，

　　　　　　　　　職場等でのコミュニケーションを行う基礎力を養う

話題．．．帰国者と周囲の日本人との問でよく話題に上る事柄について

　　　　会話できる力を養う。主に自分自身・中国について語る

その他．．．ジ発音・文字」「文法構造の理解5jf基礎語彙・基本活用」「手

　　　　　紙・作文」「辞書」から成る

　時間配分はコースによって異なる。つまり，適性の低いコースほど上記（Nl）の比重は

高くなり，（N2）の比重は低くなる。また，適性の低い学習者には「きれいな日本語」寵

しい日本語」は要求せず，「わかる書い方」「簡単で，なんとか意志の通じる日本語」を積

極的に使用する指導が行なわれ，既習度の高い学習者には「より自然な書い方」「より流暢

な受け答え」を要求し，指導の個別化が図られた。

　また，指導時間数は合計16週，528時限（1時限＝50分，1週＝33時限）であった。

「大人・青年コース」の場合，528時限のうち，429時間6が目本語指導であり，残り99

時間が生活指導にあてられた。

　これらの指導内容と時間数を表したものとして，「16週表」（クラス毎の指導項目，指導

順，指導時間数をまとめたもの）と「指導細国表1（各単元・指導項目毎の細霞）がある。

表3からわかるように，f指導細目表」には指導項目，小項目，細図，表現／文型・語彙が

示されている。特に，表現／文型・語彙については個々に使用（◇）と理解（磯）が付記

され，発話できるレベルまで求めるのか，聞き取れればよしとするかの目安がわかるよう

になっている。
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NlO5一一病気

［褻3：r揃導細囲藪」鯛 （Ni）場穰別行鋤遷成病気】

　　　　　　／；またはO　＝＝内容説明［］　：できれば付け加える表現または癌いい’ルの表現

小項自　　：　　　　細霞 表現（◇使用・③理解）　　　　　i　　　　　語彙（◇使用・磯理解

01憩病・・轍　　　i（旛の人に助けを求める
@　　　　　　　　i②悪を要することを告げる　　　　　　　　　，

@　　　　　　　　i③聴を翻財る

@　　　　　　　　；@　　　　　　　　i④司馬を依頼する　　　　　　　　　聖　　　　　　　　　　⑤数悪醸を呼んでもらう

◇すみません．（名）です，お願いします　　　　　　：◇～が大変なんです　　　　　　　　　　　　　　　i◇主人螺内子供父母祖父短母

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i（子供の名前）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；◇［～が～んです】　　　　　　　　　　　　　　　i◇［倒れた発作・ひきつけを起こした

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i祷ど・励胤た交通蹴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　爆に落ちた訓階・ブランコから落ちた弓◇ちょっと来てください／ちょっとお舞いします◇救急藥お願いします／［救急寧呼んでくださ円　　　　i◇救急畢警察110番調9番

　　　　　　　　　…
f2人に纐溌への同行i①人に病状を訴える　　　　　　　　　，　　を頼む　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　…
@　　　　　　　　i　　　　　　　　　i②病院蟹K　　　　　　　　　i③人に駈鴨る

@　　　　　　　　：

◇（i癖・・）が痛いんです／（絢…）が苦しいんです　　　　i◇頭岡歯腰胸おなか・・ここ

栫i風邪・一です／［～なんで謂　　　　　　　　　　i◇頭癖三下灯篭邪・

y一てくれ就んか／一てもらえませんカ・／　　i　～ていただけませんか／～てくださいませんカ9　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

03受付で　　　　　i①受付に医療券を出す
@　　　　　　　　i　　　　　　　　　i　　　　　　　　　…　　　　　　　　　i（2浸付で主器を疑う

@　　　　　　　　i

@　　　　　　　　汽鍍付で熱について朋かれる／
@　　　　　　　　・　検査を受けるように指示される

@　　　　　　　　…

◇これ円いします（医療券・保瀦配を出す）　　　　　i◇医療券保険鍵健康保険
B御本人ですか（※医麟について｛劃1切字照）i③診潮通お持ちですか／初診ですか／初めてですか　　i③診察券初診〔◇禰で吋　　　　　　　　…◇鋤て一鶴

@③どうしたんですか　　　　　　　　　　　　　　　　　曝
k◇一が一ん轡　　　　（。2（礫）　・
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…母黙がありますか／計りましたか　　　　　　　　　　；◇熱平熱〔◇ありません／今翻渡靴た　　　　…◇細瓠即今朝晩渡一分蠣わてください　　　　　　　i③あちらでお待ちください　　　　　　　　　　　　　i命尿をとってきてください　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i愈尿おしっこ

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

04診察窒で　　　i（騰に入る
@　　　　　　　　…　　　　　　　　　…　　　　　　　　　i（麩翻こ病状を説明する　　　　　　　　　i

@　　　　　　　　i　　　　　　　　　．

③～さん，どうぞ　　　　　　　　　　　　　　　：
k◇燦、　　　　　　　　　　　…

Bどうしました？　　　　　　　　i〔◇一が一ん轡　　　　（G2①鋸　…

k縮）霧鵠讐ミ鷺　　繕駄白鍵。熱．⑱他にぱ？　　　　　　　　　　　　　　　　i

（中国帰醒孤児定着促進センター，1987）

4．4『指導項臼表」に基づいた指導一『日本の生活とことば腔使用して

　　「指導項蟹表」に基づいた教室活動を行なうにあたっては，同センターが開発した『日

本の生活とことば』シll　一ズ（全15巻；1985－1992）が主教材として使用された。当該教

材は，自然に近い会話から成り立っている『生活日本語』の内容を，目標達成を目的とし

た書語項目に絞った結果，完成したものである。

　このシリーズは，照標行動の達成及び学習動機には場面知識が極めて重要な役割を果た

す，という考えに基づき，教科書に対応する「情報編」が別巻で作成されている。このf情

報編」には，H本人には常識であっても外国人には欠けている場面知識について，中国語

文とその対訳の日本語文が記載され，H本語指導と生活指導を両輪とするシラバス・カリ

キュラムが可能になっている。
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〈（巻号）巻タイトル〉

（Dあいさつ，（2）郵便局・商店，（3）郵便局・商店　情報編，（4）交通，

（5）交通　情報編，（6）病気，（7）病気　情報編，（8）銀行情報編，

（9）電話，（IO）電話　情報編，（ll）面接，（12）学校保護者編，

（13）わたしの学校，（14）わたしの学校情報編，（15）仕事

　具体例を見る。以下，表4に6巻「病気」（教科書）と7巻「病気情報編」で扱われる

項目を示した。教科書ではまず，社会保険事務所の場面が挙げられ，病院への提出が必要

となる生活保護証明を受け取るための会話例が示されている。そして病院（時間内・夜間・

休N），薬屋等の各場面で必要になる語彙や表現，問診表記入例，会話例へと続く。

　情報編では，教科書で扱われる場面に必要な，N本人には常識であっても帰国者には欠

けている背景知識，ここでは保険・医療制度，薬の入手法，入院の手続き方法などについ

て中国語文とその対訳の日本語文で詳しく説明されている。．

　このように，教科書での学びをより深化させるものとして，背景知識となる「情報」を

与えることが重要な要素であることがわかる。

£褻4：r教科轡』r二二纒」における項閉鯛］

巻号 巻タイトル 課 項目

6 病気 韮．病院へ行く 一

2．病院で ①受付で

②診察室で

③薬をもらう

3．薬屋 一

4．夜間，休日の病気 ①家族が夜間急病になりまし
ｽ。どうしたらいいでしょう。
②休日の病気

5．応用会話 ①保険証で診察を受ける

②歯医者で次回の予約をする

6．資料 症状と病気
7 1．保険制度と医療費 一病気

y情報翻 2，病気の程度と医療体制 一

3．家庭常備薬 一

4。通院 …

5．薬の飲み方 一

6．入院 一

7．その他 一

5．新たな課題

　「指導項目表」の基本理念である，異文化適応を目標とする教育について，主に以下の

3点が課題となった。
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5．1課題1：計画作りのプ日セス

　これまで見てきた「指導項目表」は，次のようなコースデザインのプロセスを追ってま

とめられたものであった。

　　　　　　　　　［蓑5：「播灘項昌嚢」作成におけるxe・一一スデザインのプesセス］

段階　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳細

ニーズ分析の段階 帰国者のニーズ領域の調査によりζ

ﾆなる場面の抽出

シラバス・デザインの段階 それぞれの場面で使用される言議

s動および必要となる背景知識に・

宴oス作成

i日本語指導と生活指導の2領域に

@に細かく領域わけした後，教授細

カリキュラム・デザインの段階 ・指導項目の4ケ月間の配置

i学習者の年代や学習適性による：

ﾉ，教授細質を取捨選択）

E各指導項目についての指導方法・

コンサルティング，コース評価の段階 実施を通して，修正・改良

さら

（中蟹帰国者定着促進センター（1995）の内容を，筆者が表にまとめた）

　しかし，ニーズ分析を起点とするコースデザインの手法は，来日時点ではニーズ領域が

湛然としか定められておらず，むしろH本に来て学習し，仕事をし，生活していくなかで

個別・具体的に自分のニーズを作っていく帰国者に対する「異文化適応教育の計画作りに

おいて，根本的なところで問題」（中国帰蟹者定着促進センター，1995）であることがわか

った。言い換えるならば，これから日本で自分の将来を見いだしていく帰国者を前に，カ

リキュラムを作成する側がf生活のための日本語」という広範囲の麟標を掲げることは，

その守備範囲が広すぎるため，指導・学習の両面において難しいことがわかった。

5．2　課題2：教膏理念

　「異文化適応」のとらえ方がきわめて一面的だったため，教育全般の発想が「同化」教

育の域をでることができなかった。つまり，日本人として生活するための欠落を補充する

という発想によってニーズ領域が確定された後，シラバス，カリキュラムがデザインされ，

「日本Jだけが学ばれるべきものとして挙げられていた（申国帰国者定着促進センター，

1995）o
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5、3　課題3：指導法

　カリキュラムデザイン（どう指導するか）で，学習者自らの主体的な学習になるような

指導法をとっていなかった（小林，1990）。

　これらの課題をクリアするためには何が必要であるかについて，小林（1996）は，カリ

キュラムを構成する各要素（貝標，内容，方法，評価）の開発が，たがいにフィードバッ

ク，フィードフォワードしながら一つの有機的関連をもつまとまりとして開発され，最終

的に教育活動の計画と実施が一体化していくプロセスが必要だと述べている。

6．　カリキュラム開発

6．1コースデザインからカリキュラム開発へ

　カリキュラムが脂血項目表」としてまとめられてまもなく，教育理念と具体的な指導

法の見直しに重点を置いたカリキュラム開発がはじめられた。カリキュラム開発のプロセ

スは，以下の通りである。

状況分析→蟹標設定→プログラムの開発→プmグラムの実施→評価→フィードバック

　まず状況を調査・分析した後，どのようになってもらいたいかという理念的な「目標」

を明文化し，その事項を具体化した上で，一つ一一つをさらに達成可能な目標群に分析して

いく。そして，その目標と絡めながら，厳密に研修期間でその全体をクリアできるプログ

ラムをたてるプロセスになっている。

6．2教育理念・臼標の見直し一「指導項目嚢」から旧標構造褒」へ

　教育理念は「異文化環境下で新しい環境との相互作用を通じた自己実現の過程（「異文

化での適応」）」（申当帰国者定着促進センター，1995）として，最終的に帰国者一人ひとり

自らが，実際の生活を通して異文化適応を達成すべきものとして捉え直された。

　これに伴い，それまでの「指導項目表」を見直し，教育目標の設定がカリキュラム開発

の要と位置づけられ，学習者タイプ7毎に構成された約IO種類の「園標構造表」（1995）

が作成された（詳細は，資料H「1．日本一中国帰国者のための日本語教育：目標構造表一」

を参照）。この「目標構造表」が作成される過程では，「（帰国者にとって）研修期間はほ

んの一殺階であり，大部分は自分で生活を通して自分で見つける。何でも教え込むことが

おかしい8」ということを意識しながら作業が進められたと同時に，「日本（式）の押し付

け」の見直しにも注意が向けられた。

　「目標構造表」の特徴としては2点挙げられる。まず，「指導項目表」の中で示された

指導細段表では，表現・語彙のレベルまで細かく明記されていたが，「目標構造表jは敢え

てそのようにされていない点である。次に，学習者のタイプが異なっていても，共通した
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大・中・紙価標が設定されているが，小目標の下位分類において，求められる達成R標が

タイプ別に異なっている点である。この達成目標とは，六出が達成されているかどうかを，

複数の教師あるいは学習者が同様に判断できるような行動主義的な具体性で記述された目

標」（佐藤・小林，1994）を指す。そして，その記述方法は，学習者の変化に焦点をおきな

がら，「～できる戸～を身に付ける」「知る」など，最終的に達成できたか否かがはっきり

と判定できるような書き方になっている。員標の分類を次に示す。

・医亘函（自信と意欲，知識・基礎技能・）亙項目

　　　霞本の生活，日本人とのコミュニケーションに対する噛信と意欲」

　　　それを裏打ちするような「基礎知識・基礎技能」の獲得を目指す

・匝團（基礎的な生活行動，背景知識，定着地へ行ってからのコミュニケーション）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3項目

　　　　中目標1．身近な生活行動場面の基礎知識・基礎技能　　｛
　　　　中目標2．将来の生活に有用な基礎知識・基礎技能

　　　　中目標3．身近な生活や将来の生活の基礎となるコミュニケーションの力

・巨亘園（回忌の項闘は同じでも，その目標内容がレベルによって異なる）

　　・中欝標1の下位分類として99項目

　　　　交通，消費生活，センター，住居・近隣対応，職場・自分学校，

　　　　健康，通信，社会福祉・手続き，子弟教育，生活技能

　　・申込標2の下位分類として3項目

　　　　一般教養，異文化，日語自学

　　　・中目標3の下位分類として2項瞬

　　　　話題コミュニケーション，日語知識

　　・匪亜囲

　　　各小霞標に対して複数の達成霞標が設定されている。あるプUグラ

　　　ムが実施された結果として達成されるよう閏指される目標レベル。

　表6は「目標構造表」をタイプ別に比較するため，3つのタイプから小項目腱康」を

抜粋したものである。達成目標③について，Nタイプではfl，2度自立指導員等の付き添

いがあれば，次からは自力でその医療機関が利用でき，家族の付き添いもできる」とある

が，Fタイプでは「家族の付き添いもできる」という文言が消え，　Aタイプになると，ま

ず知識を身につけた後「2，3度付き添いがあれば次から自力で行ける」となっており，段

階的に達成度が示されていることがわかる。
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　　　　　　［嚢6：「昌標購遣褻」における小匿標「健康」のタイプ劉比較］

疋田棚：身近な生活行跡場面の基礎知識・基礎技能

Nタイプ

小
も

リスト

①旦杢蝿度について知る ◇医療券、健康保険の種類、健康保険
ﾌ仕組み、病院の種類、緊急医療体制

6腱康
@日本の医療事情
ﾉついての知識を
gに付け、医療機
ﾖが利用できる

②　　鯉　　　つための　・’を

gに付ける
◇気候と衛生、薬局、健康診断、常備

�A保健衛生※
@※専門家による

③1、2度自立指導員等の付き添
｢があれば、次からは並の矢　　一が［でき、家族の

◇付き添いの依頼、医療機関利用の流
黶A受診の流れ（含：薄唇）、症状の説

ｾ、既往症・持病・アレルギーの有
ｳ、医者の指承の理解、薬の飲み方の
揄

付き添いもできる

F　プ
ノ、

、

1スト

①旦杢塑について知る ◇医療券、健康保険の種類、健康保険
ﾌ仕組み、病院の種類、緊急医療体制

6）健康

@臼本の医療事情
ﾉついての知識を
gに付け、医療機
ﾖが利用できる

②　諏¶　　、つための　・’を

gに付ける
◇保健衛生※、薬局、健康診断、常備

�A気候と衛生
@※専門家による

③1、2度自立指導員等の付き添
｢があれば、次からは」i逝そ
ﾌ　　　一がiできる

◇付き添いの依頼、医療機関利用の流
黶A受診の流れ（念：再診）、症状の説

ｾ、概往症・持病・アレルギーの有
ｳ、医者の指示の理解、薬の飲み方の

A　プ
ノ、

も

匪スト

①旦杢塑に関する最低
ﾀの知識を身につける

◇医療券、健康保険の種類、健康保険
ﾌ仕組み、緊急医療体潮

6）健康

L本の医療事情
ﾉついての知識を
gに付けるととも
ﾉ、医療機関の利
p法を知る

2　　　・鷹　　　、つ　　．を身に

tける
◇歯磨き、爪、入浴・・洗髪、下着・靴

ｺ、体温の計測

③医療機関利用に関する知識を
gにつけ、2、3度自立指導員等
ﾌ付き添いがあれば次からは宣　で》の　　　　が｝　で

◇付き添いの依頼、医療機関利用の流
黶A受診の流れ、症状の説明、班往
ﾇ・持病・アレルギーの有無、医者の
w示や薬の飲み方を正しく理解するこ
ﾆの重要性

6．3指導法の見薩し

　指導内容については，「生活指導（中国語による）」と増本語指導」の分離をやめ，日

本語と中国語を使ってやりとりをする申で「気づき］を見出す過程を重視する「日本語ヨ

本事情教育」に一本化された。

　そして，それを指導する方法は，日本人との相互学習を霞指すボランティア参加型学習

活動や，教室と教室外での体験を時空間的に連続したものとして捉え，実際の体験～内省

一再体験という内省を重視した学習プロセスをふむ「体験学習法」が開発され，退所後に

つながるコミュニケーションの能力を高めることが意識された。1991年に文化庁から出さ

れた『中飛帰国者用日本語教育指導の手引』には，言語運用能力とコミュニケーション能

力について以下のように述べられている。（カッコ内，下線は筆者補記）
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これら（言語の運用とそれ以外の諸能力・諸知識）の個々の要素は，独立に存在する

のではなく，一つの意味のあるコミュニケーション活動の中で相互に有機的に関連し

ているものであり，コミュニケーション能力とは，行動・思考のための総合能力と言

うことができるのです。

　コミュニケーションの総合能力を養成するためには，まとまりのあるコミュニケーシ

ョン場面を体験することが必要不可欠と考えられます。その最も理想的なものは，学習

者にとってそれを行うことが必要な実際のコミュニケーション場面でしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文化庁，1991：18）

7．　おわりに

　二世三世を含めた帰国者全体：の年齢構成は，幼児から高齢者までと幅広い。その世代差

だけではなく，帰国以前の職歴，学歴（小学校を卒業していない者から高等教育を修了し

たものまで多様），育ってきた環境（都市部か農村部か等）は多岐にわたり，f学習ニーズ

やレディネスの面からは，単に「申國帰国者」という一言ではくくれない」（小林，2009）

という日本語学習者の側面を持っている。そのような多様な背景をもつ帰璽者へのH本語

教育は，指導内容や方法について，場面シラバスを中心にするのか／多元的なシラバスに

するのか，日本語指導と生活指導を分けて行うのか／一元化するのか，指導項目を細部ま

で明記するのか／目標を提示するにとどめ，細部はあえて決めないのかなど，約25年にわ

たり模索が続けられてきた。

　これまで，帰国者の定着・自立に繋がる教育を饅指して所沢センターが行ってきた指導

内容とその方法や，シラバス・カリキュラムの改善プUセスから得られた具体的な事項や

課題は，今後さらに増加が見込まれる在住外国人にとって，真に必要な「ことば」は何で

あるかを考える際に，多くの示唆を与える。

　そのひとつに，指導項目として生活に関わる全ての分野を網羅した項目を挙げるのでは

なく，生活する者が最も必要とする事項を自ら習得・活用できるようになるために，必要

不可欠な要素は何であるかを精査すること，つまり，その要素を核として他の必要に可能

性が及ぶべく，瞬常生活での応用に結びつく要素を抽出することが重要になるということ

である。また，指導内容を考える際に，何を教えるのかということのみに着目するのでは

なく，それについて自ら学習をすすめていくための気づきを促すにはどうしたらいいのか，

という「学び方」も同時に考慮しなければならないということであろう。
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注

1　2009年1月31B現在（厚生労働省社会・援護局中国孤児等対策室）。帰国者とは，残

　留孤児（終戦時13歳未満）と残留婦人（終戦時B歳以上）をさす。数宇には同伴家族

　は含まれているが，引揚援護において公的学習支援を受けることができない二世，三世

　とその家族（＝呼び寄せ家族）の数は含まれていない。呼び寄せ家族の数は，帰国者及

　びその同伴家族の数の数倍からIO倍以上とも言われているが，その実態は明らかにな

　っていない。

2　1984から1985年にかけて修了者114名の追跡調査（面接調査）が行われ，1982年の調

　査結果に加え，新たに「かなり高い」または「高い」利用頻度である場面などが明らか

　になっている。利用頻度「かなり高い」：デパート，魚屋，交通手毅（JR），電話（友

　人・知人）。利用頻度「高い」：たばこ屋，酒屋，米屋，薬局，化粧品店，靴屋，洋品店，

　文房具店，電機屋，本屋，タクシー（流し，乗り場），私鉄，路上で（道聞き），電話（親

　戚）等。

3　残りの6場面については面接調査。6場面とは，区・市役所，福祉事務所，銀行，電話

　局，夜間学校，β語学校である。

4，82006年7月に実施された「iミュニケーション能力研究会」における小林悦夫氏の

　発言より。

5　「文法構造の理解」は日本語のしくみについて大体の理解を得ることを目的としている

　もので，運用力を養成するものではない。

6　ただし，目本語指導429時間には「実習」60－70時間と「課題を与えた自習」50－65時

　間が含まれていた。

7　（学習適性＋日本語の既習度等プレイスメントテストの数値）÷4という計算式を用い

　て算出されるクラス編成指数によって，クラスタイプを定義付ける。学習適性と日本

　語既習度等プレイスメントテストの点数の割合は3：2で適性を重視している。

9　「自信と意欲」とは，適応が可能であり，努力の結果が報われるという実感からくる前

　向きな姿勢を指し，それを裏打ちするものとしての「基礎知識・基礎技能」，つまり，

　所沢センター鳥類後の日常生活の申に学習の機会が豊富にあることを見出し，その学

　習機会を有効に活用できるような知識と技能が必要だという考え方に基づいて，大目

　標が掲げられている。
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V．国内外の移民等に対する自国語教育一アメリカー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福永由佳

1．はじめに

　学習項目グループが取り組む頃本語教育における学習項目一覧と段階別目標基準の開

発」プロジェクトでは，成人が社会で生活する上で必要な言語能力と知識を明らかにする

ために，移民受け入れの歴史が長いアメリカで実施されている，移民対象の英語教育の内

容と方法に関する情報収集を行ってきた。本稿では，アメリカの代表的な成人教育専門機

関「包括的成人学習者評価システム（Comprehensive　Aduk　Student　Assessment　System）」によ

るコンビチンシーの特徴から，アメリカ社会が外国人に求める言語能力と知識を明らかに

する。また，基準としてのコンビチンシーの成立の背景や課題についても触れ，我々が取

り組む「生活のための日本語」への示唆について述べる。

2．アメリカにおける移民受け入れの現状

　アメリカ国勢調査局の資料によると，2◎03年現在，アメリカにおける外国出生者（出生

時にアメリカ市民ではなかった者）は，総人XXの約1L7％（3千350万人）を占める（U．S．

Census　bureau，2004）。子ども人口の約20％は移民の子どもであり，さらにアメリカの労

働人1の約15％を移民労働者が担っているという事実は，アメリカの社会的・経済的側面

において移民が果たす役割がいかに大きいかを物語る（National　lmmigratiOR　Law　Center，

20e7；　UrbaR　lnstitute　2eO4）．

　移民はこれまでカリフォルニア等の沿岸部に集住していたが，90年代に入ると，アメリ

カ全土に拡大するようになった。そのため，内陸部には移民数が倍以上に増加した“新移民”

弼が誕生し，移民に関連する問題はいまやアメリカ国民のH常的な関心事である。

3．移民に平する英語教学

3．1成人教欝としての位置づけ

　2000年の国勢調査（U．S．　Census　bureau，2003）によると，英語が流暢ではない人1は5

歳以上の総人llの約80／・，約2千万人に上り，この数字は平成18年度の人口上位1位の東

京都と2位の神奈揖県の合計に匹敵する。1964年に制定された公民権下下6編（Title　VI　of

the　Civil　Right　Acts）には，人種，皮膚の色，国籍，宗教，性，または出身国を理由とする

差別を禁止することが明記されており，英語ができないという理由による福祉や雇用面で

差別はあってはならないこととされている。この法規則に準拠し，現言語サービスに関す

る多くの法律や規則2が公布されている（Mexican　American　Legal　Defense＆Educational

Fund　＆　Asian　American　Justice　Center，　2007）　．

　しかし，英語以外の言語を母語とする成人移民にとって，よりよい仕事を得るため，近
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隣の住民や子供の学校の教師とコミュニケーションをとるため，そして市民権を得るため

には，英語は不可欠である。そのため，第二外国語としての英語教育（English　as　a　second

language，以下成人ESL）は，成人基礎i教育（高校修了資格の取得を蟹指す），成人中等後

教育（高校修了以上の中等後教育資格の取得を目指す）と並び，成人教育における3大カ

テゴリーの一つとして重視されている。

　アメリカでは，教育は州の專管事項であり，州政府とその下の学校区がそれぞれの教育

環境のもとに，教育目標，教育内容を決定する権利を有する。それに対し，連邦政府は国

策としての教育政策を策定し，必要な調査研究の企画や財政支援を行なうという，役割の

分担がある。成人ESLを含む成人教育に関しては，　1964年の経済機会法（ffconomic

opportunity　Act），1966年の成人教育法（Adult　9ducation　Act）において，マイノリティの

教育機会の拡充を目指した連邦法の整備がなされた（ニューマン，1998）。さらに，成人教

育の充実を求める社会情勢に後押しされ，1991年の成人教育法（Adult　Education　Act）が

制定されるが，成人教育法は1998年に成人教育及び家族識字法（Adult　Educatlon　and　Famlly

Literacy　Act）に改正され，労働力投資法（Work　Force　lnvestment　Act）の25条（a）（1）に組み

込まれた。成人教育に関する法律が労働力投資法に組み込まれたことは，当時のクリント

ン大統領による福祉改革の流れの中で，職業訓練によって福祉からの自立を促し，さらに

労働生産性を向上させ，国際競争力を高めようとする職業訓練政策の一環として，成人教

育の強化が位置づけられたことを意味している。

3．2成人向けESL教欝

　成人教育プログラムのなかでは，特に成人ESLの需要は経常的に高いことが指摘され

ている。2004一　2eo5年度の州政府による成人教育の学習者内訳をみると，成人ESLの割合

は全体の44％（約llO万人）と最も高く，成人基礎教育の39％，成人中等後教育の16％

を上回る（U．S．　DepartmeRt　of　Education，2007）。

　成人ESLの第一の特徴は，学習者の背景，学習内容，プuグラムの管理運営者等におい

て，多様性に富むことである。例えば，学習者は16歳以上の成人という条件はあるものの，

市民権保有者，難民，亡命者も対象に含まれており，さらに学習者の教育経験も母国で高

等教育を修了した者から就学経験が全くない者までさまざまである。

　プログラムについても，州政府によって運営されているコミュニティーカレッジやアダ

ルトスクールだけではなく，大小さまざまな規模の識字関連NPO，図書館や博物館，教会，

民間の語学学校等，多彩な団体や組織によって運営されている。コミュニティーカレッジ

やアダルトスクールではESLの専門教師による教室型の学習が一般的であるが，識字NPO

のプログラムでは，日本の地域日本語教室で見られるような，ボランティアと学習者の1

対1による学習3も実施されている。また，成人ESLプuグラムで扱う内容は，生活のた

めの英語，家族のための識字，識宇，市民権テストの準備，就職や資格取得と，非常に幅
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広い。

　次に，成人向けESLプtiグラムの一端をアダルトスクールを例に紹介する。アダルトス

クールとは，地域の教育委員会によって運営されている成人学校で，キャリア教育に関す

るクラス，陶芸等の趣味のクラス等，各種の講座が無料もしくは低料金で開講されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆者が訪問したヴィスタ・ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダルトスクール（Vista　adult

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　school）は，カリフォルニア州の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北部に位置するヴィスタ市にあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、灘灘塑蟻　る学校で，2つのキャンパスが
　　　　　　　　　　　　　　　　灘1罐禦即納にあり，受言薄者の大多数は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒスパニック系の住民である。

〔pa　1：ヴィスタ・アダルトスクールメインキャンパス概観ユ

　同校の成人ESLクラスは10ドルの登録料以外は無料で，受講者がライフスタイルに合

わせて授業を選択できるように，午前，午後，夜間の3つの時間帯に分かれている。9SL

クラスの受講者数は年間約6千人，18歳から80歳までの幅広い年齢層が学んでいる。ク

ラスのレベルは，事前オリエンテーションによって識宇レベルから上級レベルに分けられ，

さらにその上にアカデミック・キャリア教育クラス，市民権取得を目猪すクラス，高校卒

業資格の取得を目指すクラスが開講されている。なお，ヒスパニソク系の住民に配慮し，

ESLコース案内を含む全ての情報は英語とスペイン語の両方で提供されている。

　筆者が見学した中級9SLクラスでは，20～30代目ヒスパニック系の男女16・名（女性15

名，男性1名）が学んでいた。このクラスを担当する教師によると，受講者の大半は子供

を小学校に迎えに行く時間に合わせて，この時間帯のクラスを選んでいるとのことであっ

た。そのため，授業のほとんどの時間では市販の教科書を使った，音読やペアワーク等の

教室活動が進められていたが，最後の30分はコンピュータを使った個別学習に充てられ，

受講者がコンピュータの読解教材を自分のペースで取り組むことで，迎えの時間に遅れる

ことのないような配慮がなされていた。

3．3学習内容の標準化

　このように多様な成人ESLに対し，1980年代後半から学習内容の標準化（スタンダー

ド）が進められるようになった。学校教育の教科の学習目標として学習基準を設定する動

きと連動して，教育省成人職業教育局（The　Department　of　Education，　Office　of　Adult　and

Vocational　Education，以下OAVE）は，成人教育の学習内容の基準作成を積極的に支援し

ている。州レベルの基準策定に至る過程の第一段階として，州へのモデルないしはマスタ
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一プランにあたる，成人教育の専門機関によって基準開発が行われた。専門機関によるモ

デルとしては，圏立識字研究所（The　Natlena1　lnstitute　for　Literacy）による「将来に備える

者」プロジェクト（The　Equipped　for　the　Future）及び，本稿で取り上げる包括的成人学習

者評価システム（Comprehensive　Adult　StudeRt　Assessment　System）のコンビチンシーが代表的

である。これらの専門機関のモデルや学校教育の基準等を参考に，各州政府は独自に基準

を策定している。OAVEによる支援事業の一環である，州の基準と関連情報を集めたウェ

ブサイト4では，現在13州の学習基準が公開されている。

4．CASASのコンビチンシー

4．1包括的成人学習者評価システム

（1）歴史

　包括的成人学習者評価システム（Comprehensive　Adult　Student　Assessment　System，以下

CASAS）は，成人教育を専門とする非営利機関で，本部はカリフォルニア州サンディエゴ

に置かれている。その設立は1980年に遡り，成人教育法の補助金によって成人教育を実施

する，カリフォルニア州地元教育機関のコンソーシアム「カリフォルニア成人学習者評価

システム（Califomia　Adult　Student　Assessment　System）」として出発した。当時カリフォル

ニア州教育省はコンビチンシー重視の成人教育教授法（competency・一based　adult　educatlon，

以下CBAE）の普及に力を入れており，CASASはCBAEを州内の教育機関に普及させるた

めの支援並びにCBAEを反映した評価システムの開発を屋的に設立された。

　CASASはコンビチンシー及び評価の基礎的なシステムを1982年にかけて開発し，1985

年に名称を「カリフォルニア成人学習者評価システム’（CaliforRla　Adult　Student　Assessment

System）」から現在の「包括的成人学習者評価システム（Comprehensive　Adult　Student

Assessment　System）」に変更している（California　Department　of　Education，2005）。現在は独

立した民間非営利組織として活動を続けており，設立同時はカリフォルニア州内に限定さ

れていたコンソーシアムのメンバーはアラバマ，コUラド，グアム等，カリフォルニア以

外の25州及び1準州に拡大している（CASAS，2004）。また，1984年には評価システムが

連邦教育省による認証を得，幅広い分野において活用されている。

（2）業務内容

　CASASは成人教育の教育現場への支援と評価システムの運営を業務とし，その範囲は成

人基礎教育，ESL，就労支援，識字，市民権取得，矯正教育等の幅広い分野に及ぶ。

具体的には，次のようなサービスを提供している。

①コンビチンシー

②コンビチンシーに基づく標準化テスト（多肢選択式，パフォーマンステスト）
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③
④
⑤
⑥

カリキュラムのためのリソース（スタンダード等）

教室内の継続的評価に関するガイドライン

研修のためのリソース

説明責任のためのデータ報告 （CASAS，　20e5）

4．2コンビチンシー一

（1）概要

　CASASでは「学習者中心」「コンビチンシーj　f成果重視」が教育理念として謳われてい

る。学習者中心と成果重視とは，そもそもコンビチンシーそのものの特徴であり（リチャ

ーズ＆ロジャーズ，2007），その意味ではコンビチンシーがCASASのシステムの基盤だと

言うことができるだろう。

　コンビチンシーという概念は，ハーバード大学のD．C．マクレランド教授が米国国務省の

外務情報職員に求められるスキルを調査した研究に端を発し，現在は企業の人材管理の分

野において活用されている考え方で，「ある職務または状況に対して高い業績を上げている

個人の特性」と定義されている（スペンサー＆スペンサー，2007）。

　CASASのコンビチンシーとは，上記の職務コンビチンシーとは若干異なり，fCASASコ

ンビチンシー：青年及び成人に不可欠なライフスキル」という名称が表すように，成人が

家族，地域社会，職場において仕事や活動を効果的に遂行するために不可欠なスキル，知

識，態度，行動を意味する。CASASコンビチンシーの原型は198◎年から1982年にかけて

開発され，当時のモデルでは領域は消費者経済，地域のリソース，健康，職業的知識，政

府と法律の5領域に限定されていた。現在8領域約300のスキルをコンビチンシーとして

認定している。コンビチンシーは固定されるのではなく，現在も定期的に見直しが行われ，

適宜修正が加えられている。

　CASASのコンビチンシーは，次に示すように，まず大きく9領域に分類され，各々の領

域にさらに細かく下位項目が設定されている（詳細は資料「アメリカのシラバスーCASA

Sコンビチンシー～覧一」参照）。

　　　　Kコンビチンシーの9領域l

　　　　O．基礎的なコミュニケーション　　　　4．雇用　　　　8．自立した生活

　　　　1．消費者経済　　　　　　　　　　　　5．政府と法

　　　　2，地域のリソース　　　　　　　　　　6．計算

　　　　3．健康　　　　　　　　　　　　　　　7．学ぶことを学ぶ

　この領域をみると，コンビチンシー，すなわち青年及び成人に不可欠なライフスキルは

①機能的な識字，②職業技能，③責任ある市民，④自立した生活，⑤継続的な学習，とい

う観点から捉えられていることがわかる。そこには，1994年に成立した教育改革法の「す

べての成人は機能的な識字能力とグn一バル経済の中で競争相手に立ち向かうことができ

77



る職業技能を備えるとともに，市民としての権利を主張し，責任を果たす労働者でなけれ

ばならない」という規定やそれを受けた労働力投資法の方針が如実に反映されていると言

えるだろう。

　この考えは，成人教育におけるカテゴリーの一つである，成人ESLにも共通する。つま

り，成人ESLにおいては，外国語を母語とする移民かどうかよりも，「アメリカの現代社

会において十全な生活を送る成人」を養成するための教育という理念が先にあるのである。

　　　翻健康の領域（3）で示されているコンビチンシー

　　　3．1医療制度へのアクセス方法と利用方法を理解する

　　　　3，L1身体の部分を特定する等，病気の症状を説明し，医者の指示を解釈する

　　　　3。L2医療機関や歯医者を予約したり，予約を守るために必要な情報を特定する

　　　　3．1．3　　（略）

　　　3．2医療や歯科用の記入用紙と関連する警報を理解する

　　　　3．2．1病歴用の記入用紙に記入する

　　　　3．2．2予防接種の要件を解釈する

　　　　3．2．3～3，2．4　（略）

　　　3．3薬の選択と使用法を理解する

　　　　3．3．1必要な薬を特定し，使用する

　　　　3．3．2薬のラベルを解釈する

　　　　3．3．3　（略）

　　　3．4基本的な健康と安全の手順を理解する

　　　　3，4．1製品ラベルの指示と安全のための警告を解釈する

　　　　3．4．2事故や怪我を防ぐ安全対策を特定する

　　　　3．4．3～3．4．5　（略）

　　　3．5健康維持の基本原則を理解する

　　　　3．5．1食品ラベルに掲載されている栄養と関連情報を解釈する

　　　　3．5．2バランスの取れた食事を選択する

　　　3．5．3～　35．9　（略）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（CASAS　2003を元に作成）

　上記の健康領域のコンビチンシーが示す通り，コンビチンシーはテーマの知識ではなく，

言語で何かできるかということに焦点が置かれ，各項Bはタスクとして記述されている。

したがって，コンビチンシーのリストは何ができるかを行動として示す，内容に関する基

準であって，「どのくらい，どのレベルでできるのか」を示す能力基準ではないことに注意

する必要がある。

　また，タスクとしてのコンビチンシーを達成するためには，言語に関する領域と社会に

関する領域の両方が必要になる。例えば，上記の健康領域のコンビチンシーは，その場面
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で表現する言語的な能力だけではなく，その場面の背後にある社会的な知識（例　医療制

度）がうまくかみ合わなければ達成できない。

　もう一つの特徴は必要な情報への能動的な態度の重視である。コンビチンシーには

「8．3．1　目標を達成するうえで支援を提供できる家の申にいる人（例：家族，友人，介護

人）を特定し，…　　」，f3．1．3　…　　適切な医療サービスや施設を特定し…　　」（いず

れも下線は筆者）のように，特定し，行動する」という記述が数多く見られる。このこと

は，①閉的を達成するために必要な情報を受け身ではなく，自らが収集すること，さらに，

②集めた情報を必要に応じて判断する，という能動的な行動が成人には必要であるという

認識を反映していると言えるだろう。

（2）理論的枠組みとコンビチンシーの検証

1）コンビチンシーの理論的枠組み一APLプ羅ジxクトー

　APLプロジェクトは，「現代社会における経済的，教育的成功のために機能するコンビ

チンシーを特定し，さらに米国の成人の持つコンビチンシーを評価する」（Adult

Performance　Level　Project，1975：4）ことを目的とした研究で，連邦教育局の受託研究とし

て，197e年から1975年にかけてテキサス大学オースティン校で実施された。　APLプmジ

ェクトでは，失業中や教育の経験のない成人対象の半構造化インタビュー等の調査を広範

囲に実施した結果，コンビチンシーを成人にとって重要な主要な知識領域において使用さ

れるスキルとして定義し，「技能領域」と「一般知識領域」の2次元で捉えることを提唱し

た。技能領域は，①読む，②書く，③話す・聞く，④計算，⑤問題解決に分類される。一

般知識領域は成人が必要とする内容を指し，①消費者経済，②職業的知識，③健康，④地

域のリソース，⑤政治と法律の5領域から構成される。表1は，タスクとしてのコンビチ

ンシーの基本的枠組みで，技能領域と一般知識領域を組み合わせたマトリックスとして構

成されている（Adult　Performance　Level　Project，1975；赤木，1990）。

［褻1：APLプロジxクトコンピテンシーの枠総み］

【一般知識領域Σ
消費者経済 職業釣知識 健康 地域のリソース 敵治と法律

読む
新聞の食料品
Xの広告を読ﾞ

新聞の求人高
L告を読む

健康保険証
曹�ﾇみ，解
ﾟする

映画のスケジュールを読む 逮捕後の人権に
ﾖするパンフレ
bトを読む

瓢
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

書く 買い物メモを
曹ｭ

【
技
能
領
域
】

旧く

bす
ラジオの広告
�ｷく

計算 食料品の単価
�v算する

問題解決
買い物に一番
｢い店を決め
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　現在のコンビチンシーと表1を比較すると，現在のコンビチンシーの9領域のうち6領

域（消費者経済，地域のリソース，健康，雇用，政府と法律）がAPLプmジェクトから継

承されていることがわかる。さらに，現在のコンビチンシーリストでは，APLプロジェク

トの「問題解決」は領域の柱にはなっていないものの，「画題解決能力を使えることを示す」

（「学ぶことを学ぶ」領域）や「薬物，タバコ，アルコールに関連する問題を認識し，どこ

で治療を受けられるかを特定する」（「健康」領域）のように，問題解決に関連する項目は

複数の領域にわたって見られる。文脈化されて他の領域に組み込まれているものの，「問題

解決」を重視する姿勢に変わりがないことは明らかである。

　2次元の枠組みによって，APLプロジェクトで認定したロンピテンシーは65項鼠である。

表2は健康領域のコンビチンシーを抜き出したものであるが，このようにコンビチンシー

は，「ゴール」レベルと「目標」レベルの2般階で記述されている。「ゴール」がコンビチ

ンシー全体の概要を示すのに対し，暇標」では文脈化されたタスクが示されている。この

形式は，現在のコンビチンシーリストの上位項目と下位項目の関係に継承されていると言

えるだろう。コンビチンシーの数は，最も多いのが「消費者経済」の20項目で，最も少な

い領域は6項屠の「政府と法律」で，領域によって数には幅がある。

［襲2：APLプRジェクト健塵領域の認ンピテンシー］

ゴール：個人とその家族に良好な精神的，身体的健康を保証する
1．目櫻：症状を正確に報告したり，医師の指示に従うために，健康に関する使用語彙（特に，
医療と身体に関する基礎的な語彙）を習得する。

2．目標：どのような基本的な安全対策が事故やけがを予防するのかを理解し，潜在的危険（特
に　家庭内や職場での安全にかかわる危険性）を理解する。

3．目標＝地域にある医療や健康に関するサービスを理解する
4．～i3．　　　（略）

（Adult　Performance　Level　Project　l975を元に作成）

　コンビチンシーをタスクとして記述するという点は，現在のCASASのコンビチンシー

と共通しているが，現在のコンビチンシーの記述はより具体化かつ詳細化しており，APL

の約5倍の数に上る。

2）コンビチンシーの検証

　コンビチンシーは定期的な見直しだけではなく，コンビチンシーが今Hの成人の状況や

ニーズに適応しているか否かを検証する調査も実施されている（CASAS，1995）。そのひ

とつが，アイオワ州教育省によって企画された調査（The　lowa　Adult　Basic　Skill　Survey）で

ある。この調査は，州内の成人教育プログラムのスタッフ，地元機関の担当者，ビジネス，

企業，就労支援，教育機関等及び，ランダムサンプリングによって抽出された，成人教育

プuグラムの学習者（成人ESLを含む）を対象に実施された。1993年に9700組の質問紙
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が配布され，最終的な有効回答数は3483であった。

　この調査では，回答者に対し，55のコンビチンシー項目の重要度を4段階に評価するこ

とが求められた。その結果，全体として最も高い評価を得たコンビチンシーの領域は「基

礎的なコミュニケーション」で，f学ぶことを学ぶ」「雇用jが続き，コンビチンシーでは

「個人間の交流においてコミュニケーションする個人間の交流としてコミュニケーション

をする」が最上位に評価された。また，「基礎的なコミュニケーション」は回答者グループ

を問わず高く評価されているのに対して，「健康」は学習者に高く評価されているものの，

ビジネス・企業関係者からはあまり高い評価を得られなかった。このことから，評価者グ

ループによって，領域やコンビチンシー項Kの評価が分かれることも明らかになった。問

様の調査は，インディアナ州，コネティカット州，カリフォルニア州でも実施されており，

コンンピテンシーの妥当性は各地で検証されている。

4．3コンビチンシー一と評価（テスト）

　CASASのテストはコンビチンシーを機能的な文脈で評価することを目的としている。そ

の原則に従って，各テスト項目は対応するコンビチンシー及びタスク，難易度の記述を表

わす4ケタの数字で管理されている。

　例えば，下の図は4．6．2．3という番号の問題である。4．6．2．3は，この問題がコンビチンシ

ーの領域4「雇用」を扱い，この領域の「4．6職場で効果的にコミュニケーションする」

の下位項國である「4．6．2ノート，メモ，手紙，電子メールを含む，仕事関係の通信を解

釈し，書く」というコンビチンシーを対象にし，「3　記事，パラグラム，センテンス，指

示文，手引書における情報に基づく質問に答える」というタスクの種類で問題が作成され

ていることを表している。

サラへ

8：30

ダンが今日の11時に来ます。

［問題】今N，誰が来ますか？

A．今日

B．サラ

C．ダン

D．エイミー

　　　　　　（CASAS　2004より作成）

［図2：成人εSL用テスト問題（4．6．2．3）の｛剛

　CASASでは多くの種類のテストが開発されているが，内容や用途別には5種類に分類す

ることができる。

8玉



［表3：テストのカテゴiJ　’一］

カテゴリー 内　容 該当するテスト・シリーズ名

①　市民権 市畏権テストに必要な口頭能 シチズンシップ（Citizenship）
カや米国の歴史や社会に関す
る知識

②　就労 労働者に求められる知識やス 〈求職を闘的とする〉
キル 雇用を可能にするコンビチンシーに関するシス

テム　（£mployable　Competency　System）

〈職場訓練を霞的とする〉
・労働力学習システム　（Workforce　Leaming
Systems）

・労働力スキル証弱システム（Work櫛orce　Ski｝ls
Certi最catio難Sstem）

③　生活 生活に必要な知識やスキル ・生活のスキル（Life　Skills）

一 ・生活と仕事（Li£e　and　Work）

④　教育 成人基礎教育，成人中等教育 ・成人中等教育に関するアセスメント
（Secondar　Assessment）　　等

⑤　その他 障害者訓練や矯正訓練等 〈略〉

（カテゴリーの二重線部分は成人ESLプログラムで利用可能なテストを示す）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福永・金田，2008：8）

　テスト科Rは，①り一ディング，②数学，③リスニング，④ライティング，⑤スピーキ

ング，⑥批判的な思考と問題解決の6種類である。例えば，生活カテゴリーのテストであ

る「生活のスキル」は数学とリスニングテストで構成されるが，同じカテゴリーの「生活

と仕事」ではり一ディングだけが課される。このことから，生活に特筆したテストでは産

出よりも受容のスキル（リスニング，リーディング）に限定する一方で，就労に関する

テストでは批判的な思考や問題解決も含む，より高度な能力が問われていることがわかる

（福永・金田，2008）。

　テストの結果はスコアだけではなく，日常的なコミュニケーションに関する能力とどの

ような仕事ができるか（雇用可能性）という2つの指標からなるレベルとしても示される5。

例えば，成人ESLで最も低いレベル（180点以下）は，コミュニケーションに関しては「ジ

ェスチャーと限定された単語だけでコミュニケーションをする」，雇用可能性については，

「話したり書いたりすることが必要ない初歩的な仕事はできるが，雇用の範囲は非常に限

られる」と定義される。同じ初級でも一つ上のレベル（180点～lge点）では，コミュニケ

ーションが「直接的なニーズに関連した状況において，非常に限定的な方法でなら話すこ

とができる。文字や数宇は読んだり書いたりできる。自分の名前や住所は書ける」，雇用可

能性が「英語でのa頭や書面でのコミュニケーションが求められないエントリーレベルの

繰り返しの多い仕事ならできる」と表され，レベルによる能力の違いが教育の専門家以外

の人にもわかるように表現されている。社会でどのような仕事に就いて生活していきたい

のか，そのためにはどの基準を達成しなければならないのかを学習者だけでなく，支援者
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や雇用者も具体的に理解することは，人生設計の指針としてテストが利用される可能性に

つながるだろう（福永・金田，2008）。

4．4成人ESL教育現場におけるコンビチンシーの利用

（1）コンビチンシー準拠の市販教材

　CASASのテストは全米の多くの州で導入されており，CASASのコンビチンシーはテス

トを通じて成人教育機関に広く浸透していると言えるだろう。その一端をスタンダードに

準拠した，成人ESL教材の普及に見ることができる。近年アメリカでは教育におけるスタ

ンダード開発が推進されており，成人ESL教育分野でもスタンダードに準拠した市販教材

が販売されている。その数を正確に把握することは難しいが，筆者が成人ESL教育の市販

教材カタログやオンライン専門書店で調べたところ，少なくとも10種類の教科書がタイ

トル（例Stand　Out　Basic：　Standard－based　English（Thomson　Heilen刊），T・p　ics　and　Language

Competencies（Prentice　Hall　Regents刊））あるいは前書きや目次にスタンダード準拠を謳iっ

ていることがわかった。アメリカ困内外で人気の高いSide　by　Side（Pearson　Lo璽｝gman刊）

も，国内版の目次にトピックや語彙，文法等の学習項目に並んで，CASASのコンビチンシ

ーの該当項目を記載している。

（2）CASASからの教隠現堀への支援策

　コンビチンシーはあくまで学習者が達成すべき行動目標を示すに過ぎないため，実際の

授業では学習者のレベルや状況に合わせた教材や活動の選択が求められる。CASASでは，

コンビチンシーの習得を目的とした授業計画のために，いくつかの支援策を提供している。

　その一つがスタンダード6である。表4の聞く技能のスタンダードを例に見てみると，

このスタンダードは「Rl識字能力」からIR8学術目的の技能」は8つの分野に分かれ，

それぞれの分野には6～39の下位項目が設けられている。また，表中の⑳印は各レベルで

習得すべき項目を示している。

［褻4：CASAS聞く技能の内容スタンダード（一部）］

⑭

⑭

⑭

⑭

⑭

⑳

⑭

⑭

⑳

⑳

醗

⑳

発
牌
灘
騰
酬
鼎
搬
辞

磁
M
R
Ω
R

B
R
M
R

”
R

扁
k

（CASAS　2006より作成）
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　スタンダードもコンビチンシーと同じように「～する」という行動として記述されてい

るが，スタンダードの記述を見て気づくのは，具体的にどのような生活上の文脈でどのよ

うなタスクが遂行可能かという記述がないことである。その代わりに，①項目間に学習上

の順序がある（例　学ぶ時はRl「識字」からスタートし，　R2「語彙」へと進む），②レベ

ル指標が示されている（例　ESLのAレベルではRlの項目を学ぶ）という，コンビチン

シーとは異なる観点からの情報が提供されている。

　根岸（2007）は，コミュニケーション能力の解釈として，「拡大解釈」と「限定的解釈」

という2つの異なるアプローチが世界的に広まりを見せていることを指摘している。現実

生活における具体的なタスクとしてコミュニケーションをとらえようとする「拡大的解釈」

は学習者ができることをイメージしゃすいのに対して，「限定的解釈」は具体性に欠けるが

普遍性が確保されている。CASASの場合は，コンビチンシーが拡大解釈に，スタンダード

が限定的解釈のアプローチに基づくと考えられる。コンビチンシーを補完するために，限

定的解釈のスタンダードを導入するというCASASのシステムは非常に興味深い。　CASAS

はスタンダードの役割について，「成人教育に携わる教師がよりよい指導を行うために，コ

ンビチンシーに埋め込まれている基礎的なスキルを特定することを支援する」7と述べてお

り，コンビチンシーを教えるためには，どのような言語的スキルや知識が必要なのか，そ

してレベルとの関係がどうなのかを検討するための情報が必要である，という教授上の配

慮が推察される。

　　　　【コンビチンシー1．4．7］

住居メンテナンスの学報を解釈し，住居の問題につ
　　いて大宅さんとコミュニケーションする

【読解教耕の鯛］

　PROBLewS？

CALL　555－908r

Frank　Gonzales

　Kanager　13B

【読む技能のスタンダード

　　　R2．2」

　　数字を読む

ζ読む技能のスタンダード
　　　　R2．3茎

日常生活における高頻度語と

　フレーーズを解釈する

　　　［図3＝コンビチンシー，教材，閥く技能のスタンダードの関係］

（CASAS　2006より作成）・

　CASASではコンビチンシ

ー一 ｳ材・教室活動一スタン

ダードの3者の関係を図3の

ように説明している。図3に

よると，コンビチンシー1．4．7

「住居メンテナンスの情報を

解釈し，住居の一台について

大宅さんとコミュニケーショ

ンする」を教えるときに，ア

パートの管理人が張った掲示

文を読解教材として利用する

ことができる。

　読解教材としての掲示文を

活用するときには，f555・・90873

　　　「13B」といった数字

　　　を読むスキル（読む技
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能のスタンダード　R2．2）だけではなく，日常生活でよく見かける単語やフレーズ

（　「　Problem？」「CALLj等）を理解するスキル（読む技能のスタンダードR2．3）を学習者

に要求することになる。読む技能のスタンダード表を見ると，このR2．1とR2．3のスキル

は英語力が低いレベルの学習者が対象の授業でも扱えることがわかる。

　さらに，CASAsではQuicksearch　onlineと呼ばれる教材データベースを開発している。

この教材データベースには，約230◎タイトルの情報が収録され，CASASのシステムを導

入している機関の教師は，コンビチンシーを教えるときに，どのような種類の教材が使え

るのか，自分の教科書がどのようにコンビチンシーに対応しているか等の情報をオンライ

ンで検索し，教案を作成するときに必要な具体的な情報を得ることができる。

これに加え，CASASではインターネットでの情報提供，研修会の開催，教育現場へのア

ドバイザーの派遣等も行い，教育現場に対して手厚い支援策を講じている。

4．5コンビチンシーに逸する評価と批判

（1）説明魔任のツールとしてのCASAS

　2009年現在，CASASのシステムが州全域で導入されている州は34州とワシントン・コ

ロンビア特別区，面内の地元教育機関で限定的に導入されている彊は13州で，両者を合わ

せると全米（50州＋ワシントン・コnンビア特別区）の約94％を占めるに至っている。こ

のことは成人教育分野においてCASASが深く浸透していることを示しているが，その背

景の一つには労働力投資法が求める「説明責任の原理」がある。

　説明責任（Accountability）とは「本来，行政・企業などの社会に影響を及ぼす組織が，

株主や就労者といった直戴的関係を持つものだけではなく，消費者，取引業者，地域住民

など，間接的関わりを持つ全ての利害関係者（ステークホルダー：stakeholder）にその活動

を報告する必要があるという考え方をいう」（野津，2007：189）。労働力投資法によって資

金を調達している州政府は，州内の成人教育プuグラム教育の成果（outcome）を連邦政府

に報告するという厳しい説明責任が求められる。教育成果はNational　Reporting　Systemと

呼ばれる，評価・評定システムの数量的指標によって評定される9。National　Reporting　Sys毛em

の業績評価の指標には“公的な卒業証明書や資格証明書の取得”，“学習の継続”，“進学”，

“就職”等の項目があるが，CASASに関係するのは「学習者のレベルの向上」（Educational

gain）に関する指標である。

　この「学習者のレベルの向上」に関する指標は，プログラム参加時のレベル9と，州政

府が定めた学習時間数を修了した時点でのレベルを標準テストの得点に準拠して算定し，

1っ以上レベルが高くなっていれば，その学習者は“向上した”と記録される。標準テス

トは州独自に開発することもできるが，多くの彊では連邦教育省の認証を得ている

CASASのテストを評価ツールとして採用している。

　成人教育は，児童生徒を対象とした学校教育とは異なり，多様なプログラムが提供され
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ており，同一の指標による把握や評価が難しいとされている。しかしながら，CASASはコ

ンビチンシーとして教育内容を明確化し，さらに標準化テストによって評価を数値化する

システムを採用することによって，教育投資に説明責任を求める行政や企業関係者に多大

な支持を集めている。

（2）教育現堀からの批判

　1）テストに関する批判

　全米で広く普及しているCASASであるが，教育現場からは批判の声も闘かれる。その

ひとつは，CASASのテストを巡る批判である。行政に受け入れられているCASASのテス

トであるが，教育現場のESL教師からはテストがカリキュラムに対応せず，教師と学習者

に疲弊をもたらしているという声が聞かれる。

翻セーラへのインタビューから（コミュニティーカレッジの成人ESL教師）

　セーラ（仮名）は，ワシントン彊のコミュニティーカレッジの成人ESLコースで教鞭を

とる20代の英語教師である。ワシントン州は上述の国立識字研究所（The　Natlo難al　hstltute

for　Literacy）による「将来に備える者」プuジェクト（The　Equipped　for　the　Future）のスタ

ンダードに準拠したESLスタンダードを2006年に策定し，教育現場への普及を図ってい

る。セーラはこの学校の代表として「将来に備える者」プロジェクトの教師研修を受講し，

研修内容を同僚教師に広げるために，校内で様々な活動を展開している。

　「学校（及び州政府）の方針で，学習者に（CASASの標準化）テストを受けさせなけれ

ばならない。でも，（仕事や生活に追われて）クラスに来るのが精一杯の学習者に（評定テ

スト，プレテスト，ポストテストと）何度もテストを強いるのは申し訳なく感じる。・…

自分のクラスの学習者が何をどのくらい学んだかは，（CASASのテストではわからないの

で，）CASASのテストとは別の方法で把握するようにしている。」（2007年11，月14日）

　成人学習者は仕事や生活上等の理由から授業を継続して受けることが難しいため，アメ

リカの成人教育では，学習者が都合に合わせてプログラムの履修と終了を決めることがで

きる「出入り自由の方針（Open　E凱ry／0pe簸Exit　Programs）」を採用する機関も少なくない。

このような状況では，CASASの採用するテスト（評定テスト，プレテスト，ポストテスト

の3國）をCASASの推奨どおりに受験することは，成人学習者にとって容易なことでは

ない。CASASテストのような，市販の標準化テストはそもそも目標言語がほとんどできな

い低いレベルの学習者には不向きであり，テストの結果から学習者が授業から何をどのく

らい何を学んだかを把握するのは困難であるという指摘もある（Burt＆KeeRaR，1995）。

　そもそも教育内容としてはf将来に備える者」プロジェクトの教育理念が導入される一
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方，教育成果を測定するツールとしてはCASASが一つの教育現場で採用されていること

は，全く異なる2つの教育理念が一つの教育現場に混在している現状を表している。この

こと教育としての理念と教育における説明責任の責務との連携の難しさを示していると言

えよう。

　2）raンピテンシーへの批判

　もう一つの批判は，コンビチンシーという概念に対する批判である。『被抑圧者の教育学』

の著者として世界的に知られるパオロ・フレイレは従来の教育形態を教師が一方的に学習

者に対して知識という預金を与える「銀行型教育（banking　education）」であると批判して

いるが，Auerbach＆Burgess（1985）はコンビチンシーを重視した教育（CBAE）が「銀

行型教育」の特徴を備えていると指摘している。前述の成人ESL教師セーラも筆者のイン

タビューの中で，「CASASのコンビチンシーはまるで（学習項目の）チェックリストのよ

うだ」と述べている。

　批判の中でも，移動先の社会で社会人として十全な参加をするために英語を学ぶ成人学

習者にとって大きな問題なのは，コンビチンシーの目的は学習者の効果的な社会参加であ

り，現状を批判するのではなく，受け入れる従順な市罠としての態度や価値観を教え込む

ことであるという批判であろう（リチャーズ＆ロジャーズ，2007）。

　しかし，難民対象のESLカリキュラム向けのコンビチンシーをフレイレの思想と方法に

基づき選定し，銀行型教育に対する「課題提起型」アプローチによるシラバスに取り組ん

だという報告（Spener，1990a；1990b）もあることから，フレイレ的教育アプローチから

の非難に関しては見解が分かれると言えるだろう。しかし，コンビチンシーには上記のよ

うな厳しい批判があることを踏まえ，コンビチンシーを導入するうえでは，その限界と実

践における留意点を教育関係者に周知する必要があるだろう。

5．生活のための学習項目一覧の開発に向けて

　アメリカは「移民の国Jと呼ばれるように，移民政策の先進国であり，日本とは制度上

の違いは大きい。しかしながら，本稿で取り上げたアメリカの成人ESLの動向（法的整備，

基準策定の推進）並びにCASASのコンビチンシーに関する情報は，日本語を母語としな

い外国人が日本社会の一員として地域社会に根づき，職場や学校等で活躍できるために身

につけるべき第二言語としての日本語（「生活のための臼本語」）を検討し，「学習項目一

覧と段階的目標基準」を策定する上で，貴重な知見を提供していると言えるだろう。その

中で，特に重要と思われる点を以下の5項目に集約して述べる。

①法的根拠の必要性

　アメリカの成人ESL政策は，労働力投資法（Work・Force・lnvestment・Act）を中心に，省庁
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横断的な法的整備がなされている。つまり，州及び民間によるプログラムの運営や学習内

容の整備等は法的な裏付けのある政府の予算によって支えられている。その根幹には，英

語ができない移民が増えたから何とかする，という対処療法的な考えではなく，移民を含

めた成人対象の教育を国家戦略として重視する強い姿勢がある。

②応用言語学研究の重視

　CASASコンビチンシーは，　APLプnジェクトという調査研究の土台があり，また現在

もコンビチンシーの検証調査をはじめとする各種の調査研究が取り組まれている。本稿で

は詳しく取り上げなかったが，国立識字研究所による学習基準プロジェクト（「将来に備え

る者」プnジェクト（The　Equipped　for　the恥t縫re））においても，数年にわたる大規模；な調

査が実施されており，これらの事例は応用醤語学分野の基礎的な調査研究の成果がアメリ

カの教育現場に直結していることを表している。これらの調査研究は，州政府及び連邦政

府からの資金調達によって実施されているが，単なる資金供給ではなく，政府機関は長期

的な展望に立って，応用言語学の基礎研究を積極的に複数の専門機関に委託し，教育政策

の実現を目指すという構図が確立している。

③面立した社：会人の育成する視点

　CASASのコンビチンシーリストは，成人が家族，地域社会，職場において仕事や活動

を効果的に遂行するために不可欠なスキル，知識，態度，行動の総体である。換言すると，

自立した社会人として生活を営み続けるための“見取り図”と言えるだろう。“見取り図”

の構成や要素については批判もあるものの，自分の将来設計や生活状況に応じて，”見取り

図”を参照にしながら学習を進めていくことができる。これに対して，成人対象の日本語

教育では，仕事や子育てのように，個別場面のニーズに応える教育実践は積み重ねられて

きたものの，臼本版の　“見取り図”を持つには至ってはいない。CASASのコンビチンシ

ーが示す「自立した社会人」を育成するという視点から，我々が学ぶことは多い。

④教育現場への支援

　CASASではコンヒ．チンシーに基づく教育を行うために，スタンダード，教材データベー

ス，研修会の開催等，教師に対して手厚い支援策を講じている。基準を活かした学習を実

現するためには，基準のリストだけを提示しただけでは不十分であり，カリキュラムや授

業計画に必要な情報を教育現場に提供し，教育に従事する人たちが安心できるような多様

な支援策を長期間にわたって提供する体制の構築が不可欠である。

④評価との関連性

　日本では，政府が長期滞在を希望する外国人に対し，一定の陰本語能力を求める方向で
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検討に入り，日本語能力試験等を活用するという考えを示している。また，文化庁が所管

する文化審議会国語分科会日本語教育委員会（第17回　平成21年1月19日開催）におい

て，生活者としての外国人に対する日本語教育の体制整備として，国が標準的な内容・方

法及び日本語能力の測定方法について一定の指針を示す必要性について言及している（文

化庁，2009）。このように，日本語教育おいても，学習内容だけではなく，評価方法が求め

られている状況においては，我々がCASASのテストをめぐる状況から学ぶことは少なく

ない。

　CASASではコンビチンシーに基づくテストが作成されているが，テストの結果によって

学習者がどのような職に就けるかがわかるような工夫がなされていたり，行政側にとって

必要な情報を提供するという利点がある一方で，テストが教育現場のカリキュラムとかい

離し，学習者と教師に負担を強いているという問題点も露呈している。このことは学習内

容と評価の連携がいかに困難であるかを示している。「学習項目一覧と段階的目標基準」の

策定にあたっては，評価とどのように関連づけるのかを慎重に検討する必要があるだろう。

注

1　2000年に実施された国勢調査では，自分の英語力を「とてもよくできる」「できる」「あ

　　まりできない」「まったくできない」の4段階で自己評価する質問が出された。国勢調

　　査局（U．S．　Census・bureau）では「英語が流暢ではない人」を，4段階評価の「できる」

　　「あまりできない」「まったくできない」の合計と定義しており，本稿ではそれに従う。

2連邦裁判所通訳人法（Court　lnterpreters　Act），投票権法（Voting　Rights　Act），米国公衆衛生

　　法（Public　Health　Service　Act），食料配給券法（Food　Stamp　Act　of　1977）等の法律には，英

　　語ができない人に通訳等の言語的な支援を用意する責務が明記されている。

3　Schlusberg＆Mueller（1995）は，ボランティアベースのESLではボランティアと学習者の

　　1対1による学習がよく行われているものの，小人数のグループでの学習が主流にな

　　りつつあると述べている。その理由として，1対1の学習にはボランティアが学習者

　　のニーズに集中しやすいという長所がある一方で，問題解決や協働学習といった，複

　　数の人数が関与する活動ができないという短所を指摘している。

4　Adult　Education　Content　Standards　Warehouse

　　（http：〃www．adultedcoRtentstandards．ed．gov／default．asp　2009年7月24　H）

5ESLレベル指標は，　CASASのホームページで公開されている。

　　（https：／／www．casas．org／home／index．cfm？fuseaction＝home．showContent＆MaplD＝＝562

　　2009年7月24H）

6現在公開されているスタンダードは，闘く技能，読む技能及び数学である。

7CASASのホームページ上でのスタンダードに関する説明による。
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　　（https：／／www．casas．orgfhome／index．cfm？fuseaction　：home．showContent＆MaplD＝＝172e

　2009年7月24目）

8National　Reporting　Systemについては，金田・福永（2007）を参照されたい。

9　「学習者のレベルの向上」（Educational　gain）を測定するために，醤ationa茎Reporting　System

　ではEducationa1　Functioning　Levelと呼ばれる，独自のレベルを設定している。　ESLの

　Educational　Functioning　Levelは6毅階で，各レベルにはtest　benchmarkとして標準化テ

　ストのスコアが明記されている。
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W．国内外の移民等に対する自国語教育一オランダー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金欝智子

1．なぜオランタなのか

　諸外国の移民等に対する自国語教育の内容を吟味することはN本における定住型外国人

に対する日本語教育の内容，特に「生活のためのH本語」を検討する上で，有効な手段の

一つである。人が国境を越え，異なる言語・文化を有する社会に加わり，その社会の一員

として十全な生活を送るための知識や能力が各国においてどう捉えられているのかについ

ては，書語や文化に関わらず，共通のものがあるはずである。その一方で，その国の移民

等外国人の受け入れに関わる社会的背景，言語能力に関する考え方等によって，国の特性

もあるだろう。

　近年，諸外国において，長期滞在のためのビザ，永住権あるいは市民権取得のための

要件として，その国の言葉の能力や，社会に関する知識を身に付けていることを求める国，

そのための教育プUグラムを無償あるい・は低料金で設けている国が少なくない。その中で，

オランダは，早くから移民に対する言語教育問題に取り組み，1998年には，市民統合の

プUグラムの義務化を開始し，現在は，入国や永住権申請のための言語能カテストを実施

している。

　入国や永住権取得，在留資格更新の要件に言語能力テスト等が組み込まれることに対

しては慎重になる必要がある（青木，2008；Schneidhofer，2008）。また，オランダと日本

では，周辺国との地理的関係，歴史，社会的・文化的背景などが大きく異なる。しかしな

がら，今後，外困人の受け入れがこれまで以上に進み，同時にその受け入れ方法や雇用条

件・就労資格などが見直され整備されていくことを想定し，彼らを単なる労働力としてで

はなく，日本社：会の一員として受け入れていくためには，日本語教育をどう位置付け，そ

の内容・方法をどう策定していけばよいかを検討する必要がある（金田・福永，20◎7）。

長い時間を経て形作られてきたオランダの市民統合のためのシステムについて知ることに

より，今後の日本における定住型外国人に対するma本語教育システムや，日本語学習機会

の提供方法について考える上での示唆が得られるのではないかと考える。

　本稿では，日本での定住型外国人に対するN本語教育の内容を考える上での参考資料

とするべく，オランダ社会において，外国人がどういつだ知識・能力を持つことにより，

オランダ社会の一員となることが可能になると考えられているのか，主に「市民統合テス

ト」の内容と方法を分析することによって明らかにする。そして「市民統合テスト」の延

長線上にある，オランダ語国家試験についても触れ，オランダにおいて移民等外国人のオ

ランダ語能力の向上と社会参加の関係にテストがどう関連付けられているかについても考

察する。その上で，オランダの市民統合システムの特徴や課題から，我々が学べる事柄に

ついて述べる。
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2．移民等外国人に対する市民統合政策の概要

　オランダは，人口約1，640万5千人のうち68万8千人（総人口の約4％）が外国籍1で

ある（2008年1月1潤現在1）。また，親のいずれかが外国生まれという人が約321万5

千人おり，これは総人mの19．6％にあたる。このうち，自分自身が外国からオランダに

やってきた者である1世は161万9千人，親の代にやってきた者である2世は，159万6

千人いる（2009年5月末現在）。

　この数字からもわかるように，オランダは，移民等外国人受け入れの歴史が長く，

様々な社会問題を経験しながら，移民等外国人の権利を保障する方向で，移民政策を修正

してきた。しかし，1980年春後半に景気の回復とともにオランダ人全体の失業率が改善

される中，トルコ人らの失業率がかえって悪化したことなどから，彼らの学歴が低く労働

市場での競争力が弱いことが注目されるようになる（下平，1991）。そして，1990年代か

らは，移民全体の社会的・経済的地位向上が期待されるようになり，そのためには，オラ

ンダ社会における権利を保障するだけでなく，統合2に対する義務を移民に求めるべきで

あると考えられるようになった。同時に，オランダ語3能力を有することが，オランダ祉

会から孤立することなく，オランダ人と交流をし，仕事を得て，生活をしていく上で欠か

せないものであるという認識も高まり，1998年のニューカマー市民統合法4（Wet

inburgering　nieuwkomers5）の制定以降，新たに入国する移民等に対し，市民統合プnグラ

ム（lnburgerings　programma）の受講が義務付けられ，オランダ語コース及びオランダ面

会に対する理解を深めるためのオリエンテーション授業が設けられるようになった。

　2006年以降は海外版市民統合基礎テストが実施されるようになり，さらに，2007年以

降は，新たな市民統合法の施行（2007年1月1日）によって，「市昆統合手続き」が義務

化された。その手続きの中で，外国人は「市民統合テスト」の合格などにより，一定のオ

ランダ語能力とオランダ社会に関する知識を有することの証明が求められる。

3．移民等外玄人に濾するオランダ語試験　　　　　”

3．1入国する前に受けるテスト＝海外版市民塩煎基礎テスト

　2006年から，「海外版市民統合基礎テスト（Basisexamen　inburgering，　Basic　civic

integration　examination　abroad）」の実施が始まった。この試験の対象者は，オランダに3

か月以上滞在する予定の外国人のうち，仮居住許可を得る必要がある者6である。オラン

ダに入国する前に，最寄りのオランダ大使館，あるいは領事館で受験する。受験の際は，

コンピューターとコンピューター接続の電話が用いられ，アイテムバンク（出題候補項目

の集積）からその都度無作為に問題が選ばれて出題される。

　試験そのものは全てオランダ語で実施されるが，映像と音声によるものであり，オラン

ダ語の読み書き能力は不要である。出題数は全50問，内容はオランダ語と「社会オリエ

ンテーション」つまり，「オランダ社会についての知識」である。オランダ語に関しては，
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CEFR基準のAl　の能力が求められる（CEFR基準については，資料1を参照のこと）。

　オランダ語の試験では，質問が20問出されるが，全てノーマル・スピードで実施され

る。以下の4種類の質問である。

（1）文を聞き，それをそのままリピートする

（2）簡単な質問に1語，あるいは短い文で答える

（3）単語を聞いて，反対語をその場で言う

（4）短い話を聞き，その話を再現する

　社会オリエンテーションの試験は，全30問あり，少しゆっくりとしたスピードで出題

される。テーマは，オランダの生活・政治・仕事・教育・保健などである。“Coming　to

the　Netherlands”というビデオがあり，これによってオランダ社会についての理解を深める

ことが可能となっている。このビデオは多言語対応をしているため，移民となることを希

望する人のほとんどは自身の国の言葉でビデオを視聴することができる。同時に，どうい

つだ質問が出るのか，それに対する最適な回答は侮かがわかる想定問題集を事前に入手す

ることが可能であり，それによって十分に受験準備をすることができる。出題自体はオラ

ンダ語でなされる。

　20◎6年3月の実施開始後，すでにこの試験そのものについての評価が行われている。

2006年3月15日から9月30臼までの半年問にわたる実施結果についての報告によれば，

1，436件の受験があり，受験者数が多いのは，トルコ人（受験件数全体の約20％），モロ

ッコ人（19％），中国人（10％）である。受験煮の中で平均的な学歴を持つ者のうち，

90％が1回目の受験で合格しているという結果が出ており，専門家グループから，その結

果に対する問題提起がなされた。合格に必要な点数が，目標のAl一より下となっている

という分析結果がTNO（Nederlandse　Organisatie　toegepast－natuurwetenshappelijk，オランダ

応用科学研究所）によって報告され，その結果，2007年12月以降は採点方法の変更，つ

まり合格に必要な得点率の引き上げを行うことが決まった7。

3．2永住を目指す人が受けるテスト：市民統合テスト

3．2．1市民統合テストの概要

　2007年1月1日より，新たな統合法が施行され，市民統合プログラム受講の代わりに，

「統合手続き」を踏むことが義務化された。「統合手続き」とは，オランダ語やオランダ

社会に関する知識を身に付け，オランダ社会に統合・定着していることを証明する過程を

指す。統合・定着したとみなされるには，市民統合テスト（lnburgeringsexamen，　Civic

integration　examination）の合格が求められ，それが永住権取得申請の要件ともなるが，市

民統合プログラムの受講そのものは必須ではなくなった。受講を奨励はされるが，受ける

かどうかは本人の自由である。とはいえ，一定のオランダ語能力及びオランダ社会に関す
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る知識を有すること，それを証明することが，オランダに永住を望む人には求められてお

り，オランダ語やオランダ社会に関する学習が必要なのであるg

　この市民統合手続きに要する費用については，地方自治体が政府からの資金を元に，授

業料等（3，500～4，000ユーロ）を負担することになっており，自己負担はテストの受験料

270ユーロのみである。また，市残統合プログラムは地域教育訓練センター（ROC，成人

教育・職業訓練を行う機関）と，指定を受けた民間教育機関が自治体からの委託を受け，

実施している。学習の期間や時間数は個人及び自治体により異なるが，自治体は最長18

か月のコースを提供する。

　そして，テストには合格年限が定められており，海外版市民統合基礎テストに合格し

ている場合は，入国後3年半以内，その他の場合は5年以内に合格しなくてはならない。

期限内に合格しなければ，自治体からある程度の期間，居住許可が下りないなどの罰則が

課せられることとされている。しかしながら，この統合法が施行されてから現在（2009

年7月）までにこれらの年限を越えてはいないため，罰則が実際に適用されるのか，どの

ように適用されるかは不明である。

　また，以下の人々は統合手続きが義務付けられていない。

　・16歳以下，65歳以上の者

　・学齢期にオランダに8年以上住んでいた者

　・ベルギーやスリナム等のオランダ語による教育機関の修学証明書を持つ者

　・EUやヨーuッパ経済地域（ノルウェー，アイスランド，リヒテンシュタイン），ス

　　イスの国民　等

　尚，精神的・身体的な理由等が自治体に認められれば，統合手続きが免除される場合

もある。

3．2．2「統合の叢終達成目櫻』の開発過程8

　市民統合テストは，「オランダ語」と「オランダ社会に関する知識」で構成されている。

それぞれの試験内容は「統合の最終達成目標（Eindtermen　inburgering）9」に基づいており，

その中に示された「必要不可欠な生活場面」で必要なオランダ語や知識がテストされる。

　この「統合の最終達成貝標」は，法務省が結成した委員会によって開発されたもので

ある。たとえば「オランダ語」については，市民統合に必要な言語能カレベルの設定と，

試験内容の選定を行うために，移民等外鼠人に必要な学習内容としてすでに設定されてい

た「市民生活」「就労」「育児・健康・教育」　の3領域について，各30～40名の委員が選

ばれた。

　委員は，3領域における様々なグループ，たとえば「就労」の領域であれば，移民も含

め，被雇用者，雇用主，管理職，職業安定所職員，被雇用者組合，雇用主団体といった集

まりから代表として選ばれ，担当領域のどんな場面で移民はコミュニケーションが必要と
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なるのかを議論し，「不可欠な生活場面」を明らかにしていった。また，委員会の下部組

織として，Cito（国立教育測定研究所），　Bureau　ICE（Bureau　Interculturele　Evaluat｛e，異文

化評価部局），ITTA（外国人言語教育・言語研究協会）が作業部会を結成し，一つの部会

は，言語使用場面や使用実態等に関する各種調査結果を踏まえ，委員会が示した「不可欠

な生活場面」における言語行動等（どんな言葉を移民は使う必要があるのか，どんな活動

が各場面で発生するのか）を記述した。もう一つの作業部会は，市民統合にCEFRのどの

レベルが求められるかを検討し，A2が妥当であるという結論を導き出したのである。

　また，「オランダ社：会に関する知識」については，その達成目標一覧の序文によれば，

Euro　RSCG　Bikker社：による調査を始めとする複数の調査結果，そして，オランダ国外で

実施されている海外版市民統合基礎テスト等を元に，Bureau　ICEとCitoが開発し，法務

省の設けた諮問会議からの助言・提案を受けた修正を経て，完成したとのことである。

　このように開発された「統合の最終達成目標」の中で，「オランダ語」と「オランダ社

会に関する知識」がどう規定されているかを，以下，述べていく。

3．2。3市民統合テストにおける『オラン夢語」

　先述したように，オランダ語のレベル設定

は，CEFR基準のA2である。しかし，旧移

民（1998年以前の入国者）の場合，年齢や

学歴などにより「書く」ことに対する負撞が

大きいため，「書く」能力のみ，Alが圏標と

なっている。

　オランダ語の試験では，「必要不可欠な生

活場面におけるオランダ語能力」が試される。

これは，

　ノリ　　いぬヘヒ　　　　　　　ダダがの　ヘコ

／　　＼／　　＼＼
、就労1：響町llれかi：

＼　　　　　　　　　　／　　＼　　　　　　　　　　〆
＼　　　　　／　　　＼　　　　　／

鯉必須

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［図11市民統禽テスト（オラン夢語）の3領域］

　　　　「オランダ社会に定着しようとする外国人が実生活の場面において，適切に対応

できる語学力」（Ministry　of　justice，2006）である。試験には「市民生活」，　f育児・健

康・教育」，「就労」の3つの領域が設けられている。「市民生活」は必須であるが，跨

児・健康・教育」と「就労」については，試験を受ける際，あるいは教育を受ける際に，

どちらに重点を置きたいかを自分で申告できることになっている（図1）。

　表1に示したように，「市民生活」という領域には，市役所，支払い，保険，住居など

全部でIO場面ある。「育児・健康・教育」に関してはll場面，そして「就労」分野につ

いては一般的なものに加えて職種別のものが設定されており，一般的なものに関しては9

場面，職種別のものに関しては3種類の業種に関し，それぞれ5場面設定されている。こ

の5場面は，業種が異なってもほぼ同じものとなっている。
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［嚢1：麟要不可欠な生活糧面におけるオランダ語」の領域・堀面3

領域・場面数 場　　面

市艮生活

全10場面
市役所等3場面（個人情報変更の届け出，書類申請や各種手続
ｫ，警察への届け出），支払い1場面（銀行），保険，住居3場
ﾊ（住居を借りる，公共料金・電話，ゴミ・環境〉，教育，隣人

ﾖ係
育児　健康　教育

全ll場面
乳幼児健診センター，プレイルーム，小学校へ，小学校との連
香C安全，読書と遊び，自由時間，中等教育へ，将来について
ﾌ話，家庭医，歯科医

就労分野（一般）

全9場面
職探し3場面（仕事を探す，求入応募，労働契約についての会
b），職場6場面（労働条件についての会話，人事考課面談，病
㈲yび復帰の連絡，仕事の打ち合わせ／チームミーティング，
k僚との話し合い，同僚との会話）

就労分野（職種別） 技術系（顧客とのコンタクト，報告する，労働安全衛生規則へ

3種，各5場面 の対処，苦情への対応，作業指示の理解〉，商業及びサービス業

?，苦情への対応，作業指示の理解），保健医療及び福祉系（利
p者との接触，報告する，労働安全衛生規則への対処，苦情へ
ﾌ対応，作業指示の理解）

　各領域には複数の場面が設定されており，各場面には，オランダ社会に属し，地域で

生活し，子どもを育て，仕事を探し，働く上で必要不可欠な行動（CH）と目標，そこで

果たされる言語技能や言語活動が列挙されている（表2）。

　表2は，「統合の最終到達山山」の一部であるが，例えば歯科医に関して，どういうテ

ーマが必要で，どんな冒標が設定されるか，どういつだ状況でどんな行動が繰り広げられ

るのかといったことが具体的に書かれている。「全体的目標」も，「不可欠な行動」の哨

標」も，すべてf～できる」という表現で表わされており，下位項目には，二次技能（サ

ブスキル）や言語活動までが示されており，書葉の機能的な側面を重視していることがわ

かる。それに対して，たとえば文法や文型など，言葉の構造に関わるような事柄は示され

ていない。カナールとスウェイン（Canale＆Swain，1980）が「コミュニケーション能

力」を構成するものとして挙げる「文法能力」のようなものは，明示されてはいないので

ある。

［褻2＝三論不可欠な生活面面「歯科医」において求められる行動側］

アーマ：

○適切な食事
○新しい予約を入れる
○歯磨き

○甘いものを賢く食べる
○子どもの歯のケア
全般的目標：

　受験者は歯の手入れについて歯科医とあらたまった会話をすることができる。
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不可欠な行動

CH1：歯医者に行く準備をする
　　○闘争：

　　　　　L受験者は歯科医からの呼出状を読むことができる。
　　　　　2．受験者は予約カードを読むことができる。

　　　　　3．受験者は待合室の掲示板にある簡単な情報を読むことができる。

　　　　　4．受験者は歯の手入れに関する（視覚的素材を含む）パンフレットを読み，

　　　　　　理解することができる。

　　　　　5．受験者は歯磨きに開する指示書を読み，理解することができる。

　　　　　6．受験者は予約を入れるために歯医者の電話番号を調べることができる。

　　　　　7．受験者は新規の予約を入れることができる。

　　○場所：自宅，歯科医の待合室
　　OM・一ルプレイ参加者：受験者，歯科助手及び歯科医

　　○技能：読解
　　　・二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む；指示を読む

　　○技能：会話
　　　・二次技能：情報交換をする

　　　・言語活動：情報を求める・提供する，質問をする

CH2：歯医者と話をする
　　○目標：

　　　　　1．受験者は歯の手入れについての会話をすることができる。

　　　　　2．受験者は健康な歯の重要性について会話をすることができる。

　　○場所：歯科医の診察室
　　○ロールプレイ参加者：受験者，歯科助手及び歯科医

　　O技能：会話
　　　・二次技能：情報交換をする

　　　・言語活動：情報を求める，情報を与える，質問をする

（Ministry　of　Justice，20◎6原文はオランダ語）

　そして，「必要不可欠な生活場面」の特徴は，日常生活や仕事の場において，経験する

頻度の高い場面が取り上げられているということである。ただし，オランダで暮らす上で

の非常に基礎的な場面，たとえば，買い物をしたり，交通手段を利用したりするような場

面は取り上げられていない。これは，オランダに入国後，すでにそういった行動は目常的

に行われていることが想定されること，このテストでは，オランダ社：会で外国人がオラン

ダ語を用いて他の人々と交流することが目指されているため，日常的かっ定型的なやりと

りについては，市民統合テストでの目標とする必要がないと判断されていると考えられる。

　また，このテストでは，移民等外国人が働くことと同程度にf親」としての役割が重

視されている。「育児・健康・教育」の領域には，小さな子どもの育児から十代後半の進

路決定のところまで，教育に関わるどのような場面で，どういう目的で，どんなオランダ

語が必要となるのか，が細かく示されている。オランダでは申等教育の半ばで行き場を失

っていく子どもたちの問題，あるいは，もともと就学しないままでいる子どもの問題が，

日本に先んじて非常に大きくなっている。そのため，子どもの教育や進路に親が責任を持

てるようになるには，親自身が子どもの教育に関する理解を深める教育を受け，教育に関
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する書葉や知識を習得する必要がある，と考えられているのである。

　ところで，ここまでに見てきた「必要不可欠な生活場面におけるオランダ語」は果たし

てCEFR基準のA2レベルに相当するのだろうか。例えば就労に関わる場面で，人事考課

など，上司と複雑なやりとりが想定され，BlやB2レベルの能力が必要と思われるもの

も含まれている。しかし，Ministry　of　Justice（2Go6）やcitoの関係者の話によれば，そうい

った場面でも市民統合テストではA2レベルであればできるタスクや質問を想定して，試

験に盛り込むことになっているとのことである。例えば，求職場面で労働条件について交

渉しなくてはならない際，契約の込み入った話は困難でも，年間の休日数を聞いて確認す

るという程度の交渉は可能である。また，パフォーマンス評価（詳細については後述）実

施用のガイドラインには，試験官がA2レベルのオランダ語を使用するための指針が示さ

れている。そして，それぞれの場面は流ちょうなオランダ語を用い，自力で全て処理する，

というようなことが求められているわけではない。他の人の力を借りるということや，互

いに相手のことを思いやって，カを補い合うこと，たとえば，話す梢手が早口のオランダ

語を理解するのが難しそうであれば，少しゆっくり話したり，話し続けないようにしたり

することなどは，実生活では誰もが経験していることである。そこで，ポートフォリオ評

価（詳細については後述）のための「証拠」を集める際に，他の人の助けをうまく借りな

がら課題を遂行する，という行為も決して否定的な見方はされないのである。

3．2。4市民統合テストにおける「オランタ社会に関する知識」

　市民統合テストのもうひとつの分野である「オランダ社会に関する知識」とは，fある

状況で，もっとも適切な行動は何かを判断するための知識」であり，問題解決に焦点が当

てられている。ある状況において，もっとも適切な行動が何かを判断できるかどうかで判

定される。行動の当否，選んだ行動が正しいかどうかによって，知識の有無がわかるとい

う発想である。

　出題の際には，なじみのある日常的な場面，複雑でない状況での明白な行為・行動が

求められるもの，型どおりの標準的な手続きで進められるような行動，といったレベル設

定がされている。CEFR基準のA2レベルの聴解力が前提となるが，視覚的素材が多用さ

れ，状況把握がしゃすくなっている。とはいえ，全てオランダ語で実施されるため，オラ

ンダ社会に関する知識を問いながらも，オランダ語能力も実際には測っていると見なすこ

とができる。

　「オランダ社会に関する知識」においても，やはり「必要不可欠な生活場面」が重要と

なる。場面を以下のように4区分したうえで，8つのテーマを設け，それぞれのテーマが

どの場面で重要となるかが検討されている。
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「必要不可欠な生活場面」：4区分

・労働市場で適切に対応する

・自分の生活環境で適切に対応する

・機関や政府との連絡（関係）で適切に対応する

・オランダ圏民として適切に対応する

「8つのテーマ！

・仕事と収入

・マナー・価値観や規範

・住まい

・健康と保険医療

・歴史と地理

・各種機関

・国家組織と法治国家

・教育と育児

　例えば，「マナー・価値観や規範」は4つの場面のいずれでも重要となる。また，「教育

と育児」は，「自分の生活環境」や「機関や政府との連絡（関係）」という場面で重要にな

るが，歴史と地理Jが重要になるのは「オランダ国民として」の場面に限られる。

　そして，これらのテーマがより具体化されるのが，不可欠な行動，不可欠な知識，そし

てその知識の表れとしての成功行動の指標である（表3）。この表からもわかるように，

健康管理に対する意識と行動，家庭医と専門医の区別・役割など，オランダの文化や習慣

になじみのない人にとっては未知の内容が数多くある。

　「知識」に関してはもうひとつ別の習得目標がある。「一般的な能力」と言われるもの

で，「場面によらず，一定の行動について知識を持って，身に付けていること」が求めら

れる。以下の4種の規範である。

　　・情報源を選択する

　　・情報源を利用する

　　・正式あるいは略式の援助が得られる機会を活用する

　　・適時かっ時間内に対応する

これらは，試験において単独では出題されず，他の能力とともに複合的に測られる。
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［表3：「オランダ社会に闘する知識」の側

テーマ4．健康と保健医療

オランダ社会に定着しようとする外圏人は， オランダの保健医療制度の規則に従い，保

健医療を利用することができる。

不可欠な行動 不可欠な知識 成功行動の指標
4．1 4．L1 健康を維持するためスポーツをし，体を動
自分の健康状 運動と健康的な食：品が，健康 かし，健康的な食生活をする。
態と生活様式 に大きく貢献することを知っ
を考慮して賢 ている。

い選択をする
42 4．2．1 家庭医の選択に関して自分の保険会社に相
一次保健医療 家庭医の見つけ方を知ってい 談ずる。

（家庭医）を る。 家庭医のもとに登録を申し込む。
利用する 患者の自己紹介面談のために予約を入れ

る。

4．2．2 家庭医の任務と責務の範疇にある愁訴に
どういつだ症状で家庭医を訪 関して予約を入れる。
ねることができるか，あるい
は訪ねなければならないかを
知っている。
4．2．3 回復促進に役立つ行動をする。
オランダの医師の一般的な指 薬の処方が控えめに行われることを理解す
示方法を知っている。 る。

4．3 4．3．1 医療的問題がある場合には，まず家庭医の
二次保健医療 家庭医が専門医療に紹介して ところへ行く。

を利用する くれることを知っている。 専門医を訪ねるときには紹介状を携行す
る。

病院の規則や慣習を遵守する。

初回通院時には，まず登録カードを作成し
てもらう。

4．3．2 提供されるサービスの種類の例を挙げる。
患者がいつ自宅介護サービス
�≠ﾟる権利を持っているか
�mっている。

介謹審査センターに介護の予約を申し込
ﾞ。

4．3．3 心理的問題がある揚合には，まず家庭医に
家庭医に，社会心理方面の 連絡を取る。

介護サービスや社会福祉事
業団体に紹介してもらえる
ことを知っている。

（MiRistry　of　Justice，2006原文はオランダ語）

3、2．3市民統合テストの塞施方法とその背景にある篇ミュニケーシBン能力観

　市民統合テストは，教育機関で実施されるものと，中央試験と呼ばれるインターネット

等を用いて実施されるものとで構成される（表4）。IB－Groep（lnformatie　Beheer　Groep，

直訳すれば「情報管理グループ」）という，オランダ語試験の運営や学位認証などを行う

機関が試験管理，結果管理，財務管理など全てを行っており，個々の外国人のテスト合格

状況なども一括管理している。
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［轟な市民統合テストの翼施方法］

実施
評価手段・方法 具体的方法

機関

パフォーマンス評価 ・インタビュー，読む課題，書く課題を含
の課題

整 ・日常生活で遭遇するような課題（広義の
贔 レイ）

関 ポートフォリオ評価 実践的能：カを表す「証拠（実生活で集めら

資料）」を提出。目常生活を統合テストの
る。

インターネット試験 a．オランダ社会に関する知識のテスト＜45
・視覚的素材で情報が補われ，多肢選択式

・A2レベルの聴解力を要する
中
央
機

b．オランダ語実践テスト〈60分〉

E問題解決に焦点を置いた，一連の課題

関 ・話す能力及び書く能力を測定
・多肢選択式

c．“Phone　Pass”（コンピュータに接i噛した電

テスト）〈15分〉

（Cito及びVROMで得た情報を元に作成）

（1）教育機関で実施されるテスト

　まず，教育機関で実施されるものとしては，パフォーマンス評価とポートフォリオ評

価がある。パフォーマンス評価とは，インタビューや読む活動，話す活動などを含む，一

連の課題を実際にこなしていく様子を評価するものである。日常生活で遭遇するような課

題が扱われ，広義のロールプレイと言ってよい。たとえば，「子どもを入学させるために，

学校情報を読み，電話で書類請求をし，書類に記入する」といった課題が課される。一つ

の課題をこなすのに30分程度かかることが想定されている。

　そして，ポートフォリオ評価とは，学習者が自分の生活の中でオランダ語の実践的能

力を発揮できたことを示す「証拠」を集め，提出するというものである。例えば，車に保

険をかけるために保険会社で社員とやりとりをした場合は，その保険会社の社員に，「こ

の人は確かにオランダ語でこれだけの会話をしました」ということを，用意した書類に記

入してもらう。また，子どもの学校から配られた書類に必要事項を記入して提出するとし

たら，そのコピーを取っておく。そういった証拠資料を集め，提出することによって，自

身のオランダ語の実践的能力を示すのである。

　この方法は，「バックウォッシュ効果をねらった試験方法jloであり，こういう方法を

とることにより，この「市民統合テスト」や「市民統合手続き」の本来の目的である，移

民が積極的に社会参加し，交流することが可能となり，結果的に言葉のやりとりの練習機

会が増え，オランダ語の習得が促されると考えられている。

玉03



　パフォーマンス評価とポートフォリオ評価は，いずれか一方のみを行うことも，組み

震わせて行うことも可能であり，以下の3通りの方法が想定されている。

（方法1）パフォーマンス評価のみ

・30分のタスクを6種類

（方法2）ポートフkリオ評価のみ

・30種類の「証拠」をポートフォリオとしてまとめて提出

・「証拠」の信頼性を確認するため，ポートフォリオに関する面接試験（：頭，筆記，

　各15分程度の試験）が課される。これは，ポートフォリオ評価のみ，という方法を

　選んだ場合に実施されるもので，もし，方法3のように，すでにパフォーマンス評価

　と組み合わせている場合は不要。

（方法3）パフォーマンス評緬とポートフォリオ評価の組み合わせ

　・パフォーマンス評価で，30分のタスクを3種類，ポートフォリオ評価で，15種類の

　　「証拠」を提出。

　政府として奨励したいのは「方法3」，つまり，両者を組み合わせる方法である。「方法

IJは，時間と経費がかかるだけでなく，実施可能な教育機関が少ないという現実的な理

由により，この方法を選ぶ受験者はあまり多くないとのことであるll。

　「方法31を選ぶ場合，教育機関は，学習者のオランダ語学習の進度に応じ，ポートフ

ォリオの作成，つまり「証拠」の収集についての指導を行う。そして，そのポートフォリ

オの評緬やパフォーマンス評価は，テスト実施が認められている教育機関及び試験官とし

て認定されている教師らによって行われる。テスト実施が認められているのは，試験官資

格を有する教師が2名以上在籍する機関である。尚，試験の公平性を保っため，パフォー

マンス試験は有資格者2名で実施されるが，その内の1名は必ず他機関所属の者である必

要がある。また，受験者の直接の指導担当者は試験宮となることができない。

　そして，この試験官資格を持っためには，Bureau　ICEが実施する研修を受け，試験に

合格する必要があり，現在，全国に約70e　kの有資格者がいる。また，すでに試験官の資

格を持っている人たちを対象に，ポートフォリオ評価に関する追加研修を実施している。

これは，ポートフォリオとして提出された文書を，「証拠」として認定する上で公平性を

保つためである。また，パフォーマンス試験の公平性を保つため，実施指示書が整備され

ている。さらに，課される課題は，コンピュータにより無作為に選ばれることになってい

る。

　また，各機関が試験を規定通りに実施しているかを確かめるために，政府の依頼を受け

たKCE（Kwaliteits　Centrum　Examinering）というテストの評価をする独立機関が，試験室，

書類，ポートフォリオ，試験官の資格などは定期的にチェックすることになっている。
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（2）中央試験（中央機関によるインターネット試験）

　中央試験は，表4に示したように，オランダ社会に関する知識のテスト，オランダ語実

践テスト，電話を用いたテストの3種から成る。3種のテストすべてが，インターネット

に接続したコンピュータを用いて行われ，電話を用いて録音された回答を含め，採点もす

べて自動化されている。現在，全国7か所で実施されており，平日の朝から晩まで，試験

が受けられるようになっている。いつでも受験が可能となることを目指し，アムステルダ

ムとUZッテルダムでは試験的に週末と夕方にも受験可能としており，実施地域も増やす計

画である。これは，オランダ内閣が，市民統合プuグラムの受講者を2011年までに25万

人に伸ばすことを霞指している（lmmigration　and　Naturalisation　Service，2009　b）ことと連

動していると推測される。

　尚，試験開発者や政府の移民政策関係者は，教育機関で学習しながら「証拠」を集め，

それがそろった毅階，つまり，ポートフォリオ作成をすることにより，社会参加や交流が

進み，期待されるオランダ語能力が身に付いたとされる段階で，中央試験を受けるという

のが合理的と考えている。

　試験では，例えば次のような問題が，受験者毎にランダムに選択され，出題される。

これらの出題例は，市民統合に関するサイト（http：〃www．inburgeren．nl，2009年8月3日

確認）で閲覧可能である。

〈出題例1：オランダ社会に関する知識〉

　コンピューター上に，右のような画面が

現れ，映像と音声による状況把握が行われ

た後，質問が音声と文字によって示され，

その回答の選択肢が同じく音声と文字で示

される。

〈映像と音齊〉

車を買ったばかりの

モーさんが運転して
いたところ，携帯電
話が鳴った。

＜質問＞　m「
どの行動をとるべき
か。

＜選択肢＞

a．道路わきに車を止
める

b．運転しながら電話
で話す
。藷主車場まで行って

話す

〈出題例2：オランダ語〉

　コンピューター画面に，以下のような読解文が現れ，質問に答える。

モーさんは出生届についての幡報を読みます。次の文を読みなさい。

　〈出生届〉
　　子どもの誕生は，市役所に届けなくてはならない。親が届け出る。つま
　り，父親か母親である。もし親による届け出が難しいときは，第三者でも
　よい。ただし，出産時に立ち会っている必要がある。

Q．どこに出生届を出しますか。Al．警察　A2．病院　A3．市役所
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　この間題の選択肢にも写真がついており，単語の意味や状況が把握しやすくなってい

る。文字だけでなく，写真なども用いられることにより，実生活での言語理解や行動に近

い状況，つまり我々はN常生活の中で，文字以外に，実物や絵文宇等によって情報を得た

り，必要な判断をしている，という状況が作り出されている。

　この出題例からも確認できるように，市民統合テストで測ろうとしている能力はやはり，

オランダで生活するうえで必要不可欠な場面における「行動」ができるかどうか，そして

それを遂行するための「言語」と「知識」を持っているかどうかである。「言語」や「知

識」を場面から切り離すことなく，それぞれの場面や状況の中で「知識がどう現れるか，

そこで必要となる「言語」は何か，という考え方に基づいて知識と言語能力を測ろうとし

ている。どんな知識も言語も，その場面や状況にあってこそ，測ることのできるものとし

て捉えられているのである。その発想を反映した結果，インターネット試験では，視聴覚

素材を数多く取り入れ，状況を理解しやすくし，教育機関における試験においては，ポー

トフォリオ評価という実生活の中での行動そのものを評価の対象とするということを行っ

ているのだと考えられる。これらの方法は，今後，コミュニケーション能力の捉え方や評

価の仕方について検討する際の参考となるものである。

　尚，市民統合テストは，開始された2007年には611人が受験をし，568人（受験者の

93％）が合格した；2。翌2008年忌は，1～IO月の問に6，281人が受験し，4，956人

（79％）が合格している。この実績は，議会にも提出されたが，前述したように海外版市

民統合基礎テストが，その合格率に関して問題が指摘されたのに対し，布民統合テストに

ついては今のところ，特に問題になってはいない。ただし，試験の方法についての知識不

足によって不利な受験者がいるということが問題として浮上し，現在は，それぞれの試験

が具体的にどういつだ揚所でどのように進められるのかがわかるよう，インターネットサ

イトで映像によって具体例が示されている。

3。2．6市民統合テストの可能性と諜題

　オランダの市民統合テストの内容と実施方法について述べてきたが，そこから見いだ

される，この市民統合テストの特質や，それを支える言語能力観の特徴は以下の4点であ

る。

　a．　「できる」ことが重視される「実践志向」であると同時に「知識重視」であること。

　　ただし，オランダでの社会生活を十分に営んでいくために必要な知識，実用的な知

　　識・技能をきちんと身に付けるという意味での知識重視であり，あくまでも，必要

　　な知識・技能を身に付けた結果，できるようになっているのかどうかが問われる。

　b．市晟統合の重要な目標である，社：会参加と交流を促すため，ポートフォリオ評価を

　　取り入れていること。
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c．ポートフォリオ評価を取り入れることにより，作られた空間だけでなく，現実世界

　でのオランダ語能力が評価されること。そして，その「証拠」は，教育機関の関係

　者ではなく，外国人の身の回りの人の観点によって証明されたものである。証拠収

　集義の詳細な実態はわからないまでも，言語教育の専門家ではない人の直感的な判

　断を信頼し使用する，という姿勢を表している。

d．ポートフォリオ評価やパフォーマンス評価を取り入れ，その評価の際には，文法能

　力，談話構成能力といった，能力を構成概念に分けて考える発想ではなく，用いら

　れた言語知識もストラテジーも含め，総合的に捉える発想であること。

テスト実施上の課題としては，VROMの担当者から以下の3つが挙げられていた。

a．願書送付時から，試験日までの期間が長く，受験者を待たせていること。この問題

　を解決すべく，2009年9月から，インターネット申請を可能にし，期間の短縮が図

　られる予定。

b．試験方法に慣れていない受験者がいること。これについては先述したとおり，すで

　に試験方法理解のための映像がインターネットに公開されている。

c．ボーートフォリオ評価の基準について，現場の教師及び評価担当者の間で認識のずれ

　があるため，このテストの趣旨を再確認するための研修を継続的に実施する必要が

　あること。

これ以外に，これまでの調査から，以下の課題が考えられる。

a．パフォーマンス評価，ポートフォリオ評価などに関し，総合的な評価をするとはい

　え，試験宮の評価者間信頼性及び評価者内信頼性を保つための方策が必要であるこ

　　と。

b．　「統合の最終達成目標」の妥当性を検証する必要があること。この鼠標一覧は，複

　数の調査結果，数多くの専門家による検討を元に作成されているものであるが，こ

　の一覧を元にした試験の合格者が果たして十分に社会に統合・定着をしているのか

　を調べる必要がある。また，社会の変化とともに，その社会で求められる達成闘標

　も変わる可能性がある。その点からも，適時かつ定期的な，目標一覧の見直しが必

　要である。

c．市民統合プロセスの員的と，テストの内容や結果に食い違いが発生しないよう，結

　果分析を周到かっ多方面から行う必要があること。つまり，テスト実施が，移民等

　外国人の定着を促すのではなく，特定の民族等を選別・排除することにつながって

　いるとすれば，本来の目的に反するからである。

d．市民統合プUグラムの受講の機会が，経済的・物理的な事情により損なわれること

　なく，受講の必要のある人たちに公平に提供されているか，常に確認が求められる。
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　受講する上で，何らかの問題がある場合は，それを解決する手だてを講じる必要が

　ある。

e．市民統合プログラムの質については，十分な情報を得てはいないため，断定するこ

　とができないが，少なくとも教科書・教材の種類は非常に限られているという問題

　が挙げられる。授業が無料で受けられるためか，市販教材が少なく，プログラム受

　講者にとっては，異なる教育方法や教材に触れる機会がない。

3．3住む権利から学ぶ権利へ：オランダ語国家試験

　オランダには，ここまでで紹介した「海外版市民統合基礎テスト」と「市民統合テス

ト」以外にも，「オランダ語国家試験（Staatsexamen　Nederlands　als　tweede　taal，第二言語

としてのオランダ語出家試験）」，「外国語としてのオランダ語検定」，「大学共通オランダ

語入学試験」，「外国人医師のためのオランダ語テスト」など，オランダ語を母語としない

人向けの試験が；複数存在する（杉本，2006）。移民等外国人の居住権に関わりのある試験

は，「海外版市民統合基礎テスト」「市民統合テスト」の2種だが，オランダでの教育機会

や就業機会を広げる可能性につながる試験として，「オランダ語藁家試験」が存在する。

「オランダ語国家試験」の概要を紹介し，これら3種の試験の関係と，これらが存在する

ことの意義について述べる（表5）。

　「オランダ語国家試験」とは，オランダ語を母語としない者のオランダ語能力が，職

場や教育機関を含むオランダ社会を生きる上で十分なレベルに達しているかどうかを測定

する国家試験である。オランダ語能力が国家に認定されることにより，労働市場に参画し

社会的地位を向上させることが可能であると考えられており，1992年から実施されてい

る。試験の内容・レベルは，獲得したい教育機会や希望する職種と関連があり，それに応

じたプuグラム1とプログラム2の2種類がある。

　プUグラム1は，中等教育の機会を得ないまま学齢期を過ぎてしまったというような

オランダ語非母語話者が，商工業分野での初歩的職種への就業機会，職業訓練機関への入

学資格を得たい場合に受ける試験である。CEFR（Commo登European　Framework　of

Reference，ヨーロッパ言語教育共通参照枠，資料1参照）の基準ではBlレベルに相当す

る。

　プログラム2は専門職に就きたい場合，あるいは高等教育機関への入学資格を得たい

場合に受ける試験であり，その試験の内容は，プログラム1に比べると，より理論的なこ

とが重視され，語彙の範囲が広がると同時に，抽象度が増す（ALTE，2008等）。　CEFR基

準はB2であり，プvグラム1よりひとつ上のレベルとなっている。先に述べた「海外版

市民統合基礎テスト」はオランダ語能力のレベルをCEFR基準のAl一，「市民統合テス

ト！はA2であり，これら4種の試験がその目的に応じて，求める言語能力の基準に違い

を持たせていることがわかる。
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［姦5：小鼠簿舛瞳人を対鍮とするオランタ籍テストの種類・憂験罠的・レベル］

〔
国
内
〕

〔
海
外
〕

オランダ語国家試験：プqグラム1

各種の教育・訓練機関への入学資格の獲i

得，商工業分野への参入　　B！

オ’ランダ語国家試験：プmグラム2

各種高等教育機関への入学資格の獲i得，

各種専門職への就業　　B2

市民統合テスト　永住権の申請要件を満たす　　A2

海外版市民統合基礎テスト仮居住許可を得る

　　　　　　　　　　　　（仮居住許可申請が必要な国籍の者のみ） Aノ『

（収集した情報を元に筆者作成）

　そして，これら4種の試験の冒的は，ジ入国のため］→「長期滞在を可能にするため」

→「教育・就業機会を広げるためjというように，オランダ社会に対する関わりの深さと

の関連付けがなされている。晦外孫市民統合基礎テスト」哺民統合テスト」が，オラン

ダに定住を希望する者にとって義務的な試験であるのに対し，「オランダ語圏家試験」を

9指すかどうか，そしてその試験に合格することによって，自分の権利や可能性を拡大す

るかどうかは外国人の自由意志に任せられている。オランダに定住し，オランダ社会で生

きていこうとする外露人が，オランダ語能力の目標だけでなく，オランダ当会でどう生き‘

ていくのか，社会の中に自分自身をどう位置付けるのかという人生設計上の指標にしうる

試験が段階的に設けられているのである。これは，オランダの移民政策立案者が，移民，

そしてオランダの抱える問題を中長期的な視野で解決しようとしていることの表れ，移民

やこれから移民として入国してくる人々を，「生涯をオランダで過ごす人」という認識で

捉えていることの表れであると思われる。

　尚，「オランダ語国家試験」はプuグラム1と2という2種類に分けられているが，こ

れは，オランダの学校が中等教育の段階から複数のコースに分かれていることと同じ発想

に基づいていると考えられる。オランダ人が将来就きたい職業や身に付けたい職能などを

検討したうえで，進むべき申等教育機関を選択するのと同様に，「オランダ語国家試験」

の受験者も2種のテストのうちのいずれかを選ぶ。両方のテストを受けることはもちろん

可能だが，プログラム1の次に，プmグラム2を受験するというものではなく，あくまで

も将来の職業に対応したテストなのである。

aj．オラン夢のシステムから学ぶこと

　f3．移民等外国人に対するオランダ語試験」で示したように，オランダには，仮居住

許可を得る，永住権を申講ずる，職業訓練を受ける，というように目的に応じた試験が段

階的に存在している。市民統合プmグラムも存在し，移民等がオランダ祉会での自立した

生活を希望するのであれば，それを可能にするシステムがオランダにはある。これらの試

109



験に合格していくことが，自分の職業選択の幅を広げること，オランダ社会に自身を認め

させていくことに確実に結びつくという制度が準備されているのである。しかし，これは

別の見方をすれば，テストに合格できない人は，職業や教育機会を選べないどころか，社

会から排除されてしまう冷酷な制度だと捉えることもできる。それを防ぐために，オラン

ダ政府は就学経験のない人に対して特別な資金提供をするなどの対応をしているが，テス

トを含む市民統合のためのシステムを，本来の旨的に合致した結果を生むように運営する

ためには，今後もかなりの努力が政府に求められるであろう。

　対するN本は，在住外国人の中でも日系人や配偶者などに対し，日本語学習の機会を

公的には保障してこなかった。そのため，目本に十数年暮らしているにもかかわらず，自

己紹介程度の日本語しか身に付けていなかったり，たとえ会話はよくできても，読み書き

に問題を抱えている場合があるため，就業上，不利な状況に置かれていたり，日本生まれ

の子どもと十分なコミュニケーションが取れない，といった，言葉に関わる問題を抱えて

いる外国人が少なくない。これは，オランダが経験してきた課題でもある。今後，外転人

の受け入れを拡大するのであれば，現在の問題を早急に解決しつつ，受け入れ拡大に備え

る必要がある。その一つが，在住外国人に対する，日本語教育の公的保障である。

　公的保障が必要なのかどうか，公的保障を行うための法律はいかにあるべきかについ

ては議論が必要だが，ここでは，公的保障が行われることを前提に，オランダの事例から

得られた知見を元に，今後，どういつだ点について検討していくべきかを整理しておく。

a．保障内容の見極めのための多面的なデ“タ利用

　保障するものを決定するためには，「保障対象」「教育を受ける時間・期間」「経費」f教

育内容」「目標への到達」など複数の観点について検討する必要がある。オランダの場合，

市民統合テストのシラバスである「統合の最終達成目標」が定められていることは先述の

通りである。さらに，統合手続きを行う際の経費負担も明確である。期限内に目標に到達

するための効果的な教育を実際に受けられるか，A2レベルのオランダ語を身に付け，テ

ストに合格できるのか，つまり，これらの保障内容が妥当であるのかどうかは，今後の推

移を見守る必要がある。しかし，オランダ政府が定めた保障内容や条件は，いずれも，そ

れまでの教育実績，教育効果の測定結果に関する各種調査を踏まえたものであり，実効性

は高いことが予想される。日本においても，これまでの教育実績について，多面的にデー

タを収集し，意味のある保障内容を確立する必要がある。

b。複眼的視点及び根拠に基づく教育内容・到達図標の設定

　オランダの「統合の最終達成立標」は，先述したように，複数の調査の分析結果，多方

面にわたる専門家集団の識見に基づき，法務省の設置した委員会とテストに関する複数の

研究機関によって開発されたものである。在留資格に関わる試験あるいは教育プログラム
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の内容というものは，個人の人生を左右するものでもあり，国や社会を作ることに関わる

ものである，という認識が必要である。教育内容や到達目標を設定する際には，当事者を

含む，多様かつ複眼的な視点が求められる。また，それぞれの視点が説得力を持つために

は，根拠となりうる調査研究の実施や，既存の調査研究結果の利用を進めるべきである。

c．教育プログラムの適切な実施のためのモニターシステムの確立

　すでにその国に居住し，N々の生活を営んでいる人にとっては，一斉に始まり，ew　一

の教科書を使い，全員が同じ進度で学習をする，というような教育プログラムは現実性が

低い。そのため，オランダにおける市畏統合プUグラムでは，個入に応じたプログラムが

設けられるだけでなく，教科書，教え方，教師など，カリキュラムに関わることは各教育

機関に任されている。これは，ドイツにおける社会統合コースが移民難民庁の認めた教科

書を用いることになっているのとは対照的である（金田・福永，2007）。

　オランダの場合，具体的な内容や教え方が自由であるため，市民統合テストの結果と，

教育プUグラムの内容や方法についての報告を元に，その教育プUグラムが適切であった

かを評価することになっている。

　仮に，教科書を標準化したとしても，教育プUグラムが適当であるかどうかを知るこ

とは，教育プログラムを提供する者の教育的責務であり，教育プUグラムを設けることを

可能にしている者に対する責任でもある。テストという方法を取る必要は必ずしもないが，

教育の結果とそれに至る具体的方法を評価あるいはモニターする，何らかのシステムを設

ける必要がある。

d．指導者及び評価者の計画的育成・適時適切な研修

　適切な教育プUグラムを運営していくためには，それを可能にする指導者（教師）が必

要である。また，教育プmグラムを評価する者も求められる。オランダは，オランダ語教

師の専門性の確立については，立ち遅れている面もあるが，試験官の資格を持つ教師の育

成は，計画的に行っている。これは，たとえばオランダ語国家試験のテスター育成におい

ても同様である。

　現在の日本では，日系人や配偶者が日本語を学習する場は，地域のボランティア教室

が申心となって提供している。しかし，それがそのまま，公的保障による日本語教育を担

う場となるとは考え難く，公的保障を担う指導者が不足することが予想される。教科書や

到達閉標など，教育・学習内容を規定するものが示された場合に，適切にそれを扱うこと

のできる指導者と評価者が全国規模でかなりの数，必要となる。想定される学習者数，一

人当たりの公的保障期間などを元に，指導者や評価者の必要数を算出し，計画的に育成し

ていくべきである。同時に，公的保障を全国規模；で実効性のあるものとするためには，指

導や評価の質を保っための研修を，適時適切に行う必要がある。
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5．今後に向けて

　オランダの市民統合に関わるシステムには，学ぶべき点も多くあるが，その逆もある。

また，社会制度や価値観の異なる日本において，教育や試験のあり方をそのまま適用する

ことはできない。しかし，オランダ語の試験内容や方法に反映されている，「言葉」や

「知識」の実践的能力，コミュニケーション能力に関する考え方は，これからのN本語教

育の内容を検討する際のヒントとなるはずである。

　そして，人の人生や生涯発達を意識したシステム作り，システム稼働のための計画性

について学ぶことは日本におけるN本語学習支援システム全体を考える上で有効に働くと

考える。個人と社会，鰯人の今と将来，社会の今と将来，というように，点と面，点と線

を意識した日本語教育・学習が，これからの日本社会には求められているのではないだろ

うか。

注

1オランダの人口に関する統計資料は，Statistics　Netherlands（CBS，オランダ中央統計

　局）のサイトから入手した。http：〃statliRe．cbs．nl／（2009年7月24　H参照）

2オランダの移民政策に関わる文献では，オランダ語の“integratie”“inburgering”の両方が

　「統合Jと訳されている。また，“inburgering”の和訳には「定着」あるいは「市民化」

　もあるが，英訳は入手したオランダの公的英語文書の範囲内では，“integration”となつ

　ている。この「統合（integration）」については，1979年以降，オランダ国内で「同化

　（assimilation）」との意味の相違が議論された時期がある（金，2000）。また，「統合

　（integration）」には様々な定義があるが，オランダのある研究者は統合とは「重要な社

　会セクターおよび社会制度へのマイノリティーの参加」を指し，「社会の諸制度への完

　全な参加」，それによる「公正な参加」を意味するとしている（Vermeulen，1997，NIRA・

　シティズンシップ研究会（2001）より）。「統合（integration）」が同化的な意味合いで用

　いられる場合もあるが，オランダは1994年にエスニック・マイノリティに対する「統

　合政策（integratiebeleid）」を打ち出しており，「統合政策」を「マイノリティ集団と，

　そこに属する偲人」とが，社会に「相互に受け入れられる過程である1ことを表現し

　た言葉であるとしている（吉田，2003）。その後も，「市民権」が統合政策の申核に据

　えられ，「主体的な」「参加」により社会を構成することの重要性が述べられている。

　以上のことから，「同化」とは異なる方向で社会を作ることを目指しているように見受

　けられる。

3オランダの公用語は，オランダ語とフリースランド州で使われているブリジア語であ

　る。

4原語の“inburgering”には，文献によって「社会統合」「市民化」「市民統合」などの訳が

　あるが，ここでは，英語文献に示されている“civic　integration”の意味を生かし，「市民
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　統合」を用いる。

5本稿のオランダ関係の情報に関わる固有名詞については，なるべく原語であるオラン

　ダ語を示しておく。英語版の文書を情報源としている事柄も多いため，その状況に応じ

　て，英語あるいは，英語とオランダ語の両方を示す場合もある。

6仮居住許可を受ける必要の有無は，国籍や入国掬雨脚によって異なる。たとえば，EU

　加盟国，EEA（ヨーロッパ経済地域。ノルウェー，アイスランド，リヒテンシュタイ

　ン），スイス，そしてオ一三トラリア，カナダ，日本，モナコ，ニュージーランド，韓

　国，アメリカ合衆国，バチカン市国の国籍を有する者は，仮居住許可を申請する必要は

　なく，また，EU加盟国，　EEA，スイスの国籍を有する人の家族も，仮居住許可は必要

　ない（IND，2009a）。

7　Net短r玉ands　Minis重ry　of　Housi難g，　Spatial　Planning　and　the　Environment（VROM，オランダ

　圏土住宅計画省）のサイトhttp：〃www．sharedspaces．nl／（2007年8月10鋤及び，　INI）

　（2009b）参照。

8　「統合の最終達成目標」の開発過程については，Kaatje　Dalderop氏（Cito所属研究員，

　2007年3，月にインタビュー）から情報を得た。

9　f統合の最終達成目標」は，テスト作成者，カリキュラム作成者，コース開発者や教

　師のために作られたものであり，VROMのウェブサイトで全て公開されている。

　VROM担当者に確認の上，日本語訳を本報告書資料編に掲載した。

10Kaatje　Dalderop琉（Cito所属研究員，2007年3月にインタビュー）による。

11Maria　A．　Bronkhors重氏（VROM所属上級政策担当官，2009年3月にインタビュー）に

　よる。

i24種のテストの全てを受験し，全てに合格した人数である。受験者数等についての情

　報は，VROMの担当者による。
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資料1：CEFR（M－Uツパ欝語教育共通参照枠）のレベル基準

共通鯵照レベル：全体的な尺度

C2

闘いたり，読んだりしたほぼ全てのものを容易に理解することができる。

｢ろいろな話し言葉や書き言葉から得た情報をまとめ，根拠も論点も一貫した
菇@で再構成できる。自然に，流暢かつ正確に自巴表現ができ，非常に複雑な
�ｵでも細かい意味の違い，区別を表現できる。熟

逮
し
た
醤
語
使
用
者

α

いろいろな種類の高度な内容のかなり長いテクストを理解することができ，含
ﾓを把握できる。

ｾ葉を探しているという印象を与えずに，流暢に，また自然に自己表現ができ
驕B

ﾐ会的，学問的，職業上の昌的に応じた，柔軟な，しかも効果的な雷葉遣いが
ﾅきる。

｡雑な話題について明確で，しっかりとした構成の，詳細なテクストを作るこ
ﾆができる。その際テクストを構成する平句や接続表現，結束表現の用法をマ

Xターしていることがうかがえる。

呂2

自分の専門分野の技術的な議論も含めて，抽象的かつ具体的な話題の複雑なテ
Nストの主要な内容を理解できる。

ｨ互いに緊張しないで母語話者とやりとりができるくらい流暢かつ自然であ
驕B

ｩなり広汎な範囲の話題について，明確で詳細なテクストを作ることができ，
ｳまざまな選択肢について長所や短所を示しながら自己の視点を説明できる。

臨
立
し
た
讐
語
使
用
者 131

仕事，学校，娯楽で普段罎会うような身近な話題について，標準的な話し方で
?れば主要点を理解できる。

ｻの言葉が話されている地域を旅行しているときに起こりそうな，たいていの
桝ﾔに対処することができる。
g近で個人的にも関心のある話題について，単純な方法で結びつけられた，脈
高ﾌあるテクストを作ることができる。経験，出来事，夢，希望，野心を説明
ｵ，意見や計画の理由，説明を短く述べることができる。’

A2

ごく基本的な個人的情報や家族情報，買い物，近所，仕事など，直接的関係が
?る領域に関する，よく使われる文や表現が理解できる。

ﾈ単で日常的な範囲なら，身近で臼常の事柄についての情報交換に応ずること
ｪできる。

ｩ分の背景や身の回りの状況や，直接的な必要性のある領域の事柄を簡単な言
tで説明できる。

基
礎
段
階
の
醤
語
使
用
奢
A1

異体的な欲求を満足させるための，よく使われる鋼常的表現と基本的な言い回
ｵは理解し，用いることもできる。

ｩ分や他人を紹介することができ，どこに住んでいるか，誰と知り合いか，持
ｿ物などの個人的情報について，質問をしたり，答えたりできる。

烽ｵ，相手がゆっくり，はっきりと話して，助け船を出してくれるなら簡単な
竄閧ﾆりをすることができる。

（吉島・大橋，2004，p．25）
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あとがき

金田智子

　本調査研究は，当初，2006（平成i8）年度から2010（平成22）年度までの5か年をか

けて実施する予定でした。しかし，2007年12月，国の独立行政法人整理合理化計画によ

って，独立行政法人としての国立国語研究所は廃止することが決まり，その後，大学共同

利用機関法人人問文化研究機構へ移管すること，現国語研究所の廃止時期は2009年9月末

であることなどが決まりました。その結果，進行中であった本研究についても目標の半ば

で一応の終結をさせることとなりました。

　計画したことのうち，本報告＝書「1．『日本語教育における学習項陰一覧と段階的目標基

準の開発』の概要一『生活のための点本語』開発に向けて一」に掲げた図2の，限定場面

における目標言語使用調査を行い，それをもとに，行動を達成するために用いられるサブ

スキル，ストラテジー，知識，雷語表現などを分析する作業，同時に，その場面で実際に

起こったやりとりに関する評価情報を調べるという作業は今後の課題として残されていま

す。その結果，「生活のための日本語」を一覧化・段階化するという，本調査研究の最終目

標は，当然のことながら達成できていません。

　今回，研究開始時の閉標をかなり縮小した形ではありますが，現在の研究グループとし

てのこれまでの研究成果をまとめ，不十分ながら報告書として刊行することとしました。

できるかぎり広く関係者の方々に活用していただき，内容及び研究方法に関し，里雪のな

い御意見・御批判を，お寄せいただければ幸いです。

　この研究テーマに取り組むことについては，いったんの区切りをつけざるを警ません。

しかし，この研究自体は，今後のB本において，外国に生まれ育った人，外国を背景に持

つ人たちとともに暮らす社会を作っていくための，よりよい方法を考える際に，有用な情

報を提供するという社会的意義があると自負しています。

　その意義を認め，本調査研究の成果を期待し，労を惜しまずに調査協力をしてくださっ

た，N本に暮らす外国籍のみなさん，あるいは外国に背景を持つみなさん，臼本語教育や

国際交流の関係者のみなさん，国内海外の企業や省庁の関係者のみなさん，本当にありが

とうございました。国立国語研究所の廃止・移管が決定されてから1年以上，日本語教育

関係部署の扱いは宙に浮き，存続の可能性はほとんどなくなりかけていました。そんな中，

限られた期間に結果をまとめあげられるかどうかもわからない調査に，快く応じてくださ

ったこと，そして，請願運動を始め，陰に日向に応援をしてくださったこと，心から感謝

いたします。

　今後は，同様の趣旨の研究を発展的に行うために，新たな研究プUジェクトを計画し，

実施に向けての努力を続ける予定です。これからも，どうぞよろしくお願いいたします。
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本調査研究に関し，これまでに行った成果公表活動は以下の通りです。

〔成果公表活動一覧〕

［報告薔］

L国立国語研究所日本語教育基盤情報センター学習項目グループ（2008）『国立国語研究所

　　内部報告書平成19年度成果普及セミナー報告書「生活者にとって必要な『ことば』

　　を考える」』．

2．国立国語研究所H本語教育基盤情報センター学習項目グループ（2009）『国立国語研究所

　　内部報告書瞬本語教育における学習項目一覧と段階的目標基準の開発～中間報告書

　　一s．

［論　文］

1．ts田智子，福永由佳（2007）「移民等に対する自活語教育の学習内容に関する比較一ドイ

　　ツ・アメリカを中心に一」『日本言語文化研究会論集』3，67－84．

2．金田智子（2008）f『生活のための日本語』のとらえ方一先行事例，実態調査から考える

　　一」『日本語教育年鑑2008年版』43－53．

3福永由佳・金田智子（2008）「定住寺外露人対象の自国割球力テストの社会的役割一オラ

　　ンダ，アメリカの事例から一」，『田本言語文化研究会論集』4，1－18．

4．金田智子（2008）「学習者の多様性と多面性にこたえる日本語教育とは」『日本語教育研

　究』15，5－14，韓国N語教育学会．

［講　演］

1．金田智子（2007）「日本学総合講座：『生活者に必要な日本語』を求めて」，北京日本学研

　　究中心（中国）．

2．金田智子（2007）「日本語教育の動向：1”生活者に必要な臼本語』」，内蒙古大学外国語学

　　院（中国）．

3．金田智子（2008）「学習者の多様性と多面性にこたえる日本語教育とは？」，『韓国B語教

　　育学会第13回国際学術発表会「多様化する学習者の要求にどのように対応するの

　　か？」』，韓国日語教育学会（韓国）．

4．福永由佳（2008）「初級総合教科書に見るコミュニケーション能力観」，第2回華東地区

　　日本語教育研修会（中国）．

5福永由佳（2008）「コミュニケーション能力重視の会話授業：理論と実践」，第2回華東

　　地区N本語教育研修会（中国）．
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［口頭発表（予稿集のあるもの）］

1．金田智子（2008）「生活のための言葉：国内外先行事例から学ぶこと，実態調査から明

　　らかにすること」『平成19年度国立国語研究所公開研究発表会「生活日本語」の学習

　　をめぐって一文化・言語の違いを超えるために一』4・・13．

2．金田智子（2008）「『生活者』に必要なH本語：國標基準の開発に向けて」『東海大学国際

　　シンポジウム語言／人　越境時（ことば・ひと・越境）論文集』139・・146，東海大学H

　　本語文学系（台湾）．

3．福永由佳（2008）「米国における『生活者』のための言語教育：成人基礎教育，識字教育

　　の観点から」『第17回小出記念日本語教育研究会予稿集』82－86．

4．金田智子・福永由佳・黒瀬桂子・転出聡子（2008）「生涯発達の視点から見るコミュニケ

　　ーション能カー『生活のための日本語』探求のために一一　」『日本語教育学世界大会2008

　　《第7回艮本語教育国際研究大会》予稿集1』279一一282，大韓：日語H文学会（韓国）．

5。金田智子（2008）f臼本語教育における学習項目一覧と段階的目標基準の開発」『平成20

　　年度日本語学校教育研究大会予稿集』20－25，日本語教育振興協会．

6。金田智子（2008）「『生活のための日本語』を再考する」『日本語学習支援ネットワーク会

　　議08in　AKITA／午後の部：第3分科会』1－6，日本語学習支援ネットワーク会議．

7．金田智子（2009）「多言語化・複言語化の実態：『バイリンガル教師』の可能性」『平成

　　20年度日本語ボランティアセミナー』24－27，浜松函際交流協会．
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1　日本で生活する外国人等の日本語使用実態及びニーズに関する先

行調査研究一覧

皿　国内外のシラバス

　1．日本のシラバス一中白山国者のための日本語教育：目標構造表一

　2．アメリカのシラバスーCASASコンビチンシー一覧一

3．オランダのシラバスー移民等対象の市民統合テスト出題のため

　　のシラバスー



日本で生活する外国人等の日本語使用実態及び

ニーーズに関する先行調査硯究一覧

1．日本語教育機関等による調査（年代順）

2．都道府県による調査（都道府県別）

3、その他の機関による調査
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＠1．日本語教膏機関等による調i蓋（年代順） ＊分類…1．婦騒者（φ圏彌圏者およびその筒伴舞族）
　　　2．インドシナ難民（ベトナム・ラオス・カンボジアからの難属＞

　　　3，臼系人（主に中南米からの日系人とその圏伴家族）
　　　4．配偶ig（N本人の醗偶者として滞在する女盤）
　　　5．全般（圭曇蓉亥地域の外屡】籍｛主蕪…全般）

錘。 分頚（封 麹行轡、凹凹番 発 タイトル．： 麗戚 鶴i薮の凹凹、 翻壷の鷲羅 翻壷野帰　・ 醐壷詞曲 サンル勲 暫ン　ル　闇闇漁 凹凸
鋤懇》．・： 謄：： み… 衡効墜笛籔，

奪∵ 夢 園敬鼠
（舗奮｝

1 1．帰国者 水谷鰹ほか 1982 の心者用6本語　材の閣 躍琴鶏56 外国入カヨ本の生活に円滑に対 中華帰騒者 生活場薗翻 一 一

発に聡する婁瞭的硲究 無度文 繕するために，翼に役立っ教材 査

化庁日 「生活日本語」（仮称）を蘭発するた

本語教 めに，まず，彼らの置かれるであろ
育研究 う欝語生活の翼態をつかみ，日本
委螺 語に関する問題を興鉢的に明らか

にし，彼らが何を必要としているか

を知る

2 t帰圏書 文化1亨文化　国 1989 中圏帰囲者用爵本語教育 人聞開申を簗くための藁本語能力 申圏鰯圏暑 夢職壌堀画 20〈（廷べ入
一 命9本人

語課 捲轟の手引（籏称）職場・ とは，いったいどのようなものか， （中叢説の多い での録音調 数） にも対して

対人接触堤薗調査輕欝書 そうした能力を驚てていくために 興種を中心に 査，副鑓覇 も翼旛（57）

は，霧本書の捲轟の上でどのよう 技衛系3社，事 査
な点に賢慮しなければならないか 務系1社，追鋳 寧婦國者に
を明らかにするために，職場壁塗と 翻董として技購 対するEl本
封人接触場醐という二つの場面に 系3樹 語撞溝者や
ついて雨脚 ボラン子イア

を対象にr対
職場場画について1ま，その思懸の 人接触壌弼
震態を観二黒録し，分析のための 翻査」（アン

蓋礎蜜雲斗を収纂 ケート｝も餅

虚して翼施

3 1漏圏者 文化庁文化　麹 で99◎ 平　元葬　中園帰圏嵩用 可 擬年度の翻壷燃料を更に総かく分 中函帰國餐 アンケート 90（28期生： センター鰹了生く28期鑑，26期生）

藷課 饅本籍教育指瀬の手引（仮 析し，職蠣での嶺ミュニケーション 124送付・回

称〉作成のための調奮研究 曝面がもっている場薗としての特 取）

職場・労働観及び職場のコ 徴とコミュニケーション様武の特徽 1紙26期生＝
ミニュケーション場面に関す を明らかにする 156送付・回

る調査研究報憲蜜 収）

4 5．全般 （社）圏際日本語蕾 1990 一般外圖人に対するiヨ本 平哉元 一　外国人用霞本語教育指謬の 留学生・就学生等学藥を覇的と 臼本語　樹機 アンケート 346（発送数 調董i対隷となった臼本語教i轟機関
及協会 語教冑の異態に關する講 奪腹文 手引（仮称）」作成のために，一般 する人たちの銭本語学習と，イ 閾でヨ本鋪を 4ケ麹語（B 1，724，園収 に1989年紛月に筏籍している一般

査研究報皆書 化庁日 外國人日本誘学翌書の婁態を翻 ンドシナ難民や中圏婦国者のよ 学習している 本語，莱語， 数633） 外国人学翌者金員を調壷苅象とし，
本語教 萱 うな簗二欝語としての臼本語を f一般外註入」 中闘語，韓 翻査票を送付
費醗究 学習する人たちへのB本語指 （以宇の条件に 圏議〉

婁囑 山鼠El本でEi本語を学：点している 導法の研究1ま案態調査とともに 嶺てはまる在
一般外璽人はどのような学習環境 避められて畜ているが，ビジネス B外国人）
におかれ，どのような成累をあげて マン等のように学藥以外の潤的 （1）無齢的に成

いるか，今後の学習にどのような のために来Eiし，仕審や生活の 人であること
要翌を持ち，周趨から爾本語力に ために必要を態じて臼本語を学 （2）学鑑以外の
関して捕を要求されているのか簿 習する人たちについては標準と 貿的で欝本に
を多面的に調壷してシラバス作成 なるシラバスや指轟法の研究が 在柱しているこ
の基盤を俸る わずかしか行われていなかった と

（3）来日したば

かりのインドシ

ナ難畏，中園
彌国餐ではな
いこと



節
ひ

恥 （ 範行 聾 イトルr 踵et の圏 の賀 鯛壷i 壷形i…亀 サン　ル数 サン　ル　鳩
象溺｝ 行 入 禽翻藝答轍，

無． 手 圓叡廉
（騰…薯）

5 董，帰圏者 平城真　子（中圏 1994 カリキュラム開発のための 中国蝿 可 「彌圏婦人コース」関設に向けたカ 1993年6月，残留婦人の永住彌 B本に永住彌 単構戒的面 7 永往彌濁後1年牽溝の者の惰報提
帰國看定伎促進 状況分析認査一「婦鐡央入 国者定 リキュラム開発のために，婦国婦 国が賎の援護俸鰍の下，本格 国した中飼在 接法による 供を厚生憲に求めたところ，「帰國
センター） 凝一ス」開設に向けて一 伎促進 人の特質を明らかにすると共に， 的に翼施される穣が近いという 留蝿人 当帰調査 婦人名簿（14名）」が篠られ，この中

セン 践本に永住帰圏した後の環境や日 認識から，彌国薩後の受入れ機 から畏期的に繕冠して調壷を行える
ター 本語使用の状三兄その他生活全般 関となる当センターでは，f彌團 範囲という点から腰間翻に往む婦人
揮紀劉 についての本人の闇題意識などに 婦入コース」開設に向けカリキュ 5名と首都圏と比較するために地方
2暑 つき可能な範囲で状況搬析を行う ラム開髭のプ翔ジェクトがスター に｛主む婦人2名を候補者として選定

トした 調査の国轟轟，帰国後1琿以内のも
のが塑ましいが，該当者が少なく1
無を超過する者も含まれた

6 1掃国者 毘玉簡畢・内藤 1995 非識寧餐を會むセンター鯵 中国婦 可 4ヶ日という限られた研鰹期間で センターでは，非識字餐である 葬識字のセン 翻壷粟を用 8（6家　） 調査の対　を選出する際，以下のこ
（中圏帰璽餐定住 了生象腱への訪問調棄報 圏者定 効な捲導を行うために，非識掌の ことと学習適性とを考慮した数 タ一画了生 いた薗擬法 とを条件とした
促進センター） 告 住促進 学習者が，センター鰹了後，翼線 膏目標を定め，ガノキュラムを絹 （訪潮間 （1）国難者のいずれかが調壷対象

セン 日常生活の行動をどの程度自力で んでいるが，センターの研簿期 接），中平語 餐かその家族の担経である，または
ター こなし，どの程度簡囲の入の助け 間は4ヵ月で，判断寧者の煽 を媒介語に， 授藁を担当したことがある等，面識
ぼ紀彌 を登りているか，その翼状を把麗 合，スムーズな上灘に特に函難 日本語の簡 があること

3暑 する があり，研隆修了蒔には糊来へ 単な質間も （2）夫婦の識寧力に大きな差がな
の不安をより多く抱えている 震施 く，日本での生活で魏偶者に鰻るこ

とを期待できないこと

（3）碧住地の遁所に親戚等助けを

期待できる人がいないこと
（4）センター簿了後およそ3犀以内
であること

さらに，生活の便利さに堀域差がみ
られると考えられることから首都圏，

地方（東北）の双方から選出

7 4．配偶者 （社）團瞭臼本語 1995 外から嫁いだ外圏人認 平　6 外圏人配偶者の生活環境を　樫 緯93年にEi本人の配偶　簿の 漸潟隈上　市 霞計式によ 上越17，上 日本語　塞の教師の繍力を得て調
普及協会 偶者の臼本語指導に閲す 隼度文 し，周囲のEi本人とコミュニケー 登録者数は222、OOO人となり，総 在住者，および る簾舎調査 越②30，蜜川 査粟を論証できた人，爲本語教窪

る講査研究 化庁 ションを維持していくうえでの問題 登録癒数のη％を占めるように 苧葉県劇1怖 と郵送翻査 8 参加者
一般外 点を探り，外麹人翻偶…者が日本人 なった 在住餐の外圏 および颪接
園人に 社会の中で自己を確立していくた 人配偶餐 調簸法
対する めにB本藷が梁たせる部分を明確 外国人配偶者は，定住者であっ
B本語 にすることにより，日本語授繋の内 ても，インドシナ難民や中圏帰

教育研 容，シラバスの選定，教材・教授法 翻者ほど，支援体潮が確立され
究委囑 の醐爽，教師養成簿の蕩礎資料と ていない

する

8 2イントシナ アジア　止財囲 1996 日本　住インドシナ難民の 住難畏のB本誘力の状況と臼 1979年イン餐シナ難罠受け入れ 姫賂　｛主　’ 蟹草粟に 356（425） センターの事務駈およ　難民畢
難民 難昼…事業本部 臼本語に関する翻査研究 本語学習の環状，学習環境等の案 閣始。嬉断定佐促進センター， センター，大和 つく颪接調蓋 簾本部の保管する住駈録，および

態を把握することにより，定住蜜の 大和定住促進センター，野際救 窟柱健進セン （舖一員が寒 日本語教師から得られた住所を照
B本語を中心とするアフターケアー 援センターによって，インドシナ ター，圏際救橿 塵を訪問） 合し，住駈・電簸書号のリストを整備

を考える上の資覇として役立てる 難毘に対する副本馬蝿膏を受 センターの矧本 滞日期閣，團籍，年齢、性：別，環本

坐した入は、1996隼3月3旧現 議教育受講者 語の成型簿にできるだけ偏りがない
在7413人，また1996葬4月來の で，退所後6ケ ように，200家族程度を選定3・セン

内閣絞計では，インドシナ難民 月以上を経過 ターの調壷可能な人数を調整した
の本邦への定住状況はベトナム したもの のち，講論員から訪闘家庭に電器
人7433人，ラオス人1306人，カ や手紙で遼絡をとり，訪問臼時を予

ンボジア人1254人，合計9993人 約し調査を翼施，調査地域について
は，調査期闇の劇約上，関東，淺西
地譲を中心に定住するインドシナ難
畏が対象となった
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9 4，配偶者 （社）国際日本語 1996 海外から嫁いだ外国人配 平　7 外竃人配偶　の　鶏前の環境， 平　6年　に　潟県上　市，干 各　道・県及 アンケート 39機関 一

蟄及協会 偶者のEi本語教奮指導の 隼度文 B後の環境，地域での環境等を元 葉県市塀市においてr海外から び政令指定都
翼態翻壷iおよび鏑本籍学 ｛ヒ庁 に外国入配偶者のB本語学習の 嫁いだ外國人配偶者の日本誘 市の国際交流
習のニーズ分析 一般外 ニーズを明確にり，今後の教材，教 指導に蘭する調査研究」を行い 財睡，圏瞭交

國人に 授法の醐発，指導者育成の蕊礎資 報膏蜜を提出した． 流協会，國瞭
対する 料とする 交流センター簿
ヨ本語 56機閾
教育研
究委囑

蓄0 1綴國者 安場ご・馬場尚 1997 定住している中國彌睡者 中國彌 可 臼本への　伎を一応集たした中函 すでに寵住して久しい修了生も センター　了生 質問紙法 416（個入900 センターの　鰹了生（母集団）の各

子・平城真規子 のB本語学習ニーズ簿」に 圏者定 凹凸者の 凹めた，生活者のための学習支 のうち，所沢セ 一部楽摘戒 名に1部ずつ， 属性の比率に從って講査送付者を
（中國彌国者定住 ついての調変報蕾一その1 住促進 ・日本語を主とする学習の漏一ズ 援システム作りを霞擬に据える ンターの墓摯に 的面接法 孤冤本人300 選定
優進センター） セン ・学習ニーズに関わる生活と学翌 国画があるが、修了生たちが よる識字カテス 名に8部ずつ

タ・一 の案態 今，β本語やその他の領域での トの縮累，識宇 〔本人から同 ＊面接調査の対象は，①難問紐翻
冒紀魏 ・B本祉会に対する要求 学習について，どのようなニー カに問題がな 繹｝・近居の家 答から，群しく事惰を把握するため

5号 の傾向を抱握し，将来的な生涯掌 ズを持っているのか，あるいは いとみなされた 族に配布して に面接調糞が必要と認められた餐，

西安橿シス子ム作りの基礎資料と いないのかについては，これ家 修了生 もらうよう〕発 ②センター鰹了生のうち，籏言己圏答

する で断片的にしか惰報を得ていな 送，孤発本人 が璽難とみなされる，雰識字・拳識

かった。また，学翌漏一ズは帰 宅にはその配 字者
前者の生活ニーズの中のごく一 偶者も同居し

部分にすぎない。常に生活全般 ているため， ②の候補…責については，腰化したサ

を視野に入れて群集的な支援を 璽複もある。 ンプリングを行うが，なるべく一箇所

考える必饗がある 調査蜜の届く で複数のデータが取れる直向を優
晃込みの修了 先
生数1，426
l）

羽 1漏團者 安場ご・馬場尚 1998 住している中團帰圏 中国帰 可 臼本への　佳を一応果たした呼び 呼び寄せ蜜族は先に帰園した センター罎ア生 質問紙調査 78件（弘願生 健…ア生300嚢ま帯1こ調i葭粟を送付し，
子・平峻真規子 の礒本語学習ニーズ等」に 國者定 寄せ家族の 親や訓解の負担による自費来 の呼び寄せ家 300営邸中38 尚歯・近日の論戦に配布してもらっ
（中圏彌国者定｛主 ついての調査報鋳一その 住促進 ・日本語を主とする学習のニーズ 臓であり，定着梶進センター入 族 世帯の呼び寄 た）

促進センター） 2：艀び寄せ寒族の場合 セン ・学習ニーズに間わる生酒と学習 所など，三歳で婦直した人が受 せ家族）

ター の翼態 けられる様々な援護旛策の対象
配紀魏 ・田本祉会に認する要求 とならない場合が多く，自照帰

6号 の傾向を掘樫し，将来的な生渡学 国の邦人とその家族について
習支援システム猛りの基礎資料と は，来日直後の群居の確保，日
する 本語学習の機会保障など，サバ

イバルレベルからの騒難がより
多いことは従来から指嫡されて
いる



霞
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幽顎 発／． 醐　の冒 サンル数 サンル　出睡。 イトル、．．・ Not の　景ン 彩
象劉）蒙 行r ＝．・ 入 ド

有効團答数，

年 畢、 園収離、

｛　、「

．　ノ （爾轡ン

肇2 董．蝿國者 平城翼　子（中國 1998 地域に纂らす申国彌 中国彌 可 1　児島県N市筏住中国帰国餐 命文化庁婁曙中国帰国　のた 鹿児島累N市 質問紙法 52，60．5覧（郵 児　県N市在住の帰国者総　糾4
帰圏餐定住促進 麹者へのニーズ鵬査」一鹿 国者定 （成人）のB本語を主とする掌習の めの貝本語通憺教育試行鵬査 在住の帰園者 送21，面接 名中，以下の者を除く86名
センター） 兜闇闇N市の場合 佐促進 ニーズを知る 闇闇」の「特定地域対象プ躊ジェ 31） ・幼兜7名，児童生徒学生46名

セン ②学習ニーズに関わる生活と学習 クト」の一環として行われた調査 ・その他5名（出稼ぎ奢2名，病気療

ター の翼態を知る や定蒼後の帰圏考の日本藷掌 養中の都名，自立指轟員・支援逗
窪紀要渥 ③E沖友野協会および粛民グルー 習1ま学習機会や支援者の多募 訳

6号 プが中国帰國者の学翠環境改善 などを舎む地域の学習環境に 夫嚢2名）

に向けた よって犬きく左右されることが指

方策を模索する上での墓礎資麟と 摘されている。定燈先は全麗各
する 地に広がっており，まだ多くの地

域では学習環境の整備が待た
れている状況である。ことに帰
轡者が比較的多い地域では，地
域の中の膚効な学賀資瀬を把
握して帰園者支援の充案化に
つなげることが急務の課麺

13 t帰圏 場；（中園蝿麹 1998 苧習圏難な中国帰国者の 中團帰 可 住している彌團　の中の苧習函 国蝿國 子習函難者で　るとの砂懸は，中圏
者定住促進セン 日本語をはじめとするニー 国者定 熱望が持つ掌留ニーズを，できる 燈促進センター での学歴，所沢センターの中圏語識
ター） ズ 柱促進 だけ本人たちの生きる慢騨に即し の出身で，璃本 学カテストの結果および当センター

セン て，塞際の支援につながるような に定住して2～ での研罎中の観察によった蜜際の
ター 異体性をもって控隠する 12年の彌国者 対象者は4G－50代の選代が10人，
冒紀璽毒 のうちの学習困 20－3G代の二世盤代が4人

6轡 難者 居佐地域が傭らないように考慮し，

東北，酋都圏各2凹凹，唱酬，近
畿，九日各咽世幣とし，年齢、滞臼

期聞については母纂轡内の比率を
考慮

14 5． 文化庁 2001 地域の日本語　室に選って 環 国際化の辱展簿に伴い，我力麹に 国輩2地域の 対　者の 58等
一

いる在住外圏入の日本語 在住する外圏人の増撫が進む中， 日本語教室に 言己式法鯛査
に対する意識簿について 地域に夜住する外翻人の銅本語 通っている16歳 対象者が調

に対する慧識等について翻親し， 以上の男女（在 査粟の質問
今後の日本語教密施策の欝脅と 住外書人）600 を自分で読
する 人 み，その園答

を自分で記
入する方法）

15 5． 沖縄県地域在｛主 2003 沖縄県在住の臓本語学習 平　雪3 沖縄　域に　ら1る外国人のニー 夜住外國人 質問紙6ケ 138（300件中） 1布町村の　報　に問封して郵
外函人箪の臼本 者の璽墾講査報衝書 年度公 ズを踏まえたうえで，地域の生活を 國語（ルビ付 ②役所の窓口に置き回収箱を設罎
語教育を考える会 蕪憺託 支える教材開楽の必璽性を課題と き日本語、英 ③機関・鰯人に依籟し，協力者に直

寧流麻 して（平成賃黛度の文化庁「地域臼 語，中團語 援配嶺してもらう

学街研 本語教育事婁」翻変が西原町に焦 簡体寧，中

究勘成 点をあてたものであったため） 麗藷繁体
基金 寧，スペイン

研究助 語，ボルトガ

戒対象 ル語〉

研究成
果報翻
S
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勘 分　討 露行 黄ジ タ4トル、 曝 の翼釣、； 鶴　の　籔 壷 鷺融幾 撃ン　ル 雪ン　ル
露劉）2 行’ み 膚勲翻蟹徽，

無、 畢r 凝駿誰
（欝薯）

董6
5
， 市　智紀 2006 地域における淀住外圏人 平　15 ・定倥外野人の欝語使用鍵態，El 外圏人配偶 質問綴4ケ 筆77 県内9か所の地域日本語教室に送

の主俸的なβ本語学習に 隼度～ 本語の掌習ストラテジー・露藷の使 者，イン鍔ネシ 土語（罠本 付

関する繕饒的翻壷・研究 平成η 用場面について繕綾的翻壼 ア漁業研鰹生。 語，英語、中

隼度科 ・県内全俸の定住外国人への理解 B系ブラジル 圏語，醸國
掌研究 健進 入労｛勢者、中 語）

費繍助 圏人配偶餐， インタビュー

金 都市型定佳躰 （論文によつ
（基盤 國人 て灘査対象
硯究 や調董方法
（8）） が異なる）

硬究成
粟鞭密

董7 5．般 訂編とくしま日本 2006 徳島県在佐外國人の悪識 可 在住外購人の環状やニー　を把握 成人の　盤外 アンケート 296 ・会や地域の圏繊交流圃体蘭係者
語冬ットワーク 翻査 し，会（ごTMとくし家B本語ネット 翻人 3ケ国語（B から魏布・回腹

ワーク）の敢り紐みや他駆偉との 本語，英語， ・癒島漿圏際交流プラザにアンケー
ネットワークづくり，行敢への握欝 中墜語）魏布 ト周籔を設置
にいかしていく ・徳島県が主催するB本藷教鍵のう

つ

18 5．般 （社）圏瞭巳本語 2006 外麗維住民のB本吾学習 平　重7 可 圏内に筏住する外翻翠住民の中で B本に住むに外廓人のB本語 縫本に在｛主す 翻査票によ 201 AJALTのネットワークの　る7地域
蕾及協会 環境及び学智支擾こ一ズ 黛度文 学習の搬会に慰まれない人々に対 学習の暴状を考えると，一部の る拾歳以上の るアンケート （埼丑隈2，神楽川艮2，群罵隈1，

簿に蘭する調壷硬究 化庁倭 するB本語学習支援のあり方，間 人はB本語学校や地域のβ本 義務敏商を鰺 講壷。一部 愛知墜1，騨岡県1）を遷定し，地元

曝綿簾 題解決の方法を探る 聖教鍵で学ぶことができても， 了している外圏 フ才篇一γツ の支綴団捧の協力を得て，纂麟に

B本に篠住する外国籍住民の異 多くの人々はEi本語の学響を希 籍往民（ある程 プインタ 外圏籟像民に向けて調壷案樋のお
体的な学琶形態，学習内灘の親状 幽していても学習の機会に恵ま 度長期的にB ビュー翼旛。 知らせを出してもらい調董塞施当貝

と，翼際にどのような形態で，どの れない。また，地域の日本語教 本に滞在し，外 に調董会場に纂めてもらう

ような内容の紹本認学習を希領し 室においては，週1面，1，2時 圏にルーツを
ているのか，そのニーズを捉え，少 闘穆度倣いているところが多く， 持つ人で，環本
しでも多くの外国籟｛主畏に善本語 その虫たる目的はEl本語支援 語を母語とせず
の学習機会を提供していくために ボランティアと応じ腕車としての 第二霞語として
はどのようにしたらよいか，通儒敏 交流・根互理解であり，初期の 欝本藷を掌習
育を含めた外魍影壁畏に認する学 雷語掌習としては陵本語教整の する人々。被蟹

習支掻のあり方について考察する みでは不十分といわざるを得な 資櫓「定住者及

い び環本人の配
偶番等」。ヅラ

ジル簿瞬米出
脅の臼系人、

日本人と緒婚し
たフィリピン人．

中園人醗儲
者，インドシナ

難民及びその
家族を中心に
選定）

19 3．日系人 謙ミュこ力掌 2◎08 生潅　としての外圏人のた 平　19 日本に住む臼系人とその家族の人 筏巳　ラジル （1）フオーカ くアンケート2 ラジル人の間にネットワークを持

めのモジュール型カリキュ 葬度文 たちが患らの臼本語学習のイニシ 人 ス・グルー 〉 つ欝系入あるいは碍本人に配布画

ラムの蘭発と学習ツールの 化庁婁 アティブをとって自分のニーズに プ・インタ 126（籔怖数 収を依頼

作戒 難事簗 合った学習をデザインしていける ビュー 147） …兵魔墜神戸覆，異魔県簿山市，

ツールと，それをサポートするため ↓ 兵庫県揮丹市，大販府豊中市，滋

の母認こよるアドバイジング，さら （2）アンケー 翼県大灘市，愛知藥名盲屡霧．愛

に学習者が自分で検索できるリ 卜駁｛45畷舅 無緊藪羅帯，静鯛嬢浜松欝

ソースや学習方法の選択肢という3 アンケート〉

つの載が学習をサポートする，モ こ

ジュール型の掌編システムの構築 （3）アンケー

をめざし，当事餐である人たちは， ト2（30項目ア

何が必要で，何が学習可能だと考 ンケート）

えているのかを明らかにする
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純。 頚（ 蝿行　　箪 鈍 イトル・ 麗醜 の賛 翻　の　鍛 査 形弐 サン　ル サン　ル　出　法
象溺）、、 行 入 膚効回警搬，

無 畢 回堰醸
（舗轡）

2G 5．鰻 （祉）日本語 20◎8 外国人に対する案賎的な 平　董9 可 〈外国人醜偶　（女性）調簸〉 一口に外國人配偶者（女性）と 日本に5年以よ 聞き取り謁豪 5 命就労場
学会 B本謳教育の研究蘭発 葬度文 複数（5名）の外国人配偶者に対し いっても多様な状況にあるとい 在住する外圏 （1人につき2 面講萱，就

（「生濤者としての外國人」 化庁日 インタビュー1こより講査を行うこと われ，φには罠本社会側との対 人配偶者（女 園） 労者への
に短するB本語教育寧簾 本語敏 で．日本語学習へのニーズ（その 人灘ミュ漏ケーションが限定的に 性） 颪接調査も
一報告竈一 育研究 有無，可否，可能な形懇等）とそれ しかなされず，孤立している者も 優本語教霊縫 別途異施

婁囑 それの生潅異態との関係を概観 いるといわれている 験者1名，

フ才一マル。

ラーニング宋経

験者2名，β本
語教室への参
加経験はある
が，縫続学習

は衆経験2名
（漠掌膿1名，

葬漢字圏4名）

21 5．般 国立大掌法人名 2008 外國籍住民のB本語学習 平　19 地域コミュニティを維持・向上させる コミュニティに アンケート牽 247（176十7の ・豊田市多文化共生　進　議会・第 會受け入
古麗穴掌留学生 における案態簿予備翻査 奪度遊 ため，豊田市に在住する外圏人及 在柱する外国 インタビュー 一葉日本語学習支援専門部会にお れ娯IK日本
センター 婆託講査報蕾魯 霞市婁 び受入機闘・総繊・地域における日 人住民，企繋で （一都） いて，奪門部会委霞に対して「外国 人〉に対す

託黎務 本語使用状況，環本語学習環境に 就簾する外嗣 籍柱民の日本語学習における事態 る調査も局
おける案態簿予備調董を異施し， 入就藁者 等割幡調査」の概要を説明，及び， 蒔に婁施
その結果に基づいて，外團人が地 別面興醒の協力依頼
域祉会で瀾常生沼を営む上で最低 ・奪門部会割判のうち「（ア）外国人と

限必要な臼本誘能力を習得するた 接触機会がある公的磯関・継織蘭
めのEi本語学習支援システムを握 係者」に該当する倭最に対面調査
寮する 対象者の人選を依顧

・「（イ）外国入が集住している地域コ

ミュニティ関係者j「（ウ）外圏人が就

暴している企桑関係者」に該当する

委員には，アンケー拳翻奮用紙の配
布を依顛
・灘酒・回収方法に関しては獄門部

会婁員の状況に合わせて，一捲配
布・【巨ヨ収，又1ま｛墜男1】葭己布，郵送｛こよ

る回収などを選択
・催し物会場（豊田スタジアムでのJ

リーグ試金会場，薪保見交流館
オープニングフェスティバル会場）に

て，来場者にアンケート講査への協
力を直接依顛
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　會2．都道府漿による鯛査【都道府漿別）

＊200gge1A末までに，資料提供の依顛に対し園笛があった都道府県について情報を鶴鞍しています

恥 分顛夙、 蝋管　　籔暑
鐙1｝：二： タイトル：∵ 幽セ 翻i甕φ観的 圏．⑳轡簸 翻奮凹凹 圏壷凹凹 曽ン　ル徴 妙ンル抽出欝法 囎

㈱道磯 惇r、r
行・：曇 入夢

@　　　　　　　㌔　レ
袴効回笛鞍．

2：

麟劉ジ、 蕃、・ 回収寧
．∴＼∵　　　ご・・／ （髄禽）

1 1．北海道 礼饒市総務局國 20◎9 礼幌寮1外麗籍布民意識醐 多文化共鑑のまち　くり　’のた 札鰹市内に 調査粟を 33フ／18．4％ 無作為抽出
瞭郁 壼報蕾書 め，外國籍市内の帝政に対する慧 外圏人登録 郵送（往 （2．000件送付

冤や生活上の課題等を把握し，今 を行っている 後） 166不静外飼
後の施策立塞や罪報提供簿に役 18畿以よの 5ケ隅語 人証録者数
立てるため，市内在住の外麗麗齋 市民 （日本語， 9，126人用

民に凝し，広く憲識鶴棄する 英語，中

瞬語，ハン
グル，翔シ

ア語）

2．　県
2 3岩手県 諸手醸地域　興 20G7 在選外圏人　異態　握調 多文化共生の地域作りの蜜考に 外翻人佳民の堰加 在住外国人 インタ 20 外圏人登録　数の多い 命外圏籍住民

部Npo・翻瞭課 査報鋳魯 ビュー認鷺 田無審，在潔資陸別に への調歪の他，

r臼本人の配偶者」が多 「行儀」としての
い；一閣市 瀬茎町村（2），

市町村墜際交
県北地域で「漫本人の配 流協会（1），外
燭者jr永住者」の割合が 瞬人を支援して
高い：一戸町 いる騰間団体

（2），外国人を

雇用している企
鑑α）に聞き取
り調査

3 4．留　県 奮戚漿産粟経， 20◎6 営城県・外国籍鍛民へのア 県内在住外翻人力生活上どのよう 在住外國人 貿閤紙 葦55／289％ 昏市町村において登録者
部国際政策課 ンケート翻査報皆 な場面で困難を抱えていて，行政 5ケ圏言吾 （醗布537） 名簿より袖出（抽畠比率

にどのような支援を求めているの （日本語， は，登録考数の約3翰
かを艶握し，今螢の県の多文化共 英語，中

生旛策に反映するとともに市町村 爆語簡偉 県内に外國人登録をして
において指針。計闘を策定する際 寧，ハング いる20歳以上の外囲籍
の夢考としてもらう ル，ボルト 圏外対象

ガル語）

4 4窟城繋 宮城隈経済商工 2θ0ア 多文化共生社会推進計繭 多文駕共生社会の形峨の親状を 平　19葎7樗多文化共生穀会 外圏人漿民 ルー　イ 81（4団体，5 累内の日本藷講座に轡 α）関係機関に
観光部翻線政策 の策定に係る鍵態講蛮報 杷握し，課題と蒋来の方向性，多 の形成の推選に闘する粂例」制 ＊関係機蘭 ンタビュー 講座） 期する外隼人県民 穀する郵送調
諜 管蜜 文化共生の慧義を明確化し，群醸 定 に対する郵 （5－1◎名 壷

策定時の藻礎データとする 送講鷺＋ピア のグルー （2）蘭係機関に

平成20年度に「多文化共生祉会 リング調壷も プx4） 対するピアリン

推進計翻策定 併紆して行っ グ
ている （3＞外国人県民

に対するグルー
プインタビュー

5 4窟城県 仙台窺企画局圏 2GO1 外国籍市罠の生濡と慰識 ｛幽台市がテーマとしている霧雪の 腐藻籍市民 アンケート 2，063人／ 蝕台帯の外園人登録者 命平成7年度に
瞭交流課 に関する調甕」アンケート調 翼なる人たちが書藁や文化の違い 講査（ルビ 26．3％（ア．845 のうち、16歳以上全霞 も外国籍市民

査報告審（平成13無度） を超えて，共に生活できるまちつく 付き日本 人） 意識調査を契
り」を鍵現するために，これまでの 語） 施している
施策を冤遷し，よりよい施策を検酎 ヒヤリング 會ヒヤリング調

する釜礎嚢親を整える罠的で翼施 遡鷺 董については，

別需｝に報衝と記

載あり



随
い
N

麗◎ 発顯
i都遵驚1
魔行　　　轡 魏

行
タイトル・

@　　　　　　　　　　、

こ 饅就

ﾝ馴
奮⑳鼠的 繭　の 鯛 翻竃彩i鑑 サンル数

?効回筈餓，
サンル　　　法

臨劉》、． 錦．、 癬腹轟
（儲麺）・

6 5．秋田県 秋田県学衛圏瞭 2GOフ 在住外圏人に關するアン 往柱外翻人に必要とされる藤を 黙内在倥外国人約毒，600人 夜住外麗人 質問紙 蓬74／27％（配 綿歳以上の登録外圏入 壷25市町村に
部学衛圏際政策 ケート翻蛮 探り，多文化共盗社会を鑑進ずる 7ケ国語 布数6躇0件 6創人（内訳①掻内の良 対する質問紙
課 うえでの参考，及び，行政・劉瞭交 （ルビ付き 累6引回中21 本語教驚受講者293入② 調董

流櫨会の今後の事藁椎進の参考 日本語， 件が不逮） 秋田痢他給市町村（協力
に 英語，中 市町村）の外国人登録者

国語，韓 名簿から無作為抽出
国語，ロシ

ア語，ポル
トガル語，

スペイン
認）を郵送
草書帯，回

7 6．寅形累 （財）鍼形黙麗線 2008 出形県在住外国人アン 可 在伎外國人の翼態とニー　理纒， 外團沢登鍮雪　2，押華人（平成3 筏住外爆人 質懐紙 180／23．8％ 外圏人登録台籟から一定
交流騰会 ケート調登詣業 図際交流協会の中間経謹翫画籔 黛）⇒7，703人（平成17鐸〉 4ケ国語 （サンプル数 捌舎を無作為抽出，一部

定の参考に （ルビ｛すき 793件のうち36 AIRYB本語教室の受講
慰謝認， 件が不逮，配 者を含む
英語，中 霜数757件〉

圖悪，韓

国嘲麟
語）を郵送

配布，園

7福轟県

8 8．茨　繋 茨域県生活環 2006 茨　繋外團入翼　調壷報 外圏人の翼，．生活＿　に間する 生活者・労鍵　としての外翻入 在住外圏人 質感紙 729／13．7％ 累内の外国人壷録　から
部園際課 膏書 間懸や璽釜の掘纒 の増撫 沁ケ團語 （絡歳以上の 無作為抽出

（日本筆陣・ 在住外数人
葵霧蒼・中國 5β◎9入［平成

語・韓國 16隼12月宋の
藷・ボルト 外酔人登録者
ガル語・ス 数の10％］）

ペイン語・

タイ語・フィ

リピノ霞蚕・イ

ンドネシァ

語・フラン

ス誘）郵送

醗布・園奴

9 9蛎木県 木県生活環 20G5 在圏外隙人異態翻責報ロ 日常生活の翼態や慰識，行政への 平成親葺　に婁，調奮をした 在伎外國人 調変票 3韮5／26．3％ 縷化（市町村）無作為抽

部騒際交流課 書 要豊を抱握，今後の旛策に反映 が，その後も外墜人は増加・定 8ケ国語 （2004年9月8 出法

佐傾向 （玉本語・ B理在で霧20
葵謬琴・串墜 議以上の外璽
震藝韓圏 人登録者
議・ボルト 1，200入申有

ガル語・ス 効発遂数
ペイン語・ 1，050件）

タイ語・べ

トナム語）

郵送配車・

日収



一
ω
ω

鑓。 顛・
i蘇遜騰：
鑓｝餐高高

行遷
iダトル： 晦セ

ﾝ箏
の翼 の 鷲 翻　懸講 曽ンル慰

ﾗ勧翻答鍛，
暫ンル　綴　淺

照劉） 奪 圓膿譲凄：
く縫灘）

10 1◎．霧属票 太紹欝地域日本 董997 共生のまち　くりを習旨して 文化庁 目障語　万事禦（鋒本語　繍の設 外国人住民の、増，闘本誘学 外圏人展倥 歯質紙翻 429砿OGO人 綿歳以上の鱒團人住罠 磯他，晃璽緬と
語敏蕎推譲委員 一雨田市地域霞本語教欝 婁囁地 置や遷膝口擬，地域i証本語漏薄の 翌のニーズ増 査（選択 中） を無作為抽出（袖出毒 して臼系ブラジ

会 擢進委貴会報紫璽一 域臼本 内容と方法を検酎）捲進の墓礎資 駿・騨定尺 9β％） ル人父母・日本

闇闇驚 麟の間隔 度・母語つ 語担当教員へ
推遂事 き）／闘き の質問紙調壷，
簾 駁9調奮を 日系ブラジル人

補充的に 児童の在籟学
異施 縁への参与韻

察睾護告あり

11 1乳埼ヨ鹸 埼玉県総合政籔 2007 多文化共生社会　くりのた 可 多文化共生牲貧」翼環のために 在住外圏人 質問紙調 84葉／22，9％ 〔1）帯町村外生人登録窓
齢圏瞭課 めの鶴山報副書 県内筏｛主の外闘人の生活案態や 査6ケ圏 （調壷票配霧 環で配布．窓自への握出

残敵への要望を麹配し，今綬の 語（簡鏡な 数3，678人） または郵送による獺奴
購・市町村の濾策の基礎資斜とす 日本語
る 英語、中

圏語，韓

國嘲鮮
語．ボルト

ガル語，ス
ペイン語〉

12 1嘩煽滋票 埼玉県総禽政簗 2008 外回籍四民珊珊モニターア 霧 篠伎外團人支．・多文化共生　ヤ 外国籍県民 アンケート 69／67，0％（モ 曾平17用度以
部匿際課 ンケート翻簸織畢 旛策の雷考に 漿敢モエター ニター103名

?）

降短年あり

13 12．芽纂県 平藥堅環壇生活 2GO2 千蘂銀園鎌致　　礎翻奮 平　　　14奪三（2GO2）　　　二野葉県圏瞭 外團人｛主民 鉄扇縫腿 フ85／31．4％ 市町村単位の鷹籍別登 磯1多に県民
部文化園瞭課 翻嚢報管窟 政策推進プラン」作成の基礎資斜 査6ケ国語 （画収数795， 録者数を藩に抽出し，霧 への調董・賑部

として （ルビ付き 園収率 町村別・圏籍劉の標本数 に留学生調査
賛本語・英 3！β％，2，500 を決定 あり

講・ハング 人（20歳以上 倉Webは概酪版
ル語・中團 の登鑓在住外 のみ
藷・スペイ 圏人）

ン語・ポル

トガル語）

を郵送

14 12，干藥醸 鍼ケ谷市市長公 2GO8 鎌ケ谷窺四四四維燵のた 外國籍｛主刑の翼態や生活上の 外圏人｛主民 質問紙調 η0／16，1％
整企画政簗課 めのアンケート講査報衝欝 要を把握し，鐘ヶ谷市特有の謬題 嚢2ケ国 （18歳以上の

を見定める 語（ルビ付 外圏人登録者
き建艦語・ 魏．055人中，

国縫）を郵 有効発送鐵
送 872名〉

15 12．千藥県 船橘布襲魑課圏 2008 20◎8Ei本語　牒学習者ア （前楽）日本誘毅　学習者アン B本語教室 アンケート 2G7 船橋市国諜交流繍金力
線交流黛 ンケート繊漿 ケート」：萩野爺圏瞭交流協金によ の学翼者 講査 実写するボランティア日

る臼本語学習や巳本語教室に蘭 本羅黒鍵の外国人掌留
する剥蝦25闇（綾繁）r外国籟県疑 者に配布・團叡
生沼アンケート」調蛮；千葉県総合

企画部翻躁室による多文化共生絶
策の基礎資料となる絡問

16 13菓京都 財囲法人　宿文 2004 平成15葬二亀　　甕斥懸腕1こお1ナ 臼本人住昆と外観籍住民の共生を 外翻人佳民， アンケート 霊ρ49／21、0篇 外盛人登録原票から蟻純 魯溝本人俵罠
化・圏瞭交流財膨 る壷井籍威民との共生に閾 円滑に唐行させる旛策馬鹿のた 欝本人住民 翻壷・イン （標本数 無作為抽出 への質閣紙翻

する翻画報儀馨 め，銅本人住民の外国籍住民への タビュー講 5，00⑪〉 簸・インタビュー

意識，外国籍住昆の地域との間わ 壷 調査，行政窓Q
り方の鍵態や得政への婆鍵を調壼 や関係［灘本へ

のインタビュー

調査あり
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霞ρ 分 鏑噛 勢 タイトル： 親醜 鶴齎の舞 圏　の 醐　形 サン　ル サンル　　方
（都道麿 行． 入畢 膚効回答餓，

＝「＝∵「．曝剥｝・ 鎗 園収廉
（鋼麺）

董7 13，東票 東東都生活文化 2GO5 東京在住外国人リ小一ト： 可 内在佐の外圏人力どこでどの、兵 在住外國入増加にとない，地 エスニック・メ 舞問綴とイ 35／42．7％ 都内およひ近醸に提点を
局文化振興部事 エスニック・メディア及び外 うなネットワークを簗いているか，ど 域住民との閲に生活ルールや ディア損崇者 ンタビュー 璽くエスニック・メヂィァ

秦推進課 国人支援國体簿への醐査 のような問題を抱えているかを控 規則をめぐるトラブルの増加／ 講査 149誌のうち82器
握 外国人に有用な惰報が伝わりに

ｭい

14．剰ll 購繭市市昆局圏 蓬993 訓繭市外國籍斎民　識案 市内に住む外圏入の生活翼態，慧 1992年環　、総人羅のt6蒙％が 瀦綿　以上 翻壷粟5ケ 1．146／ 覇16　以上の外翻人畳
県 際室 態調査報管密 見，霜や翻への翼墾などをできる 外國籍｛主昆であり，定往外國人 の外圏人登 国羅（E体 38．2覧（標本数 録原翼から無作為に

だけ正確に知るため，及び，外国 といってよい居｛主奪数を璽ねた 四書 藷と併詑し 3，000標本，画 3，200標本を当帰し，さら

籍市民への施策を今後より充璽さ 韓國・朝鮮籍の人々と，最近来 たハング 収数1，187標 に満18歳以上3，000標本
せるための基礎資麟として 巳したニューカマーの人々が ル版，中 本） を抽出した

墨なの捌合で農住している 麹語，英
語，ボルト

18
ガル語）

14，　川 li陶市外圏孕市 毒995 lll蘭市外國籍窺民慧識翼 前回（1993）質問紙調査の　量的 18力国 面接調壷 68（18隣国／ 1前回（1993贋問紙講 用繭市外国籍
県 民窟識異態講査 態言周奮i　報蕾轡〔寮前置濾妾 データをさらに掘り下げて理解する うち1名は日 責で興味深い回答を寄せ 欝民意識案態

研究委艮会 調査編〕 とともに、同講査ではぽとんど触れ 本国籟〉 ていた人25名，②用崎市 調鷺報憲書毒
られなかった事柄（幌：外国籍市民 の鯵常援助を受給してい （1993）の事例

の憲族生活など）について群しく知 る留学生申6名，③紹介 調査（ケースス
るため による漸規35名 タヂィ〉

雀9 14、　川 浜市　務局闘 1996 外国人市民生活翼態調奮 葉）外圏人市民の労馳・住居・　蕎 外国人市民 ・アンケー アンケート調 ・コン　ユーターによる無
県 際窒 報告蜜 などの面からの生活翼態の杷樫 ト調査 壷； 作為抽出

2）既霧の外鍵人市民旛策の周知 ・ヒヤリン 922／32．9％ ・ヒヤリング調査対象者は

度・利聚度の掘擬 グ調壷 （うち，1952無 アンケート翻壷票の返送

以前論賛又は 者
霞本生まれ
353標本，

1953隼以鋒来
日635標本，

横浜市全域・

横浜市内に屠
住する外圏人
登録者のう
ち，満16歳以

上の男女騒人
3．000標本に

製し巴里にて
異施）

ヒヤリング翻
査；

W本数20人に
対して，飼人

面談による聞
き取り
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頚／ 範行晦 ii二 錯：、i タ壷ル∴、 懸 の鷺 鰯　の 壷形 サンル鞍 サンル　　方法｛醐磯’，駆溺｝デ：
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行：∴：

ｳ。
入箏1 祷効園笛融，

P収轟
（蟷脅）

20 雀4神　川 （財）浜市海外 1998 外固人臼本語学留ニー 浜に住む外翻人日本籍学翌餐 市内＿域の アンケート 1，1G1／45．6縄 市《のボランティア教霊
県 交流協会 翻査報告蜜 がどのような生活の場醸で扇本語 日本語ボラン 9ケ函語 （醗布数2，4毒6 や留学生会館，外團人団

を使うのか，また学習者のB本語 ティア教室で （日本語． 部） 体，外國人支援賜体等の
学習への動機や日本語ボランティ 学んでいる外 ポルトガル 闇闇を得てアンケート用
ア教案への期待など，臼本語学馨 国人学習者 籍，スペイ 紙を魏筍・圓収
に関する漏一ズを翻資する （現在学習し ン語、中函

ている人だけ 語，韓国・

でなく，これ 轄鮮語，タ

から学智しょ イ語，ベト

うとしている ナム譲，カ
人も対象とし ンボジア
た） 語，英語）

材ンタ
ビュー←行
動観察（8
名）も併行

して行って

いる

21 韮4，　川 かながわ自治鯵 2001 神那II隈外圏籍住民生活 外圏籍市民力，職簗，地域祇会と 外麹籟窺民 アンケート 1，007／37．2馬 外圏人登録原票から等間
県 の團際政策研究 鍵態調董報告魯 の蘭わ9．情報の入手，家族，教 調査1下ケ （標本数 騙独出

会 爾，医療・福祉，行政機関，公共施 落籍（E体 3ρ24）
設の利用についていかなる状況に 語，英語，

おかれているかを明らかにし，今後 φ識語，

の施策展騙の基礎資料とする ハングル，

スペイン
謹，ボルト

ガル語、タ

ガ職グ譲，

タイ語，べ

トナム語，

カンボジア

語，ラオス

黶j
インタ

ビュー講査

22 14．　1縫 相模原市 2008 平成19蘇三　閣き取り講査綻 窺内在住の外國人市既力，地域社 さがみはら国線ラン餓　の 外團人市民 調簸票に go（概ね16歳 ・市内でB本語教窒」を
県 累報密奮 会との関わり，摘報の入手，家族， 瞭に塞施した「文化芸衛等に閾 錘つく幽き 以．と，鶏本言吾 開催している団佑の協力

教密，医療・福祉，行政機闘・公共 する調鷺（市毘アンケート醐 取り調査 教蜜43，戸籍 により，「目本語教室」に

施設の利用などについて，どのよう 査）」を補完 伎民課窓Q 出向いて闇き取り
な状況になっているのかを直接聞く 47） ・戸鰭住畏課窓Ωに来た
ことにより，「さがみはら圏際プラ 外国人市罠に協力依頼
ン」における國際化旛策の基本的
方向性を決定するうえでの基礎資
麟として活用

23 15，漏県 瓢潟県総務　広 2005 県属アンケート調査報q奮 外国人の　住に対する認識や諜 県民アンケー 183／91．5％

報広聴課 外圏人との共生社会につい 題について県民の意識を講査，施 ト饅査協力員 （協力曼200人

て 策に及映する 中）



湊
α

麗。

（都遡購、
舞行　　　壷 蜷

行
参イトル． 腿畿

??
圏簸の匿 の 翻． 甕形嵐 サン　ル

ﾗ勲蹴笛蝕，
雪ンル　出

盤劉｝、． 舞 圓収融
（騰舞）

24 15．漏県 薪漏県・（財）潟 2004 潟県在住外翻人生活ア 可 平　　14奪三～　毫斤潟県錘司際｛ヒ　　進二大こ 外團人登餓者数力この10年で2 在住外圏人 調嚢累 601／40．8％ 無作為抽出
掻翻際交流協会 ンケート講査報告書 翻」策定，在住外国人の住みやす 俵 5ケ圏語 （配霜数

い環境整備など國際化旛策の推進 （ルビ付き 鱒73．サンプ
のため 刷本語， ル数1，600うち

英語，中 下27件が不逮）

隠語，勧

儀嘲鮮
語，ボルト

ガル語〉郵

送鍾蹄・回

25 15．薪漏累 柏麟布・（財）崎 2007 新漏中越沖塘縷柏繭市 中越沖地震において，柏繭市在住 稟質緑藻民 アンケート 174／25．7％ 柏繭制こ住む18引取よ
地域国際化協会・ 在｛野外團鰭佐民へのアン の外圏籍市昆がどう懸じ，どう動い 用紙6ケ の外国人登録者饗帯702
（財噺潟娯園瞭 ケート簸酷烈膏書 たかを捉握することにより，災退時 麹譲（筋易 轡帯を｝尋象に翻壷
交流協会 における情報伝逮手段や日常の外 な貝本語，

鰯籍住葎…に対する活動を晃直し， 中指語，タ

多文化共生に向けた体鰯を擦るた ガQグ語，
め タイ悪，韓

劉認，英
ﾞ）

26 16竃山県 鵬県知　政策 2GO6 とやまの在佐外國人の状 可 多文化共生　進　ランの籔　に瞭 篠｛主外闘人 講董蒙 481／48．1篇 堅内各市（笛役所窓口，

整國際臼本海 況（喪佐麗筆人に対するア しての参考とするとともに，今後の 5ケ圏悪 小串学校簿へ通う児童生
敢策課 ンケート概査麟果から） 漿及び市町村の多文化共生旛策 （貝本語， 縫の保護酎，圏際交流

や圏点交流圃体簿の今後の謬難 英語，中 闇闇，外出人が多く従轟
の企麺・翼施に際しての参脅とする 圏語，ポル する事禦訴等を通じて，

ため トガル語， 照査籔を翫布・藏収
タガ日グ
窓ｼ）

27 17．石川累 石巌県国際交・』 2007 石li隈在住外圏人アン 外転人と地域倥幾力ともに生き盆 石川県内在 講董顕 園収数282（回 石川堅内巌住の外慶人
課 ケート講査調査諾墨画膏 きと安心して暮らせる、多文化共生 佼の外閣人 6ケ圏語 収率94．o％） 登録者300人を対象

書 の地域祉会づくりを推照する施策 連荘者 （ほ本語，

運常の蓼毒とするため，及び，照 中囲語，ポ 翻壷対鎌の抽出，調査衰
内に在｛主する外圏人の生活翼態， ルトガル の配籍幽収は各茄町村
態識等を掘握するため 譲，英語， を遁じて察施

韓翻潮鮮
語，ロシア

黶j

28 18．福井 福…棒繋　鑑労鋤 2007 剛臆圏人アンケート調壷 可 在勤外睡人力どういつだことに圏っ 平成18葬劉2拷家理篠で外圏 桑内在住の 調査票 788／77．5％ 県内の餐市町等を通じて
部圏際・マーケット 織集 ていて，どういつだことに支擬を求 人登録者数14，絶3人，10年で1．5 外鼠籍の 5ケ翻認 （配布蜘，◎16， 5ケ園語（ルビ付き礒本

戦賄課 めているのかについて翻壼 倍 方々嚇建永 （ルビ付き 醸船価812， 語，根語，中国語、ボルト

佐餐を除く） 鷺本語， 画収用79，9粉 ガル語、韓国語）で俘成し

圏際交流鵜会をはじめとする支 英語，中 た調壷粟を配霜・鳳収
援霞｝偉こ｛こは，欝藥，生活文化・ 国語，ポル

習慣等の遮いから生じる様々な トガル藷，

生漉掘談が審せられている 韓墜語）

19仙梨隈



畠
刈

勘 懸 鑑行　　　嚢 露 イトル 眠 の羅紬 鰻惣瞬 瞬簿 翻簸滲鼠 曽ンル勲 夢ンル鞍　　議
（都逮憲 行 凹凹 魯幾隈警勲，
羅甥＞r 塚 鴎膿覇

騰舞）

29 2α畏野隈 長野墜企醐部入 2008 長野県累罠慧識翻蛮及び 可 驚，労髄，医療などの分野にお 近隼，國懸化の’展に俸い外 20鍛以上の 調壷粟 き，041／！8％ （ア）藩町射の外国人登
概・男亥共嗣参濁 外圏籍漿民翼態講壼 いて，様々な課医聖について翻劉的 麗籟繋罠が壇細 外圏籍県残 7ケ圏語 （翻壼配祐人 録鶴里で翻壼粟を醗布、
課 異体的に検認する多文｛ヒ共生研 寧累毒…〈墜本 （異本護暮， 数5β窮人〉 （イ湘本語長竈へ翻壷

究会への藻礎資麟とする 人）への調奮 ポルトガル 羅を配布、（ウ〉母語譲教

も同時に異範 羅．中國 室へ通う搬誕生縫の録護
議，タガ賑 者へ調董票を醗瓶（エ）
グ藷，韓 入翻管理局長野出切所
国棚欝 受付窓Qで調蛮蔑配窃
語，タイ

語，英語） 対置年齢20議以上

2萎厳畢県

30 22瀞瞬鼎 浜松市地域臼本 1996 日本語　欝ニー　調壷瀦 文化浮 入　法改正以　の鍵系人の悪増 在住外圏入 アンケート 288／96．0％ 御役所・国藤交流道会来
語教育推進委員 果報管露 地域日 にともない，浜松における饅本語学 （配姦数3GO） 訪餐，資本§藝教室受講
会 本認教 習者のニーズの確認，B本誘教脅 盈，ことばの教室の保護

欝事簗 の在り方を再検討する 者

31 22静岡嬢 浜松帯企画部騒 2003 浜松市におけ’る　ラジル人 不況下における爾米出舞者の生活 黒外圏人登鍛者数に占める16 17歳以上の 調蓋票（’・ 253／尋6．0穐

諜課 市昆の生活・就労翼態講査 や慧識，就難や経済状況の総裏を 歳未瀟のブラジル崖壕登録者 ブラジル人， ルトガル （配帯翻鞍数

把握し，今後の外騒人市民のため の翻会が墨O．9瓢1992）から ペルー人，そ 語〉 550）

の絶策に反映 20．1％（2eol）になるなど，巣鋳 の南蛮米出
の出稼ぎ鴎憲族滞篠への悪遽 身者
な移行，幽幽ビザの申講数も急
激な増却

32 22．静瞬醸 浜松市企爾　国 2◎07 浜松市における爾米系外 これまでの爾米誌外国人対鍛とし 押識以上の 講壷蒙 t253／48．5覧 1外圏人登録分（無作為
繰課 国人の生活就労翼曲輪査 た藁蕎の繕続講査，r浜松市握鼻 薄乗系外圏 2ケ国譲 （配布数2582） 抽出）②企簾経虜分③外

置銭麿 都市化ビジ覇ン」の改定に段立てる 人（ブラジル （ボルトガ 圏人学校経由鈴④公立
ための基礎資騨として 入，ペルー ル籍，スペ 学校縫出駕

入） イン語）

22瀞隅隈 静岡暴漿民部多 2008 静岡醸外国人労働翼態翻 興内の外圏人労鋤麿とその家族が 県内の外國人登録餐　は　ラ 肇派遣元・讃 調奮票 183／2フ．フ％ 1嬢労鋤局より入手した
文化共生量 査（企鑑翻査）報告審 興内で生活するにあたり，どのよう ジルなど臼系繭崇人を申心に増 負毒漿駈② （蔭己鞘290＞ 際生労働大臣の許可事

な労鋤環境を墓盤としているのか， 撫 派遣先・淫文 ②1，032／ 簗所ないし届出事鑑所の
企婁測，労働者測双方の露態を抱 毒駿所 3＆2％（認擶 名簿と，これまでの調蒼

握することで累等の行なう多文化 2．675） 漉動で入箏していた黎務
共生旛籔の吟詠壷麟を得るため 講闇闇船囲の名簿をもと

に，外翻人労働餐の派
遣・講負藁と思われる300

33a 教を抽出（その奮聴で厳

絡な無作為紬出ではな
い〉②画工会讃所，商工

会の櫨力のもと，製造業8
創，建築蜘翻，その他1
翻の比率になるよう会員

企藁を無作為門出

22瀞商隈 静岡県票民　多 2008 蘭県外圏入労饒撰態翻 漿内の外圏人労働者とその家族力 県内の磐國人登録者数はブラ 絡歳以上の 調整票（’・ 1、922／35．3％ 1外圏入登録原簿から無

文化共生窒 査（外圏人舖査〉報蕾書 県内で生活するにあたり，どのよう ジルなど臼系欝米人を中心に増　　　　　　　　　　辱 ブラジル人 ルトガル （醗亦数 作為抽幽，郵送配布翻収
な労働環墳を基盤としているのか， 加 （ブラジル磁 語〉郵送法 5，246＞ （湊松市，磐寒露、拗ll

護摩騨，労働餐卿双方の翼態を翻 勇の臼本騒 と配転法 市などブラジル人が1，000

33b 握することで票簿の行なう多文駕 籍取得者も の耕用 人を超える市を調戯対象
共生施策の蓬礎嚢料を得るため 禽む） に選定）②小中学校緩虫

で保護者に配筍③蕎等
掌校経由で保護者に配
z
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艮0 箆噛　　箪 発 イトル、 麗就 鯛　の昌的 圏　の鷲簸 壷　鼠 調董形 サン　ル サン　ル　出
（都避麻 行 入手 麿劾陵答勲，
曝劉》 聯 園収轟

備考）

34 22．静岡県 カん1れ！　ラジ 2009 浜松市軽済状況の悪化に 経、状況の急激な悪化に伴い，浜 経済状況の急激な悪化を受け 浜松霧内在 闇闇員に 2η3 ラジル人住民が多く集
ル人会議 おけるブラジル人箋i態調査 松市在｛主ブラジル人にどのような て 住ブラジル人 よる対薗ア まる場所（ハ翔一ワーク，

纂群結桑 影響が出ているのか調査する ンケート方 区役所，国用交流協会窓
式（ボルト 口）へ調査員が出向き，

ガル語＊ 対面式で凹凹
日本語踊
駅版あり）

35 23愛知桑 愛知県地域　輿 2008 いち多文化共生　’　ラ 可 廻しい国際化の　黙許　の方向 愛鰯察内の 調査票の 489／24．5％ 県内の外國人登録者の 命臼本人累民
部圏瞭課 ン　　愛知県の翻際化に関 を示す噺たな螺線化推遷齢團」策 外国人登録 郵送醗布・ （2ρ00人中） 多い10市の外國人登録 意識調i葭も固

する累民意掛額蛮 定の藩礎資料として 者の多い10 回眼（建本 者の中から無炸為抽出 時に婁旛
胃7に在罪す 諾の他外
る外團人 圏語1力翻
2．000人 語の2露

黶j

24．三婁黙

25．滋賀県

36 26．京都・ 京　市総務局国 20G7 京　市外圏籍市罠　識・婁 苺 前回（10黛前）の　策の結累に対 前園翻壷よ崩0年が経過し，そ 筏住外圏人 アンケート 979／26％ 外出人登録病名簿を用い
際化推進蜜 態翻董報告書 する外国人の受け止め方の把握と の関に外資籍住民の状況が変 4ケ国語（ル （3，700人中， た腰化抽出

今後の施策作りの螺顯を角いだす 化（例：証印貴の高齢化と糧代 ビ付き臼 撃茎R：オールド

ため 交代，婦化による韓国・朝鮮籍 本語，英 カマー594票，

の子どもの滅少，留学生の増癩 語中国 鳳ユーカマー
や残留孤兇闘係の中團籍者の 語．ハング 385票）

増舶） ル）齪畜・

回収（とも

に郵送）

37 27。大販・ 大阪市外国薮住 2002 外國籍住民　　　酎に係 外國　住昆の生活翼態，目本社会 20G1黛3月家環在，大藩市にお 外国籍倥民 調査票6ケ 1、190／44， 外國人登録原粟より4／40 同　にB本国
浅施策有識者会 る生活慧識簿調査報密轡 への慧識，自分が受けた蓮別や傭 ける外国人登録養数は判8，926 国認（日本 2％（調査対 推i出，国籍別データ1こつ 籍住民2、500人

議・大阪市 概要版 晃などの経験を把握するとともに， 人（韓国・朝鮮籟95．988入，申國 語，毒悪， 曝者数2．691 いては韓醗・朝鮮籍は全 対象にr大阪市
共生社会翼環に不可欠な相亙理 籍13．995人その他＝8，943人） 中国語， 人） 捧データの国籟別爆別を における外翻籍
解に関わる慧識を把握するため， ハングル， 活用したが，中国・その他 住民との共生社
平成15焦に予定している「轟本指 スペイン の国籍につていは補思標 会案現のため
針」の毘噛しに向けた釜礎資料と 語，ボルト 本を含む1／紛抽出により の意識調i翻翼
する ガル茎鋤 圓収した調査票により分 施結果も綱パ

析 ンフレット後刷

に言δ載されてい

38 28．兵庫県 戸市外圏人市 要確 外圏入帯民生活・意識翼 外圏人市民から礫頃の生活異態 戸市在｛主 アンケート 331／28．3％ 無作為抽出及　，

民会議 認 態審糖～集針結集～ や行政サービスなどについて麿冤 の外翻人肥 講査躍 （1，169件痩己 外翻人コミュニティ闘係鋼

を聞き，今後の市政を推進する上 罠 裕総数1．230 俸の方々
での基礎責料をえることを目的とす 一宛先不明61
る 通）濡1，169＞

29．　県

30．和歌山

ｧ
31，，取隈



蕊
ゆ

麟。 分麟…～ 攣行餐敏 難1 圏　の鶏

`

（都道騰畢稠｝∵
行．1

ｳ1

タイト’レ　　　・㌔一 翼醜

?手ｒ、
翻　の　鰻 翻壷対 燈形……鎗 サン　ル

?効翻憲致，

d齪躍

静ンル　慮方

（儲考》

39 32轟掻県 島　県環境生活 2006 平　匪7痒　　島　票在住 在住外詞人の塞態帰納，地域生活 jg99闇闇四幅の漿内外国人登 県内17市町 翼問綴 フ37鯛嚢対象 県内著フ市町村在住で外
部文化国瞭課 外飼人案態講査報管書 において在住外圏人が必要として 録者数は2ρOO人で，うち3分の2 村在住で外 5ケ陵語 人数2，587） 圏人登録をしている20議

いることを掘出するため が韓團・朝鮮籟であり，戦闘か 圏人登録をし （饅本叢藝， 以上の外曲人のうち2，網4
らの臼本在往餐とその予孫だっ ている20歳以 英語，中 人に調査衷を送付（☆選
たが，2◎05年には外国人登録餐 上の外国人 国議，韓 出方法は不明）
数5β69入（15年閥で3倍近く増 圏翻鮮
加）になり，圏籍も多様化 語ボルト

ガル語）

在住外国人急増に伴い，在住 （郵送及び

外国人を敢り轡く譲問鷺の解決 手交によ
を霞指し，平成12黛度に在住外 る配鞍）

國人翼態課蓋を翼施

葡園の調変から5隼経過し，問
懸がどう変容し、何が求められ

ているのか，またこれまでの取
総の戒集はどうであったかを掘
興するため今回謹選を減配

40 33．岡山県 爾霞市・岡山市交 2003 賜由市外癩人里民代籔餐 異なる歴　や文化を　つ外国人市 鋼山市内に 質澗紙 6凄4／38．4％ 外園人登録原蔑から無俸
際交流協会 会議里諺愈軍配牽報密 民の愈見や要塑を市政に反映させ 居｛主する外 5ケ識語 （1，600送付， 為抽出

魯 るシステムの基礎資麟として 圏人登録者 （ルビ付き 59不達）

で溝20歳以 献本語・ハ

上の男女 ングル・中

謎語・英

語・ボルト

ガル語〉郵

送による
配布と回
収，餐促

状を締め
切り後発

41 34，島県 島市 2003 島蒲外国入愈識翼態調 簸
｝ ｝ 一

質問紙 1，03薯／33．8器
｝査報告奮尋要旨

42 34，島県 ム島市 2096 縄市多文化共生のまち 島毒の外函籍住民（無飼籍禽 外飼人に対する煽見・菱剛を鎌 広島市外國 不明 不明 不明
づくり樵進播針 む）が書葉や文化の遮いによる不 除する啓発活動を進め，多文化 人市民
～互いに認め合い共に生 安などを櫓えている翼態があること 共生推進プランの策定に向けて
きていくまちづくりを昌指し から，これを解消するための支援を

て～ 行い，暮らしやすいまちづくりを進

めるため，さらに，外國人鰻光客に
対する配慮のため

嬬3 34。島県 東広島市 2008 東　島布国際化　進　ラン 隼々増加傾向に　る外團人甫民の 東広島粛に 調壷票 240／24％ 無作為拙出
～心豊かに安心して暮らぜ ニーズや生活よの間慧点を杷握 外飼人登鎌し （1，000人）

る多文化共生のまちづくり し，今後の東広島市の圏線化推進 ている瀞6歳
～ 施策を進めていくための藩礎資料 以上の者
外圏人市民アンケート講査 とするため

結累

35出鳥県

36総島墜
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ﾗ効画管撒，
サンル

騒劉）、 無 画鞍察
（麟蓼）

44 37．番1緩漿 香月1県総務都園 2006 外開人住民と共に　らす香 可 堅内在住の外翻人肥民が抱えてい 外囲入住民とEl本人｛主罠力，蟹 緊内在佐外 アンケート 277／70．1％ 市町に外圏人伎民の
際謬 川づくりのためのアンケート る問懇や要鍵などを把握し，誉川 籍や欝譲などの壁を乗弓越え， 囲人395人 調査 （395人） 割台で劉り振り誘査を依

集謙緒果（外圏人住騰と共 緊における多文化共生に向けた灘 ：巨いの文化や生活習慣などを 顯

に募らす翻llづくり推進計 本的な考え方や興体的な施策に及 募璽し，共にいきいきと安全・安
画） 映させる 心で豊かな生活を欝むことがで

きる書爆づくりを基本理念として

いる

45 38．愛媛県 愛媛県（国際交｝ 2GO8 愛媛堅在繋外職人生活翼 社会や縫，の発展に伴い，生活環 本県では平戒7年度に在梁外圏 愛媛県内に 翻査票（郵 651／35．3％ 二段無｛乍為抽出法
課）・（財）愛媛県 態講査報告轡 境や住罠窟識の変化が予想される 人の翼態翻資が窯旛され，その 在嘱する外 送による （拙畠餐数 第一段は市町6，第二段
翻瞭交流協会 在県外乱人の塞態調蛮を鍵旛し， 結集簿を踏容ミえ，　平成8舞ε度1こ 勝人で，特劉 配布およ 2．OOO人・無効 は鰯人2．GOO，

今後の地域の圏磁化に幽する墓 「えひめ圏際化擢進基本方針」 蜜語者を除く び回収） 画管財157
礎壷劇を修成する が簸定された 硲歳以上の 人，調質対象

男女（平成19 餐｝β43人）

外国人数が冠婚閣（平成8琿か 年フ月忌理
ら18自知）で約2．2倍となってお 在）2．GOO人

り，文化や書議，生活習慣の違
いを超えて，外國人が地域住民
と網互理解を澱めながら，ともに
安心・安全に馨らしていくことが

ますます璽要となっている

39．知曝

46 40，｝ ﾀ県 福岡市地域痢本 2GO毒 夜住外國人の日本語翌得 碍本謡　胃を軸とした地域の圏際 在住外翻人の増加に俸い，Ei 肇福岡市在 アンケート 餌葉3（1，000 1無作為で郵
語教膏椎燵婁員 支擬活動からみた生活支 化の翼態把握と臼本語教育の支援 本社会の国瞭侶が全團に広 佐外騒人 翻壷 部郵送したう ②…静渡し

会 援のあり方一福爾市地 体制づくりを翻壷するため がっている ②橿岡市地 ち）

域臼本語敏齎推進事簾輯 域日本語教 ②305（350部

潔白 商描選委員 手渡ししたう

会の婁最とな ち）

んらかの関わ
りがある学翌

47 40．｝ ｪ黙 北九四市経，文 20e5 四隣甫民アンケート四周 らゆる国　の市昆にとって募らし 外開籟｛主脳 アンケート 1ρ00（18　以 国籍劉に講董対　数を設
化局国際交流課 鰻智魯 やすい生活綴境の整備を騒るた を醗霧・園 上の外圏籟市 定後，外国人登録名簿か

め，次期「國瞭｛ヒ推進大鰯」作成の 収（ともに 畏） ら無作為書由出（韓願・朝鮮

基礎資麟として 郵送） 400人，中國200人，フィリ

ピン50人，その他350人）

48 40福爾醸 福岡県生海労働 2GG7 在住外爆人力生活しやす 平　紹 福罵藥夜佐外国人の生活上の閥 津田，繍鰯の　圏人数録者数 ｝圏市，北九 ピアリンク 外国人49 一
倉関係する臼

部闘際交流課 い地域づくりのための講査 年度ア 麗や相談先，闇麗解決までのプ環 が増蜘しているのに比例して， 餅市，久留米 講奮 鶏本人沿 本人にもあわせ

報蕾書 ジア入 セス，また臼本人｛主浅との交流状 福岡堅における外圏人登録奢 市，大牟田衛 （福岡町外墜 て講壷

材交流 況や外翻人間士のネットワークの 数が奪郵貯知餓満にある 簿筑後地屡， 入登録者油鼠
研究聯 轟轟簿について細翻し，海外の多 窟鏡帯簿に 45．758入）

簸 様な人材が集まり．地繊｛主罠との 在柱の外籔
活髭な交流がある地域づくりに必 人，及び圏係
璽な憂慮旛策を擦るための翼聯と する日本人
する

41．俊翼繋

42．長繭県

43熊本鼠

44．火分暴
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磯3．その他の機関による調査

糧。 麟：1…r 鮪行麿：；，．．　暑 範．．r タイト’レ：． ．想鍍 翻壷の爵麹．㌧　　　　　、． 圏壷の鷲蟹 翻壷対 幽壷i形…弐 サンル籔 サンル抽出方漆 備
費・ 、入。 有効回管激，
鎮・、 手． 厩収串

P　「こP．・　r

（幡考）㌧

1 北関東 團烹交通’　璽ま 2007 北関棄圏の　禦維　に向 平　18 可 北関東圏（茨城県・栃木県・群属 製造案力多い北関東圏では外 外圏人世帯 講査粟 738（想　揖帯 平　12年の墜勢調壷 命調査結果のあ
計翻局 けた企簗・自治体達携によ 舘度圏 県・埼玉県）の多文｛b共生の地域 圏人が地域の産案の重要な労 1．900轡帯中） より外國人世帯1，900 らまし」のパンフも

る多文化共生地域づくり翻 土施策 づくりの在り方を検酎 鋤力だが，外劉人・日本人間の 世帯を想定，調奮員の あり

嚢i報岱魯：北関東圏にお 劇発翻 生活トラヅルが生じている 訪問による外囲人欝 命アンケートは対
ける多文化共生の地域つく 壷 帯の確認とアンケート 外国人のほか，在
りに向けて 依頼・その場で回収 往貝本人・企藁・

鋤台体）とピアリン

グ（教育委員会・

地域1舌動団体）

一
義
N



團本のシラバス

〈申国帰国者のための圓本語教育：目標構造表〉

資料R．1の表は，申国帰国孤児定着促進センター（現　中国帰国者定着促

進センター）が1995年に発表した，学習語別のF目標構造表」のうち，

成人対象の『目標構造表（大人Iff　mタイプ）』（簡略版）である。

＊小林悦夫氏（中国帰国者定着促進センター）よりご提供いただいた。

143
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目標構造表（大人Ill　mタイプ簡略版）

大自標：「日本での生活、冒本人とのコミュニケーシHンに対する自信と意欲、それを裏打ちする基礎知識、基礎技能」

中自標1：（行動）身近な生活行動場面の基礎知識・基礎技能

∫小r寳擦尋
　　　　　　　　　　’r　　　　　　　　rT蓬罐；調篶榛：1 ：蓼　λ　ト

（交通）交通機関を利

pして匿的地に行くこ
ﾆができる（IE：更）

交通規則 ⑦徒歩や農伝車での通行に関する　’レールや2識　　を守って通
sできる（1豆孤）

◇車は左人は右、信号、道路・踏切の横断、自勤車
ﾌ内輪差、：危険行為（王∬皿）

道聞き ②よく知られている場断を指定されれば、通行人に道を尋ねて霞的
n（の駅）に行ける（1∬）／地図を見たり、通行人に道を尋ねた
閧ｵて、圏的地に行ける（遜）

電華 ③前もって行き方を尋ねて、経路図を書いてもらって、屠的の駅ま
ﾅ電車を利用して行ける（1）／…馨ねて、国的の駅まで電車を利
pして行ける（互）／葡　ってか　　　§、べて、目的の駅まで電車を
?用して行ける（皿）

◇駅の構造、路線図、時刻表の見方、人に尋ねる方
@等（斑）

バス ④2、3回奉ったことのある区間なら、停留所までバスを利用して
sける／前もって行き方を尋ねて、怠癖の停留所までバスを利用し
ﾄ行ける（丑）／前もって㌍　　　離べて、…（皿）

◇路線図、時刻表の箆方、人に尋ねる方法等（亜）

緊急時 ⑤道に迷ったときや事故に遭遇したときに’か　に　1　　めたリ
Zンターに電話連絡を取ったりすることができる（1）／道に迷っ

ｽときや事故に遭遇したときの幽（∬腿）

◇周りの人へ勧けを求める方法、警察・交番の役割
i1）

條t囲の人や交番（含：交番の役割）に助けを求め
驕Aセンターに連絡をとる（夏皿）



軍
ひ

（消費生活）消費生活 商店知識 ①q　の・睡の戚いや値幽の概略を知る（1∬皿） ◇デパート、スーパー、期ンピニ、個人商店、ディ
についての知職を身に スカウント店（IH皿）
付け、日常必要な物が ◇消費税、流通機構（生産者から消費者まで）　（1
買え、サービスが利用 ∬皿）

できる（1江通）
売り場 ②買いたい物のある一、一（IE皿） ◇表示（店内）を冤て場所を探す、人に尋ねて場所

を探す（1豆皿）
◇表示（サイズ、製造年月鶏、値引き）を見て物を
選ぶ、人に尋ねて物を選ぶ、試着して選ぶ、見分け
にくい鶏用品に関する商品（シャンプー、リンス、

化粧品、洗剤）知識（1）／表示（サイズ、製造年
月葭、品質）・広告（値引き、期間等）を見て物を
選ぶ、…、買い物の際のマナーや注意事項（豆皿）

サービス ③　’た　一ビスの利用法を知る（1）／…利用できる（璽皿） ◇写真の現像・焼き増し、機器の修理、クリーニンゲ、

理髪店・美容院、レストラン、喫茶店（1∬蟹）

返品等 ④釣り銭の間違いに対処でき、品物の返晶交換ができる（IE皿）

契約 ⑤契約上のトーブル　・　　ための　葦を身に付ける（1∬皿） ◇印鑑の重要性、訪悶販売の危険牲（11王麗）

金融機関 ⑥金融機関の種類や型置法を知る（王五皿） ◇銀行と郵便局、ノンバンク利用で気をつけること
（1∬斑）

◇Q座の開き方・使い方、預貯金の出し入れ、キャ
ッシュカードの使い方、クレジットカードの使い方
（1）／臼座を持つことの利点（預貯金、自動振
替、クレジットカード）、…開き方、預貯金の出し
入れの仕方、キャッシュかドの使い方、公共料金等の振込

み方（∬斑）

（センター）センター 早退遅刻 ①欠席、早退、遅刻の届けができる（1皿皿）
での学習生活に必要な
知職を身に付け、必要 日直 ②　　　　直　　の　　が果たせる（斑皿） ◇脇窯内外のi整備（チョーク、その他の備品、純
な行動ができる（1∬ 除）、教義との連絡（含宿題）、昼食関係（食券、
皿） 配膳、後片づけ）の処理（1　llM）

センター ③その他、セン　一の　1を守って行動できる（王H亙） ◇喫煙、飲食、内ばき・外ばき、丁丁、身分証携帯
規則 （1）／…、団体行動（亘皿）



一
月
刈

（住居・近隣対憲）居 住居安全 ①　　　の　全と讐生に　　　嚢を身につける（1∬E正） ◇ガス、電気、施錠、住居用洗剤等の薬品、布巾と
住環境についての知職 雑巾の区劉、災害への備え（1　liM）
を身に付け、近隣の人
や援助してくれる人と

ﾇ好な関係を保つこと
ｪできる（1筑皿）

住宅事情 ②日本の住宅事情と住宅の種類について量髄識を身につける
i1）／…猛艶璽類やム鷹友法を知る（∬皿）

◇家賃の高低の要因、移転の自由（IE皿）
梃�c住宅の種類・競争率、帰国者への優遇処置、

ｯ聞住宅の種類（1豆ED
◇不動産屋の利用の仕方（含＝住宅広告の晃方）
（五皿）

近隣交際 ③輪編の近場蟄について知り、近隣の人とよい関係を保てる ◇引っ越しの挨拶、回覧板処理、町内会制度、ゴミ
（1∬皿） の分類と出し方、緊急時の運絡（急病、火災、盗

難）、苦情（言う、言われる）、物のやりとり（お
すそわけ、みやげ）、慶弔の血豆・日常の挨拶（1
丑皿）

引受人等 ④身元引受人や自立指導員の役劃を知り、これらの人々に適切な援 ◇役割の知識（IH皿）
助が求められる（1）／…これらの人々とよ懸が保てる（丑 ◇依頼・相談の際のマナーについての知識、付き合
皿） い方の色々、招く、招かれる、時候の挨拶．贈答、

事例（1∬皿）

接客訪問 ⑤　　港・の　　・たマ　一を身に付ける（IK皿） ◇訪問のマナー（服装、靴の揃え方・脱ぎ方、座布
団の座り方、足の崩し方・組み方、お茶・コー
ヒー・紅茶の飲み方、食べ物を勧められたときの断
り方）、食器類の知識、接客のマナー（服装、鞍の
揃え方、座布団のだし方、お茶・灘一ピー・紅茶の
出し方、食器類の知識、食べ物の勧め方）、食べ物
の勧め方断り方（1丑）／和室でのマナー（立ち居
振る舞い、お茶の出し方、飲み方）、食器類の知
識、飲食のマナー（洋食、コーヒー、紅茶）、食べ
物の勧め方、断り方（皿）



一
轟
◎
Q

（職場・自分学校）求 求職 ①塞購について知る（1∬飯） ◇求職の必要性（国家の振り分けはない、競争社会
職の方法や職場の習慣 の原理）、雇用条件（勤務時闘、社会保険、給料の
についての知識を身に 仕組み等）、雇用形態（正社員と他との違い）、求
付け、簡単な面接試験 職の方法と流れ（職安、履歴書の必要性、知人の紹
に対応できる（1π 介）今からでも可能な技術の習得（1）／…雇用条
斑） 件（勤務廻、勤務時間、休暇制度、保険制度、給料

の仕組み）、…、求職の方法と流れ（職安、求人雑
誌等）、今からでも可能な技術の習得（ll　m）

職場習慣 ②懸について知る（1∬運） ◇欠勤、皐退、遅刻の正当な理由（病気、交通事
情、慶弔）と処理の仕方、長期抹暇のとり方、職場
の電話や事務用品は私用に使えないこと、退社後の
交際、他人の給料の額は聞かないこと、お茶汲み等
の男女差、日常的な挨拶（1）／…、行事、日中の
職場の習慣の違い（職場の電話・事務用品は私用に
使えないこと）（亙皿）

面接試験 ③簡単な　　嚢　に・’できる（1亙斑） ◇履歴書の記入、面接試験のマナーと受け答え
（1）／求人広告の読み取り、…（∬皿）

（健康）日本の医療事 医療制度 ①日本の匿療劃．度に関する最低限の知識を身につける（1）／…に ◇医療券、健康保険の種類、健康保険の仕組み、病
情についての知識を身 ついて知る（江聡） 院の種類、緊急医療体制（1∬皿）
に付、医療機関が利用
できる（1豆斑）

健康衛生 ②　　・一生　　つた：めの　葦を身に付ける（IH皿） ◇気候と衛生、薬局、健康診断、常備薬、保健衛生

※（1江m）　※専門家による

病院利用 ③1、2度自立指導員等の付き添いがあれば、次からは豊2炮 ◇付き漆いの依頼、医療機関利用の流れ、受診の流
が　　で　　（1　rrM） れ（含＝再診）、症状の説明、既往症・持病・アレ

ルギーの有無、医者の指示の理解、薬の飲み方の理

解（IH斑）
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（通信）郵便や電話に

ﾂいての知識を身に付
ｯ、利用できる（1亘
ﾁ）

電話 ①電話利用に必要麹識を身に付け、電話の遡ができる（斑E王） ◇電話普及の実態、電話設置の方法、覇金の仕懇み
i含割引時間帯）、電話の役翻（約東、約東変更、

ﾙ急タイヤル等）、國際電話（中圏）のかけ方電話
?社の種類、電話サービスG◎の　（1　ff）／…、
d話帳の屍方（璽）
椏d話機の種類と使い方（含留守電）電議のマナー
i合：間違い電話）、家に来た電話の激瞬纒ぎ、知
lから電話の場合のその纈人の名前の記録、三里や
E場への欠勤・遅刻の連絡と呼び出し、指導員等へ
ﾌ来訪依頼、センターでの実習における現在地の報
黶E緊急時の連絡（質9、110）　（1）／…、稲手の
ｼ前や電話番号の記録、…（夏皿）

郵便 ②郵便局の通燈叢務について知り、国内及び中国に手紙や小包が崖

�i1亘巫）
◇郵便局の通信業務（郵便の種類※、郵便番号、麟
焉A中国に送れない物、不在時の受け戴り）、宅急
ﾖ　※書留も含む（含：中国への送金）　（1璽皿）
桾¥書き、郵便局でのやり取り（テキスト参議）、
ｪ飾の挨拶状、簡単な近況報舎の手紙（工環の

帰国者援 ①帰国者受け入れに関する種なの公的面面篁について知る（亙互
M）

◇生活保護制度、自立指導員、画嚢語学習の機会、
�c住宅の優先入居（蛸脚皿）

（社会福祉・手続き）

A国者が受けられる公
I援助と必要な手続き
ｪあることを知る
i1）／…手続きにつ
｢て知る（∬通）

手続き ②自分に必要な謹とその方法を知る（1豆皿）　※ ◇生活保護、年金、役所の窓臼、書類の記入、外露
l登録、飼籍敢得、　（1）／…、家族の呼び寄せ、
o入国（避皿）

（子弟教膏）目本の教

邇柾薰�mり、保護者
ﾌ役割について知る
i1）／…役割が果た
ｹる（豆巫）

教育事情 ①臼本の愚・　　　　　　、ヨ　ニ　のも愚　　を知る（1豆
M）

◇学齢と学劉、進学率（小中高大）、書置費（王）
^…、義務教育制度（穿通）
梵¥学編入学究決定の要囲、蕎校入試（一七二拭と
ﾁ別入試、墨閤部と勝闘部）その勉の教育機関（夜
R中学、華華校、専門学較）奨学金三度（1）／…、全日劉と定時制職業高較、大学入試（一般入試

ﾆ特溺入試、昼聞部と華甲部）、…（豆璽）

学校事情 ②小　愚生の生　について知り、学校との’　や”・た　のう　が
ﾅきる（1豆班）

◇学校の～巳（学科、クラブ活動）、学校の一年
i学期、学校行事、長期休暇）、校則（服装、飲酒
i煙禁止、欠席の届け）　（王亘通）

桙ｨ知らせや成績蓼…の墾理、お弁当作りの工夫（！
j皿）

学校適応 ③子供が学校適応上直颪する齪と　の・について知る（1証
M）

◇差別やいじめの原因（受け入れ側の経験不足、生
?習慣の違い、年齢の違い、トラブル事例）　（王
ﾝ）
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目標構造表（大人Ill　mタイプ簡略版）

大目標：「臼本での生活、日本人との＝ミュニケーションに対する自信と意欲、それを裏打ちする基礎知識、基礎技能」

中目標2：（知識）将来の生活に有用な基礎知識・基礎技能

小　霞　標 達　成　員　標 リ　ス　ト

（一般教養）帰国者に 政治 1臓本と中国の　仏　　の　いについて知る（王豆皿） ◇憲法（国民主権、平和主義、基本的人権の尊
必要な一般常識を身に 重）、市民の権利と義務、日本の年号と天皇制
付ける（1）／…一般 （1）／…、政治の仕組み（行政機構・三権）、…
教養を身に付ける（∬ （旦）

皿）

戦後史 2　臼本の　について知る（1亘皿：） ◇敗戦から爲本の民叢化と復興へ（1　rrM）

地理 3B本の箇皇な地狸について纈る（王H互正） ◇地方区分・二二区分、B本の主な県名・都市名、
地勢と気候、日本の人臼と国土の広さ（1互皿）

生活様式 ④日本人の生こ　エ　　億　についてごく簡単に知る（1）／…につ ◇冠婚葬祭・年中行事、余暇娯楽、身だしなみ、食
いて知る（∬皿） 生活、経済生活（貯蓄、家計）職業観（転職、国的・

意義等）、教育事情（学校制度、学歴社会）、ライ
フ凝一ス、免許資格社会、交際事構（対対人、親戚
等）、家族事書（親子関係、岡居別居等）、女性の
地｛立（家庭、職場等）　（三∬皿）

帰国者閥 ⑤　颪催玉　。　について知る（1∬皿） ◇残留孤児のB本社会定着にまつわる社会的問題
題 （住宅、就職、生活保護、異文化間のトラブル）、

国籍と権利（国籍取得の選択）　（1冠皿）

機器操作 6箇皇な機器の操作をしてみる（1∬皿） ◇電毒、コピー機、カメラ、ビデオデッキ、ビデオ
カメラ（1旦）／…、パソコン（皿）
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（塁文化）異文化社会 異文化趨 1一般的な異文化適応過程について知る（1亘皿）
での適応に伴う問題、

及びB本での人間関係
において生ずる問題を 異文化事 暴文麟を通じて、文化の異團を把握し、その背景について考 ◇『入浜晴俗』等のトラブル事例、先輩の事例等個別

知り、自分の問題とし 例 えてみる（1豆皿） のケース（1∬皿）

て対処法を考えてみる
（1∬皿） サポート

?用
③　ボー　の　　こや精神の安定を保つための楽しみを見いだす方法
ﾉついて知る（1豆皿）

◇中国帰国者のネットワーク、在環申国人のネット
潤[ク、職場や地域社会でのネットワーク、支援セ
ン二一や援護基金の非有窓口、個別のケース（先輩
の事例）（1ff斑）

人生設計 4今後の人生設計について考えてみる（王∬璽）

（日語自学）B本語の 学習意識 1生瞠目で日本語を学べることを意識する（1豆）／自分の学習観 ◇環常の教師とのやりとり（日直、指示出し等）
自学自習能力を身につ や学習方法について考えてみる（皿） （王）／…、学校外の生活場面（含：職場）　（狂）

ける（王）／…自学自 ／※辞警を引くカについては要確認のこと（皿）
習能力の基礎を身に付
ける（豆）／…自学自 学習技能 2臼本語学習の記憶の助けになるい　い　た　こを身に付け、鍵 ◇単語カードつくり、振り仮名ふり、メモを取って語
習能力を高める 一　ス　　　　を知る（1）／臼本語学習に必要な碁杢轟轟熊を身に 彙を増やす（1∬）／

付ける（鼠1恥 ◇日漢辞書（名詞のみ）、教材（ファイル、テキス
ト）の活用方法（索引・目次等）　（1）／辞書（鎚
漢、漢字）引き（名詞や活用形の辞霧形）、…（狂
吹j

学習評価 3教師が設定した学習課題を実施し、評価してみる（1）／自分で堂 ◇自己課題の選択、学習ペースの決定（tt）
葦臓 @曇　し、実施し、評価してみる（II）／自分で堂識量画を立
て、実施し、評価する能力を高める（鼠）

（情報収集）情報メ 情報メ 1一般的な、また帰国者にとって便利な滋　メー　　　繊　　　につ ◇新聞（写真と見出し）、折り込みチラシ等広告、
ディアについて知り、 ヂィア いて知る（1∬皿） テレビ（天気予報）、　電話サービス（中国語ニュー
自分に必要な情報を収 ス、104等）、申国霧籍を扱う書店（1）／薪聞
回してみる（1窪照） （紙薦構成、天気予報、テレビ番組欄等）、…、自

治体の憎憎サービス（広報、申国語学生活情報）、
情報誌、テレビ、ラジオ、図書館、…（∬）／新聞
（含：文末・略語等見出しの読解）、…（遊）

情報収集 2①を利用して必要な歯茎論集してみる（血） ◇電話を用いた資料請求や問い合わせや申し込み
（学校案内の取り寄せ、娯楽施設や地域のサークル
活動についての語い合わせを通して）※、必要とす
る情報について詳しい人へのインタビュー※104の
利用も含む（頂）



目標構造表（大人1∬皿タイプ簡略版）

大目標：r日本での生活、ff本人とのコミュニケーションに対する自信と意欲、それを裏打ちする基礎知識、基礎技能」

中目標3：（コミ）身近な生活や将来の生活の基礎となるxxミュニケーションの力

賦
D

ノ」・霞、標・、 達∵、成楓標1、 リ　ス、卜

（話題コミ）昌本人と コミ手段 1様々な手段を用いてコミュニケーションできることを意識し、棺 ◇筆談、鋤作、絵、類推、興体物、言い換え、聞き返
接することを通して、 手の発話が理解できないとき、自分の発話が伝わらないときの蝕処が し、等（1　ff）
：コミュニケーションに できる（王互）／相手の発話が理解できないとき、自分の発話が伝わ ◇有効な簗談の方法、聞き返し、意思表示の仕方等
対する柔軟な姿勢を築 らないときの遡ができる（rm） （臓）

くとともに、身近な話題

でコミュニケーション
できる（1丑蛋豆） 話題 ②自分に　’た瀬で篇ミュニケーションできる（1∬m：） ◇簡単な自己紹介、家族、敵郷、仕事、中團での生

活、好きなこと、したいこと、食べ物、行事（1
∬）／…）、趣味将来の希望、臼中の生活様武
（衣食住、生活習慣、行事等）　（皿）

会話継続 3時や場所、縮手を考えて、前もって準備された猛題や適蟹 ◇コミュニケーションを切り出すための話題、共有
を使って会話を継続させることができる（∬）／時や場所、相手を考 できる話題、避けた方がいい話題（塵世）
えて、叢を準備したり、展闘したり、　七か量い　を選んだりする ◇棺つち、ですます体と普通体（互）／…、待遇表
こ：とができる（斑） 現等（皿）

◇身近な話題についての一つの題材をめぐる簡単な
質間、身近な話題の範囲内で相手の反応に応じた簡
単な展開（夏）
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（日語獺識）日本語の 文字 1環　の　幽の　　について知るとともに’　　の誌　　　がで ◇50音図のしくみ、平仮名、片仮名、漢孚（1
基礎的な知議を身に付 き、片仮名語彙のうち身近なものが読め、　幽　　　　　　馬幽を見 丑）／…、文字の種類と使い分け、葭一マ学表記の
ける（Ig）／…を補 てわかる（1）／…平仮名、鵬及び日常よく使われる漢字が読み 仕組み、日中の漢字字体の異同、漢孚の音謂の別
足整理する（m） 霧きできる（m∬） （皿）

◇平仮名50音図完成、平仮名で表記された語の音
読（1）／…、身近な片仮名語彙が読める（狂）
◇『身のまわりの漢学』の漢字を見てわかる（漢掌
字体の異同について知る）（1夏皿）

語彙表現 2　　　が強　　　　の意味を知り、騒（1∬皿）※ ◇『基本単語表3、『基本文型・表現表爵　（Cレベ
ル）　（1）／同（Fレベル）　（∬）／澗（Mレベ
ル）　（皿）

◇q答による簡単なやりとり、単文・短文の読解、
単文・短文の作文（Cレベル）　（工）

発音 ③日本語の一に注意して発音できる（H皿） ◇単音、特殊音、拍、　（アクセント、イントネー
ション）　（豆）／…プロミネンス（阻）

文法文型 ④日本語の文法についての三二識を身に付ける律）／…碁 ◇『ことばと表現』　（Fレベル）　（冠）／同（Mレ
杢的麺識を補足整理する（皿） ベル（皿）

読解 5　124レベレの　　が精読できる（∬）／124レベルの文章が ◇センター開発教材（Fレベル）　（豆）／嗣（Mレ
精読でき、読解ストラテジーを使って、　　　　　錦　　・　かつ ベル）

らた一一マの　雄の2聾（孤） ◇漢字の拾い読み、既習の日本語知識からの類推、
前後関係からの類推、文章レイアウト・図表・写真
の利用、5W1日、段落と段落の関係等（皿）
◇中国関係・事件・話題のニュース等の新聞・雑誌
記事（皿）

作文 6　蓬24レベルの　　が書ける（豆）／…文章や手紙が書ける ◇日記文、実習報告文、自己紹介文、感想文（皿）
（皿）

注）この目標構造表申の「大人1タイプ」は、1タイプの中でも比較的学習適性が高い場合を想定してあ
る。高齢帰盛者、非識宇者等の場合は、さらに目標を絞り込むことになる。



資 i料wa　。2

アメリカのシラバス

〈◎ASAS：コンビチンシー　一覧〉

資料∬．2は，成人教育の評価専門機関CASAS（Comprehenslve　Adti　l　t

Student　Assessment　System）が作成した，成人対象ESL教育及び成人教育

の内容に関するコンビチンシーの一覧（CASAS　Competencies：EssentiaI

life　skills　f◎r　youth　and　adult　2003年版）の日本語訳の一部である。

　なお，現在2008年版が公開されているため，2003年版の公開は中止され

ている。2003年度版の詳細については，下記の2008年度版との比較資料を

参照されたい。

Corre／ation　of　CASAS　competencies－yers　ion　2003　to　yerslon　2008．
（https：／／www．　casas．　org／horae／index．　cim？fuseaction＝home．　showContent＆

asaplD＝2439）

【著作権に関して】

壌　CASASの認ンピテンシー一覧に関しては，　CASASの許諾を得ない限り，いか

　なる無断転用も禁止される。
　　（From　CASAS　CompeteRc　i　es　o　2003　by　CASAS；　excerpt　used　by　permission．
　Unauthorized　reproduction　of　this　material　in　ANY　FORM　is　i　l　legal　wlthout
　the　expressed　written　conseRt　of　the　owner．）

2　この日本語版はCASASの掲載許諾を得ているが，翻訳に関する責任は国立

　国語硬究所に帰属する。
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Ko．基本的なコミュニケーション】

O．1個人間の交流においてコミュニケーションする

　　O．1．1いろいろな状況下で適切な非言語行動を特定あるいは使用する（例：握手）

　　O．1．2情報を提供／取得する目的のために適切な言語を特定あるいは使用する（例：情

　　報を特定する／描写する／求める，ニーズを述べる，命令する，同意する，あるいは

　　同意しない，許可を得る）

　　以下0．1．6まで

0．2掴人情報に関してコミュニケーシsンする

　　0．2．1一般的な輝人情報の質問に対して適切に応答する

　　0．2．2個人情報の記入用紙にすべて記入する

　　以下O．2．4まで

【且．消費者経済】

Ll重量，大きさ，測定尺度，お金を使う

　　1．1．1レシピを解釈する

　　1．1．2メートル法を使う（LL4，　6．6．1，6．6．2，6．6．3，　6．6．4参照）

　　以下1．L9まで

L2商品やサービスの選択において比較購買の原則を適用する

　　1．2．1商品やサービスを選択するうえで，広告，ラベル，表，値札を解釈する

　　1，2。2一番得な商品やサービスを判断するために，価格や品質を比較する

　　以下1．2．5まで

1．3商品やサービスを購入するための手段や手順を理解する

　　1．3．1商品やサービスを購入するために使ういろいろな手段を比較する

　　L3．2クレジットの申込書を解釈し，クレジットの使い方と管理の仕方を認識する

　　以下1．3．9まで

1．4住居や関連サービスを取得するための手毅や手順を理解する

　　IA．1いろいろな住居の種類，家の地域，一般的な家財道具を特定する

　　L4．2案内広告，表示，その他の情報を解釈することで適切な住居を選択する

　　以下1．4．8まで

1．5お金の管理において予算作成の原則を適用する

　　1．5．1個入の生活費と家計に関する情報を解釈する

　　15．2大きな買い物の　f画を立てる（15．1参照）

　　1．5．3請求書を解釈する（2．1．4参照）

1．6消費者保護の手段を理解する

　　L6．玉食品包装のラベルを解釈する（1．2．1，3．5．1参照）
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　　1．6．2詐欺行為に直面した際に利用できる消費者保護の手毅を特定する

　　以下1．6．4まで

L7個人財産の手入れ，管理，使：用のための手段を理解する

　　L7．1製品保証を解釈する

　　L7．2衣料の取扱表示レベルを解釈する

　　以下1．7．5まで

L8地域社会の中で銀行・金融サービスを利用する

　　1．8．1ATMの使用など，普通預金口座と当座預金口座が利用できることを示す

　　1．8．2小切手を書くことを含む銀行サービスに関連する手続きや記入用紙を解釈する

　　以下1．8．5まで

1．9自動車の購入と管理のための手段や手続きを理解し，交通ルールを解釈する

　　1．9．1ハイウェイと道路標識を解釈する（2．2．2参照）

　　1．9，2運転免許を得るために交通ルールと手続きを特定する（2．5．7参照）

　　以下L9．8まで

【2．地域社会の資源】

2．1電話と電話帳を利用する

　　2．L1情報を見つけるために電話帳と関連する出版物を利用する

　　2．1．2緊急電話番号を特定し，緊急電話をかける（25．1参照）

　　以下2．1．8まで

2．2いろいろな種類の交通機関を見つけて利用する方法を理解し，関連する交通情報を解

　　釈する

　　2．2．1道順を求める，教える，明確にする，またはそれに従う（1．L3，　1．9．4，2．2．5

　　参照）

　　2．2．2交通機関に関する標識を認識し，利用する（1．9．1参照）

　　以下2．2．5まで

2．3時間と天気の概念を理解する

　　2．3．1時刻を解釈する（2．L3，6，6．6参照）

　　2．3．2一一年の月と週の曜日を特定する

　　2．3．3天気の状態に関する情報を解釈する

2．4郵便サービスを利用する

　　2．4．1手紙や封筒に宛名を書く

　　2．4．2郵便料金と郵便の種類を解釈する

　　以下2．4．6まで

25地域社：会の機関やサービスを利用する
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　　25．1緊急支援を提供する機関のサービスを見つけて活用する

　　25．2社会奉仕や行政機関のサービス（例：低所得者向け住宅，社会保障，メディケア）

　　をいつ，どのように受けられるのか，またサービス提供者とのやりとりの仕方を特定

　　する

　　以下2，5．9まで

2．6余暇時間を過ごす手段と施設を利用する

　　2．6．茎レクリエーションと娯楽用の施設や活動に関する情報を解釈する

　　2．6．2テレビ，映画，その他のレクリエーションのリストから情報を見つける

　　以下2．6．4まで

2．7社会や文化の側面を理解する

　　2．7．1休日に関する情報を解釈する

　　2。7．2民族，文化的集団，言語集団についての情報を解釈する

　　以下2．7．6まで

【3．健康聾

3．1医療制度へのアクセス方法と利用方法を理解する

　　3．L1身体の部分を特定するなど，病気の症状を説明し，医者の指示を解釈する

　　3．1．2医療機関や歯医者の予約をする，あるいは予約を守るために必要な情報を特定す

　　る

　　3．1．3サービス提供者とのやりとりを含む、適切な医療サービスや施設を特定し、活用

　　する（2．5．3参照）

3．2医療や歯科用の記入用紙と関連する情報を理解する

　　3．2．1病歴用の記入用紙に記入する

　　3．2．2予防接種の要件を解釈する

　　以下3．2．4まで．

3．3薬の選択と使用法を理解する

　　3。3」必要な薬を特定し，使用する（3．3．2，3．3．3参照）

　　3．3．2薬のラベルを解釈する（3．3．1，3．4．1参照）

　　3．3．3処方薬，市販薬，ジェネリック薬品の違いを特定する（3．3．1参照）

3．4基本的な健康と安全の手順を理解する

　、3．4」製品ラベルの指示と安全のための警告を解釈する（1．7．3，3．3．2参照）

　　3．4．2事故や怪我を防ぐ安全対策を特定する

　　以下3。4．5まで

3．5健康維持の基本原則を理解する

　　3．5．1食品ラベルに掲載されている栄養と関連情報を解釈する（L6．1参照）

159



3．5．2バランスの取れた食事：を選択する

以下3．5．9まで

鰹．雇用遷

4．1就職の基本原則を理解する

　　4．L1社会保障用の申請書のような，職探しに関連する行政機関の記入用紙を解釈する

　　（25．2参照）

　　4．1．2就職申込書や，履歴書や，申込の手紙を解釈したり記入したりすることを含む，

　　仕事に応募するための手順に従う

　　以下4．1．9まで

4．2賃金，手当，労働者団体の概念を理解する

　　4．2．1賃金，賃金控除，手当，時間管理の記入用紙を解釈する

　　4．2．2労働者団体についての情報を解釈する

　　以下4．2．4まで

4．3仕事関連の安全基準と手順を理解する

　　4．3．1職場にある安全上の標示を解釈する（3．4．1参照）

　　4．3．2労働安全用マニュアルと関連する情報を解釈する

　　以下4．3．4まで

4．4業績と訓練に関連する概念と題材を理解する

　　4．4．1適切な振舞い，服装，態度，社会的交流，また仕事への定着と昇進に影響を与え

　　るその他の要素を特定する

　　4．4．2仕事を続け昇進するための適切なスキルと教育を特定する

　　以下4．4．8まで

4．5一般的な職揚のテクノロジーとシステムを効果的に活用する

　　4．5．1仕事に必要な一般的なツール，装置，機械，機材を特定する

　　4．5．2キーボードを扱う簡単なスキルを示す

　　以下4．5．7まで

4．6職場で効果的にコミュニケーションする

　　4．6．1指示に従う，指示を明確にする，指示を与える，あるいは指示にフィードバック

　　を与える，また批判を与えたり，批判に対して適切に応答したりする

　　4．6．2ノート，メモ，手紙電子メールを含む，仕事関係の通信を解釈し，書く（4．4．3

　　参照）

　　以下4．65まで

4．7職場の資源を効果的に管理する

　　4．7．1費用を見積る，詳細な記録をつける，また支出と収入状況を追跡するなど，仕事
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　　関連の予算を解釈する，あるいは作成する

　　4．7，2取得，保管，分配を含む，物的資源の効果的な管理を特定する，あるいは示す

　　以下4．7．4まで

4．8他の人たちと作業する中で有効性を示す

　　4．8．1チームの努力に貢献し，チーム・メンバーの力を最大限にし，効果的なグループ

　　作業を促進し，目標達成に個人的な責任を負いながら，チームの一員として他の人た

　　ちと協力して働く能力を示す

　　4．8。2仕事関連の概念やスキルを他の人たちから学び，またそれらを他の人たちが学ぶ

　　のを手助けする方法を特定する

　　以下4．8．7まで

4．9社会的，組織的，技術的システムがどのように機能するか，そしてどのようにその中

　　で効果的に働くかを理解する

　　4．9．1自分の作業環境の正式な組織構造を特定する

　　4．9．2システムの構造がどのように目標に関係しているかを示す

　　以下4．9．4まで

【5．政府と法律］

5．1投票と政治的プnセスを理解する

　　5．1．1有権者の資格を特定する

　　5．1．2有権者登録用紙を解釈する

　　以下5．1．6まで

5．2歴史的また地理的情報を理解する

　　5。2．1アメリカ史についての情報を解釈する

　　5．2．2アメリカの歴史的文書を特定する，あるいは解釈する

　　以下5．2．5まで

5．3個人の法的権利と責任，また法的アドバイスを得るための手続きを理解する

　　5．3．1普通法と条例，また法令諸様式と法的文書を解釈する

　　5．3。2個人の法的権利と法的アドバイスを得るための手続きを特定する（53．1参照）

　　以下5．3。8まで

5．4税金についての情報を理解する

　　5．4．1所得税申告書を解釈する

　　5．4．2売上税を計算する，あるいは明確にする

　　以下5．4．4まで

55政府の活動を理解する

　　5．5．1国際情勢についての情報を解釈する
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　　5．5．2立法活動についての情報を解釈する

　　以下5．5，8まで

5．6市民の責任と活動を理解する

　　5．6．1近隣あるいは地域社会の問題と，その解決策についての情報を解釈する

　　5．6．2市民組織と公共事業グループについての情報を解釈する

　　5．6．3投票，陪審義務，税金といった市民の責任を解釈する

5．7環境や科学関係の問題を理解する

　　5．7．1環境問題についての情報を解釈する

　　5．7．2エネルギーを含む物理に関係する情報を解釈する

　　以下5．7．4まで

5．8経済学の概念を理解する

　　5．8．1経済情報と統計を解釈する

　　5．8．2経済問題と傾向に関する情報を解釈する

　　5．8．3世界の経済システムに関する情報を解釈する

K6．計算】

6。0計算以前のスキルを示す

　　6．0．1数字記号を特定し，区別する

　　6．0．2正確に数順を認識するなど，数を数え，数宇を数量と結び付ける

　　以下6．0．5まで

6．1整数を使った計算をする

　　6．1．1整数の足し算をする

　　6．1．2整数の引き算をする

　　以下6．L5まで

6．2小数を使った計算をする

　　6．2．1小数の足し算をする

　　6．2．2小数の引き算をする

　　以下6．2．6まで

6．3分数を使った計算をする

　　6．3．1分数か帯分数の足し算をする

　　6．3．2分数か帯分数の引き算をする

　　以下6．3．7まで

6．4パーセント，率，割合，比率を使って計算する

　　6．4．1割引高を決めるためにパーセントを適用する（1，2．3参照）

　　6．4．2金銭と無関係の状況下でパーセントを適用する
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　　以下6．4．6まで

65式，方程式，公式を使う

　　6．5．1簡単な消費者用の公式を認識し，数値を求める

　　6．5．2簡単な幾何学の公式を認識し，適用する

　　以下6．5．4まで

6．6測定能力を示す（L玉参照）

　　6．6．1アメリカの計量法の単位をメートル法に置き換える（1．1．2，　1．1．4参照）

　　6．6．2線寸法，幾何学的図形，角度を認識し，使用し，測定する（1．1．2，　1．1．4参照）

　　以下6．6．9まで

6．7グラフのデータを解釈し，平均を計算する

　　6．7．1線グラフのデータを解釈する（Ll．3参照）

　　6．7．2　棒グラフのデータを解釈する（1．L3参照）

　　以下6．7．5まで

6．8統計と確率を利用する

　　6．8．1ニュースや記事で使われている統計情報を解釈する

　　6．8．2確率の報告書を解釈する

6．9試算と暗算を利用する

　　6。9．1簡略計算を利用する

　　6．9．2答えを推測する

【7．学ぶことを学ぶ】

7．1展標を達成するうえで効果的な組織能力と時間管理能力を特定する，あるいは実践す

　　る

　　7」」個人の目標，教育上の鷺標，そして職場の闘標を特定し，優先順位をつける（4．4．5

　　参照）

　　7．L2作業を特定して優先順位をつける，また効率の良いスケジュールを設定して従う

　　ことを含む，目標を達成するうえで組織的なアブn一チを示す

　　以下7．1．4まで

7．2思考力を働かせる能力を示す

　　7．2．1関連情報を特定し，言い換える

　　7．2．2構成要素と一部／全体の因果関係の特定を含む，状況，記述，あるいは一連の過

　　程を分析する

　　以下7．2．7まで

7．3問題解決能力を働かせる能力を示す

　　7．3．1問題と考えられる原因を特定する
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　　7．3．2特定した問題への解決策を考案し，実行する

　　以下7．3．4まで

7．4学習能力を示す

　　7．4．1効果的な学習用ストラテジーを特定する，あるいは活用する

　　7．4．2ノートを取る，あるいは要約や概要を書く

　　以下7．4．9まで

7．5効果的な個人的管理の側面と，それに対するアプローチを理解する

　　75，1個人の価値，資質，関心，能力，そして適性を特定する

　　7．5．2前向きな態度や自己イメージ，また自尊心を育てるためのストラテジーを特定す

　　る，あるいは利用する

　　以下7．5．7まで

【8．自立した生活X

8．1セルフケアのスキルを実践する

　　8．1．1衛生と身だしなみのスキルを認識する，そして／またはそれを示す（3．55参照）

　　8．1．2身支度するスキルを認識する，そして／またはそれを示す

　　以下8．1．4まで

8．2ホームケアのスキルを実践する

　　8．2．1食事や軽食の支度をする作業と行動を認識する，そして／またはそれを示す

　　（1．1．1，　3．5．2参照）

　　8．2．2食器洗いや食事の片づけの行動を認識する，そして／またはそれを示す（3．5．5

　　参照）

　　以下8．2．6まで

8，3自立を維持し地域社会への融合達成を援助するための支援手段を利用する

　　8．3．1目標を達成するうえで支援を提供できる家の中にいる人（例：家族，友人，介護

　　人）を特定し，協力して行動する

　　8．3．2目標を達成するうえで支援を提供できる地域社会の中にいる人（例：隣人，福祉

　　サービス機関やリクリエーション施設のひと）を特定し，協力して行動する
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資 料皿。3

オランタのシラバス

〈移民等対象の市民統合テズト出題のためのシラバス〉

資料tt．3は，移民等を対象とした市民統合テスト出題のためのシラバ

ス「統合の最終達成自標（Eindtemen　inburgering）」である。これは，

「オランダ語の達成目標（Eindtermen　Nederlandse　taaD」と「オラン

ダ社会に関する知識の達成目標（Eindtermen　kenn　i　s　van　de　Nederlandse

samen　l　ev　i　ng）」）からなる。

【著作権に関して】

1．「統合の叢終達成目標」の日本語訳を本報告書に掲載することについては，

VROMに了解を得ている。尚，翻訳に関する責任は国立国語研究所に帰属する。

2．本資料の無断転用はご遠慮ください。
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「オランダ語の達成目標」

〈市民生活分野〉

分野1市役所など

CPI：鰹人檎報の変璽の届出

テーマ
㊦嵐生

・結婚／離婚

◎死亡

⑲住民登録

・引越

全般的目糠

受験者は市の役割について理解し，適切な形で対処できる。

受験者は市が個人情報を保有していなければならないことを理解し，自身の情報を登録することができる。

受験者はその佃人情報の変更：を適切な方法で市に届け出ることができる。

不可欠な行動

CHI：市役所に住民登録をする
○　螢標：

　　　L
　　　2．

　　　3．

　　　4．

受験者は市に住民登録をしたいと言うことができる。

受験者は個人情報に関する質問に答えることができる。

受験者は申講用紙を読み，署名することができる。

受験者は登録に関する説明書きを理解することができる。

O
Qo

o

o

e

O
⑲

㊤
0

場断：市役所

ロールプレイ参加者：受験者および市役所の職員

技能：読解

二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

技能：会話

二次技能：物事を手配する

書語活動：根拠を述べる，理由を述べる，質問をする，

技能：筆記

二次技能：メモ，通知，申込用紙

書語活動：情報を提供する，質問に答える

質問に答える，依頼をする

CK2：出生届を提出する

　　　　　　o　目標：

　　　　　　　　　1．

　　　　　　　　　2．

　　　　　　　　　3．

O
Oo

o

e

O
⑦

受験者は，子供が生まれたことと出生届を提出しに来たことを卜うことができる。

受験者は個人情報に関する質悶に答えることができる。

受験者は，出生届に関する説明書きを理解することができる。

場所：市役齎

U一ルプレイ参加者：受験者および市役駈の職員

技能：読解

二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

技能：会話

二次技能：物事を手配する；情報交換をする

言語活動：根拠を述べる，理由を述べる，質問をする，質悶に答える，依頼をする

CH3：身分の変更に関する届出をする

Q　目標：

　　　1．受験者は，登録されている身分の何に変更があったのか，

　　　　　ないかを伝えることができる。

または変更されねばなら
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　2．受験者は個人情報に関する質問に答えることができる。

場所＝市役所

m一ルプレイ参加者：受験看および市役所の職員

技能：会話

e　二次技能：物事を手配する

④　言語活動：根拠を述べる，理由を述べる，質問をする，質悶に答える，依頼をする

技能：筆記

⑧　二次技能：メモ，通知，申込用紙；手紙

⑧　言語活動：情報を提供する，質問に答える，依頼をする
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CP21密類串講やその他の各種手続き

テーーマ

・帰化

⑧パスポート

⑲運転免許証

・納税者番号

・住民票抄本

全毅的目標

受験者は適切な方法で（公的な）書類やその他の用件を，市役所などにおいて申請することができる。

不可欠な行鋤

CHIl響類を申講ずる

　　　　　○　　目標：

　　　　　　　　　1．　受験者は住民票抄本，パスポート，運転免許証などが延期できる。

　　　　　　　　　2．　受験者は個人情報に関する質問に答えることができる。

　　　　　　　　　3．　書類の申請に関連する情報について理解することができる。

　　　　　o揚州：帯役所
　　　　　oロールプレイ参加者：受験者および市役所の職員

　　　　　o技能：会話

　　　　　　　◎　　二次技能：物事を手配する

　　　　　　　＠　　言語活動：根拠／理由を述べる，質問をする，．質問に答える，依頼をする

　　　　　o　技能1読解
　　　　　　　⑧　　二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

CH2：帰化申講に必要な響町を提出する

　　　　　o　　葭標：

　　　　　　　　　1．　受験者は帰化を希望していると言うことができる。

　　　　　　　　　2．　受験者は個人情報に蘭する質問に答えることができる。

　　　　　　　　　3．　受験者は帰化に関する説明書きを請求でき，それを理解することができる。

　　　　　○　場所：市役藤
　　　　　O　U一ルプレイ参加者：受験者および市役所の職員

　　　　　o　技能：読解
　　　　　　　⑧　　二次技能：指向的に読む，情報を得るために読む

　　　　　o　技能：会話
　　　　　　　・　　二次技能：物事を手配する
　　　　　　　⑧　　言語活動：根拠を述べる，理由を述べる，質問をする，質問に答える，依頼をする

　　　　　o　技能：筆記
　　　　　　　◎　　二次技能：メモ，通知，申込用紙

　　　　　　　⑧　　言語活動：情報を提供する，質問に答える，依頼をする
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CP3：驚察に届出をする

テーマ

e強盗
・盗難

e家宅侵入
⑧暴力

・貴重品の紛失

全般的闘標

受験者は適切な方法で警察署において届出を提出することができる。

不可欠な行鋤

CHI：盗難，遣失，家宅侵入，強盗，暴力などの被害届を提出する

　　　　　○　目標：
　　　　　　　　　1．　　受験者は自身に何があったかを言うことができる。

　　　　　　　　　2．　　受験者は個人情報および所有物に関する質問に答えることができる。

　　　　　　　　　3．　　受験者は調書が理解でき，同意の署名をすることができる。

　　　　　o場所：警察署
　　　　　oロールプレイ参加者：受験者および警察宮

　　　　　○技能：読解

　　　　　　　e　二次技能：情報を得るために読む；指向的に読む

　　　　　○技能：会話

　　　　　　　。　二次技能：物事を手配する
　　　　　　　e　言語活動：説明する，情報を提供する，情報を求める

　　　　　o技能：筆記
　　　　　　　e　　二次技能：．メモ，通知，書式

　　　　　　　＠　出語活動：情報を提供する，質問に答える，依頼をする
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分野：支払い

CP4：銀行における各種手続き

テーマ

・銀行口座の使用を停止させる

⑦銀行浸座を開設する

◎現金を引き出す

・銀行振込用紙を使って振込をする

全般的臼標

受験者は適切な方法で銀行におけ盗各種手続きを手配することができる。

受験者は銀行口座を開設，使用することができる。

受験者は銀行または郵便局で現金を引き出すことができる。

不可欠な行動

CHI：銀行口座を開設する

　　　　　　o　目標：

　　　　　　　　　1．　受験巻は銀行口座を開設したいということを言うことができる。

　　　　　　　　　2．　受験者は自身の個人情報を伝えることができる。

　　　　　　　　　3．　受験者は契約書を読むことができる。

　　　　　　　　　4．　受験者は申込用紙を記入することができる。

　　　　　　Q　場所：銀行

　　　　　　o　ロールプレイ参加者：受験者および銀行員

　　　　　　○　技能：読解

　　　　　　　・　二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

　　　　　　○　技能：会話

　　　　　　　⑧　　二次技能：物事を手配する

　　　　　　　・　密語活動：質問をする，質問に答える，依頼をする

　　　　　　o　技能：筆記

　　　　　　　・　二次技能：メモ，通知，書式
　　　　　　　・　言語活動：情報を提供する，質問に答える，依頼をする，許可を与える

CH2：銀行員とのQ座の使用の停距に関する会話

　　　　　　Q　冒標：

　　　　　　　　　1。　受験者はキャソシュカードの使用を停止したいと書うことができる。

　　　　　　　　　2．　受験者は自身の倭人情報および口座情報を伝えることができる。

　　　　　　　　　3．　受験者はキャッシュカードの使用の停止に関する情報を読むことができる。

　　　　　　◎　場所：銀行

　　　　　　　⑧　　m一一ルプレイ参加者：受験者および銀行員

　　　　　　o　技能：読解

　　　　　　　・　二次技能＝情報を得るために読む；指向的に読む

　　　　　　Q　技能：会話

　　　　　　　e　二次技能：物事を手配する
　　　　　　　⑨　言語活動：根拠を述べる，理由を述べる，質問をする，質問に答える，依頼をする

CH3：銀行で現金の引き出しをする

　　　　　　○　目標：

　　　　　　　　　1．　　受験者は銀行またはATM機から現金を引き出すことができる。

　　　　　　o　場訴：銀行

　　　　　　o　ロールプレイ参加者：受験者
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　　　　　o　技能：読解
　　　　　　　・　二次技能：指示を読む；清報を得るために読む

CH4：振込手続きをする
　　　　　o　目標：
　　　　　　　　　1．受験者は振込用紙に記入することができる。

　　　　　　　　　2．受験者は口座の入幽金明細書を読むことができる。

　　　　　o場所：自宅
　　　　　○ロールプレイ参加者：受験者

　　　　　o技能：読解
　　　　　　　⑧　二次技能：指示を読む；指向的に読む；情報を得るために読む

　　　　　○技能：筆認

　　　　　　　e　二次技能：メモ，通知，書式
　　　　　　　・　言語活動：情報を提供する，質問に答える，依頼をする，許可を与える

CH5：銀行で自動引落の手続きをする

　　　　　o　　目標：
　　　　　　　　　1．　受験者は自動振込申込用紙に記入することができる。

　　　　　　　　　2．受験者は自動振込みについての会語をすることができる。

　　　　　Q場所：銀行
　　　　　oロールプレイ参加者：受験者および銀行員

　　　　　○技能二読解

　　　　　　　⑧　二次技能：指示を読む；指向的に読む

　　　　　o技能：会話
　　　　　　　・　二次技能：物事を手配する

　　　　　　　⑧　言語活動：質問をする，情報を提供する，依頼をする

　　　　　o技能：筆記
　　　　　　　④　二次技能：メモ，通知，書式
　　　　　　　⑧　言語活動：情報を提供する，質問に答える，依頼をする，許可を与える
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分野：保険

CP5：保険の契約

テーマ
。死亡

・契約証書
・損害

・保険金

⑪交通

⑧損害賠償責任
⑧疾病

全般的§標

受験者はオランダにおいて重要な保険について知っており，それを利用することができる。

不可欠な行鋤

CH1：様々な保険についての構報を収集する

。　目標：

1．受験者は保険に関する情報を収集することができる。

2．受験者は保険に関する情報，また保険が提供するものについて理解することができる。

o　場所：自宅
。　ロールプレイ参加者＝受験者および保険会社の社員

。　技能：聴解

⑲　　二次技能：通知や指示を即く

○　技能：読解

⑧　二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

○　技能：会話

・　二次技能：物事を手配する；情報交換をする

・　言語活動：情報を求める，情報を提供する，質問に答える，依頼をする

CH2：保険の契約をする
。　　鷺標：

1．受験者は保険会社に申し込みをすることができる（健康保険，損害賠償責任，住宅，

旅行，自動車など）

2．受験者は申込用紙に記入することができる。

3．受験者は保険会社からの手紙を読むことができる。

○　場所：自宅

○　ロールプレイ参加者：受験者

。　技能：読解

・　二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

○　技能：会話

⑧　二次技能：物事を手配する；情報交換をする

＠　言語活動：情報を求める，情報を提供する，質問に答える，依頼をする

○　技能：筆記

⑧　二次技能：メモ，通知，書式
・　言語活動＝情報を提供する，質問に答える，依頼をする，許可を与える

CH3：保険の講求をする
◎　　目標：

1。受験者はいっ保険金の講求ができるかを知っている。

2．　　受験者は保険会社のサポートを求めることができる。

3．受験者は損害報告や保険金請求に関する用紙に記入することができる。

4．　　受験者は損害に関する説明壷口頭で行うことができる。
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場所：自宅

ロ～ルプレイ参加者：受験者および保険会祉の社員

技能：ii売解

・　二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

技能：会話

⑧　二次技能二物事を手配する

・　言語活動：情報を提供する，描写する，感情を表現する，説明する，証言をする，依

　　頼をする

技能：筆記

◎　　工次技能：手紙；メモ，通知，申込用紙

・　言語活動：情報を提供する，質問に答える，依頼をする
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分野：柱居

CP6：住居を借りる／引越しする

テーマ

⑤ある地域／町における住宅の供給

⑧賃貸

⑧借主の権利と義務

・緊急（最優先）

・引越

⑧住宅局，不動産屋

⑤賃貸住宅入居申し込み者’の順番待ちリスト

全毅的穏標

受験者は適切な方法で，特定の地域の住居供給に関する情報を集めることができる。

受験者は適切な方法で，住宅局を通して賃貸住宅を借りることができる。

受験者は適切な方法で，引越について知人等に知らせることができる。

不可欠な行動

CH1：公営住宅新闘を読み，希望を伝える

。

◎

⑧
　
　
⑧
0

O
O
　
O

O
　
Q

CH2：住宅局に出向いて話をする

　　　　　　o

　　　　　　o

　　　　　　o

　　　　　　o

　　　　　　　e

　　　　　　　e

CH3：引越通知の説明を読み，

　　　　　　o

O
O
　
O
e

目標：

1。　受験者は公営住宅国恥を読むことができる。

2。受験者は公営住宅新闘の申込書に記入することができる。

3．受験者は電話の自動音声案内を利用して，特定の住居に対する希望を伝えることが

　　できる。

場所：自宅

ロールプレイ参加者：受験者

技能二聴解

二次技能：通知や指示を闘く，テレビ・ビデオや録音された音声を闘く

技能：読解

二次技能：情報を得るために読む；指向的に読む；指示を読む

技能：筆記

二次技能：メモ，通知，書式

言語活動：情報を提供する，質問に答える，依頼をする

匿標：

1．　受験者は質悶や問題点について話をすることができる。

2．　受験者は住宅局での手続きの進み方について理解することができる。

場駈：住宅局

ロールプレイ参加者：受尋者および住宅局の職員

技能：会話

二次技能：物事を手配する；情報交換をする

煮語活動：強く要求する，拒否する，根拠を述べる，理由を述べる，意見を述べる，説得

する，依頼をする，希望を述べる

　　　　用紙に記入する
目標：

1．　受験者は引越通知の説明を読むことができる。

2．　受験者は引越通知の用紙に記入することができる。

場所：自宅

ロールプレイ参舶者；受験者

技能：読解

二次技能：指示を読む；情報を得るために読む
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　　　　　　○　技能：筆記

　　　　　　　　⑧　二次技能：メモ，通知，書式

　　　　　　　　・　雷語活動：情報を提供する；質問に答える，依頼をする

CH4：家賃を支払う
　　　　　　o目標：

　　　　　　　　　　1．受験者は銀行振込用紙を読むことができる。

　　　　　　　　　　2．受験者は銀行振込用紙に記入することができる。

　　　　　　o場所：自宅

　　　　　　Om一ルプレイ参加者：受験者

　　　　　　○技能：読解

　　　　　　　　⑦　　二次技能＝指向的に読む

　　　　　　○技能：筆記

　　　　　　　　◎　　二次技能：メモ，通知，書式

CH5：市役所に地方税を納める

　　　　　　o目標：

　　　　　　　　　　1．　　受験者は銀行振込用紙を読むことができる。

　　　　　　　　　　2．　　受験者は銀行振込用紙に記入することができる。

　　　　　　　　　　3．　　受験者は説明を読むことができる（パンフレットなど）。

　　　　　　　　　　4．　　受験者は請求書に関する質問をすることができる。

　　　　　　o場所：自宅

　　　　　　oロールプレイ参加者：受験者および市役所の職員

　　　　　　○技能：読解

　　　　　　　　㊤　二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

　　　　　　○技能：会話

　　　　　　　　⑧　二次技能：物事を手配する

　　　　　　　　①　言語活動、：情報を求める，情報を提供する，苦惰を述べる，説得する

　　　　　　o技能：筆記

　　　　　　　　⑧　　二次技能：メモ，通知，申込用紙；手紙

　　　　　　　　⑧　言語活動：情報を提供する，質問に答える，依頼をする，許可を与える
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CP7：ガス，水遵，丁字，灘：話

7一マ
⑲使用開始

eメー・・一・ターおよびその数値

・使用

④住居内およびその周辺の安全

全般的園糠

受験者は適切な方法でガス，水道，電気の使用開始および中止の手続きができる。

Pt　　rk’ttlg（　こガス　　’首　鷹虐　　　　　こ　がで

不可欠な行動

CHI：メーターの数値を記録し，供給会社に通知する（電言舌での番号選択や自動音欝案内を利用した通知も含む）

CM2：ガス，

o

o

o

o

　e
o

　e

o

　e
　¢

水道，

o

　　　　　　o

　　　　　　o

　　　　　　o

　　　　　　　e

　　　　　　o

　　　　　　　e

　　　　　　　e

CH3：年末精算書が理解できる

　　　　　　○　　　目標：

　　　　　　　　　1．　受験者は電気・ガス会社から送られてくる年来精算書が理解できる。

　　　　　　　　　2．　受験者は電気・ガス会祉の年末精算書について説明を求める質問をすることがで

　　　　　　　　　　　　きる。

　　　　　　Q　　　場所：自宅

　　　　　　O　　　U一ルプレイ参加者：受験者および電気・ガス会社の社員

　　　　　　o　　　技能：読解
　　　　　　　・　二次技能：手紙を読む；指向的に読む；情報を得るために読む

　　　　　　○　　　技能：会話

　　　　　　　・　二次技能：物事を手配する；情報交換をする

匿標：

1．受験者はメーター一一一の数値を記録することができる。

2．受験者はメーターの数値を供給会社に通知することができる。

3．受験者は電話による選択メニューを理解することができる。

場所：自宅

ロールプレイ参加者：受験者

技能：聴解

　二次技能：通知や指示を聞く，テレど・ビデオや録音された音声を聞く

技能：読解

　二次技能：情報を得るために読むi指示を読む

技能：筆記

　二次技能：メモ，通知，書式

　言語活動：情報を提供する

電気料金を支払う

目標：

1．　受験者はガス，水道，電気料金の請求書が理解できる。

2．　受験者はガス，水道，電気料金を銀行振込用紙または自動引落によって支払うこと

　　　ができる。

場断：自宅

ロールプレイ参加者：受験者

技能：読解

　二次技能：手紙を読む；指向的に読む；情報を得るために読む

技能：筆記

二次技能：メモ，通知，書式

言語活動：情報を提供する
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　　　　　　　⑧　言語活動：情報を求める，依頼をする，根拠／理由を述べる

CH4：ガス・電力会祇と話をする

　　　　　o目標：
　　　　　　　　　　1．受験者はガス・電力会社に問い合わせのための電話をすることができる。

　　　　　　　　　2．受験者はガス・電力会社に苦情を伝えるための電話をすることができる。

　　　　　　　　　　3．受験者は電話による選択メニューを利用することができる。

　　　　　○場所：自宅

　　　　　Qロールプレイ参加者：受験者および電気・ガス会社の社員

　　　　　o技能：聴解
　　　　　　　・　二次技能：通知や指示を聞く

　　　　　　o技能：会話

　　　　　　　　・　二次技能：物事を手配する；情報交換をする

　　　　　　　　・　書語活動：強く要求する，撞否する，根拠を述べる，理由を述べる，描写する，情

　　　　　　　　　　報交換をする，苦情を述べる，説明する，証言をする，依頼をする

CH5：ガス・電気を安全に使う

　　　　　　○目標：

　　　　　　　　　　1．受験者は電気製品やガス器具の取扱説明書が理解できる。

　　　　　　　　　　2．受験者はガスや電気を安全に使うための情報提供パンフレット，小冊子またはTV

　　　　　　　　　　　　コマーシャルが理解できる。

　　　　　　○場所：自宅

　　　　　　oロールプレイ参加者：受験者

　　　　　　○技能：聴解

　　　　　　　　。　二次技能：通知や指示を解く，テレビ・ビデオや録音された音声を聞く

　　　　　　Q技能：読解

　　　　　　　　・　二次技能：情報を得るために読む；指示を読む

CH6：電話接続の申し込みをする

　　　　　　o目標：

　　　　　　　　　　1．受験者は電話接続のための手続きに関する情報を収集することができる。

　　　　　　　　　　2．受験者は電話接続のための乎続きに必要な申込用紙を請求すること

　　　　　　　　　　　　ができる。

　　　　　　　　　　3．受験者は電話接続のための手続きに必要な申込用紙に記入することができる。

　　　　　　o場所：自宅，郵便局，電話通信業者の店舗

　　　　　　○ロールプレイ参加者：受験者およびKPN（オランダ電話局）またはその他の通信業者の社員

　　　　　　o技能：会話

　　　　　　　　④　　二次技能：物事を手配する

　　　　　　○技能：筆記

　　　　　　　　・　二次技能：メモ，通知，書式

　　　　　　　　。　言認活動：情報を提供する，質悶に答える，依頼をする，許可を与える
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CP8：ゴミ・環境

テーーマ

e　ゴミの分別
・　危険物

⑨　回収に関する規則

・　エネルギーの節約

全般的霞標

受験春はゴミ処理に関する規則について理解し，適切な形で対処できる。

不可欠な行動

CH1：ゴミを分別しtゴミの奴集スケジュールを理解する

　　　　　　O　fi　PT：
　　　　　　　　　1．　受験者はゴミはどのように分別収集されるかを理解している。

　　　　　　　　　2．　受験者はゴミの分別に関する情報パンフレットを理解することができる。

　　　　　　　　　3．　受験者は市のゴミ収集スケジュール表を読むことができる。

　　　　　　○　　馬所：自宅

　　　　　　o　　　Pt・一ルプレイ参加者：受験者

　　　　　　o　　技能：読解
　　　　　　　㊥　二次技能：情報を得るために読む；指示を読む

CH2：市の環境部と電話で話をする

　　　　　　o　　　目標：

　　　　　　　　　　1．　受験者は粗大ゴミ回収の予約のための電話をすることができる。

　　　　　　　　　2．　受験者は電話による選択メニューを理解することができる。

　　　　　　　　　　3．　受験者はゴミを家の外に出すことに関して，口頭で与えられる情報を理解するこ

　　　　　　　　　　　　とができる。

　　　　　　○　　場所：自宅

　　　　　　。　　ロールプレイ参加者：受験者および市の環境部の職員

　　　　　　○　　技能：聴解
　　　　　　　。　二次技能：遇知や指示を難く；テレビ・ビデオや録音された音声を聞く

　　　　　　o　　技能：会話
　　　　　　　⑯　二次技能：物事を手配する；情報交換をする

　　　　　　　e　書語活動：情報を求める，情報を提供する，希望を伝える

CH3：危険物を認識する

　　　　　　o　　　目標：

　　　　　　　　　1．　受験者は家の中や周辺にある危険物のラベルを読むことができる。

　　　　　　　　　2．　受験者は危険物を示すサインを理解することができる。

　　　　　　Q　　　場所：自宅

　　　　　　o　　ロールプレイ参加者：受験者

　　　　　　o
　　　　　　o　　技能：読解
　　　　　　　。　　二次技能：指向的に読む

CH4：ガス・電気を無駄遣いしない
　　　　　　○　　　賛標：

　　　　　　　　　　1．受験者はガスや電気を無駄遣いしないための情報提供パンフレット，小冊子まはた

　　　　　　　　　　　TVコマーシャルが理解できる。

　　　　　　○　　場所：自宅

　　　　　　o　　ロールプレイ参加者：受験者

　　　　　　o　　技能：聴解
　　　　　　　・　二次技能：通知や説明を聞く；テレビ・ビデオや録音された音声を聞く
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技能：読解

二次技能：惰報を得るために読む；指示を読む0

○
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分野：教奮

CP9：教育

マ
㊥
⑱
⑤
⑧

【テ

近所や地域センター一の講座（育児，語学，音楽，創作，ガーデニング，自転車講習，写真，料理など）

外国人定着コースや移民定着法が適用されない移住者向けの定着コース
職業訓練のオリエンテーション
運転免許証

全般的目標

受験者は適切な方法でオランダの教育に参加する準備ができ， また参加することができる。

不可欠な行鋤

CHI：各種コース・訓練に関する情報収集をする

。

⑧
　
　
③
⑧

O
O
O
　
O

目標：

1．受験者は開設されている講座・訓練に関する簡単な情報パンフレットを読み，理解

　　することができる。

2．受験者は（電話によって）開設されている講座・誰練についての情報を収集すること

　　ができる。

場所：自宅，訓練機関

ロールプレイ参加者：受験者および訓練機関の職員

技能：読解

職歴技能：情報を得るために読む；指向的に読む

技能：会話

二次技能：情報交換をする

言語活動：情報を求める，情報を手に入れる，質問をする，質問に答える

CH21講座や訓練に申し込みをする
。

⑧

㊥
㊥
　
　
㊥
⑦

O
O
OO

○

目標：

1．　受験者は（電話で）講座や訓練に申し込むことができる。

2。　受験者は講座や訓練の申込用紙に記入することができる。

場所：自宅，訓練機関

ロールプレイ参加者：受験者および訓練機関の職員

技能：読解

二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

技能：会話

二次技能：情報交換をする；物事を手配する

言語活動：情報を提供する

技能：筆記

二次技能：手紙；メモ，通知，申込用紙

言語活動：情報を提供する，質問に答える，依頼をする，許可を与える

CH3：講座や訓練に参加する

　　　　　　o　　　目標：

　　　　　　　　　　1．受験者は講座で提供される情報を理解することができる。

　　　　　　　　　　2．受験者は何かが理解できないときにはその旨を告げることができる。

　　　　　　　　　　3．受験者は説明やさらに詳しい解説を要求することができる。

　　　　　　　　　　4．受験者は簡単な内容の文章を読み，理解することができる。

　　　　　　　　　　5．受験者は簡単な文章／課題を書くことができる。

　　　　　　○　　場所：学校，教育センター，地域センターなど

　　　　　　○　　　ロールプレイ参加者：受験者，教師，その他の受験者

　　　　　　o　　技能：聴解
　　　　　　　◎　二次技能：通知や指示を聞く；参加者の一人として聞く；テレビ・ビデオや録音された

　　　　　　　　　　音声を闘く
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○　技能：読解

　　④　二次技能：情報を得るために読む，指示を読む

○技能：会話

　　・　二次技能：情報交換をする

　　・　言語活動：情報を求める，情報を提供する，意見を述べる，説明をする

○技能：筆記

　　e　　二次技能：メモ，通知，書式

　　・　言語活動：メモをする

182



分野：隣人関係

CPIO　l近所

T一一マ

⑨近所の人たち

・近隣の活動

。自身について

⑧家族構成

・出身国

・簡単な会話

全般釣目標

受験者は適切な方法で隣人／地域住民と知り合いになることができる。

受験者は適切な方法で隣人／地域住民と日常的なことについて会話をすることができる。

不可欠な行鋤

CKI：近所の人たちに引越の挨拶をする

o

O
Oo

目標：

1．受験者は隣人に対し自己紹介をすることができる。

2．受験者は家族構成，出身国などの質問に答えることができる。

3．受験者は隣人の家族構成について質悶をすることができる。

4．受験者はどういつだ質問が適切・不適切であるかを理解している。

　場所：受験者の自宅または隣人宅，路上

　ロールプレイ参加者：受験者および隣人または地域住民

　技能：三二

⑧　二次技能：形式ばらない会話をする

・　言語活動：情報を提供する，体験を言葉で表現する，体験について質問する，比較する

CH2：近所の人たちを招待する

o

O
Oo

o

　目標：

　　1．受験者は隣人をお茶やパーティーに招待することができる。

　場所：受験者の自宅または隣人宅，路上

　U一ルプレイ参加者：受験者および隣人または地域住民

　技能：会話
⑤　二次技能：形式ばらない会話をする

・　言語活動：招待する，提案する，提案に反応する

　技能：筆記

。　二次技能：手紙を書く

・　言語活動：招待する，提案する，提案に反応する，依頼をする

CH3：近隣の家庭の出来事に対し適切に対応する

o

Q
Oo

o

買標：

1．受験者は出生，死亡，結婚，病気といった近隣の家庭の出来事に対し適切に対応

　　することができる。

　場所：自宅

　U一ルプレイ参加者：受験者および隣人または地域住民

　技能：読解

・　二次技能：情報を得るために読む

　技能；会話

・　二次技能：形式ばらない会話をする

・　言語活動：お祝いを述べる，お悔やみを言う，情報を求める，体験を言葉で表現する，

　体験について質問する，手伝いを申し出る
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　　　　　○　技能：筆記
　　　　　　　㊧　二次技能：手紙を書く

　　　　　　　e　言語活動：お祝いを述べる，お悔やみを述べる，手伝いを申し出る

CH4：近所の人たちに（これから掛ける）迷惑について知らせる

o

O
O
　
O
o

　目標：

　　1．受験者は近断の人たちにこれから掛けるであろう迷惑な事について知らせること

　　　　ができる。

　場藤：隣人宅，玄関前

　n・一一ルプレイ参加者：受験者および隣人

　技能：会話

⑧　二次技能：情報交換をする

⑧　書語活動：情報を提供する，情報を求める，約束をする，理解を求める

　技能：筆記

⑧　二次技能：手紙を書く

⑧　言語活動：情報を提供する，依頼をする

CH5：迷惑を軽減するために，近所の人たちと記し合いをする

　　　　　o　　屋標：
　　　　　　　　　1．受験者は隣人と迷惑な事柄を減らすための話し舎いをすることができる。

　　　　　Q　　場所：受験者または隣人宅

　　　　　o　　m一一ルプレイ参加者：受験者および隣人

　　　　　o　　技能：会話
　　　　　　　⑧　　二次技能：物事を手配する

　　　　　　　㊥　言語活動：情報を提供する，情報を求める，約束をする，理解を求める

CH6：迷惑または損害を与えたことについて謝罪する

　　　　　○　　目標：
　　　　　　　　　1．受験者は迷惑または損害を与えたことについて謝罪をすることができる。

　　　　　Q　　場所：受験者または隣人宅
　　　　　o　　U一一ルプレイ参加者：受験者および隣人

　　　　　○　　技能：会話

　　　　　　　⑧　二次技能：形式ばらない会話をする

　　　　　　　・　言語活動：出来事について説明する，情報を提供する，謝罪する
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＜子育て，健康，教育分野＞

CP壌：乳幼兜健診センターにて

アーーマ

・成長記録手帳

⑨言語発達を含めた身体的／知的発達

・身長湖定

⑧睡i眠

・遊びと玩具

・栄養

・体重測定

・疾病

全般的罠穰

受験者は子供の発達に関する情報を理解し，提供することができる。

受験者は子供の発達を見守り，刺激することについて会話することができる。

不可欠な行鋤

CHI：身畏，体璽を測定する

o

O
O
　
O
o

　潮面：

　1．　受験者は子供の身体的発達について会話をすることができるe

　2．　受験者は子供の体のサイズと体重に基づいて，図表を読み取ることができる。

　3．　受験者は成長記録手帳にある情報を読むことができる。

　場所：乳幼児健診センター

　m一ルプレイ参加者：受験者およびセンターの医師または地区看護師

　技能二読解

⑧　二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

　技能：会話
・　二次技能：形式ばらない会話；情報交換をする

⑨　書語活動：質問をする，質問に答える，依頼をする，体験を言葉で表現する

CH2：乳幼児健診センターでの，早供の発遼に関する朝の情報集会

o

O
O
　
O
o

　目標：

　1．　受験者は子供たちの一般的な発達について理解することができる。

　2．　受験者は教育パンフレット（歯磨き，甘いものを食べることについて）を読むこ

　　　　とができる。

　3．　受験者は乳幼児健診センターの掲示板にある告知を読むことができる。

　場所：自宅，乳幼児健診センター

　U一ルプレイ参加者：受験者，乳幼児健診センターの職員，他の保護者

　技能：読解
⑦　二次技能：情報を得るために読む

　技能：会話

⑤　二次技能：集会や会合に参加する，情報交換をする

・　言語活動：質問をする，質問に答える

CH3：乳幼兜健診センター職員と会話をする

　　　　　　○　　賢標1
　　　　　　　　　1．　受験者は子供の発達について会話することができる。

　　　　　　o　　場所：乳幼児健診センター
　　　　　　○　　ロールプレイ参加者：受験者，乳幼児健診センター隆師，地区春護師および／または助手

　　　　　　o　　技能：会話

　　　　　　　⑧　二次技能：情報交換をする
　　　　　　　・言語活動：質悶をする，質問に答える，情報を求める，情報を提供する，観察したこと
　　　　　　　　　　を書葉で表現する
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CH4：乳幼児健診センターに予約をする

　　　　　○　蟹標：

　　　　　　　　　1．　受験者は乳幼児健診センターに予約を入れることができる。

　　　　　　　　　2．　受験者は予約を延期することができる。

　　　　　Q　場所：自宅（電話）または乳幼児健診センター
　　　　　o　ロールプレイ参加者：受験者，乳幼児概修センターの職員および／または助手

　　　　　o　技能：会話
　　　　　　　　e　二次技能：情報交換をする

　　　　　　　　⑧　言語活動：提案に反応する，提案をする，質問をする，情報を提供する
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CP2＝プレイルーーム

テーマ

④
⑤
◎
0

プレイルームの運営について

一語発達を含めた身体的／知的発達
開所時間

遊び

全般的目標

受験者は適切な方法で託児施設を利用することができる。

不可欠な行鋤

CH1；プレイルームを見学する

o

○
O
　
O

o

o

　目標：

　1．　受験者はプレイルームの規則が理解できる。

　2．　受験者はプレイルームについての情報冊子を読むことができる。

　3．　受験者はプレイルームや託児所についての説明を理解することができる。

　4．　受験者は子供を登録することができる。

　場所：プレイルーム

　m一ルプレイ参加者：受験者およびプレイルームの責任者

　技能：読解

・　二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む；指示を読む

　技能：会話

・　二次技能：情報交換をする，物事を手配する

⑧　言語活動：質問をする，情報を提供する，情報を求める

　技能：筆記

④　二次技能：メモ，通知，書式

⑧　言語活動：情報を提供する，質問に答える，依頼をする

CH2：他の保護者とプレイルームについての会話をする

o

O
O
　
Oo

o

　目標：

　1．　受験者は保護者活動の案内についての手紙を読むことができる。

　2．　受験者は保護者活動申込用紙に記入することができる。

　3．　受験者は他の保護者と形式ばらない付き合いを始め，関係を維持することができる。

　4．　受験者は保護者活動に参加することができる。

　場所：プレイルーム

　Pt・一一ルプレイ参加者：受験者，プレイルームの責任者および他の保護者

　技能：読解

・　二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

　技能：会話

◎　二次技能：形式ばらない会話；情報交換をする

・　言語活動：質問をする，質問に答える，意見を述べる，情報を提供する

　技能：筆記

。　　二次技能：メモ，通知，書式

。　言語活動：情報を提供する，質問に答える，依頼をする

CH3：子供を送迎する際の会語

　　　　　　o　　員標：
　　　　　　　　　1，受験者は専門家と虞身の子供に関する情報を交換することができる。

　　　　　　o　　場所：プレイルーム

　　　　　　○　　ロールプレイ参加者：受験者およびプレイルームの責任者

　　　　　　o　　技能：会話
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CH4：

　　　　・　二次技能：情報交換をする

　　　　⑲　言語活動：質問をする，質問に答える，意見を述べる，情報を求める，情報を提供する

プレイルームの壷妊者と子供の発達についての会話をする

　　○目標：

　　　　　　1．受験者は専門家と自身の子供に関する情報を交換することができる。

　　　　　　2．受験者は幼児成長観察システムから得られる報告書を読むことができる。

　　○　場所：プレイルーム

　　o　ロールプレイ参加者：受験者およびプレイルームの責任者

　　○　技能：読解

　　　　・　　二次技能：情報を得るために読む

　　○　技能；会話

　　　　⑧二次技能：情報交換をする

　　　　⑧言語活動：質問をする，意見を述べる，情報を提供する・求める，説明をする
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CP3：小学校へ

テーマ
⑪ 学校に対する自身の期待および希望
⑨ オランダにおける初等教育の特徴
＠ 義務教育

⑧ 小学校間の違い

全般的困標

受験者は（初等） 教育舗度について理解し，適切な形で対処できる。

不可欠な行鋤

CH1：初等教育の準傭をする
○ 目標：

1．　受験者は自身にとって何が学校選択の際に重要かを言うことができる。

2．　受験者は（初等）教育に関する情報を理解することができる。
3．　受験者は小学校の募集パンフレットを理解することができる。

○ 場所：小学校

○ ロールプレイ参加者：受験考，教師および／または校長

○ 技能：読解
㊤ 二次技能：情報を得るために読む

O 技能：会話

④ 二次技能：情報交換をする，物事を手配する
⑯ 言語活動：質問をする，質問に答える，説明を求める，提案をする
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CP4：小学校と連絡を取る

テーマ

⑧
⑤
④
◎
⑱
⑧
⑧
⑪
励

上級クラス

夜間見学H

言語発達を含めた身体的／知的発達

初級クラス

保護者の関与

発表会週問

成績表

遊びながらの学習および言語発達
｝O分程度の保：護者高談

全般的目標

受験者は教師からの連絡による話し合いで，子供の成長について改まった会話をすることができる。

受験者は学校の保護者活動について，他の保護者と話をすることができる。

受験者は自分から連絡を取り，教師と話し合いをすることができる。

不可欠な行動

CM1：10分程度の保護者面談に行く

o

○
○

o

o

o

目標：

1．受験者は10分保護者面談の案内についての手紙を理解することができる。

2．受験者は10分保護者面談申込用紙に記入することができる。

3。受験者は10分保護者面談の資料として成績表や得点表を理解することができる。

4．受験者は子供が学校で受ける科目について話をすることができる。

5．受験者は子供の発達や成長について教師と会話をすることができる。

場所：小学校

ロールプレイ参加者：受験者および教師

技能：読解

⑤二次技能：手紙を読む；指向的に読む；情報を得るために読む

技能：会話

・二次技能：情報交換をする

。言語活動：質問をする，質問に答える，説明を求める，意見を述べる

技能：筆記

⑳二次技能：手紙；メモ，通知，申込用紙

・言語活動：情報を提供する，質問に答える，依頼をする

CH2：質問や問題点などについて教師と会話をする

　　　　　o　目標：
　　　　　　　　　1．受験者は子供の担任教師と話し合いの約束をすることができる。

　　　　　　　　　2．受験者は質問や問題点などについて子供の担任教師と話し合いをすることができる。

　　　　　　　　　3．受験者は子供が学校，教師，友人，クラスなどについてどう感じているかについて

　　　　　　　　　　　話をすることができる。

O
Oo

場所：小学校

n一ルプレイ参加春：受験者および教師

技能：会話

・二次技能：情報交換をする

。言語活動：情報を求める・提供する，質問をする，質問に答える，説明を求める，さら

　　に質問をする，体験について書葉で表現する，感情を述べる，意見を述べる

CH3：学校の保護者活動に参加する
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o　目標：

　　　1．

O
Oo

o

e

⑧
⑦

2
3
4
F
O

受験者は学校において保護者のために，保護者によって企画される様々な活動に

ついての文書による情報を読むことができる。

受験者は書面による保護者活動参加への呼びかけを理解することができる。

受験者は活動に関する指示を理解することができる。

受験者は保護者会の簡単な報告書や議事録を読むことができる。

受験者は学校が企画する活動について話をすることができる。

場所：小学校

ロールプレイ参加者：受験者，教師，他の保護者

技能lii売解

二次技能：指示を読む；情報を得るために読む

技能：会話

二次技能：形式ばらない会話；情報交換をする；物事を手配する

言語活動：指示を理解する，指示を与える，情報を求める，情報を提供する，説明を求

める，意見を述べる

CH4：学校前での会話
o

O
Oo

0
0

則票：

1．　受験者は他の保護者とコンタクトを取ることができる。

2．　受験者は他の保護者情報交換をすることができる。

場所：小学校またはその周辺

U一ルプレイ参加者：受験者および他の保護者

技能：会話

二次技能：形式ばらない会話をする

書語活動：自己紹介をする，会話を始める，約束をする，惰報を提供する・求める，体験

談をやりとりする
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CP5：安全

テーーマ

・　屋外で遊ぶ

e　交通安全
・　水泳

全般釣霞標

受験者は自身の子供の（交通）安金について会話をすることができる。

不可欠な行鋤

CHI：（交通）安全についての講習会へ

　　　　　○　員標：

　　　　　　　　　1．　受験者は（交通）安金に関する簡単な情報を理解することができる。

　　　　　　　　　2．　受験者は（交通）安全に関するプレゼンテーションのスライドを理解すること

　　　　　　　　　　　　ができる。

　　　　　　　　　3．　受験者は（交通）安金に関する質問をすることができる。

　　　　　　　　　4．　受験者はどこで（交通）安全に関する情報を手に入れられるかを知っている。

　　　　　　　　　5．　受験者は（交通）安全に關するパンフレソトを読むことができる。

○　　揚所；学校または地域センター，住民センター

Qu一ルプレイ参加春：受験者，その他の保護者，警察官や学校の交通安全調整員といった職

　業従事者

○　技能：読解

　　・二次技能：情報を得るために読む

○　　技能：会話
　　・二次技能：集会や会合に参加する，情報交換をする

　　⑧書肺活動：回報を理解する，質問をする，説明を求める

。　　技能：聴解

　　e二次技能：通知や説明を聞く，テレビ・ビデオや録音された音声を闘く，その場の参加
　　　　　者の一一人として闘く
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CP6：読轡と遊び

テーマ

・　本を読む

⑧　室内で遊ぶ

⑧　グループでする遊び

⑧　テレビを見る

全般的目標

受験者は適切な方法で図書館を利用することができる。

受験者は子供が室内で遊ぶことについて他者と会話をすることができる。

不可欠な行鋤

CH3：図盤館を利用する

o

O
Oo

目標：

1．　受験者は自身または子供が図書館に登録するにはどうすればいいかがわかる。

2．　受験者は函書館の規則についておよび図書館で何が行われているかについてに

　　関する情報を理解することができる。
3．　受験者は図書館の利用カードを見分けることができ，誰のものであるかを読み取

　　ることができる。

4．　受験者は図書館の掲示板にある告知を読むことができる。

5．　受験者は図書館のパンフレットを読むことができる（開館時間，費用，案内）。

6．　受験者は本棚から特定の本を探し出すことができる（アルファベット）。

7．　受験者は本の背表紙にある図書情報を読むことができる（読書レベル，ジャンル

　　をあらわすイラストなど）。

8．　受験者は図書館の登録申込用紙に記入することができる。

　場所：図書館

　n一ルプレイ参加者：受験者および図書館の職員

　技能：読解

⑧　二次技能：指示を読む；指向的に読む；情報を得るために読む

Q　　技能：会話
　　⑧　二次技能：情報交換をする，物事を手配する

　　・　言語活動：質問をする，情報を提供する，質受に答える

。　　技能：筆記

　　⑧　二次技能：メモ，通知，書式

　　⑧　言語活動：情報を提供する，質闘に答える，依頼をする，許可を与える

CK2：室内で遊ぶことについて他の保護者と会話をする

o

O
Oo

0
⑧

目標：

1．　受験者は子供が遊んだり見たりする，遊び，本，テレビ番組について会話をする

　　ことができる。

場所：受験者の自宅または他の保護者宅

ur・一ルプレイ参加者：受験者および他の保護者

技能：会話
二次技能：形式ばらない会話をする

書語活動：質問をする，情報を提供する，観察したことを書葉で表現する，意見を述

べる
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CP71自由時間

テーマ

⑧　課外活動

。　屋外で遊ぶ

・　遊び場

・　スポーツをする

⑤　スポーツクラブ

全般的目標

受験者は自由時間の使い方，および組織された課外活動についての会話をすることができる。

不可欠な行動

C瞬：スポーツクラブに登録するための準備

○　　葭標：

1．受験者はスポーツクラブの掲示板にある手紙を読むことができる。

2．受験者はスポーツクラブの看板を理解することができる。

3．受験者はガイドブックやインターネットでスポーツクラブを探すことができる。

4．受験者はスポーツクラブのパンフレットを理解することができる。

5．受験者はスポーツクラブの登録申込用紙に記入することができる。

o　　場所：自宅および学校
○　　ロールプレイ参加者：受験者およびクラブの職員または活動のオーガナイザー

Q　　技能：読解
・　二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

。　　技能：会話

・　二次技能：情報交換をする

・言語活動：情報を要求する，情報を提供する，質問をする

○　　技能：筆記
。　二次技能：メモ，通知，書式

。　言語活動：書き留める

CH2：（スポーツ）クラブとの（電話による）会話および申し込み

Q　目標：

1．受験者は（スポーツ）クラブに問い合わせをすることができる。

2．受験者は（スポーツ）クラブに関する情報をメモすることができる。

3．受験春は（スポーツ）クラブに申し込むことができる。

o　　場所：自宅および学校
。　　ロールプレイ参加者：受験者およびクラブの職員

。　　技能：会話
・　二次技能：情報交換をする

・　書語活動：情報を求める・提供する，質問をする

○　　技能：筆記
〇　二次技能：メモ，通知，書式

・　言語活動：書き留める

CH3：子供同士が一緒に遊ぶ約束を他の保護春とする

。　鷺標：

1．受験者は子供同士が一緒に遊ぶための約束を他の保護者とすることができる。

2．受験者は約束したことや住所情報をメモすることができる。
／

o　三所：学校，路上，自宅など

。　ロールプレイ参加者：友だちの保護者，子供とその友だち，受験者

○　技能：会話

・　二次技能：形式ばらない会話をする

・言語活動：情報を求める，情報を提供する，質問をする，許可を求める，意見を述べる
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○　技能：筆記

　　。二次技能：メモ，通知，書式

　　⑧言語活動：書き留める

195



CP8：中簿教育へ

テーマ

e　選択肢
・　子供の希望
⑧　　C買0テスト

㊥　　中等教育（初級中等教育，中級中等教育，大学進学中等教育）

全般的厨標

受験者は子供の学校の選択について適切な方法で会話をすることができる。

不可欠な行鋤

CH4：自分から上級クラスの教師と話をする

o

O
O
　
O
o

　目標：

　L　受験者は子供の担任教師と話し合いの約束をすることができる。

　2．受験者は小学校からもらった中等教育に関するアドバイスについて教師と話を

　　　することができる。

　3．受験者は初等教育から中等教育への移行プロセスに関する情報を理解すること

　　　ができる。

　4．受験者は様々な中等教育の形態およびそれが子供の将来にどう影響するかにつ

　　　いて会話をすることができる。

　5．受験者は中等教育について質問をし，中等教育に関する不安を言葉で表現するこ

　　　とができる。

場所：学校

　ロールプレイ参加者：受験者および上級クラスの教師

技能：読解

⑧二次技能：手紙；情報を得るために読む；指示を読む

技能：会話

⑧二次技能：情報交換をする；物事を手配する

e言語活動：情報を要求する，情報を提供する，質問をする

CH2：学校主導で，進級に関する詣を教師とする

　　　　　o　目標：

　　　　　　　　　1．受験者は（癒談や夜聞説明会の）案内状を読むことができる。

　　　　　　　　　2．受験者はCITOテストの結果を読み，理解することができる。

　　　　　　　　　3．受験者は小学校から与えられる子供の中等教育に関するアドバイスを理解する

　　　　　　　　　　　ことができる。

　　　　　　　　　4．受験者は子供の中等教育に関する自身の期待について会話をすることができる。

　　　　　o　場所：学校
　　　　　o　U一一ルプレイ参加者：受験者，教師，療育者および／または問題児教育コーディネーター

　　　　　○　技能：読解

　　　　　　　　・二次技能：手紙；情報を得るために読む

　　　　　o　技能：会話
　　　　　　　　e二次技能：情報交換をする

　　　　　　　　⑩言語活動：情報を求める・提供する，質問をする

CK3：他の保護者と学校選択についての会話をする

　　　　　o　fi標：

　　　　　　　　　L　受験者は中等教育について他の保護者と話すことができる。

　　　　　　　　　2．受験者は学校からのアドバイスや自身の子供の将来の可能性に関して，自身の

　　　　　　　　　　　立場や考え方，期待について他の保護者と話すことができる。

　　　　　　　　　3．　受験者は中等教育の選択プロセスについて他の保護者と話すことができる。

　　　　　o　場駈：自宅，路上，他の保護者宅，学校前

　　　　　Q　m一ルプレイ参加者：受験者および他の保護者
　　　　　o　技能：会話
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e　二次技能：形式ばらない会話・情報交換をする

・　言語活動：情報を求める・提供する，質問をする，許可を求める， 意見を述べる
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CP9＝将来についての話をする

テーマ

・労働市場の展望

・就職の可能性
・　退学

・　大学進学

⑧　将来の展望

・　仕事に就く

全般的臼標

受験者は子供の教育と仕事の選択について話をすることができる。

不可欠な行動

CH1：進路選択についての話をする
。　　騒標：

1．受験者は子供の職業選択に関する希望について会話をすることができる。

2．受験者は子供の職業選択の際の可能性について会話をすることができる。

○　　場所：教育機関の合同説明会，職業選択相談所など

。　　ロールプレイ参加者：受験者および選択アドバイザー

。　　技能：会話

⑧二次技能：情報交換をする

・言語活動：情報を求める，情報を与える，質問をする，意見を述べる

CH2：進路相談員と話をする
。　目標：

1．受験者は進路網談員や教育アドバイザーからの面談の案内を理解することができ
る。

2．受験者は面談申込用紙に記入することができる。

3．受験者は清報提供パンフレットを理解することができる。

4．受験者は具体的な選択肢について情報を求め，理解することができる。

○　場所：自宅，学校または地域教育センター

Q　ロールプレイ参加者：受験者および進路相談員

○　技能：読解

・二次技能：来信；情報を得るために読む

。　技能：会話

・二次技能：情報交換をする

・書誌活動：情報を要求する，情報を与える，質問をする，助書を求める

○　　技能：筆記

・二次技能：メモ，通知，書式

・言語活動：情報を提供する，質問に答える，依頼をする

CH3：継続教育機関や職場を見学する

。　目標：

1．受験者は継続教育機関や職揚に関する情報を理解することができる。

2．受験者は教育や仕事についての子供の希望および可能性について情報交換をす

ることができる。

o　場所：地域教育センター，高等職業教育機関，大学または企業

○　ロールプレイ参加者：受験者および説明者

。　技能：会話

・二次技能：情報交換をする

。書語活動；情報を求める，質問に答える
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CP狛：憲庭医

テーマ
o 予約を入れる

9 症状

o 痛み

⑧ 処方箋

⑧ 疾病

全般的目標

受験者は適切な方法で家庭医のサービスを利用することができる。

不可欠な行勤

CH1：家廃医と話をする

o 鷺標：

1．受験者は家庭医との会話の準備をすることができる。
2．受験者は症状を言葉で説明することができる。

3．受験者は家庭医の指示を理解し，それに従うことができる。

4．受験者は家庭医からの手紙（住1所変更，診療時間の変更など）を理解す
できる。

o 場所：診療所

○ ロールプレイ参加者：受験者，助手および家庭医

O 技能：読解

o 二次技能：来信を読む；指向的に読む；情報を得るために読む

。 技能：会話

o 二次技能：情報交換をする

o 言語活動：情報を求める，質問をする，説明を求める

O 技能：筆記

㊥ 二次技能：メモ，通知，書式
⑧ 言語活動：メモをする
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CPM＝魎医者

テーマ

・　適切な食事

⑩　新しい予約を入れる

・　歯磨き

⑧　甘いものを賢く食べる

・　子供の歯のケア

全般釣副爽

受験者は歯の手入れについて歯科医と改まった会話をすることができる。

不可欠な行動

CH1：歯医者に行く準備をする

○　　月琴：

1．　受験者は興隆者からの呼出状を読むことができる。

2．　受験者は予約カードを読むことができる。

3．　受験者は待合室の掲示板にある簡単な情報を読むことができる。

4．　受験者は歯の手入れに関する（視覚的素材を含む）パンフレットを読み，理解する
ことができる。

5．　受験者は歯磨きに関する指示書を読み，理解することができる。

6．　受験者は予約を入れるために歯医者の電話番号を調べることができる。

7．　受験者は新規の予約を入れることができる。

Q　　場所：自宅，歯医者の待合室

○　　ロールプレイ参加者：受験者，歯科医助手および歯科医

。　技能：読解

⑳　二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む；指示を読む

○　技能：会話

②　二次技能：情報交換をする

・　書語活動：情報を求める・提供する，質問をする

CH2：歯医者と話をする

。　　目標：

1．受験者は歯の手入れについての会話をすることができる。

2．受験者は健康な歯の重要性について会話をすることができる。

o　　場所：歯科医の診察室
。　　ロールプレイ参加者：受験者，歯科医助手および歯科医

。　　技能：会話
。　二次技能：情報交換をする

＄　言語活動：情報を要求する，情報を与える，質問をする
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〈就労分野：一般〉　分野　職擦し

CPI＝仕事を探す

テーマ
⑧ 広告を見る

⑧ 職務要件

④ 学歴

⑧ 情報収集

⑨ 職業安定所，人材派遺会社，再就職支援会社に登録
⑧ 職歴（履歴書）

全般釣罠標

受験者は適切な方法で，労働市場から自分に適した職務を（再び）探すことができる。

不可欠な行鋤

C81：求職看と して登録する

○ 副票：

1．　受験者は職業安定所や人材派遣会社に登録することができる。

2．　受験者は自分が探している職務について説明することができる。

3．　受験者は仕事についての希望に関する質問に答えることができる。

4．　受験者は職歴に関する質問に答えることができる。

5．　受験者は自分のM2（第二言語としてのオランダ語試験）のレベルやオランダ語

の経験について説明することができる。

6．　受験者は登録用紙に記入することができる。

○ 揚所：職業安定所，人材派遣会社

○ ロールプレイ参加者：受験者および職業安定所；の職員または入材派遣会社の社員

。 技能：読解

⑧二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

○ 技能：会話

⑧二次技能：物事を手配する；情報交換をする；指示を読む

⑧言語活動：根拠を述べる，理由を述べる，描写する，交換する，情報を提供する，情

報を求める，特徴を述べる，原因を述べる，説明をする，例を挙げる，希望を伝

える，提案をする

。 技能：筆記

⑧二次技能：メモ，通知，書式

・言語活動：情報を提供する，質悶に答える，描写する，説明をする，例を挙げる

CH2：欝齎で警かれた求人情報を探す
。 目標：

1．受験者は新聞，情報冊子やインターネットから企業や職務についての情報を探

すことができる。

2．受験者は求人情報を読み，理解することができる。

o 場所；職業安定所，人材派遣会祉，再就職：支援会社

○ ロールプレイ参加者：受験者および職業安定所の職員または人材派遣会社の社貴，再就職

支援会社のアドバイザー

。 技能：読解

⑧二次技能：手紙を読む；指向的に読む；情報を得るために読む

CH3：求人に関する情報を求める

○ 目標：

1．受験者は窓口で求人情報に関する情報を請求することができる。

2．受験者は求人情報についての質問に対する答えを理解することができる。

o 場所：職業安定所，人材派遣会社，再就職支援会社

○ ロールプレイ参加者：受験者および仲介機関の職員

。 技能：会話
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o

・二次技能：物事を手配する；情報交換をする

⑧言語活動：根拠を述べる，理由を述べる，描写する，情報を提供する，情報を求める，

　　特徴を述べる，説明を求める，比較する，例を挙げる，希望を伝える，提案をす

　　　る

技能：筆記

⑧二次技能：メモ，通知，書式

e言語活動：情報を提供する，質悶に答える，希望を伝える，例を挙げる，理由を述べ

　　　る，描写する
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CP21求人に応募する

テー一　7

・　学歴
⑧　仕事に対する動機

・　圖僚と一緒に仕事をする

⑳　職場での役割

e　職歴（履歴書）

全般的国標

受験者は適切な方法で求職・採用手続きの準備をすることができる。

受験者は適切な方法で求職・採用手続きを進めることができる。

不可欠な行動

CH1：求人・採用面接の準備をする

o

O
Q
o

o

目標：

1．受験者は新闘，情報冊子やインターネット上にある，ある職務または企業につい

　　ての情報の要点を理解することができる。

2．受験者は面接の準備として，自分の職歴や職務に対する動機に関するメモを作成

　　することができる。

場所：自宅，図書館，職業安定所や再就職支援会社における概修

　ロールプレイ参加者：受験者および知人，職業安定所の職員または再就職支援会社のア

　ドバイザー

技能：読解

⑤二次技能：情報を得るために読む；指向的に読む；指示を読む

技能；筆記

⑤二次技能：メモ，通知，書式

④言語活動：メモをする，例を挙げる，情報を求める

CH2：電話で求人に応募する

o

O
Oo

目標：

1．受験者は担当者を電話口に呼び出してもらうことができる。

2．受験者は電話で自己紹介をすることができる。

3．受験者は求人応募に関連する一般的な質問を理解することができる。

4．受験者は職務に関心があることを知らせることができる。

5．受験者は職歴や動機について説明することができる。

場駈：自宅，

　ロールプレイ参加者＝

技能：会話

・二次技能：物事を手配する；情報交換をする

・言語濡動：根拠を述べる，理由を述べる，原困を述べる，説明をする，比較する，例を

　　　挙げる，希望を伝える，提案をする

面接トレーニング

　　　　受験者，雇用者，人事責任者または訓練者

CH3：エントリーシートに舘入する

　　　　　o

O
Oo

o

貝標：

1．受験者はエントリーシートに記入することができる。

場駈：自宅，職場

　ロールプレイ参加者：受験者および必要に応じて知人または同僚

技能：読解

・二次技能：指向的に読む；指示を読む

技能：筆記

。二次技能：メモ，通知，書式

e書語活動＝情報を提供する，質悶に答える，希望を伝える，例を挙げる，理由を述べる，

　　　描写する
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CH4：面接通知を読む

　　　　○　目標：

　　　　　　　　1．

　　　　　　　　2．

受験者は面接通知を読むことができる。

受験者は面接がいっ，どこで行われるのかがわかる。

○場駈：自宅

。ロールプレイ参加者：受験者

。技能：読解

　　　⑧二次技能：手紙を読む；情報を得るために読む

CN5：求人・採用面接を受ける
　　　　o目標：

1
9
臼
3
4
5
6

受験者は自己紹介をすることができる。

受験者は自分自身に関する質問に答えることができる。

受験者は自分の職歴について説明することができる。

受験者は職務に対する動機を述べることができる。

受験者は自分が作成したリストに基づき質問をすることができる。

受験者は今後のプロセスについて質問することができる。

o場所＝薪しい職場
Our・一ルプレイ参加者：受験者，雇用者または人事責任者および／または同僚

○技能　会話

　　　e二次技能：物事を手配する；情報交換をする
　　　⑧言語活動：根拠を述べる，理由を述べる，描写する，やりとりをする，情報を提供する，

　　　　　　情報を求める，心構えを述べる，特徴を述べる，原因を述べる，以前の面接を参

　　　　　　照する，説明をする，比較する，例を挙げる，希望を伝える
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CP3＝労働契納（飴与，勤務時間，手当など）についての会器をする

　テーマ
　　　　　　　　　・　託児施設

　　　　　　　　　・　経費に関する規則

　　　　　　　　　⑧　時間外労働

　　　　　　　　　⑧　試用期問

　　　　　　　　　・　通勤手当

　　　　　　　　　・　給与

　　　　　　　　　・　有給休蝦

　　　　　　　　　・　勤務時間

全般的翼標

受験者は新規の労働契約（原案）を読み，面接においてそれに関する説明を求めることができる。

不可欠な行動

　CHG：労働契約についての話し合いの準備をする

　　　　　　Q　　匿標：
　　　　　　　　　　1．　受験者は簡単な契約書を理解することができる。

　　　　　　　　　　2．　受験着は書爾による質悶の準備ができる。

　　　　　　Q　　場所：自宅，職場

　　　　　　○　　ロールプレイ参加者：受験者

　　　　　　o　　技能：読解
　　　　　　　　　⑧二次技能＝情報を得るために読む

　　　　　　○　　技能＝筆記
　　　　　　　　　⑧二次技能：メモ，通知，書式

　　　　　　　　　＠言語活動：メモをする，質問をする，希望を伝える

　CH2：労働条件についての話し合いをする

　　　　　　o　　目標：
　　　　　　　　　　1．　受験者は労働条件に関する質問をすることができる。

　　　　　　　　　　2．　受験者は自分の希望を知らせることができる。

　　　　　　　　　　3．　受験者は説明を求めることがでぎる。

　　　　　　　　　　4．　受験者は労働条件に関する口頭による説明を理解することができる。

　　　　　　　o　　場所：勤務予定の職場

　　　　　　o　　ロールプレイ参加者：受験者および雇用者または人事責任者

　　　　　　　○　　技能：会話

　　　　　　　　　e　二次技能：物事を手配する；情報交換をする

　　　　　　　　　㊤　書棚活動：根拠を述べる，理由を述べる，描写する，情報を提供する，情報を求め

　　　　　　　　　　　　る，特徴を述べる，原因を述べる，説明をする，比較する，例を挙げる，希望を伝

　　　　　　　　　　　　える，提案をする

。
，
情
報
を
求
め
る
，
希
望
を
伝

205



分野：職場にて

CP4：労働条件（給与，休暇，手当など）についての会話をする

テーマ

⑧
③
⑧
⑧
㊥
0
0
④
⑤
◎

労働時間短縮日

教育研修費に対する会社からの援助

託児施設

通勤手当

業務上の経費

育児休業

時間外労働

給与

有給休暇

医療保険

全般的巨標

受験者は休暇や自分の業務に適用される，あるいはその可能性がある規則について話をすることができる。

不可欠な行動

CH1：労働条件についての話し合いの準備をする

　　　　　o

O
Oo

o

o

　　受験者は簡潔に作成された労働条件契約書を読むことができる。

　　受験者は質問を書面にて言葉で示すことができる。

　　受験者は従業員の権利と義務について同僚に質問することができる。

　　受験者は権利と義務についての質問に対する答えを理解することができる。

場所：自宅，職場

n一ルプレイ参加者：受験者および陶僚

標
－
・
a
a
4

農

　技能：読解

⑧二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

技能：会話

e二次技能：情報交換をする

e言語活動：質問をする，情報を提供する，情報を乎に入れる，説明をする，理由を述べる，

　　　希望を伝える

技能：筆記

e二次技能：メモ，通知，書式

・言語活動：メモをする，質問に答える，希望を伝える，例を挙げる，理由を述べる，描写

　　　する

CM2：労働条件についての話し長いをする

o

O
Qo

目標：

L　受験者は労働条件に関する質問をすることができる。
2．受験者は自分の希望を知らせることができる。

3．受験者は労働条件に関する口頭での説明を理解することができる。

4．受験者は説明を求めることができる。

5．受験者は自分の状況について説明することができる。

場所：新しい職場

　ロールプレイ参加者：受験者および雇用者または人事責任者

技能：会話

・二次技能：情報交換をする；物事を手配する

・書語活動：根拠を述べる，理由を述べる，描写する，情報を提供する，情報を求める，特

　　　徴を述べる，原因を述べる，説明をする，比較する，例を挙げる，希望を伝える，提

　　案をする

2e6



CP5：人事考課面談

丁一一マ

・　日常業務

⑧　目標および成果

・　自分の仕事ぶり

・　同僚や上司と一緒に仕事をする

③　今後の業務／役割

⑦　仕事に対する満足／不満足度

全般的副粟

受験者は適切な方法で，自分の仕事ぶりについて上司との話し合いに参加することができ，またそのための
準備をすることができる。

不可欠な行動

CHI：人事考課面談の準旛をする
　　　　　○　　目標：

O
Q

1
2
3
4

受験者は人事考課藏談において話題となる項目について理解することができる。

受験者は職務内容一覧を読むことができる。

受験者は自分の仕事ぶりについての私見をリストアップすることができる。

受験者は自分の仕事ぶりについて質悶がある場合は，それをメモすることができる。

場所：自宅，職場

m一一ルプレイ参加者：受験者

o

o

技能：読解

。二次技能：情報を得るために読む，指向的に読む

技能：筆記

⑧二次技能：メモ，通知，書式

⑧言語活動：メモをする，情報を求める，質問に答える，希望を伝える，例を挙げる，理由

　　　を述べる，描写する，説明をする，提案をする

C卜｛2：人事考課面談を受ける

　　　　　○　目標二
　　　　　　　　　1．受験者は仕事および自分の仕：事ぶりについて，上司および／または人事担当者と会話

　　　　　　　　　　　をすることができる。

　　　　　　　　　2．受験者は自分の業務について情報を与え，質問に答えることができる。

　　　　　　　　　3．受験者は自分の質問事柄を，話し合いの際に取り上げることができる。

o　揚所：職場

O　m一ルプレイ参加者：受験者および上司

Q　技能：会話

　　・二次技能：物事を手配する；情報交換をする

　　・言語活動：根拠を述べる，理由を述べる，描写する，情報を提供する，情報を求める，特

　　　　　徴を述べる，原因を述べる，説明をする，比較する，例を挙げる，希望を伝える，提

　　　　　案をする
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CP6：病欠および復彌の無縫

テーマ

・　治療

・　過度の緊張

・　職場復帰

・　痛み
⑧　疾病

全般釣農標

受験者は病気になった際の連絡手続き（および復帰した際の報告）を，適切な方法で行うことができる。

受験者は適切な方法で産業医と会話をすることができる。

不可欠な行動

C目4：電話による病欠および復帰の違絡

　　　　　o

O
O

目標：

1．　受験者は自分が病気になったことおよび復帰したことを電話で連絡することが

　　できる。

2．　受験春は病欠および復帰の連絡に関する説明書きを理解することができる。

3．　受験者は電話で産業医に予約を入れることができる。

4．　受験者は病欠期間の目安を伝えることができる。

揚所：霞宅

ロールプレイ参加者：受験者および上司

。　　技能：読解

　　⑤二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

Q　　技能：会話

　　・二次技能：物事を手配する；情報交換をする

　　⑧言語活動：報告をする，情報を与える，理由を述べる

CH2：欠勤モニタリング用紙に記入する

　　　　　o

○
○

o

o

目標：

L　受験者は簡単で一般的な欠勤モニタリング用紙を読み，理解することができる。

2．受験者は簡単で一一般的な欠勤モニタリング用紙に記入することができる。

場所：自宅，職揚

ロールプレイ参加春：受験者および同僚または上司

技能：読解

・二次技能：指向的に読む

技能＝筆記

⑫二次技能：メモ，通知，書式

⑤言語活動：情報を提供する，理由を述べる，質問に答える，説明をする

CH3：産業医と話をする

　　　　　o　留標：

　　　　　　　　　1．

　　　　　　　　　2．

　　　　　　　　　3．

　　　　　　　　　4．

　　　　　　　　　5．

　　　　　　　　　6．

受験者は自分の病気に関して産業医と会話をすることができる。

受験者は自分の症状について説明することができる。

受験者は自分の過去の愁訴について述べることができる。

受験者は産業医の診断と指示を理解することができる。

受験者は復帰について話をすることができる。

受験者は次の予約を入れることができる。

o　揚所：薩業医の診療所，自宅

O　m一ルプレイ参加者：受験者および薩業医

○　技能：会話

　　⑧二次技能：物事を乎配する；情報交換をする

　　⑧書語活動1情報を提供する，情報を受け取る，特徴を述べる，原因を述べる，説明をする，

　　　　　比較する，例を挙げる
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CP7；仕蕪の打ち合わせ／チームミーーティング

テーマ

・　報告

・　新製晶

㊥　シフト

・　役割分担

・　業務

全般的霞標

受験者は， 適切な準備の後，受験者が知っている人物との打ち合わせに参加することができる。

受験者は， 翫に知っていて自分に関係のある，業務関連事柄について会話をすることができる。

不可欠な行鋤

C撚：仕事の打ち合わせの準備をする
○ 目標：

1．受験者は会議の議事録を読むことができる。

2．受験者は打ち合わせの議事項冒リストを読むことができる。

3．受験者は予定されている会議の大まかな内容を理解することができる。

4．受験者は自分の発書の準備として要約メモを作成することができる。

5．受験者は同僚に説明を求めることができる。

o 場所：自宅，職場

○ ロールプレイ参加者：受験者，問僚および上司

o 技能：読解

⑱二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

o 技能：会話

⑤二次技能：情報交換をする

⑧言語活動：情報を提供する，情報を手に入れる，質問に答える，質問をする

o 技能：筆記

㊥工次技能：メモ，通知，書式

・言語活動：メモをする，情報を提供する，質問に答える

CH2：仕事の打ち禽わせ
○ 鷺標：

1．受験者は，自分が知っていて関係のある業務閣連事柄に関して，情報を理解する
ことができる。

2．受験者は，自分が知っていて関係のある業務関連事柄に関して，情報を提供する
ことができる。

3．受験者は，自分が知っていて関係のある業務関連事柄をもとに，質問をすること
ができる。

4．受験者は，自分が知っていて関係のある業務関連事柄をもとに，自分の意見を言

葉で表現することができる。

O 場所：職場

○ ロールプレイ参加者：受験者，同僚および上司

o 技能：聴解

⑧二次技能：通知や指示を聞く，参加者の一人として聞く

○ 技能：読解

・二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

o 技能：会話

・凱次技能：情報交換をする；集会や会合に参加する

・言語活動：情報を求める，情報を提供する，意見を述べる，根拠を述べる，理由を述べ

@　　る

CH3：仕事の打ち合わせ中に議事録を作成する
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o　冒標：

　　　　1．受験者は佳事の打ち合わせの際に発言された内容について，

　　　　　　することができる。

自分用のメモを作成

○　場所：職場

。　ロールプレイ参加者：受験者

○　技能：筆記

　　⑤二次技能：メモ，通知，書式

　　・言語活動：メモをする，情報を提供する
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CP81岡僚と打ち合わせをする

テーマ

・　危険な状況

・　不測の事態

・　役割分担

・　業務の進め方

全般的鼠櫻

受験者は業務の進め方について同僚と打ち合わせをすることができる。

不可欠な行勤

C剛：職務の分担について同僚と打ち合わせをする
○　目標：

1．受験者は何かをして（手伝って）ほしい，または何かを取りに行ってほしいと

いった依頼を理解することができる。

2．受験者は自分が何をしなければならないかがわかる（わからない）旨を告げる

ことができる。

3．受験者はある業務を希望している旨を伝えることができる。

4．受験者は不明な点を明らかにするために質問をすることができる。

o　場所：職場

。　ロールプレイ参加者：受験者および岡僚

。　技能：聴解

・二次技能：通知や指示を聞く

。　技能：読解

⑤二次技能：指示を読む

Q　技能：会話

⑪二次技能：物事を手配する；情報交換をする

・言語活動：情報を求める，意見を述べる，提案をする，説明を求める，質問に答える

CH2：業務の進め方について同僚と打ち合わせをする
。　霞標：

1．受験考は業務遂行中に同僚から与えられる指示を理解することができる。

2．受験者は業務において同僚に指示を与えることができる。

3．受験者は不明な点を明らかにするために質問をすることができる。

4．受験者は自分が何をしなければならないかがわかる旨を告げることができる。

5．受験者は不測の事態について説明し，同僚に知らせることができる。

6．受験者は不測の事態を解決するための話し合いをすることができる。

o　場所：職場

。　ロールプレイ参加者：受験者および～緒に業務を行う（指示を与える）同僚

○　技能：聴解

④工次技能：通知や指示を聞く

。　技能：読解

・二次技能：指示を読む；情報を得るために読む

。　技能：会話

。二次技能：物事を手配する；情報交換をする

⑧言語活動：情報を提供する，情報を求める，指示を与える，意見を述べる，原因を述べ

る，警告する
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CP9：局僚と会謡をする

テーマ

⑳
⑧
◎
⑧
⑨
⑧
⑧

同僚の援助に対してお礼を述べる

同僚の家族／友入が亡くなった際にお悔やみを述べる

子供が生まれた際にお祝いを述べる

同僚の誕生日にお祝いを述べる

休暇の予定についての会話

病気の同僚の様子を尋ねる

薪しい同僚に対して自己紹介をする

全般的§標

受験者は，人間関係について多少なりとも定型化した，形式ばらない会話を間僚とすることができる。

受験者は一般的な希望などについて，やりとりすることができる。

不可欠な行動

CH1：同僚と形式ばらない会語をする

　　　　　Q　　目標：

○
○

o

1
2
3
4
5
6
7
8

受験者は毅しい同僚に自己紹介をすることができる。

受験者は休憩時問中の簡単な会話に参加することができる。

受験者は同僚に対して手伝いを申し出ることができる。

受験者は手伝ってくれた同僚に対し礼を述べることができるδ

受験者は同僚に対しお祝い／お悔やみを述べることができる。

受験者は以前話題になった，同僚の私的な出来事について尋ねることができる。

受験者は自分が不快に思っていることについて書うことができる。

受験者は態度や行動を改めるように，感じよく頼むことができる。

場所；職場

　m一ルプレイ参加者：受験者および同僚

技能：会話

・二次技能：形式ばらない会話をする

⑧言語活動：体験したことを述べる，感情を書葉にする，称賛する，喜びを述べる，非難

　　　する，情報を提供する
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＜就労分野：職種別＞

CPI：籐客とのコンタクト

分野：技衛系

γ一マ

⑧　日常的な（短い）会話

⑧　行わねばならない作業について

⑨　鷺用品（ゴミ袋，ほうきなど）の提供を求める

全般的議櫻

受験者は適切な方法で顧客に応対することができる。

受験者は適切な方法で顧客に情報を提供することができる。

不可欠な行動

CHi：行わねばならない作業について顧客と打ち合わせをする

o

O
O
　
O
　
O

目標：

　　1、受験者は顧客に対し自己紹介をすることができる。

　　2．受験者は顧客の要望を理解することができる。

　　3．受験者は不明な点を明らかにするために質問をすることができる。
　　4．受験者はパンフレットなどの説明書きに基づい七顧客にアドバイスをすることが

　　　　できる。

揚州：顧客宅

ロールプレイ参加巻：受験者，顧客および必要に応じて同僚

技能：読解

⑧　　二次技能：情報を得るために読む；指向的に読む

技能：会話

・　　二次技能：物事を手配する；情報交換をする

e　　言語活動：挨拶をする，情報を求める，質問をする

CH2：作業実施中に顧客と打ち舎わせをする

　　　　　o　目標：
　　　　　　　　　1．　受験者は顧客に対し，自分が何をしているか，およびこれから何が起こるかを話

　　　　　　　　　　　すことができる。

　　　　　　　　　2．　受験者は顧客が何を望んでいるかを理解し，不明な点を明らかにするために質問

　　　　　　　　　　　　をすることができる。

　　　　　　　　　3．　受験者は顧客宅において日用晶（バケツ，ゴミ袋，ほうきなど）の提供を求める

　　　　　　　　　　　　ことができる。

　　　　　　　　　4．　受験者はある行為（何かを移動させるなど）への許可を求めることができる。

　　　　　○　場所：顧客宅
　　　　　o　ロールプレイ参加者：受験者および顧客

　　　　　○　技能：会話
　　　　　　　・　　二次技能：物事を手配する；情報交換をする

　　　　　　　・　　言語活動：描写する，情報を提供する，説明をする，依頼をする，許可を求める

CH3：作業の終了について顧客と会話をする

　　　　　Q　昌標：
　　　　　　　　　1．　受験者は顧客に対し作業終了書への署名を求めることができる。

　　　　　　　　　2．　受験者は顧客に別れの挨拶をすることができる。

　　　　　o　場藤：顧客宅
　　　　　○　ロールプレイ参加者：受験者および顧客

　　　　　o　技能：会話
　　　　　　　・　　二次技能＝物事を手配する；情報交換をする

　　　　　　　⑦　　書語活動：挨拶をする，描写する，情報を提供する，説明する，依頼をする
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CH4：盤式を使って作業の説明責任を果たす
　　　　　○目標：目標：ロールプレイ参加者：受験者

　　　　　　　　　1．受験者は作業に関する書式に記入することができる。

　　　　　　　　　2．受験者は標準書式に作業時間（必要に応じて開始および終了時刻）を記入すること

　　　　　　　　　　　ができる。

Q場駈：顧客宅，職場

。ロールプレイ参加者：受験者

○技能：読解

　　。　　二次技能：指向的に読む

。技能：筆記

　　⑧　　二次技能：メモ，通知，書式

　　。　　言語活動：描写する，情報を提供する，質問に答える
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CP2：報告する

テーーマ

0
0
⑳
◎

作業の終了方法

終了した作業

終了後の状況

故障

全般的目糠

受験者は日頭および書面によって作業報告をすることができる。

受験者は口頭および書燕による作業報告を理解することができる。

不可欠な行動

CH1：行なわれた作業について二面で報告する

　　　　　　o

○
○

o

o

e

⑧
⑧

目標：

1．受験者は標準書式に行なわれた作業を列挙することができる。

2．受験者は標準書式や業務日誌に同僚や上司向けのメモをすることができる。

場所：職場

ロールプレイ参加者：受験者

技能：読解

二次技能：指示を読む；指向的に読む

技能：筆記

二次技能：メモ，通知，書式

書語活動：情報を提供する，描写をする，依頼をする

CH2：継続作業について短いメモや伝雷を聴く

　　　　　　o

O
Oo
⑧
⑤

目標：

L　受験者は必要に応じてまだ行わねばならない作業は何かを伝えることができる。

2．受験者は頻繁に再発する故障について描写することができる。

3．受験者はある事柄について考慮，または手配を依頼をすることができる。

場所：職場

ロールプレイ参加巻：受験者

技能：筆記

二次技能：メモ，通知，書式

言語活動：情報を提供する，描写をする，依頼をする

CH3：行なわれた作業についてQ頭で報告する

　　　　　　o

O
Qo

o

0
9

①
O

目標：

L　受験者は隅隅あるいは上司との会話の中で，行なわれた作業を列挙することができる。

2．受験者は必要に応じてまだ行わねばならない作業は何かを伝えることができる。

3．受験者は気がついたことや伝言，または（既知の）故障について伝えることができる。

場所：職場

ロールプレイ参加者：受験者および同僚または上司

技能：話す

二次技能：独白をする

言語活動：描写する，説明をする，例を挙げる

技能：会話

二次技能：物事を手酋己する；情報交換をする

言語活動：情報を提供する，描写する，説明をする，例を挙げる，警告する

CH4：継続作業についてm頭で報告する
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o

○
O
O

目標：

　　1．受験者は必要に応じてまだ行わねばならない作業は何かを伝えることができる。

　　2．受験者はある事柄について考慮または手配を依頼をすることができる。

揚所：職場

ロールプレイ参加者：受験者および同僚

技能：会話

⑲　二次技能：物事を乎配する；情報交換をする

㊥　言語活動：情報を提供する，情報を求める，依頼をする
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CP3：労鋤安金衛生規則に対処する

テーーマ

㊥
⑲
⑨
＠
⑭
⑧

物を持ち上げたり，屈む際の一般的な指示

化学薬品，洗剤の使用

防護用具（耳栓，ガスマスク，手袋，マスク）の使用

着用が義務付けられている作業服の使用

衛生的，健康，安全に作業するための概要

規則および安全に関する指示（火災や避難の際など）

金般麟副鑑

受験者は自分の業務に関係のある労働安金衛生規則を理解し，それに従うことができる。

受験者は，自分の職場における規則変更の必要性を，話し合えるようにすることができる。

不可欠な行鋤

CH1：健康的，衛生釣かつ安全に仕事をすることに関する文章を読む

　　　　　　o 目標：

1．　受験者は安全，健康，衛生に関する麹分に宛てられた文章を理解することができる。

o　　場所：職場
O　　U一ルプレイ参加者：受験者

○　　技能：読解

　④　二次技能：情報を得るために読む；指示を読む

CY2：職場での労働環境について会話する

　　　　　　o

Q
O
o

o

e

⑧
⑰

冒標：

1。　受験者は指示や行動，姿勢，服装規則，防護用具の：重要性について，実用的な質

　　　問をすることができる。

2．　受験者は自分の症状や必要なことについて上司や労働環境に関する専門家と話

　　すことができる。

3．　受験者は安全規翔について上司や労働環境に関する専門家に質問をすることが
　　　できる。

4．　受験者は安全対策，適切な行動および防護用具の使用について（薪しい）同僚に

　　　簡単に説明することができる。

場所：職場

ロールプレイ参加者：受験者，直属の上司，労働環境に関する専門家および同僚

技能二読解

二次技能：情報を得るために読む，指示を読む

技能：会話

二次技能：情報交換をする；物事を手配する

言語活動：助言を求める，例を挙げる，依頼をする，情報を提供する，警告する，指示

を与える

CH3：安全に関するデモンストレーションや講習を受ける

　　　　　　o

O
Oo
e

目標：

1．　受験者は，安全，健康および衛生に関するデモンストレーションや講習で与えら

　　れる情報が，自分の業務ならびに具体的な行動に関係するもので，かっ視覚情報
　　　で補って作成されたものならば，理解することができる。

2．　受験者は労働環境に関するデモンストレーションや安金に関する指示について，

　　理解できない場合には質問をすることができる。

3．　受験者は講習の際に自分の職場の労働環境および衛生に関しての簡単な質問に

　　答えることができる。

場所：職場または講習先

ロールプレイ参加者：受験者，講師および／または岡僚

技能：聴解

二次技能：通知や指示を聞く；テレビ・ビデオや録音された音声を聞く
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○　　技能：読解

　・　二次技能：指示を読む；指向的に読む；情報を得るために読む

○　　技能：会話

　◎　二次技能：集会や会合に参加する，情報交換をする

　⑧　言語活動：質悶をする，情報を求める，答える
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CP4：苦檎への薄応

テーマ

⑧
⑧
O
⑳
⑦

仕事中に起きた損害

提供したサービスまたは製品の質が悪い

適切に行われなかった修理または作業

サービス／製品配達の遅延

納品の誤り

全般的呂標

受験者は自分の業務に関連する苦情を適切な方法で処理することができる。

不可欠な行動

CH1　自分が行なった作業に関連する苦情について顧客と会話をする

　　　　　o　尿標：

1
2
3
4
5
6
7
8
9

受験者は顧客の苦情（の大まかな内容）を理解することができる。

受験者は適切かっ礼儀正しく顧客に応対することができる。

受験者はレシートまたは領収書を読み，理解することができる。

受験者は手続きおよび自分の権限／任務について説明をすることができる。

受験者は簡単な苦情に対し解決策を提案することができる。

受験者は複雑な苦情の処理を同僚に回すことができる。

受験者は同僚が提案する解決策を理解することができる。

受験者は問題解決に関する約束事項を言葉で説明することができる。

受験者は苦情内容をレシート，領収書または標準書式にメモすることができる。

○　場所：顧客宅

。　m一一ルプレイ参加者：受験者および顧客

o

o

o

技能：読解

⑧　二次技能：情報を得るために読む；指示を読む

技能　会話

・　二次技能：情報交換をする；物事を手配する

◎　言語活動：説明をする，情報を理解する，情報を提供する，指示を与える，説明をする，

　　謝罪をする

技能：筆記

④　二次技能：メモ，通知，書式

。　書語活動：情報を提供する，質問に答える，説明をする
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CP5：作業に関する指示を理解する

アーマ

④機械，装置，製品の使用方法
㊥紙しい任務や作業に関する説明

全般的鼠標

受験者は機械，装置，書式に関する説明を理解し，それに従うことができる。

受験者は新しい任務や作業に關する説明を理解し，それに従うことができる。

不可欠な行動

CH3：q頭による機械や装麗の使い方の指示に従う

　　　　　　Q　　目標：
　　　　　　　　　1．受験者は作業や機械についての（視覚情報で補われた）指示（デモンストレーショ

　　　　　　　　　　　ン）を理解することができる。

　　　　　　　　　2．受験者は指示に関して質問をすることができる。

　　　　　　　　　3。受験者は宿分の質問に対する團答を理解することができる。

　　　　　　○　　場所；職場
　　　　　　o　　U一ルプレイ参加者：受験者，同僚，上司および／または外部講師

　　　　　　○　　技能：聴解
　　　　　　　・　二次技能：通知や指示を闘く；テレビ・ビデオや録音された音声を聞く

　　　　　　○　　技能：会話

　　　　　　　◎　二次技能：情報交換をする；形式ばらない会話をする

　　　　　　　⑧　言語活動：質問をする

CH2；指示を読む

　　　　　　o　　目標：
　　　　　　　　　1．受験者は装置や機械の使い方に関する自分に宛てられた指示書きを理解すること

　　　　　　　　　　　ができる。

　　　　　　o　　場所：職場
　　　　　　○　　ロールプレイ参加者：受験者

　　　　　　o　　技能：読解
　　　　　　　⑧　二次技能：指示を読む；情報を得るために読む

CH3：作業に関する指示欝きについて質問をし，説明を求める

　　　　　　o　　目標：
　　　　　　　　　1．受験者は業務に関する指示書きについて上司に質問をすることができる。

　　　　　　　　　2．受験者は理解の確認のため，指示内容を自分の言葉で再現することができる。

　　　　　　○　　場所：職場
　　　　　　○　　ロールプレイ参加者：受験者，岡僚および／または直属の上苛

　　　　　　o　　技能：会話
　　　　　　　・　：：二次技能：情報交換をする

　　　　　　　e　田田活動：助言を求める，情報を求める
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分野＝商難及びサービス業系

CPtl＝顯客とのraンタクト

テーマ

㊥　製品またはサービスの有無

・　製品またはサービスの利用

・　品質

・　価格

㊥　書面による製品情報

⑧　製品の所在地

全般的霞標

受験者は適切な方法で顧客に応対することができる。

受験者は適切な方法で顧客に情報を提供することができる。

不可欠な行動

CHI：顧客と篇ンタクトを取る

　　　　　○　目標：

　　　　　　　　　1．受験者は自分が何か顧客の手伝いができるかどうか顧客に尋ねることができる。

　　　　　　　　　2。受験者は顧客が手助けを求めていることを理解してそれに応じる，または顧客に少

　　　　　　　　　　　しの間待つことができるかどうか尋ねることができる。

　　　　　　　　　3．受験者は顧客を待たせたことに対し詫びることができる。

O
Oo
㊨
⑩

場断：店頭，事：務所，顧客宅

ロールプレイ参加者：受験者および顧客

技能：会話

　二次技能：物事を手配する；情報交換をする

　言語活動：援助を申し出る，謝罪をする，情報を提供する，描写する

CH2：製品やサービスの有無について会話をする
　　　　　o　貿標：

O
Oo

o

o

1
2
Q
り
4
5
ハ
0
ワ
母

受験者はある製晶やサービスに関する闘い合わせを理解することができる。

受験者はある製品やサービスに関する説明書きを検索することができる。

受験者はある製品やサービスが提供できる旨を伝えることができる。

受験者はある製品やサービスを提供できない理由を伝えることができる。

受験者は製品がどこに陳列されているか／どうずれば手に入るか／どうずればそ

の要求を満たすことができるかを説明することができる。

受験者は自分には分からないことを伝えることができる。

受験者は同僚の援助を求めることができる。

　場所：店頭，事務所，顧客宅

　ロールプレイ参加者：受験者，顧客および必要に応じて同僚

　技能：読解
・　二次技能：指向的に読む；情報を得るために読む

技能：会話

⑧
⑧

⑧
⑧

二次技能：物事を手配する；情報交換をする

言語活動：情報を提供する，情報を求める，理由を述べる，描写する，謝罪する

技能：筆記

二次技能：メモ，通知，書式

論語活動：情報を提供する，情報を求める，説明する

CH3：製品やサービスの品質，価格または使用方法について会語をする

　　　　　o　目標：
　　　　　　　　　1．受験者は製品やサービスの晶質，価格または使用方法に関する簡単な質悶を理解す

　　　　　　　　　　　ることができる。

　　　　　　　　　2．受験者は製品やサービスの品質，価格または使用方法に関する簡単な質問に答える

　　　　　　　　　　　ことができる。

　　　　　　　　　3．受験者は自分には分からないことを伝えることができる。
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　　　　　　　　　4．受験者は質問について調べる，または同僚に尋ねてみることを伝えることができる。

　　　　　　　　　5．受験者は製品やサービスの品質，価格または利用方法に関する簡単な質問を同僚に

　　　　　　　　　　　することができる。

　　　　　○　場所：店頭，事務所，顧客宅

　　　　　Q　ロールプレイ参加者：受験者，顧客および必要に応じて同僚

　　　　　○　技能：会話

　　　　　　　⑧　二次技能：情報交換をする
　　　　　　　⑧　言語活動：情報を提供する，情報を求める，説明する

CH4：説明書きを検索する
　　　　　○　自標：
　　　　　　　　　1．受験者はパンフレット，広告や製品ガイド／概要，製晶ラベルから情報を検索す

　　　　　　　　　　　ることができる。

　　　　　　　　　2．受験者は顧客に提供できる説明書きを示すことができる。

　　　　　　　　　3．受験者はある製品やサービスに関する説明書きを検索することができる。

　　　　　○　場所：店頭，事務所，顧客宅

　　　　　○　ロールプレイ参加者：受験者，顧客および必要に応じて同僚

　　　　　○　技能：読解
　　　　　　　e　xe次技能：情報を得るために読む；指向的に読む

　　　　　○　技能：会話
　　　　　　　。　二次技能：情報交換をする

　　　　　　　・　書語活動：情報を提供する，情報を求める，説明する
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CP2＝報告する

テーマ

・　処理済の仕事

②　注文

・　終了した業務

◎　郵便／ファックス

・　故障

・　在庫リスト

全般的霞標

受験者は口頭および書面によって業務報告をすることができる。

受験者はll頭および書面による業務報告を理解することができる。

不可欠な行動

CHIl行なわれた業務について書面で報告する
　　　　　○　葭標：
　　　　　　　　　L　受験者は標準書式，柱心や概要リストに行なわれた業務を列挙することができる。

　　　　　　　　　2．受験者は標準書式やヨ誌に同僚，上司やその他の専門家宛ての必要なコメントや

　　　　　　　　　　　伝言をメモすることができる。

　　　　　　　　　3．受験者は，例えば故障や障害，注文に関して何が既に行われたか，キーワードを

　　　　　　　　　　　用いて周桑に書面で指示を与えることができる。

　　　　　Q　場所：店頭，事務所，顧客宅
　　　　　o　U一ルプレイ参加者：受験者，一緒に勤務する同僚，上司またはその他の職業的関係者

　　　　　○　技能：読解
　　　　　　　。　二次技能：指示を読む；指向的に読む

　　　　　○　技能：筆記
　　　　　　　③　二次技能：来信；メモ，通知および申込用紙

　　　　　　　⑧　言語活動：情報を提供する，質問に答える，説明をする

CH2：継続業務について短いメモや伝書を盤く

　　　　　Q　目標：
　　　　　　　　　1．受験者はどの業務をまだ行わねばならないかについて，同僚宛のメモを作成する

　　　　　　　　　　　ことができる。

　　　　　　　　　2．受験者は業務隅誌や書式に記入することができる。

　　　　　o　場所：職場
　　　　　O　U一ルプレイ参加者：受験者，同僚および／またはサービス業者

　　　　　o　技能：筆記
　　　　　　　⑧　二次技能：来信；メモ，通知および申込用紙

　　　　　　　・　言語活動：依頼をする，情報を与える，説明をする

CH3：行なわれた業務について露頭で報告する

　　　　　o　目標：
　　　　　　　　　1．受験者は仕事の打ち合わせまたは同僚との打ち合わせにおいて，行なわれた業務を

　　　　　　　　　　　列挙することができる。

　　　　　　　　　2．受験者は必要なコメントや伝言を同僚，上司やその他の専門家に口頭で伝えること

　　　　　　　　　　　ができる。

　　　　　　　　　3．受験者は同僚，上司やその他の専門家からの業務に関連した反応や伝言を理解する

　　　　　　　　　　　ことができる。

　　　　　o　場所：職場
　　　　　o　m一ルプレイ参加者：受験者，同僚および／または上司

　　　　　o　技能：話す
　　　　　　　。　二次技能：独白をする
　　　　　　　・　言語活動：説明をする，描写する，例を挙げる
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　　　　o　技能：会話
　　　　　　　㊥　二次技能：物事を手配する；情報交換をする；集会や会合に参加する

　　　　　　　・　書語活動：情報を提供する，説明をする，描写する，例を挙げる

CH4：継続業務について日頭で報告する

　　　　o目標：
　　　　　　　　　1．　受験者は必要に応じてどの業務をまだ行わねばならないかを伝えることができる。

　　　　　　　　　2．　受験者はある事柄について考慮する，または購入することなどを依頼をすること

　　　　　　　　　　　ができる。

　　　　Q場所：店頭，事務所，顧客宅
　　　　oロールプレイ参加者：受験者，同僚，上司，納品業者および／または顧客

　　　　Q技能：会話
　　　　　　　・　二次技能：物事を手配する；情報交換をする

　　　　　　　・　言語活動：情報を提供する，説明をする，描写する，例を挙げる，助言を与える
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CP3：労働安全衛生規劉に対処する

アー・マ

⑧
⑪
⑯
＠

労働環境に関する一般的な指示

衛生的および健康的な作業の概要

規則および安全に関する指示（火災や避難の際など）

職場の規則　コンピュータの使用

全般駒濁標

受験者は自分の業務に関係のある労働安全衛生規則を理解し，それに従うことができる。

受験者は，慮分の職場における規則変更の必要性について，話し合えるようにすることができる。

不可欠な行鋤

CHIl健康的，衛生的かつ安全に仕事をすることに闘する文章を読む

　　　　　　o

O
Oo
e

目標：

1．受験者は事務所や店における安全，健康，衛生に関する自分に宛てられた文章を

　　理解することができる。

場駈：店頭，事務所，顧客宅

ロールプレイ参加者：受験者，同僚および上司

技能：読解

　二次技能：指示を読む；指向的に読む；情報を得るために読む

CH2：自分の職場での労働環境について旧記をする

　　　　　　o

O
Oo

o

e

⑧
⑧

目標：

1．　受験者は指示や行動，姿勢服装規則，防護用具，家具，職場環境などの重要性に

　　ついて実用的な質問をすることができる。

2．　受験者は自分の症状や必要なことについて上翔や労働環境に関する専門家と話すこ

　　とができる。．

・3．　受験者は安金円鋼について上司や同僚に質問をすることができる。

4．　受験者は安全対策，適切な行動および防護用具の使用について（新しい）同僚に簡

　　単に説明することができる。

場所：職場

n一ルプレイ参加者：受験者および直属の上司

技能：読解

　xe次技能：情報を得るために読む；指示を読む

技能：会話

　二次技能：情報交換をする；物事を手配する

　虚語活動：情報を求める，助言を求める，依頼をする，情報を提供する，警告する，

　指示を与える

CY3：安全に関するデモンストレーションや講習を受ける

　　　　　　o

○
○

o

　e

o

昌標：

1．　受験者は，安全，健康および衛生に関するデモンストレーションや講習で与えら

　　れる情報が，自分の業務ならびに具体的な行動に蘭係するもので，かつ視覚情報

　　で補って作成されたものならば，理解することができる。

2．　受験者は労働環境に関するデモンストレーションや安全に関する指示について，

　　質問をすることができる。

3．　受験者は自分の職場の労働安全衛生規則または安全に引する指示について，簡単

　　な質問に答えることができる。

場所：職場または講習先

ロールプレイ参加者：受験者，講師および必要に応じて第三者

技能＝聴解

　二次技能：通知や指示を聞く，テレビ・ビデオや録音された音声を聞く

技能：読解
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④　　　二次技能：指示を読む；指向的に読む

○　　技能：会話

e　　二次技能：集会や会合に参加する，情報交換をする
・　　言語活動：質問をする，情報を求める，回答する
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CP4：苦構への薄応

テーマ
◎ 提供したサービスまたは製品の質が悪い
⑯ 製品配達／サービス提供の遅延
。 納品の誤り

全般的目標

受験者は苦情を適切な方法で処理することができる。

不可欠な行動

C照：自分が行なった業務に関運する苦情について顧客と会話をする

○ 目標：

1。受験者は顧客の苦情（の大まかな内容）を理解することができる。

2．受験者は適切かつ礼儀正しく顧客に応対することができる。

3．受験者はレシートまたは領収書を読み，理解することができる。

4．受験者は手続きおよび自分の権限または任務について説明をすることが

5。受験者は簡単な苦情に対し解決策を提案することができる。

6．受験者は複雑な苦情の処理を岡僚に回すことができる。

7．受験者は同僚が提案する解決策を理解することができる。

8．受験者は問題解決に関する約束事項を言葉で説明することができる。

9．受験者は苦情内容をレシート，領収書または標準書式にメモすることが

。 場所：店頭，事務所，顧客宅

0 ロールプレイ参加者：受験者および顧客

O 技能：読解

◎ 二次技能：情報を得るために読む；指示を読む

。 技能：会話

。 二次技能：情報交換をする；物事を手配する

⑧ 二二活動：説明をする，情報を提供する，情報を求める，指示を与える，説

謝罪をする

O 技能：筆記
。 二次技能：メモ，通知，書式
⑳ 言語活動：質問に答える，説明をする，情報を提供する
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CP5：業務に闘する櫓示を理解する

テーマ

㊥　機械，装置または製品の使用方法

㊥　新しい任務や業務に関する説明

全般的鼠標

受験者は機械，装置や書式に関する説明を理解し，それに従うことができる。

受験者は薪しい任務や業務に関する説明を理解し，それに従うことができる。

不可欠な行勤

CHt：口頭による機械や装置の使い方の指示に従う

　　　　　○　目標：
　　　　　　　　　1．受験者は業務や機械についての視覚情報で補われた指示またはデモンストレーショ

　　　　　　　　　　　ンを理解することができる。

　　　　　　　　　2．受験者は指示に関して質問をすることができる。

　　　　　　　　　3．受験者は指示に関する質問に対する回答を理解することができる。

　　　　　o　場所：職場

　　　　　o　ロールプレイ参加者：受験者，同僚または上司および／または外部講師

　　　　　o　技能：聴解
　　　　　　　⑱　二次技能：通知や指示を聞く；テレビ・ビデオや録音された音声を聞く

　　　　　○　技能：会話
　　　　　　　②　工面技能：情報交換をする；形式ばらない会話をする
　　　　　　　・　言語活動：質悶をする，説明を求める，補足を求める

CH2：指示を読む
　　　　　○　目標：
　　　　　　　　　L　受験者は装置や機械の使い方に関する自分に宛てられた指示書きを理解することが
　　　　　　　　　　　　できる。

　　　　　○　場所：職場
　　　　　O　Pt・一ルプレイ参加者：受験者

　　　　　o　技能：読解
　　　　　　　⑧　二次技能：指示を読む；清報を得るために読む

CH3：業務に関する指示書きについて質問をし，説明を求める

　　　　　○　目標：
　　　　　　　　　1．　受験者は業務に関する指示書きについて上司に質問をすることができる。

　　　　　　　　　2．　受験者は理解の確認のため，指示内容を自分の書葉で再現することができる。

　　　　　o　場所；：職場

　　　　　○　ロールプレイ参加者：受験者，直属の上司および／または同僚

　　　　　○　技能：会話
　　　　　　　e　二次技能：情報交換をする
　　　　　　　⑧　言語活動：助言を求める，説明を求める，情報を求める，より詳しい説明を求める
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外野：保健医療および福祉系

C黙＝利鰯者とのコン攣クト

アーーマ

⑧　施設への訪問者を迎える

・　訪問者に道順を説明する

⑨　行動に関する指示

・　不審な：事柄を記録し，報告する

⑬　医療受給者に指示を与える

㊥　シグナルを受け止める

⑭　役割分担

金般酌圏標

受験者は適切な方法で利用者に応対し，情報を与えることができる。

受験者は適切な方法で医療受給者，クライエント，患者と話し合いをすることができる。

受験者は適切な方法で施設への訪閣者を迎えることができる。

不可欠な行鋤

CHf：医療受給者，クライエント，訪間者や患餐と会話をする
　　　　　　○　　目標：

　　　　　　　　　1．　受験者はH常会話を始め，終わらせることができる。

　　　　　　　　　2．　受験者は医療受給者，子供，愚者やクライエントの9鴬生活に関して質問をする

　　　　　　　　　　　　ことができる。

　　　　　　　　　3．　受験者は不明な点を明らかにするために質問をすることができる。

　　　　　　　　　4．　受験者はシグナルを受け止め，無常行動の変化を識瑚し，それについて上司，保

　　　　　　　　　　　　護者，同僚に報告することができる。

O
O

場所：施設，クライエントや医療受給者の自宅

ロールプレイ参加者：受験者，患者または子器受給者，上司，保護看または同僚

○　　技能：会話
　㊥　二次技能：形式ばらない会話；情報交換をする
　⑧　論語活動：質問をする，意見を述べる，只管をする，説明をする，報告をする

CH2：医療受給者，クライエント，訪問者や患者に指示や説明を与える

　　　　　　o　　目標：
　　　　　　　　　1．　受験者は医療受給者，子供，患者やクライエントに対し，他の人物から託された

　　　　　　　　　　　　指示を伝えることができる。

　　　　　　　　　2．　受験春は不明な点を明らかにするための質問に対し，実施する業務に関連するも

　　　　　　　　　　　　のであれば答えることができる。

　　　　　　　　　3．　受験者は不測の事態や出来事を描写し，同僚や上罰に報告することができる。

　　　　　　　　　4．　受験者は不測の事態に対する可能な解決策について，その場で話し合いをするこ

　　　　　　　　　　　　とができる。

O
O

場所：施設，クライエントや医療受給者の自宅

ロールプレイ参加者：受験者，愚者，クライエント，三二受給者または子供

○　　技能：会話
　⑧　二次技能：情報交換をする　　一
　・　言語活動：描写する，情報を提供する，説明する

CH3：業務について医療受給養やクライエントと会語をする
　　　　　　o　　目標：

O
O

1
2
6
δ
4
5

受験者は業務の実施に関して提案をすることができる。
受験者は利用者の依頼を理解することができる。

受験者は利用者の依頼を了重に断ることができる。

受験者は断る理由を説明することができる。

受験者は利用者と約束をすることができる。

場所：施設，クライエントや医療受給者の自宅
ロールプレイ参加者：受験者および医療受給者またはクライエント
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　　　　　o　技能：会話
　　　　　　　e　二次技能：物事を手配する；情報交換をする

　　　　　　　・　言語活動：提案をする，断る，説明をする，情報を提供する，情報を求める

CH4：施設への訪問者を迎え，施設に関する情報を提供する

　　　　　　o

○
O
O
o

o

　目標：

　1．受験者は訪悶者に見学案内をすることができ，何がどこで行われるか説明するこ

　　　とができる。

　2．受験者はシフト表，スケジュール表，通知などから，施設での各種活動，名前，

　　　時間，場所や電話番号を調べることができる。

　3．受験者はアクティビティ，開所時問，事務所の業務時間などに関する簡単な質問
　　　に答えることができる。

　4．受験者はいつ，どこでより詳しい情報を手に入れることができるかを伝えること

　　　ができる。

　5．受験者は訪問者の名前その他の情報をメモし，後鍵連絡が行く旨を伝えることが
　　　できる。
　6．受験者は訪問者を送り出し，別れの挨拶をすること’ができる。

　場所：施設，クライエントや医療受給者の自宅

　ロールプレイ参加者：受験者および訪悶者

　技能：読解

⑧二次技能：指向的に読む

　技能：会話

e二次技能：情報交換をする

。言語活動：挨拶をする，回答する，情報を提供する

　技能：筆認

・二次技能：メモ，通知，書式

e言語活動：メモをする，情報を提供する

230



CP21報告する

テーマ

⑧
⑧
⑦
④
⑦
⑧

業務の終了方法

提供された介護支援

終了した業務

身の回りの世話

終了後の状況

実施されたゲームやその他アクティビティ

全般的艮標

受験者はq頭および書面によって業務報告をすることができる。

受験者は口頭および書面による業務報告を理解することができる。

不可欠な行動

CH3：行なわれた業務について書面で報告する

　　　　　　Q　E標：
　　　　　　　　　1．　受験者は標準書式，日誌や概要リストに，行なわれた業務をキーワードを用いて

　　　　　　　　　　　　列挙することができる。

　　　　　　　　　2．　受験者は標準書式や日誌に同僚，上旬その他の専門家宛ての必要なコメントや伝

　　　　　　　　　　　　言をメモすることができる。

　　　　　　　　　3．　受験者は，医療受給者，その家族や他の人たちのため，自分の業務に引き続き何

　　　　　　　　　　　　が行われねばならないかについて，キーワードによる指示書きを作成することが

　　　　　　　　　　　　できる。

o　場所＝施設，クライエントや医療受給者の自宅
○ロールプレイ参加者：受験者，一緒に勤務している岡僚，上司，医療受給者，クライエント，

　医療受給者の家族またはその他関係する専門家

○　技能：i涜解

　　Φ二次技能；指向的に読む

。　　技能：筆記

　　⑧二次技能：メモ，通知および書式

　　e言語活動：描写する，情報を提供する，質問に答える，依頼をする

CH2：継続業務について短いメモや伝単を書く

　　　　　　o
自標：

1．　受験者はある事柄を考慮するため，あるいはどの業務がまだ行われねばならないか

　　　について，同僚宛てのメモを作成することができる。

2．　受験者は医療受給者，子供やクライエントの家族，または責任者宛てに短い標準的

　　　な手紙を書くことができる。

o　　揚所：施設，クライエントや医療受給者の自宅

on一一ルプレイ参加者：受験者および医療受給者，クライエント，保護者またはその他関係す

　る専門家

。 　技能：読解

・二次技能：指示を読む

。 　技能：筆記

・二次技能：手紙を書く

・言語活動：描写する，情報を提供する，依頼をする

CH3：行なわれた業務について口頭で報膏する

o

o

目標：

1．　受験者は仕事の打ち合わせまたは同僚との打ち合わせにおいて，行なわれた業務

　　を列挙することができる。

2．　受験者は必要なコメントや伝書を同僚，上司その他の専門家に口頭で伝えること

　　ができる。
3．　受験者は，医療受給者，その家族やその他の人たちに対し，自分の業務に引き続
　　き何が行われねばならないかについて伝えることができる。

場所：施設，クライエントや医療受給者の自宅
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○　ロールプレイ参加者：受験　，一　にi醗する剛，上司，医、受給　，クライエント，
　　保護者またはその他関係する専門家

○技能：会話

　　・　　二次技能：物事を手配する；情報交換をする；集会や会合に参加する

　　⑧　　需語活動：情報を提供する，説明をする，描写する，例を挙げる，助書を与える

CN4：継続業務について隣頭で報告する
　　　　　○目標：
　　　　　　　　　1．受験者は必要に応じてどの業務をまだ行わねばならないかを伝えることができる。

　　　　　　　　　2．受験者はある事柄について考慮する，または購入することなどを依頼をすることが

　　　　　　　　　　　できる。

　　　　　　　　　3．受験者は医療受給者またはクライエントが今後のアクティビティについて他の人

　　　　　　　　　　　と相談しなければいけないということを報告することができる。

○場所：施設，クライエントや匿療受給者の自宅
Om一ルプレイ参加者：受験者および匿療受給者，
　　専門家

クライエント，保護者またはその他関係する

。技能：会話

　　⑧　二次技能：物事を手酉己する；情報交換をする

　　④　書語活動：情報を提供する，説明をする，描寡する，例を挙げる，助言を与える
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CP3；労働安全衛生規劉に対処する

テー一一　？

④
㊥
⑭
㊥
㊥
㊥

物を持ち上げたり，屈む際の一般的な指添

化学薬品の使用

洗剤の使用

健康および衛生

衛生的および健康的な業務の概要

規則および安全に関する指示（火災や避難の際など）

全般的轡醸

受験者は自分の業務に関係のある労働安全衛生規則を理解し，それに従うことができる。

受験者は，自分の職場における何らかの変更の必要性を，話し合えるようにすることができる。

不可欠な行鋤

CKI：健康的，衛生釣かつ安全に仕事をすることに関する文輩を読む

　　　　　　o

Q
O
O

　　斜辺：

　　1．受験者は安全，健康および衛生に関する指示を理解することができる。

　　2．受験者は自分の行動，および医療受給者，患者，子供や訪開者の行動に関する指

　　　　示を理解することができる。

　　場所：施設，クライエントや医療受給者の自宅，自宅

　　ロールプレイ参加者：受験者

　　技能：読解

・　二次技能：指示を読む；指向的に読む；情報を得るために読む

CH2：自分の職場の労働環境について会器をする

　　　　　　o

○
○

目標：

1．　受験者は指示や，屈んだり物を持ち上げることに関する規則，服装丸鋼，防護用具，

　　補助器具などの重要性について，実用的な質問をすることができる。
2．　受験者は自分の症状や必要なごと，例外事項について上之や労働環境に関する専門

　　家と話すことができる。

3．　受験者は衛生，労働安全衛生規則や安金規則について岡僚や上司に質悶をすること

　　ができる。

4．　受験者は安全対策，適切な行動および防護用具の使用について（新しい）同僚に簡

　　　単に説明することができる。

場所二施設，クライエントや医療受給者の自宅

ロールプレイ参加者：受験者，直属の上司，労働環境に関する専門家および同僚

。　　技能：読解

　⑨　二次技能：情報を得るために読む；指示を読む

。　　技能：会語

　⑲　二次技能：情報交換をする；物事を手配する
　㊥　言語活動：助言を求める，例を挙げる，依頼をする，情報を提供する，讐告する，指

　　　示を与える

CH3：安全に関するデモンストレーシBンや講習を受ける

　　　　　　o

O
O

賃標：

1．　受験者は，安金および健康に關するデモンストレーションや講習で与えられる情

　　報が，自分の業務ならびに具体的な行動に閣晒するもので，かっ視覚情報で補っ

　　て作成されたものならば，理解することができる。

2．　受験者は労働環境のデモンストレーションや安全に関する指示について質問をするこ

　　　とができる。

3．　受験者は自分の業務の労働安全衛生規則，安全に関する指示，および衛生に関して

　　の簡単な質問に答えることができる。

場所：職場または講習先
ロールプレイ参加者：受験者，講師および必要に応じて他の受講者または同僚

233



○　　技能：聴解

　e　二次技能：通知や指示を聞く；テレビ・ラジオや録音された音声を聞く

○　技能：読解

　⑧　　二次技能：指示を読む

○　　技能：会話
　⑧　　二次技能：集会や会合に参加する，情報交換をする

　④　書語活動：質闘をする，情報を求める，回答する

○　　技能：筆記

　e　　二次技能：メモ，通知，書式

　・　言語活動：質問をする，情報を求める，回答する；依頼をする
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CP4：苦構への対応

・テーーマ

◎　仕事中に起きた損害

⑧　その他の，または追加の医療の必要性

⑧　人，施設または仕事上の何かについての苦情

⑨　提供したサービス，医療の質が悪い

・　約束事が守られていない

⑧　サービス，医療の遅延

全般的目糠

受験者は苦情を適切な方法で処理することができる。

不可欠な行勤

C辮：自分が行なった業務に関運する苦情について利用者と会話をする

○ 日田：

1．受験者は医療受給者，クライエントまたは保護者の苦情（の大まかな内容）を

ることができる。

2．受験者は適切かつ礼儀正しく医療受給者，クライエントまたは保護者に応対す

ができる。

3．受験者は提供された医療について嗣僚が記入した書式，簡単な報告書またはメ

解することができる。

4．受験者は手続きおよび自分の権限または任務について説明をすることができる

5．受験者は簡単な苦情に対し解決策を提案することができる。

6．受験者は複雑な苦情の処理を同僚に回すことができる。

7．受験者は同僚が提案する解決策を理解することができる。

8．受験者は問題の解決に関する約束事項を書葉で説明することができる。

9．受験者は苦情内容を標準書式または業務日誌にメモすることができる。

O 場所：施設，クライエントや医療受給者の自宅

○ ロールプレイ参加者：受験者およびクライエントまたは医療受給者

Q 技能：読解

9 二次技能：情報を得るために読む；指示を読む

。 技能：会話

o 二次技能：情報交換をする；物事を手配する
◎ 言語活動：説明をする，情報を理解する，情報を提供する，指示を与える，説明

をする，謝罪をする

。 技能：筆記
④ 二次技能：メモ，通知，書式

⑤ 旧師活動：情報を提供する，質問に答える，説明をする
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CP5：業務に間する揃示を理解する

テーマ

⑧　機械，装置，製品の使用方法

⑭　薪しい任務や業務に関する説明

全般的閾標

受験者は機械，装置や書式に関する説明を理解し，それに従うことができる。

受験者は新しい任務や業務に關する説明を理解し，それに従うことができる。

不可欠な行動

CHt　口頭による業務や装置の使い方の指承に従う

　　　　　o昌標：
　　　　　　　　　1．　受験者は業務や機械についてのの視覚情報で補われた指示またはデモンストレー

　　　　　　　　　　　ションを理解することができる。

　　　　　　　　　2．　受験者は指示に即して質問をすることができる。

　　　　　　　　　3．　受験者は指示に関する等等に対する回答を理解することができる。

　　　　　○場所：施設，クライエントや医療受給者の自宅

　　　　　○ロールプレイ参加者：受験者，同僚，上司および外部講師

　　　　　○技能：聴解

　　　　　　　⑧　二次技能：通知や指示を聞く；テレビ・ビデオや録音された音声を闘く

　　　　　o技能：会話
　　　　　　　・　二次技能：情報交換をする；形式ばらない会話をする

　　　　　　　⑧　言語活動：質問をする，説明を求める，助書を求める

CH2：指示を読む
　　　　　o目標：

1．受験者は業務や装置の使い方に関する自分に宛てられた指示書きを理解すること

　　ができる。

○揚所：施設，クライエントや医療受給者の自宅

。ロールプレイ参加者：受験者

。技能：読解

　　・　二次技能：指示を読む；指向的に読む；情報を得るために読む

CH31業務に関する指示汚きについて質問をし，説明を求める

　　　　　o目標：

　　　　　　　　　1．受験者は業務に関する指示書きについて上司に質問をすることができる。

　　　　　　　　　2．受験者は理解の確認のため，指示内容を自分の言葉で再現することができる。

　　　　　o場所：施設，クライエントや薩療受給者の自宅
　　　　　○ロールプレイ参加者：受験者および直属の上司または同僚

　　　　　o技能：会話
　　　　　　　⑧　二次技能：情報交換をする
　　　　　　　⑧　言語活動：助言を求める，情報を求める
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『オランダ社会に関する知識の達成丁丁」

1．仕事と収入

　オランダ社会に定着しようとする外国人は，求職し，仕事を続け，自活する準備ができている。

不可欠な行鋤 不可欠な知識 成功行動の指標

1．1 1．1．1 失業した時点ですぐにCWIに連絡を取
迅速かつ効果的に 雇用・収入センター（C暇）が り，登録／申し込みを行う。
（新しい）仕事を探 求職者に提供しているサービ

す スを知っている。
自分のスタート地点に見合った職業

教育を希望する場合にCWIと相談す
る。

1．1．2 失業あるいは就業不能の一環として

被雇用者保険給付期間（mvv） 給付金を申請する際，手続きに従って

が失業者や就業不能者に提供 対応する。

しているサービスを知ってい
る。

1．1．3 失業した時点で，例えば人材派遣会社

仕事を見つけるための，他の などの他の仲介団体に登録する。

仲介団体（CWI以外）を知って

いる。

1．1．4 自分の人脈や情報源に照会して求人

オランダで求人を見つける方 を探す（新聞，インターネット，CWI

法を知っている。 合同説明会，自分の人脈など）。

1．1．5 労働市場でのチャンスに影響を及ぼ

自分の資格やキャリアの可能 す要因について考慮する（予備教育，

性に関して，労働市場の関連 職歴，労働可能時間，労働意欲，居住

産業部門に見識がある。 地，オランダ語の知識）。

1．1．6 過去に取得した学位または職歴の評

オランダの労働市場に対応 価を照合する（外国学位評価＜IDW＞

できるように，自分の学歴や の申請もしくは既得能力認定＜εVC＞

職歴の評価を確定する，ある の手続き）。

いは査定してもらう方法を

知っている。

1．1．7 自分自身にとっての職業教育の重要

職業教育を受けるにあたって 性を説明する。

どういつだ手続きを踏まねば

ﾈらないかを知っている。
教育機関で入学申し込みをする。

1．1．8
オランダ語の語学力に不足がある場

求職者に対して雇用者がど 合には，適した講習に申し込む。
のような能力要件を提示し
うるか知っている。
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求職技能が不十分である場合には訓
練の機会を探す。

資格が不十分である場合には，それを
補うのに適した職業教育の機会がな
いか調べる。

「生涯学習」の一環で努力することの

重要性を説明する。

1．2
1．2．1 同僚と一緒に働く。

雇用者が被雇用者に対してど
労働組合に積極的に

Q加する
ういった一般要件を提示する

ｩを知っている。

自主的に働き，イニシアチブを示す。

ｩ己実現と専門的知識（技衛）の向上
に努める。

1．2．2 従業員参加の各種形態における，自分

の役割の有用性を理解する（作業部
どういう形態の従業員参加が

d要であるかを知っている。
会，協議会，労働組合，社員厚生会な

ﾇ）。

従業員参加の重要性を説明する。

1．2．3 同僚や上司と適切な方法で付き合う。

同僚との付き合いの重要性を

認識している。

1．2．4 業務を遂行する際には就業規則に従

雇用契約から，被雇用者にど う（労働安全衛生，環境，休暇，疾病

のような規則や義務事項が発 など）。

生するかを知っている。
各種労働契約（0時間契約，人材派遣

会社経由，仮雇用契約，正規雇用契約，

復帰措置）に，権利と義務を規定する

ことの有用性を認識する。

1．2．5 控除される被雇用者負担保険料およ

どの保険料と税金を被雇用 び税金と，一般社会保障準備金とを
者が支払わねばならない 関連づける。

か，またどういつだ目的の なぜ給与からの控除が必要であるの
ものであるか大筋において かを説明する。
知っている。

税金申告または税金還付の書式に記

入する際に，助けを見出すことがで
きる。

必要に応じて，自分で補完的な（年金：）

保険を手配する。

1．2．6 オランダにおける労働組合運動の重
オランダにおける労働組合の 要性について説明する（出身国もし
役割を理解している。 くは他の国と比較する）。

1．2．7 CAOの重要性と内容について説明す
CAOの内容となぜCAOが重要 る。

であるかを知っている。
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1．3

J働市場の（隠れた）

ｷ別に対処する

雇用者と差別の疑いについて話し合
､。

1．3．1

ｷ別を受けた場合の法的権

?と手続きについて知って
｢る。

差別を受けた場合に法的権利に訴え
驕B

1．3．2

l々な形態の（隠れた）差
ﾊに対して自己防衛を高め
髏嵭ｪを心得ている。

差別を打破するための各種戦略を用い

驕B

1．4

ｩ分の会社を設立す

髀?備を始める

1．4．王

､工会議所の役割を知って

｢る。

商工会議所に登録する。

1。4．2

ﾁ定の産業部門で起業する

ｽめには，特定の学位が重

vになることを知ってい
驕B

（補完的な）講習に申し込む。

1．4．3

ｩ分の会社の資金調達に関

ｷる要件を知っている。

事業計画を作成するための情報を提

氓ｷる。

自分の会社の資金調達を手配する。
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2．マナー，価値観や規範

　オランダ社会に定着しようとする外国人は，オランダのマナー，価値観や規範に対応すること

ができる。また，人とその意見とを区別することができる。すなわち他人は尊重するが，意見に

対する批判と人に対する尊重とが両立できることを示す。

不可欠な行動 不可欠な知識 成功行動の指標

2．1 2．1．1 暗黙の社交上のルールについて情報
オランダの各種マナ マナーや価値観，規範が，文 を得る（観察する，助言を求める，確
一を解釈し，適用す 化，地域，社会階級によって 認や訂正を求めるなど）。
る 異なることを知っている。 社会的に受け入れられる方法で共通点

や相違点に対応する。

自分と異なる経歴をもった国民のマナ

一や規範，価値観について知ろうとす
る。

2．1．2 率直に述べられた反応や批判を個人攻

オランダ人は非常に率直に意 撃と受け止めない。

見を述べることがあるが，人 面と向かって述べられた意見や直接的
の気分を害したり無礼をする な質問の仕方に，すぐに気分を害して
意図があるわけではないこと 反応しない。

を知っている。

2．1．3 人付き合いで誰かを訪問する場合，相

私生活と仕事において，人付き 手が望むのであれば予め約束をする。

合いがどのように行われるか
した約束は守るか，または適切なタイ

を知っている。
ミングでキャンセルをする。

2．1．4 番号札を取る，ショッピングカートを

最もよくある場面（店や待合 取る，列に並ぶ，自分の順番が来るの
室，窓口，近所のパーティに を待つ。

参加する）で，通常の行動規

･がどのようなものであるか
�mっている。

そうするべきであるか，または適切で

?る場合，ちょっとした贈り物を持参
ｷる。

2．2 2．2．1 女性を平等に扱い，オランダの一般的

奇妙な，あるいは母 家庭内も含めて男女の関係が な規範に従う。

国のそれとは対立す 平等であることを知ってい

る習慣，価値観規 る。

範に対応する
2．2．2 結婚とは異なる同居形態で暮らす人た

オランダでは，同じ性別同士 ちに迷惑をかけない。

を含む（未婚での）同居が受

け入れられていることを知っ
ている。
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2．2．3 これらのお祭りを祝う場合，学校や近

オランダの重要な祝潤と，その 所，職場でどうするべきか情報を得
宗教的あるいは歴史的な趣旨 る。

／背景を知っている。 重要な宗教的，政治的祝日（クリスマ

ス，復活祭，ラマダン，砂糖祭り，シ

ンタクラース，女王誕生潤，5，月4日と

5日など）を祝うこと，またお祭りに

付随する習慣の背景について他の人
を尊重する。

2．3 2．3．1 なぜクラブの会員になることが重要な

社会的ネットワーク 文化クラブやスポーツクラブ のかを説明することが出来る。

に参加する の目的と習慣を理解している。 クラブの会員に何が求められるかにつ

いて情報を得る。

2．4 2．4．1 家庭の重要な行事において，隣人や知

日常的な人付き合い 隣人や知人の家庭の重要行事 人と適切な方法で連絡を取る（カード

を始め，維持する （結婚，出産，試験合格など） を贈る，お祝いを述べる，ちょっとし

におけるオランダの習慣を知 たプレゼントを贈るなど）。

っている。

2．4．2 他人から受けた迷惑について，話し合

迷惑に対処することができる。 いを持てるようにする。

自分が迷惑をかけるおそれがある場合

には，適切な対策を取る（例えば，自

宅でパーティを開くとき隣人に断りを

入れる）。
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3．住まい

　オランダ社会に定着しようとする外国人は，適した住居を見つけて（ガス，電気，水道などの）

公共サービスを手配できる。また，住まいの安全性と環境や清潔な生活環境に配慮する。

不可欠な行動 不可欠な知識 成功行動の指標

3．1

Kした住居を手配す

借家を探す場合，適切な機関に連絡を

謔驕B

3．1．1

Z居を手に入れるための情

��Cどこでどのように見つ

ｯることができるか知って

｢る。

公営住宅新聞やウェブサイトを参照

ｷる。

家族の状況や自分の収入に適した住

薰ﾌ希望を明確に説明する。

家探しまたは引越しを希望する場合，

K切な機関に登録する。

規定の手続きにおける手順に従う。

賃貸手当の申請に関する規則に従う。

3．1．2

Z宅の購入／売却に関する

闡ｱきを理解している。

不動産屋のサービスを必要に応じて

?用する。

銀行もしくは住宅ローン仲介業者の

烽ﾆで情報を得る。

住宅ローンを組む場合，自分の融資限

x額を見積もる。

利息控除の可能性について説明する。

公証人役場で住宅ローンと売渡証書

�ｭ効させる。

エネルギーの供給を手配する。3．2

ｩ宅における公共サ

[ビスと通信手段を

阡zし，利用する

3．2．1

ﾇのように申し込みを手配

ｹねばならないか知ってい
驕B

電話やケーブル接続を手配する。

3。2．2

�M費の年末清算書がどの

謔､に構成されているか知

ﾁている。

光熱費の年末清算書の要点を理解す

驕B

3．2．3

Kス，電気，水道をいかに｛

?かっ無駄なく使わねばな
轤ﾈいか知っている。

ガス，電気，水道の使用に関する安全

K則に従って行動する。

ガス，電気，水道を無駄なく使用する

ｱとで，環境と費用を節約する。

3．2．4

瘧Q発生時に誰に連絡を取

轤ﾋばならないかを知って

｢る。

障害を認識して適切に対処する（例え

ﾎ，近所の停電や自宅内のガス漏れ
�ｯ別できる）。
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3．3

ﾛ険に賢く対応する

3．3．1

ﾇの保険が賃借人または家

蛯ﾉとって重要であるかを

mっている（例えば，損害賠

桾ﾛ険，家財保険，火災保
ｯ）。

住居に関係のある最も～般的な保険

�_約する。

「住宅」保険の重要性を説明する。

3．3．2

ｹ害を報告する方法を知っ

ﾄいる。

損害を報告し，損害内容を正確に定義

ｷる。

3．4

緒Z環境の装飾や維

搖ﾇ理に関する習慣

ﾉ対応する

3。4．1

Sミの収集と分別に関する

K則を知っている。

ゴミの収集と分別に関する規則を適

pする。

庭と周囲を清潔に保つ。3．4．2

Iランダ人が清潔な周囲と

ﾂ境を重視していることを
mっている。

一般的な環境規則に従う。

3，4．3

Iランダでは家と庭の外観

ｪ重視されることを知って

｢る。

住居の外観が整っているように配慮

ｷる。

指定された場所にゴミを保管する。
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4．健康と保健医療

オランダ社会に定着しようとする外国人は，オランダの保健医療制度の規則に従い，保健医療を

利用することができる。

不可欠な行動 不可欠な知識 成功行動の指標

4．1 4．1．1 健康を維持するためスポーツをし，体
自分の健康状態と生活 運動と健康的な食品が，健康 を動かし，健康的な食生活をする。

様式を考慮して賢い選 に大きく貢献することを知っ

択をする ている。

4．2 4．2．1 家庭医の選択に関して自分の保険会
～次保健医療（家庭医） 家庭医の見つけ方を知ってい 社に相談する。

を利用する る。 家庭医のもとに登録：を申し込む。

患者の自己紹介面談のために予約を
入れる。

4．2．2 家庭医の任務と責務の範疇にある愁
どういつだ症状で家庭医を訪 訴に関して予約を入れる。

ねることができるか，あるい

は訪ねなければならないかを

知っている。

4．2．3 回復促進に役立つ行動をする。

オランダの医師の一般的な指

示方法を知っている。 薬の処方が控えめに行われることを
理解する。

4．3 4．3．1 医療的問題がある場合には，まず家庭

二次保健医療を利用す 家庭医が専門医療に紹介して 医のところへ行く。
る くれることを知っている。 自門医を訪ねるときには紹介状を携

行ずる。

病院の規則や慣習を遵守する。

初回通院時には，まず登録カードを作

成してもらう。

4．3．2 提供されるサービスの種類の例を挙
患者がいっ自宅介護サービス げる。

を求める権利を持っているか 介護審査センター（CIZ：Ce就rum
を知っている。 Indicatiestelling　Zorg）に介護の予

約を申し込む。

4．3．3 心理的問題がある場合には，まず家庭

家庭医に，社会心理方面の介 医に連絡を取る。

護サービスや社会福祉事業

団体に紹介してもらえるこ

とを知っている。
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4．4

�ﾇを利用する

家庭医もしくは専門医を介して処方

ｳを入手する。

4．4．1

纐�iの大半は，処方箋の提

ｦがなければ入手できないこ

ﾆを知っている。

ドラッグストアや薬局で購入できる，

?方箋を必要としない医薬品を，医師

ﾌ診療を受けずに入手する。

医薬品代の払い戻しを申請する際に

K切な規則を適用する。

獲，5

負ﾈ医を利用する

歯科医を選ぶ。4．5．1

闃咩Iに歯科医に通うのが一

ﾊ的であることを知ってい
驕B

検診や治療のため定期的に爵科医に

ﾊう。

4．6

繩w的緊急事態に対応

ｷる

4．6．1

ﾙ急時には112番に電話せね

ﾎならないことを知ってい
驕B

緊急事態には救急番号に電話する。

4．6．2

驫ﾔおよび週末救急サービス

ｪどのように手配されるかを

mっている。

夜間や週末に緊急の医学的問題が発

ｶした場合は，当直の家庭医詰め所に

A絡を取る。

4．7

D娠や出産，乳幼児に

ﾖする専門介護を利

pする

4．7．1

齔e学級や助産婦介助の申し

桙ﾝをどこでしたらよいか知

ﾁている。

助産婦に申し込みをするか，または医

ﾃ的介入を必要とする場合に婦人科
繧�ﾐ介してもらう。

産科指導の例を挙げる。

適切なタイミングで，いずれかの事務

鰍ﾉ産褥ヘルパーの申し込みをする。

乳幼児健診センター訪問の呼出に反
桙ｷる。

4．7．2

ﾇのサービス団体が乳幼児健

fセンターを開設しているか
mっている。

乳幼児健診センターが提供するサー
rスの例を挙げる。

乳幼児の発育を報告する。

「成長記録手帳」から子供の発育に関

ｷる情報を取り出す。

医療保険会社を選ぶ。4．8

纓ﾃ保険に入り，利用

ｷる

4．8．1

纓ﾃ保険の加入が義務付けら

黷ﾄいることや，医療保険が

軏{プランから成り立ってい

驍ｽめ，補完的な保険の追加

ｪ可能であることを知ってい
驕B

基本プランの構成要素と，補完的な保

ｯに加入しなければならない要素を
唐ｰる。

4．8．2

纓ﾃ費をどのように申告しな

ｯればならないかを知ってい
驕B

規定の方法で申告する。
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4．9 4．9．1 提供されうる介護の種類（自宅介護，

老人や慢性疾患患者， 最も重要な介護サービスの種 外来介護，収容介護）を説明する。

障害者の介護を利用 類を知っている。

したり，手配する
4．9．2 CIZに連絡を取る。

患者介護が自宅でどのように

支援されうるかを知ってい
る。

4．9．3 自宅介護サービスや専門機関のサー

自宅での介護が不十分な場合 ビスを利用できるという状況を認識

にどうずれば良いか分かって する。

いる。 適切な機関に連絡を取る。

4．9．4 適切な機関に連絡を取る。

施設収容手続きを始める際に

どこで助言が得られるかを知

っている。
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5．歴史と地理

　オランダ社会に定着しようとする外国人は，オランダの歴史と地理を知ることで，オランダと

オランダ社会に関与することができる。

不可欠な行動 不可欠な知識 成功行動の指標

5．1 5．1．1 オランダの歴史の最も重要な時代

オランダの歴史につい 黄金時代／富，植民地化政策， とその特徴について説明する。

て知識を深める 海運，治水に関してオランダの

歴史を知っている。

5．1．2 歴史が現代のオランダにもたらし

オランダの歴史において特定 た影響を説明する（港，航海術，

の時代に何が生み出されたか， 建造物，教会，文化的少数派，治

そのうち現代においても姿を 水設備，運河）。

留めているものが何であるか

を知っている。

5．2 5．2．1 反ユダヤ主義的な発言に関して，

オランダにとって微妙 第二次世界大戦中のオランダ オランダが敏感であることに理解

な関係や出来事を扱う の歴史と，それがオランダの日 を示す。

常生活に及ぼす影響について 5月4日と5日の式典および習慣を
理解している。 尊重する。

5．2．2 自分の国とオランダの歴史的，経

自分の出身国がオランダの歴 済的，文化的つながりについて説

史に果たした役割を理解して 明する。

いる。

5．2．3 オランダと西欧が，米国，カナダ，

第二次世界大戦中，西欧の解 英国と結びつきを持っていること

において米国，カナダ，英国が に理解を示す。

果たした役割を理解している。 実際の協力体制（北大西洋条約機

構（NAVO：Noord－Atla頗sche

Verdragsorganisatie），欧州連合
（EU：εuropese　Unie））について

説明する。

5．3 5．3．1 州ならびに最も重要な場所の位置

オランダの地理学的弓 州ならびに最も重要な場所の を説明する。

識を日常生活で活用す 位置と名前を知っている。
る 5。3．2 オランダ国内の場所同士の距離と

様々な馴染みのある場所や州 移動時間（列車／車〉を見積もる

同士の大まかな距離を知って （例えば，通勤や通学，身内を訪

いる。 問するため）。

5．3．3 各地域と各地域の経済的特徴との

各地域の経済的特徴を理解し 関係について説明する（首都圏が
ている。 特に重要）。

居住地の選択と特定の産業部門に

おける就職の可能性とを組み合わ
せる。

247



5．4 5．4．1 オランダにおいて一般的な規範に

（70年代以降）オラン 法律の下に男女が平等である 従って女性を平等に扱う。

ダで受け入れられてい ことを知っている。

る自由な概念に対応す 5．4．2 女性の自決権を認める。

る 少女ならびに女性が自立した

生活を確立するように求めら
女性が自身の進学やキャリアに投

れていることを知っている。
資することを尊重する。

子供やパートナーの進学やキャリ

アが，その妨げにはならない。

5．4．3 同性愛者であることを公に告白し

同性愛者である旨を公表する た人に迷惑をかけない。

ことが禁止されていないこと

を知っている。

5。4．4 自分の見解として不適切な服装を

一部の男女の特定の服装行
している人に迷惑をかけない。

動をふしだら，または他者を

誘惑するものと見なしては

いけないことを知っている。
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6．各種機関

　オランダ社会に定着しようとする外国人は，地方自治体や税務署，警察，そして社会福祉や法

律扶助機関のサービス内容を知っている。

また，事態が起こった際に，法律支援センターや社会福祉事：業センターで情報や助けを求めるこ

とができる。

不可欠な行鋤 不可欠な知識 成功行動の指標

6．1

ｩ治体が市民に提供す

驛Tービスを利用する

6。1．1

Z民基本台帳（G8A：

fe揃eente！ijke　Basis

`d頗nistratie，旧戸籍簿）への

ﾏ更をどのように届け出なけれ
ﾎならないかを知っている。

出生，結婚，離婚，死亡，転居，

ﾚ住の際に変更を届け出る。

6．1．2

pスポートや運転免許証の申請

竝X新手続きを知っている。

適切な機関に申し入れる、，

6．1．3

ﾘ在許可証の取得や帰化に関す

驪K則を知っている。

適切な機関で適切な情報を見つけ

驕B

手続きに従って対応する，，

帰化のメリットとデメリットを説

ｾする。

6．1．4

ﾇの市税を納めなければならな

｢かを知っている。

市税を納める。

6．1．5　・

s町村が交付する，自分に最も

ﾖ係ある許可の存在とその申請

ﾉついて知っている。

許可を申請または取得する場合は

闡ｱきに従う。

6．2

ﾅ金申告や税金還付，

ﾁ別手当（医療手当，

�剌且闢磨C住宅手当）

ﾌ申請に対応する

6．2．1

e住民が固有の住民番号を持つ
ｱとを知っている。

規定の場面において固有の住民番

?を使う。

6，2．2・

獅ｲとおよび年ごとに収入の明

ﾗを受け取ることを知ってい
驕B

給与明細または給付金明細，年次

鞄ｾ表の要点をいくつか解説す
驕B

なぜ年次所得表を複数年にわたっ

ﾄ保管しなければならないかを説

ｾする。

税金申告をする。6．2．3

鼾№ﾉよって税金を納めなけれ

ﾎならないこと，またその一方

ﾅ税金の払い戻しを受けられる

鼾№ｪあることも知っている。

なぜ税金が（追加）納入，あるい

ﾍ還付されねばならないかを説明
ｷる。
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納税に関して便宜を求める（分割

払い／減額／免除）。

6．2．4 手当や補償を申請する。

税務署が，医療費や住宅費，託

児所費用などに対する補償給付

も行っていることを知ってい
る。

6．3 6。3．1 所轄当局に求められた際には身分

警察が提供するサービ オランダにいる14歳以上の人全 証明書を提示する。

スと指示に対応する てに，身分証明書の携帯義務が

課せられていることを知ってい
る。

6．3．2 盗難や紛失の届出を行う。

警察が市民に対して担う役割に

どのようなものがあるかを知っ 迷惑や（交通）事故，暴力沙汰に

ている。 際して警察の助けを要請する。

（交通）警察の指示に従う。

6．4 6．4．1 適切な機関の支援を受けて，苦情

法律支援（市民相談課） 政府から不当な扱いを受けたこ を提出する。

と社会福祉を利用する とに対してどのように抗議でき 苦情提出の結果を予測する。
るかを知っている。

6．4．2 適切な機関の支援を受けて，苦情

オランダでは，信仰や性別，人 を提出する。

種，性的傾向を理由とした差別

が禁北されていることを知って 苦情提出の結果を予測する。

いる。
適切に行動することで，自らが苦

情の対象になるのを防ぐ。

6．4．3 規定の手続きに沿って対応する。

法律支援を受けるには，弁護士

や司法窓口に問い合わせればよ
自分の所得状況に相応した自己負

いことを知っている。
電熱を支払う。

6．4．4 助けを求める場合として考えられ

社会福祉事業／未成年者保護サ る例を挙げる。

一ビスがいずれの場合に支援を 助けを求める場合には，まず家庭
提供できるか知っている。 医に知らせる。
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7．国家組織と法治国家

　オランダ社会に定着しようとする外国人は，オランダの国家組織を知ることで，オランダとオ

ランダ社会に関与することが出来る。

不可欠な行動 不可欠な知識 成功行動の指標

7．1 7．1．正 自分とは異なる見解をもった人も尊

日常的事柄においてオ 「言論の自由」が意味するとこ 草する。

ランダ憲法を履行する ろを知っている。 自分の見解を述べるときに主張し過

ぎない（限度を心得ている）。

他の人に対して「限度」に達してい

ることを知らせる（但し落ち着いて
対応する）。

7．1．2 他の宗教を信仰している人を尊重す
「信仰の自由」ならびに呼等

ﾈ処遇／差別禁止jの意味する
る。

ところを知っている。
宗教や生活信条，政治的傾向，人種：，

性別，その他どのような根拠にも関

係なく，全ての人を平等に処遇する。

　　　　　　　　　　　　　9ｼの人が宗教，生活信条，政治的傾

向，人種：や性別の分野で，馴染みの

ない，あるいは望ましくない方法で

行動している場合でも，その人たち

に迷惑をかけない。

差別を苦情センターに届け出る。

7．1．3 選挙権と被選挙権の重要性を述べ

惨政権／民主主義」の意味 る。

るところ，ならびに投票の重要 投票が行われる状況を説明する（地
性を知っている。 方議会，州議会，下院，欧州議会，

治水委員会の選挙，国民投票）。

帰化していない住民が，いつ，どの

選挙に参加することができるかを説
明する。

オランダで最も重要な政党について

説明する。

集めた情報に基づき，選挙公約の要

点について自分の立場を明らかにす
る。

参政権を利用する。

7．1．4

王室の立場と役割を理解して

｢る。

女王の立場と社会的地位を説明する

i立憲君主国）。
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7．2 7．2．1 王国政府が国民に対して担っている
オランダの各統治レ 王国政府に立法の策定ならび 最も重要な役割と責任について説明
ベルの責務について に整備の責任があることを知 する。

知識を深める っている。

7．2．2 州政府が市民に対して担っている最
州政府の主要任務が，地域開発 も重要な役割と責任について説明す
計画と環境の分野にあること る。

を知っている。

7．2．3 欧州政府が欧州市民に対して担って
オランダ政府の一部が，欧州の いる最も重要な役割と責任について

政治や規則の制定に専念して 説明する。

いることを知っている。

7．2．4 議会制（政府，上院および下院，国

オランダの国家組織における 会開会日）ならびに複数政党制（政

最も重要な事柄を知っている。 党名，各党の傾向）の要点を述べる。

7．2．5 オランダの3つの権利を分離する重

オランダでは権力が3つの要素 要性を説明する。

に分配されていることを知っ

ている（立法，行政および副
権）。

7．3 7．3．1 まず第一に国家の制定する法律や規
教会（宗教）と国家の 国家の法律が宗教や伝統の規範 則を適用する。

分離に対応する よりも上位にあることを知って
いる。

7．3．2 裁判宮の判決を受け入れる。

司法が独立していることを知

っている。

7．4 7．4．1 中絶，安楽死，同性愛，性的傾向の
法律と規則を適用する 中絶，安楽死，同性愛，性的傾 分野において，馴染みのない，ある

向に関する法律や規則を知っ いは望ましくない行動を取る人に，

ている。 少なくとも中立的に反応する。

逸脱した見解を持つ人たちも尊重す
る。

7．4．2 暴力沙汰を警察も・しくは特定の苦情

あらゆる暴力が法の下で処罰 センターに通報する。

の対象になることを知ってい

る（家庭内暴力，復讐，子供を 他人の身体の保全を尊重する。

叩く，女児の割礼，路上での

力行為など）。
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8．教育と育児

　オランダ社会に定着しようとする外国人は，オランダの教育制度を知っており，オランダの知

識経済における教育の重要性を認識している。また，自分の子供に教育を受けさせ，保護者に求

められる役割を認識している。

不可欠な行勤 不可欠な知識 成功行動の指標

一連の学校の種類について説明す
驕B

8．1

Iランダの教育制度を

ｩ分と自分の子供のた

ﾟに利用する

8．1．1

A学前教育から最終教育まで，

ｳ育麟度の構造を理解してい
驕B

入学基準に従う。

8．1．2

Iランダには教育の自由があ

驍ｱとを知っている。

教育制度に縦割り構造が存在する理

Rを述べることができる。

自分の子供の通学を監視する。8．1．3

T歳から18歳の子供には義務教

轤ｪあることを知っている。
学校の規定した休暇時期に従う。

8．1．4

瘧Qを持つ生徒のための教育

{設があることを知っている。

該当する場合，身体や精神的障害を

揩ﾁた子供，学習や行動に問題があ

骼q供のために用意された特殊教育

ﾌ機会を利用する。

紹介手続きの際には積極的な姿勢を

ｦし，規定の手順に従う。

8．2

ｩ分の未成年の子供の

ｻ出に責任を負う

8．2．1

P5歳未満の子供の（不）品行に

ﾖしては，その両親に法的責イ

ｪあることを知っている。

自分の子供の品行を監視する。

8．2．2

w校が両親の関与を想定して

｢ることを知っている。

子供の発達に関して教師と相談す
驕B

両親の関与が想定されている場合に

ｽ応する（通信，ボランティアをす
驕j。

支援の必要性を認識する。8．2．3

邇剋x援の機会が存在するこ

ﾆを知っている。
各種機関を当たってみる。

8．3

�剌鰍窿vレイルーム

�?用する

8．3．1

vレイルームや託児団体をど

ｱで見つけることができるか
mっている。

託児団体で情報を入手する。

8．3．2

q供の預け方を知っている。

託児所やプレイルームに子供を登録

ｷる。

8．3．3

竢梛K定の利用の仕方を知っ

ﾄいる。

補償を申請する（対象集団に属して

｢る場合）。
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8．4．1 各種教育費について説明する。
8．4

ｳ育費や教育補助金，

w生融資に対処する

教育費が特に授業料，保護者負

S，教育設備費から成り立って

｢ることを知っている。

8．4．2 規定の手続きに従って費用の補償を

どの場合に学校での費用の補 申請する。

償を申請するか知っている。

8．4．3 規定の手続きに従って，IBGで学生融

どの場合に独立行政機関，情 資の申請をする。

管理グループ（IBG）で申請す

るかを知っている。
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醗報告書の入手方法

　本報告書を含め，本調査研究に関わる以下の報告書は，国立国語研究所のサイトより

ダウンm一ドすることができます。

1．国立国語研究所日本語教育基盤情報センター学習項目グループ（2008）『国立霞語研究所

　　内部報告書平成19年度成果普及セミナー報告書「生活者にとって必要な『ことば』を

　　考える」』．
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